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序

北海道には過去 10 力年だけの統計資料に よつても 191,340町歩少に及ぶ山火跡 

地があり, 色に航葉ﾡの第二次林を形成しているものもあるが, 火無立木地と 

って人工造林を しなければな ら商慮も多い。 原田米博士は昭和 13 年以求弟子 

mの山火跡地林に就き行往な研究をされ救4前に cれをルﾡられな。これはﾡ 

林平業遂行上非常に 參考 とな る べ3 業績て あるが, 種々な tか ら 印刷 に する 乙 

とが出求ず4介日 に及んだ ことは道恨に批2W こ とてあつなが,ﾡ く 各方面の御扱 

助によ » 乙のたび上梓の機會を得て多年の希望が實現された 乙 とは,業・ﾡ界の 

なめによろこぶべきてとてある。ﾡ林成績の可否は環城因子に左右され ることが 

多 く ・ 維つて別齢 ・ 根宝地方のごと ・環城因子の植雑なとそろてはﾡ林も内ﾡを 

件5 ことが多いことてあろう。

然し本研究の結果, かかる東北海道地方のﾡ林事業の1行上に大きな嫌り ど 

乙ろが見出 されなととになり, 乙 の地方の將來の造林成果 乙そ 期してをつべ 2 も 
のがあると信ずる。

昭和二十六年十月一日

林業試験場札幌支場長

農林技官 林 行五
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山火跡未立木地の環境とその 

造林法に關する研究

林學 博士 原田 泰 

卡、 au 柳 澤 聰 雄

Study on the environment of the forest after the 

fires and its method of aftbrestation

by

Yutaka HARADA and Toshi。 YANAGISAWA

・ 諸言

効予風図行朴(元の旭川地方帝盛林野局子屈H弘所所御*地)には, 明治 44から昭 

和 5 4頃に互つて製大の山火に山ポする 6.700ha ﾡの未立木地を合み, これが造林は大正 6 年 
か らMﾡせ ら れ津大 ドイックツヒ, カジ マツ および トドマッ の植栽地 と變じ, 昭和 記 4度 ま 

でに その面も1.452 ha にﾡ した。

次で昭和 13 4度か ら残係の未立木地 5.256 ha cﾡ し随時ﾡ林事業が資行せ らるるに至つ 

たが, 木地城は1三山大にﾡつな一大未立木地で, しかも木道として氣象的に も,土ﾡ的にも 

特異性を冇する北遍の地であるため,道内一般M救地と ざしく境を県にすると共に, 本地方 

の旣往造林地の成績 を 檢討すると その成績は思は しく ないoで, こ れがﾡ述と して造林實行上 

種々研究を災ナべさﾡが多々行ると 認gめ られた。よって先づ山火跡未立木地の環境因子を 明に 

し,これに基く造林法を探究して,造林成就の向上を計り直時造林事業の完遼を計ると共に, 

本地域の地方的造林法の 確立 を 期せん と しcのである。 この研f究は呼和13 年 5 月営時旭川 

局であつた倉田博士 よ り 故中村林業試驗場長宛に  瞒時造林地域の環境囚 了•に Mナ る 調 を 依 

頼"せられ, 同 4 6 月 當時林君瑕 場札帽市駐 住 日 たる 第 *等は 命 ie 依 り そ の研究に ずナ 

るに至つなものである。

臨時血林事業は支那事變よ り第二次卜界外大飛に過原するに仲い大がにめル 物の不足を



ボヒ 途に昭和20年質行面積2500ha を以て一時中絶の止むなきに至つな。 このI本研究成 

ﾡの一部は その都度致炎 して来血行上の参考に資ナる場があつたが, ここに 從來の研究結 

果を 取舞め木地方の様な高寒風街地帶の造林達成の一資料と したいと考父, 鼓に發表する次第 

である。本研究は 勿論 これ を以て終つた ものでなく,ﾡ数多調在研研を要ナべき訪を包合する 

が,今後根を得て以に研究を進め座いと考えている。

本研究に對しては,倉田吉雄博士を初め,現地に交々在勤された佐々木準長氏,唐澤繁夫 

氏,細川正三氏,柳沼亮三氏,益木千明氏等各位の多大の御援助に負う處が多い。

なお土壊調査に あたっては 田町以信男博士,対客詞査については電井事大博士をわすらわ 

し, この部告の取り まとめに種々行往な助言をﾡわつた。

また この度印刷出版する については,ﾡ政営林局長田中紀夫氏, 同經替部長淡谷忠一氏,造 

林課長工藤四郎氏,同課の木下芳雄氏等の御援助 と 林業状験場札幌支場長林行五氏,ならびに 

同場丸山光矣氏の御厚配によ る こ とが:多い。ここに記して満路の感謝の意を表する次第である。

第一章 山 火跡未立木地の環境

阿寒國立公園東半部を占める弟子屈御料地は,その北部ならびに西部一帯はトドマツ,エ 

ソマッ を主とする針葉樹林にﾡわれるが, 南部は廣漠たる 山火跡の未立木地であつて,cれに 

衛かに政葉掛を跡ﾡする特県な景収を品している。摩周岳南西面およびベケ レ,シケレベ品の 

その巨大な 山開は いナれ も 山mi ま で笹生地で, 同 國立公園の內に セ合せ られる 雄阿寒 岳山 数の 

密 々たる原生林と登脳的な風景に驚 く も のであ る。しか も 本道の東端部に所在ナる地理的位置 

と 阿寒,摩周 面に総 さ れた火山次地徹ﾡびに山大跡地の大未立地等 に よ つて出 ポす る 環境は ポ 

道中央部と は氣候的・ 土域的・ 生物的に も それぞれ非常な差異が認め られるのである。したが: 

つて,こ こに木地方の山火跡未立木のぷ境因子を解折間明な ら しめるﾡに下記の如さ調査を 

行つたのである。

第一節 無候機相

I.一般氣候

本地力の氣候ﾡ" は典匕海道地方十勝根室匿に屬し,北海道西部地方に比し夏季低温で, 

降水量 も少く, 冬季は:乾燥 し時天の 日 が多い。従つて際雪, 積雪は西部地方に比 して少いが, 

ﾡ日数は大部分 110～120Hで旭川・ 札幌等の内陸地方を除いては絶しく 多い。 た提盛から

釧路の海) 郎竹近一 希は初夏: 海為に襲われ ることが多く, その影西は弟子加地方迫及んでい る ・ 

本地方の祭候要素に就き,札幌 ・旭川 ・ 御路地方と弟子屈地ガを統団ナる阿炎 ・上札ﾡ ・

標地力と比校討するに, 弟予ﾡ市得地の然税測は, 元千届川張所およ び北海道ﾡ

第1表 ※ 4 ボ 均 須 温l

替林国潜弟子屈推當區口駐在所で植績實施したものが有 るだけであったが,昭和 16 年度から 

札幌管U氣媒※のM内設測所が新設せられた。その昭和18年から同 204に至る 3 年間の氣

象親測結果は第 2 炎の通 りである。

・ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 4

ﾡ 子刷)・ 神座43°29/。 t1++27'6 様が95米
十 I 
ﾡ高不均 
i催ポ均 
"高平均

1923〜1935 
i926～1935 
1926～1935 
1926～1935

一 6.3 
- 25 
-15.8 
- 9.i

-55
-22-I5.2
-87

-2ラ 
26

一 3.2

5.9
9.1

- 3.1
3.0

11.6
16.3
2.2
9.2

15.419.7
19.5 22.9
7.2,12.9

13.3 17.9

21.3
24.5
152
19.8

17.e
20.e
10.4
15.5

12.4
15.5
26
90

51 

屋23

- 2.5
0.7 

-11.2 
一 5.2

73
11.2

- 0.6
53

最 高6 材 1926～1935 6.0 9.0 14.7 23.1 29.5 320339 33.2 29.C 25.7 22.0 11.8 33.9
低極 1926～1935 -30.4 -31.5 -27.6 -18C 一 9.3 - 1.7 0.4 7.2 - 08 - so -15.2 -22.2 -31.5

阿 の ﾡ 43°25/9 1座座 14°62 ポ6 420米
十 m1923～1940 一 9.4 -8.7 - 2 45 10.5 15.6 2CX0 20.8 16.1 10.1 -45
朮高平均. 1926～1940 -49 -4.7 77 19.3 23.3 1 " 23.8 18.9 13.4 59 -10 9.9

低不均 1926～1940, -I6.6 -166 -11.7 -42 1.1 5.8 11.4 13.0 、 ・ 4 85 2.1 -3.4 -11. 一 1.8
nxmポ均1926〜1940 -11.5 -10.9 — ク.イ 1.6 80 12.7 17.7 189 lio 78 二e4 3.9

美 ﾡ9線度4349/0 土度 !1475 I8*
十 I 1934～1940 - 7.5 - 6.3 一 0.8 6.7 12.7 17321.523.0 18.8 13.4 a 一 3.1 8.4
最高平均 1934〜1940 一 3.3 - 2.3 12 9.7 16.2, 21:7 24.81 25.6 21.5 163 7.7 • 0.2 11.6
征不均 1934～1940 -17.1 -15.5 一 9.3 一 2.0 4.1j 9.3,14.7 153 10.4 27 一 2.5 -11.5 -0.1

aauT均 1934～1940 -10.2 一 &8 -36 3.8 1o. 14.9 19.7 20.4, 159 94 2.7 一 5.7 57
札 » 料 43°467 単座 I4r310 1高 71 米

+ 時 1929〜1940 -5.2 - 4.6 0.5 64 12.7 16.8121.0 23.0 18.7 13.6 一 1.2 5o
最高T均 1929～1940, -2.7 一 2.3 2.8 9.4 I6.3 20.2 24.1l25.6 213 16.1 1.2 117
征事均 1929～1940, -14.4 -149 - 8.8 -2.0 3.8 &5 13.7 15.8 4.4, - 18 一 9.6 0.5

・さa水均 1929～1940 =85 -67 -2.9 3.7 10.0 14.318.8 20.7」 16.4 10.4 - 4.2 6.1
h 稼 の ﾡ 43°3S'7 経 144°4S'9 松f高 100米

+ 時
高ポ均 

量低T均 
・高sT均

1933〜1940 - 4.2
1933～1940 - 0.4
1933～1940 -16.1
1933～1940 - 8.2

-33
0.2

-159
-78

-0.2
3.5

-10.4 
- 3.4

6.2
9

-34
3.0

12.1

2.09.0

16.3 19.8* 22.1
20.3 23.7 25.3

7.3 12.9, I5.3
13.8 !&3 2tt2

18.8 13.8
21.9 i6.8
102 25
16.0 96

6.4
9.4

-332.3

-97

-45

8.9
12.4

- 0.9
57

釧 路7) 状度42°59/ お度144°24 *:633米'---- ----—
- 6 回事均 

号為不均
i価T均

1910～1936
1910〜19%6
1910～1936

- 6.9
一 1.6
-13.1

- 6.5
一 1.3
-126

一 2.4
1.8
7.

28
6.8

- 0.7

6.7
10.8
3.1

10.7 5.2
14.3 i&.7
7.7 12.4

17.8
21.3
15.0

15.0
9.1

11.3

9.8
145
4.7

3.6
8.3

一 1.4

- 3.1
1.7

- 85
旭 川 7 料 ネ変 43°47/ 継/ 142°22 ! I13米

6 回PT均 
最高ポ地 
最価平均

1888～1936
1888～1936
1888～196

- 9.8
-4.5
-I6.1 -15.9

一 4.1
06

-10.5

19.5 20.4
25.7 26.5
14.315.|

is「-7a1-a-
21.4 14.6 57 -

9.8, 24- 3.。 -10.7
札 ッ 1 43°1 1 / 141°207 i高Gi6*___________

量催不地

I889～1939 - 63
1889～1939一 19
1889〜1939, -115

コ 88
-109

一喝
26 

一6.5
5.2

105
o.l

10.?
16.3
礴

149
20.6
10.0

19.220.9
24.4j 26.21 
1t9163

16.1
21.9
11.1

98
15.7

3.9

3.2
7.8

一 1.3
- 32 7.0

09 12.0
一 7.9 1.9



2 表第

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 4

水 it__ mm
弟子屈 1923〜1935 71.8 42.5 70.c 79.8 85.1 89.c 8.1 148.2 161.3 122.3 / 120.3 ! 56冲,143.6
m 第 ' 1923～1940 104.8 95.c 137.C 97.9 1089 953 104.3 151.7 218.3 143.c ,152.7 1 74.21,483.0
美 製 1934～1940 31.9 2I.C 25.7 6.e 65.5 73.C 100.c 98.4 141.e 73.4 1 50.2 25.: ；742.0
札 i 1929～194C 59.e 74.S 76.5 60.5 70.2 7d Iol.e 1259 132.8 922 74.2 47.9 キ 989.9
中ポt 1933～194C 56.2 48.7 73.7 105.1 106.c ,114.1 142.9 131.e 209.2 123.9 88.4 53.c ;1,253.+

1910～193e 46.2 31. 73.1 85.3 96.2 106.9 111.9 133. 161.8 119.7 . 80.3 44.21,090.6
旭 川 1888～1931 71.7 48. 55.3 52.2 67.1 78e 114.9 134.3 142.2 107.C 103.9 99.21,079.8
札 拠 1889～1939 86.2 70.2 62.3 56.S 63.C 62.1 939 I09.C 134.9 [113.7 109.6 97.31,059.1

・ ポ cm (ポ均)

動子原 1923～1935 55 スス 31.1 89 00 — — 0.8 9.3
岡然 1923～1940 57.2 79.8 87.0 44.5 0.7 — — — • 2.3 19.2
9 製; 1934～1940 32.3 43.7 39.5 11.4 ・ 0.7 24.5

12.6札 ﾡ 1929～1940 44.4 73.2 71.3 27.6 — — 0.8
中材 ! 1933～1940 38.5 59.7 60.3, 25.9 0.1 0.2 9.6
9 路 1910～1936 10.6 13.6 7.6 07 — -- 0.2 32
旭 川 1888～1936, 58.6 71.1 65.7 11.1 -- — — — 6.7 32.8
札 襲 1889～1939 452 65.3 50.8 3.9 1 — — — 2.1 19.0

座

G4 7" 1935～1938 78 661 71 75 86 c」 80 74 74 73 75
9 路 1910〜1936 74 77 80 91 8s 81 73 71
旭 川 1888～1936 89 86j 79 73 71 91 84 82 84 87
札 製 1889～19391 80 2 76 72 • " 94 吗 e 80 77 77 79

第 ; 2 表 (a)

・ 栗 m 度 J _________ 別

1 川 2 3 4月 5月 6 月 r 8 小 ] 9 J 10J 12
T場須Qm187 = 7.31 - 8.811 - 3.561 2.13 7.0S 13.85 20.46 20.61 |15.55 8.62 -0.17 一 5.42
. 1 19 -10.23 -10.07 -3.41! 0.46 8.75 13.79 18.25 20.32 14.91 8.36 0.41 一 9.65 4.32
3 ・ 201-11.25 - 8.90 3.08 10.82 12.98 t798 13.24 8.41 2.74 - 6.38 _37

M18/ - 2.10) - 2.0引 0.58 9.01 14.93 2086 26.03 25る 1 2086 15.65 6.36 一 0.04 11.33
ﾡ氣温 19 I - 5.39 -431 007 6.14 16.761 20.66 24.11 25.34 20.33 15.45 4.99 一 2.01 10.18

2 一 4.88 - 389 097 8.70 12.05 16.47 18.28 2当 20.17 14.00 7.13 一 1.70 1.32
・18 -12.98 -I5.05 -7.21 -3.00 1.93 7.96 i6.44 16.82 11.23 3.13 -5.58 -11.79 0.16

ﾡ価A温 19 1 -1553 二ろ71 -6.89 -4.10 1.32 8.35 13.86 16.30 10.29 2.51 4.74 -16.34 -0.89
20 -18.40 -14.81-10.08 -2.04 1.79 6.36 9.01 11.28 7.83 3.57 1.71 -12.45 -1.10

MI8 10.88 13.00 7.79 12.01 13.00 12.90 9.59 9.08 9.63 12.52 11.94 11.75 11.17
然in戦交 19 如4 11.40 6.96 10.24 15.44 12.31 10.25 9.04 10.04 12.94 9.73 14.33 11.07

20 13.52 10.92 I 1r0ラ 10.74 10.25 10.11 9.27 9.10 |12.34 10.43 8.84 10.75 10.67
766 a 773 72.7 79.4 84.0 86.2 87.G 87.3 79.9 77.2 73.1 80.2

ﾡ係山度 I9 75.7 80,3 79.7 79.4 71.5 84.5 87.6 87.5 85.3 80.4 78.8 77.9 80.7
20 797 81.7 79.8 73.2 8.3 86.7 879 89.8 8s6) 89.0 80.8 77.6 83.3

第 2 表(b)

4パ
J 別 4T

•1 J 2月 3 J 4 J 5 6 7 1 8方 9 J 10 11j 12

雲 量
・ 18

19
5.1

6.1
6.2
6.5

7.6
7.4 : 72

37
6.8

7.6
82

8s
8.C

8.7
7.4

8.1
7.5

59
5.6

22
5.8

5.6
4.3

6.9
6.7

20 53 63 6.1 1 5 8.3 8.2 S.5 8.5 7.7 78 7 • 5S 7.1
Wi 18 2.43 2.61 4.46 3.03 3.57 2.22 1.40 1.74 2.19 2.52 2.78 3.15 3.71

風 i 19 3.61 3.87 5.15 3.42 2.81 2.19 1.92 2.37 2.4! 2.39 2.78 186 290
20 2.91 3.76 3.42 2.77 3.04 2.73 2 1.76 !7S 1.79 3.22 2.90 273

昭 I8NNW N NNW N N SE SE S SSE NNW Nw wNw N
多風向 19 NW N N N N S SE S SE ESE ESE S WNW SW N

20WNWWNW NW SE NW SE SE SSE N N NNW NW
W 18 84.3 52.2 36.8 87.6 38.0 65.5 39.7 142.4 206.2 137.5 72.2 63.3 1.025.7

降 水 量 19 26.8 54.4 62.3 61.2 77.7 57.6 108.1 87.9 125.7 1266 91.5 87.0 9668
20 19.4 191.4 129.1 107.7 I91.5 116.1 174.7 135.5 124.3 94.8 201.3 195.1 1,680.9

W 18 23 22 46 50 43 * -
日 町 率 
«グバジ) 9 4.9 50.4 38.6 45.2 4.4 31.7 30.8 35.6 35.1 44.9 4.6 5S.4 41.1

20 58.0 49.4 51.8 17,3 32.3 29.1 31.5 23.7 48.3 30.3 37.?」 15.2 39.2

1) 気 迅

摘 姿 4度
月 別

年平均
! 月 2 月 3 月 4 月 5 月 G 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月

18 ラ 6 14 9 8 3 0 0 1 4 4 10 6t
a風 日数 19 13 10 14 7 3 2 0 2 2 4 6 0 63

20 7 10 7 6 4 0 0 0 2 2 6 8 52 .
昭 18 2 20 27 1t 0 0 0 0 0 0 I5 19 II5

F雪H数 19 23 24 24 Ii I 0 0 0 0 0 14 17 114
20 2 23 22 7 5 0 0 0 0 0 2 9 91

昭 18い 1 0 2 16 11 21 13 7 6 1 1 80
あ日数 19 0 0 2 10 3 17 21 10 12 8 2 0 85

20 o 0 2 3 9 12 10 13 14 9 1 0 73
18 13 2 1 3 1 3 0 0 1 7 3 2 36

快W致 19 2 0 4 2 3 0 2 3 2 7 6 6 37
20 2 4 5 3 1 0 2 0 0 1 2 4 26

昭 18 Io 8 15 16 19 17 24 25 19 11 6 7 177
発天H最 19 12 10 18 16 13 20 21 19 17 9 9 3 167

20 11 12 9 22 21 24 23 17 19 14 11 191
18 io 6 . 2 13 2 一 ・ ・... 13 22 21 89
19 19 17 10 16 6 一 —— — — 12 15 ・ 27 122
20i 24 15 17 3 — — — 1 7 16 18 1!5

弟子屈ならびに これに近接する阿寒,札,中析の各和測価と4!f, 旭川・ 札幌の各設 

測結果を表示すれば第 1 炎の如 く であ る. 當 地方は気候岡を異にする旭川,札幌よ り 裏Tは低 

通で,M生期間(5月～10 月)の不均迅度は弟千届14.1°Cで旭川はこれ上 ) o.c°C, 札幌は 1.2°C



(e 冬季は旭川地方は弟子•屈 よ り低く 札幌は反對に高い. 大に一須候ﾡ内にある鋭路と比 

校すれば夏季は弟子屈は高温で冬季は反對に低沮である。これは海霧の影響の方無に x るのと, 

ﾡ子屈地方は幾分内幽的氣候の特色がある ものと認gめられる。木地方 と 隣接する 城域の親測値 

と を比較すれば一般にオ ホ ッ - ク海斜面は太不洋に比して高温であ り, 山部は低部に比し 

低混でﾡ時ﾡ林地域内はﾡ予畑お よ び阿寒の観測他附近に あると 認め ら れる。

2) 降水量ならびに過慶

降水派・ 積深な ら びにﾡ度を炎示すれば第2 表 (1) の如 く であつて,降水必は弟子屈では 

例路と同校に旭川・ 札幌地方に比し秋季に多 く 冬季に少い傾向がある。年降水継量は札幌 ・ 旭 

川・ 4路よ り多く, 弟子屈に近接する彼加點の總たは阿寒が最多であ り, 次で中振津・ ゅ子用 

であ り ・ ー般にオホ ッ ーク海斜面は少い。故に 臨時造林地域の降水總优 は 1.100〜1.400mm 内 

外と考父られる。 ,

積雪深は日本海斜面と異なり,秋勺少く特に初冬の候にその値が少い。秋雪a:は太平洋海 

地希上 り 内陸方面に向 うと共に積ﾡを増加し子屈地方ではﾡ路地方上 り 非常に多い。

弟子屈に於け る谦度は夏季選比較的通 く 秋季は乾燥 した 日 がﾡ く。

次に沿度に関係が深V3日ﾡ"に就いてﾡるに, 弟子屈の南方標茶では年 26.8 日,創路は

非常に多く 108.8日, オホ ツーク海岸の斜里はこれに反して非常に少く 3.8 日を示し, ﾡ路%地方 

の海登は海より 12km 內外まで掩い,30km まで佐入する事は稀である" と言われている

が, 海ﾡ地方よbG0km あるル子屈ではその形響はとんとなく,山登と稲せられるものが4
いと考えられる。ﾡ内ﾡ測所の親測結によれば年ﾡ日ﾡは80日内外であつて6, 7, 8, 9月の

第 3 表 ﾡ生期に特に多く, ﾡ物

初 総 の生育に多大の形響 を 蒙 る

所 名 平 ¥ 址 4 均 基 期 間 ものである。

ﾡ子鳳 6 X 21 K 昭4 30 V 9u 大15 128 3) 降 wi
2 X 5K 明38 31 8u 明38 123

極 茶 6 X 5K 関37 27 ▼ 7W 明38 123 . P日および無ﾡ期川
中*ﾡ

10 X
IIK
23 K

・ 10
・ 4,3,16 22 V

29V
27W

W 7 
大川

119
I41 を調在した納果"は第 3

旭 川 4 X I4K 大-2 25 V 7W 明23 132 表の如く であつて,弟予屈
北 製 3 X 9K Mil 19 V 28積 明41 139

は無新期間短く, 初はH
快地方に比校して遅いが終尚は反對に 20 日間れ, 晚知の危險が多い*を示している.

4 初終雪日および土壌凍結

初終4ゃ よ び臥空 起終日 を調布 したﾡ果0は, 第4表の如 く ・ 弟子•屈地方は札幌 ・ 旭川 

地方に比し欧雪期間が短い。仙とれに開型して冬季川の土ﾡ測ﾡに就て創路・ ﾡﾡ・ 札幌調候 

所で調 した観測結果に よれば我雪代の少ない釧路 . 耐ﾡは札幌に比 して土域凍結の深 さ ガ大

さ く,.日.つその凍林深は冬期の氣沮と關係がな く 第 4 表

枝雪深 と 密接な關係があ る とわれて いろから,
所 名

初
起 11 ¥ ・

起 H 起
411 株 11

fmで も ヒK門ル岩だ日 の迎い関係上釧路に比 して

はくても 相當深怖迄凍結す る もの と 思わ れる. 降

の少V4はJ地下1.5 m 迄凍結する こと があ る と君 

われていろ。

弟子N 
阿 寒 
美 幌 
中松述 
旭 川 
札 幌

6 X
29 X
9 X
7 N

24一V
30-X

1 ▼
14 V
7 V
1 V
2-V

21-I」

12 I
30 X
30 X
21 I
3 J

23 X

11 F
28 I
4 u
4 I
4 I

13 I
5)天 候

第 5 表

製 消
所 名 抽 要 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6月 7 月 8 月 9 月 io川 12月 計

効子属
降水日最 
降母日ﾡ 
暴風日ﾡ

15
14

5

12
12
3

14
13
4

13
7
3

14
2
3

14

2

15

2

18

2

18

3

17

4

18
5
5

14
I1
4 ・

182
6ラ
40

円 寒
F水ロ致 
降ﾡ日ﾡ 
発風 日ﾡ

17
16
2

16
15

1

20
19

3

14
9
5

14
3
5

13
1
1

12

1

I6
・-

2

15

2

15
1
2

16
10

5

14
13

2

182
87
31

美 幌
Fキ水ロ致 
降ﾡ日ﾡ 
暴風日致

11
14
5

11
12

4

12
I5

7

9
7
6

12
3
4

14

2

13

2

13

2

12

4

9

5

10
7
3

8
9
2

134
67
46

中標律
pキ水日最 
呼野日ﾡ 
暴風日ﾡ

11
13
11

10

7

15
14
9

12
4

10

14
1
9

13

6

15

6

16

7

14

8

14
1

12

13
4

10

11
9
8

158
57

103

弟子屈地方を中心と した降水日數 降雪日數 . 暴風日. 113 は第 5表及び第2表(b)の通

円2 りである。

本地方は10, 11月には快晴多く7, 8月は公天斐冷な日がﾡくを特徴とナる。 た暴員日 

數は冬季に多い。

の) ﾡ物季節

弟子屈地方のM物手節の調在材果® の一例は第 6 炎の通 りであり, 札幌地方に比して相當 

生長期開の短縮が認められる。

林木の生長期間に 就て旭川地方同の調査め に 依れば, 摩周分探地匾內朱立木地球開地以外 

では弟子屈,加科路事業R&の一般林地では旭川地方のトドマツ開葉期•廣葉樹開葉•紅葉朗と 

略同様である が,摩周未立木地では その生長期間 が約 2 選間短 く , 未立木地では林木の生括が 

番 し く 不利な るとと を指揃した。

以上をﾡ合して弟子畑地方の無象係件を兆業ナハれ ば,氣温では 冬季釧路よ り 低であ るが 

攻平は反ﾡに商温で, 海落の影響が少ないが山霧が 多 く 4登日製も 8o ロP外もイりﾡ坐に及 

ぼす影物が大きい。附水量は 1.000札以上もあり, 特に冬期の降雪: 址は釧路地方に比して比校
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第6表

掛 程 御 消 製 劇 4 座
二 三 で

商i 所 昭.3 ・. 4 昭.5 6 7 8 9 昭.10

バッコ 
ヤナギ 我ず期

弟子R 
ra 交 
野 幌

I. 25 V. 23 8 v.13

・ #

V- 7

V 1

V. 4

v. 4

IW.20

I.25

I.i8

I.23
3チW V.28 V.29 V.I8 V.28 W.23 V.17 v. 9 v.7

発芽期 円 券 一 一 ・ W. 8 V.25 V.20 V.22
ミナラ

野 幌 一 V.7 V.25 一 ▼.20 一 V.15

ﾡﾡ期
弟子局
口 丧

X5 X.18 — I.16 — — —

野 幌 — X.29 X2 • - —
ﾡ子刷 ▼.25 ▽.10 ▼.21 ▼.21 T. 19 W. 14 v.ii

ヤ マザクク 開花期 円 た V.中仙 W.I W. 16 ▼.30 W.21 V.28 ▼.20 V.13
野 拠 一 . - V.20 V.21 V:15 V.20
弟子尻 T.15 - 18 ▼.23 ▽.17 v.15 ▽:12 10

ﾡ歩期 口 ゃ ▼..上ﾡ ▼.28 .15 W.21 ▼.24 V.19 W.18 V.17
イタャ 野 幌 — v. 6 V. 2 ▼.24 ・ ・、,
カェデ 3子属 X.13 - XI.10 - X.23 X.28 -

を楽期 四 寒 X.Fﾡ X.18 X.28 X.20 X.22 X-18 X.20
野 幌 X.25 X.12 — — 一

シウリ 
ザクラ 磁チ期

弟ア風
阿 寒
野f 製

V.上御
I. 19

V.I7
V.24

I.28
I.18

V.30
V.19

v.22
V.28
VI

v.17 
V.19 
V.!

V.I5
V. 3
V. 8

V. 16 
V.I 
V. 2

効子順 V.25 V. 12 W. 8 V.15 V.25 W.20 W. 10 —
コプン 開花期 阿 審 ... .30 ▼.28 ▼.18 *〜 . V.14 V.25
—

野f 製 :: 一 V.15 I.28 V.12 一 V.1 2 —
的多 く ・ 土ﾡのﾡ紳もﾡ路 ・ 帶加に 比して その程度 は小さいが加川 •札幌地方に 比し氷結深大 

である。 しかし晚早端の危險は非常に大で, 例路が無術期川が:140日なのに反し, ﾡ子屈は 

128日である。 @ち斜路は洲性氣ﾡであろがめ子届地方は内陸的氣候の特徴を示す。 主た北 

海道の札幌 ・ 旭川地方の氣祭に比桜してﾡ生期川にがて利々低温なること,11 月,12 月に降雪 

派が少い こ と, 無局期間が短い こ と等に特徴があ る。

IL. 局所氣候

遣林地の局所氣候を 明らかに して,それ を巧に利用するがは,弟子屈地方の如く,あらゆ 

る. 環境因子に惠 ぐ 交れない地域に は 特に必候く べからざるであり, またその効果も大さ 

いと考えられろ。また未立木地造林に際して も,朱立木地内に多 在する小立木地, 般林等を地 

朴の撮ﾡと して利用してゆ く を代策とナるが, これらも局所氣候がﾡ呪せられて初めてそのイ 

め性が定 されるのである。造林地の各種被害發生の防止 な ら びに造林木の生長不良の原因況 

査の公にも局所氣ﾡのﾡ測は不可候で, それにょつて到策を請する必要がある。それで子用 

本業紙ベケ ・ Ili施tic基商所の設測動を改定し,4季を通じてﾡ調測を行い未立木地内の局所氣 

候の一端をり らかに しょうと した。 .

CAコ ー般ﾡ測

木ﾡ測はベケ レ 山山腹部に あ る風衛地 と 風裏地お よ び山険平坦部の三ヶ所で同所氣候の比 

核観測を 2 ヶ年即に互 り 賞施 した も のであ る。

(1 ﾡ測位置

弟子届事采ﾡﾡﾡ班21に所在し, 次の三點に 百葉箱 を設置 した. その位置口は第 1 国の如 

くである。

I ﾡ ベケ レ南魏綏科部に位 設 し,附に高さ2～3m のェンジュﾡ朴が徹在すろ笹生地中 

にあろ。ﾡ測ﾡの北方にはベケレ山頂を合む大未立木地に面し, 市方には 150mで阿会道路済 

のシラカバ・ ミズナラ幼齢林に達する。

II動 ペケレ山頂から南東に走る峰の小凸部をなすJH部に所在し,山頂から吹下す風ならび 

に 屈斜路方miか らポる北東風政は阿ﾡからの前市西風の通路に広ろ風行地で, 附近は 冬季風の爲 

積雪少 く ・ 寒風に よ り 笹葉の枯死す る も のが多い。

III 動 II 動の対照を なす風裏地で峰部の南西部に あ り 届斜路方面か ら來る北東風を避け, 

附近には 2 m 内外の ミ ズナ ラ 造林があ ろ。

(2) ﾡ測方法

各設測崎所に は中型の百葉術を設置して, その観測事項は下記の通 り であ る。

無温 百業術内および地上10cm の簡所に林状迎計を置さﾡ測けする。なを最高, 最低温座 

計を百葉箱中に置く。

地温 地中10, 20cm の カ所の温度を 曲臂地中沮度計で観測する。

過座 百業術中の靴球ﾡ座計に依る。

吸量 M生期間中地上 80cm および100 cm の力所に平田式紙面蒸發計を設確する。

風向 •風速 風向は簡易風信瑞に依 り 8 方位にK分し, 風迷は同測に よ り 7 階級にﾡ分 して 

設測ナる。

降水量およ びﾡPt I融に於て測定する。

他 天候共他主なる現象記小に就て記鉄した。

⑶ ﾡ 測時

昭和 16 年 10月より 叩始し同17 4 10月に#了 しな。 そのIJ昭和16 年 1 月 より 同4 3 月 

に至る期川はﾡ測した。ﾡ訓測之所の都合上1ロムり 15 日に至る 15 n 間を秧測 日 と 定め他 

。 日は映測 した。最測駆庁は IIﾡをT正 10 時としてそれより20 分遅れて HI 融を ﾡ測し初め, 

I動は 10 時 40 分 よ り開始する「にした。
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(4) 殺測結果

銀測期間中映測のないI和10 年11月より 同17 年 10 月 -至る間の観測結果な らびccれ 

に く 考察を 行えば次の通 り であ ろ。

氣 通

第 7 表

11

や
/i. ーー r 茶迴 (番よ品7器)。 気(地上 1ocm).c 最高4n c ﾡ償«。

月 \m
別 - I I I 野 I I I ロ I I

1 一 5.6 - 6.1 -6.0 - 57 -4.8 -2.1 - 2.8 二 5.7 - 38 コ 12.9 -130 -s
2 一 7.7 - 10.2 - 9.0 -8.7 -10.8 一 5.5 - 4.3 一 6.9 二 5.1 - 13.5 -16.9 - 147
3 - 0.9 - 2.9 - 1.6 --23 -18 - 0.4 4.0 1.7 2。 ； - 86- 84 - 7.1
4 4.7 1.9 2.7 4.2 3.3 2.9 8.0 6.3 68- 33 一 33 - 3.1
5 12.1 9.6 10.3 13.7 12.3 11.6 16.2 13.9 14.1 07 0.3 1.2
6 18.2 13.8 149 .19.5 16.4 15.9 22.5 19.0 20.1 7.1 5.9 6.2
7 21.1 18.1 18.7 23.3 21.3 20.6 24.4 21.4 21.8 12.6 12.3 11.5
8 22.5 18.3 189 23.2 21.6 20.5 24.3 22.2 22.3 11.6 12s 11.9
9 20.7 18.4 10.9 21.1 20.5 20.8 23.6 21.4 222 io 125 10.8

10 125 9.3 10.2 12.2 11.2 11.6 15.1 128 12.7 39 4.7 5.2
II 8.4 6.3 6.7 8.0 7.6 8.5 10.3 8.7 98 -37 0.7 一 25
12 一 0.3 - 1.3 一 1.0 0.5 0.3 0.5 1.7 0.2 0.8-93 - 62 一 8.0

4T均 8.8 6.3 7.0 93 8.1 8.7 11.9 96 104 -03 0o -00.3

担部のI防が投で, 風衝地の II 貼が展低を示し,風裏地はその中間値を示した. これは限測 

時刻の迎呼にのみ起因すナるのみでないものと考え られる。風街地 と 風裏地の氣温の兴異は更季 

よ り冬季間に著しい差異が認められる。 また不地にあるIﾡと傾斜地山ﾡにあろるIIIﾡの最 

低氣温を比較すれば,親害危險期である 4,5月および10月に は平坦地ポ風裏傾斜地に 比し低 

温で, 4寄の危段の多いを示している。これは傾斜上方の寒冷な空巣府が傾斜に沿い下方に 

流入するに因る ものと若え られる。 会た不地は傾斜地に比して気過の日較差が大さい。

毎月15日の月別ボ均バを示せば第7炎の如くである。 そのﾡ果によれば各種氣温ド

第-8表 第9表

地 遥

月別地温の不均価は第8表に示す通りであつて, 10cm 地混も 20 cm 地溫も共に HI 融が: 

最高であつて, 不虹部の I 隊は これ よ り低い。4手間II 動の特に低いのは積雪高5に因ろものと

1交

位証 
別

20 cm 丸 10 cm 追

簾
型

---ママデでシマ 
座 2

I I I I I I
1 1.6 0.3 0.7 -1.4 -2.0 -0.6 1 67 69 71
2 09 -1.0 0.9 -2.7 -3.7 -1.2 2 69 65 74
3 1.7 1.2 0.9 -09 -1.9 -0.3 3 78 、71 69
4 1.5 0.0 1.0 -0.1 0.0 0.0 4 77 72 75
5 1.5 0.3 2.1 1.9 3.0 3.5 . 5 77 68 70
6 9.7 7.0 11.3 10.0 10.5 11.8 6 77 79 85
7 15.1 13.9 15.8 15.7 16.3 17.0 7 86 83 88
8 16.9 16.5 17.4 17.0 I7.5 18.4 8 87 89 si
9 16.0 159 16.2 16.5 16.4 17.1 9 86 81 87

10 10.7 10.6 10.6 9.9 95 98 10 76 83 88
1! 6.0 ・ 6.0 6.8 4.5 4.4 5.6 II 66 64 63
12 1.8 1.8 1.5 0.2 0-1 0.6 12 72 88 81

4T均 7.0 6.0 7.1 59 5.8 68 4 77 76 78
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認め られる。 去 た立季に於て HI 新が I ﾡに比し特に商であ るかは用而の傾斜地で受光片 

多いととによろものと見似される。

濕 度

月 別不均過度は第 9 炎の通 りであるが,各ﾡ測動の相県は明 ら かでない。

海拔高による秋雪况の差異が少く,軍ろ地形によって風雨地には少く,風裏地には多い傾向を 

示している。@ちこのﾡな未立木地の場合には, 樹林地徹より極ﾡに風の形証に積量が支配 

せ られ る 爲, 冬季間の風衝地か否かは植投木の寒害お よ び乾書發生に m 大な影響を及ぼ し,ポ

降水量並に積野量

Iﾡの月別降水量は(1日<15日間)第10表の通りで以よ り秋は多く, 冬季忆少い。太平洋 

沿岸区域の降水分滞 を 示して いる。 に 研下派は第 11 炎の如 く木ﾡ訓測時のﾡﾡ初日 は12 月 G

め樹種の選押ならびに地折法に置意しなければな らない.

ﾡ發量

昭和 16 45 月〜10 月の月別不場 1 日常蒸發量を表示すれば第 13表の如くである。 蒸孫

日 でその際不部は利が無かつた。

第10表

ス 別9 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 II 12

F水量II 37.3 ・ 9.1 39.8 27.0 34.8 47.7 22.0 80.6 8.7 93.6 2.9 染i

科客力;:の箇所別の差異

は風価地はほとんど秋野な 

く, 降があつても風の 

爲に吹き飛ばされて冬李間 

11cm の積雪を見たのが最 

高であろ。それ故秋雪によ 

る幼植.物の保護作用は全然 

期待する事は出來なく,柳 

数木のT部は炎風に叩され 

枯死する危險がめる。

これに反 して風交地は 

積ﾡ多く, 且つ2月,3月に 

は不堀部より更に多v。臥 

雪終日 は風衛地は4月 7 II 

風地は4月9日, 不地

誠 ・ 深 cm 調在聞
I I

12.6 10 1
2

10 9 7 9 3
415 31 11 30

1.1 37 25 55 34 8 28
10 49 7. 41 7

815 6 10 54
2.1 47 7 58 9

10
11

5 48 9 59
10 48 9 59
15 50 10 60 4 4

I2
I 33.1 45 5 55

. 5 43 4 .50 14
1510 48 5 58

15 4 3 55 1/4.1 36 5 37 1O
175 21 0 13 1810 10 0 0

15 0 0 0 19
20

は4 月13 日で, 風裏地が平坦部 よ り 龍雪の早いの は風 

裏地が市商傾斜地に あるのに起囚す ろものと 思われる。

. 次にW和10 年 12 月27 日に於けるべヶ レ山ﾡから 

山頂に至る各種の地形 ・ 林相の異る布:に新毒驗を測定し 

たﾡ県は第 12 の如くであつて, 山i部と 山部 と の

21
22
23
24
25
26

・ m 硫雪量 Cm
典別回 24
*町上幼踊泅葉樹林内 23
幼齢曲菜樹林内小孔部 36
幼齢面菓由林内 33
イメェ ンジ,必林内 30
ﾡ針下方未立水地 33
ﾡ下方谷間 36
ﾡ4段谷間 31
ﾡ斜上段谷間 33
Mやや下部 39
ﾡ風びu 10
風地 20 m 傾鉄下方 24
風 40 m 傾年下ガ 40
風及地 1om 傾斜下方 32
風&地40m 煩料下方 27

ケ レH路大聞 43
べケ レ妊路逸中ね 55
制灰"ﾡ 32
ヒトメークー No.4 23
上部II 32

AR処風街地 24
ヒ トメークーNO.5 30
ペ知 32
解処野座 55
imU近 く 35
ベケ レ山I項t 22

は及御地が炎 も 多く,平坦地は最少であ り, 

風裏地は 兩 の "間lを示し た。ま な地上 100 

cm のヵ所はいナれの月も地上30cm の茶發 

ﾡ より も 多く,特に公天での吹 く ロに益県 

は者しい。而して蒸發策の多少は,風速に最 

も#しく 影響せられ, 風衛地の 30cm の熱役 

量は不地の地上 100cm の蒸役述よ り 反つ 

c g い。cれら の氣 象條件が植物の水分生理

第13表

I I
J 上 100cm 0emtoocm 30 cm 100cm 30cm

5 31.8 2』 g50.4 g 33.4 g39.6 g 21.4
6 303 21.6 35.8 27.9 31.7 19.7
7 24.8 19.0 32.3 20.6 24.5 18.4
8 34.4 278 53.8 31.4 34.8 33.0
9 21.0 12.2 43.4 30.4 39.7 33.3

10 15.9 9.9 20.1 i6.6 1S.3 12.8
25.7 19.2 37.9 26.5 29.8 22.4

に影響する所以 空である もの と 認め られ る。次に 月別に蒸弦 を校討すれば 8月および5月に

※役量多 く ・10 月 になれば著しく 株彼量は淡ナる。

風向ﾡに風速

各ﾡ測当毎の月別関向炎は第14, 15, 16表の通りであろ。ﾡ衛地の風向を讃るに1年を通 

じて北風がも多く, 次で市西風が多い。商Aがも少い。 大にt的にiれば域多たる北 

関は冬からに多く夏不は少い。は夏不のみ吹き冬季は全然ない。南風および西風は四季

第14表 山 I ド遺

、以向 N NE E ES w WN ・風S SW

1 2 0 0 11 1 6 1 4
2 2 4 0 1 I: 0 1 4 2
3 1 0 1 4 0 1 0 5 3
4 I 2 0 1 5 3 2 1 0
5 3 1 3 I 4 0 1 2 0
6 I 0 3 1 1 2 3 0 4
7 I 1 3 2 3 1 0 0 4
8 0 I 6 1 1 2 0 0 4
9 0 ： 0 5 3 2 0 0 1

10 0 0 « 2 5 0 6 0
11 1 1 0 3 ! 5 2 2 0
12 2 0 0 0 2 2 7

計 12 12 22 20 31 14 22 18 29
1分半 67 6.7 12.2 11.1 17.2 78 122 !00

第15表 ﾡ巡 II 及術ﾡ

H分#217l122iu7 7611.11727219328



第16表 双W划: III 風裏地 を通じて吹く が,市風が友季

14

、風向
N NE E ES S SW wN 毎風

に多く, 西風は反対に冬季に 

多い ftfi向力; 册 られた。ン/ V' 月1 I" ・ル®(シ ィー'一P
1 1 2 0 0 6 1 1 3 ・1
2 5 1 0 0 1 0 3 3 2 風裏地は南風が俄も多く

3
4

0 
5

2
1

!
0

0
1

4
4

1
3

0
0

5
1

2 
0 次で北風または市西風で,風

5 4 2 2 2 2 2 I 0 0 商地の場合 と 同校に 西風がﾡ6 1 , 1 4 I 1 3 3 0 1
7 2 1 3 2 ・ 4 2 0 0 1 もい。次に季節的に視れば
8
9

0
0

1 
0

7
4

2
4

1
3

2
4

1 
0

0
0

1 
0 南市風は1年を通じてル越し,

10 0 2 0 3 4 1 3 2 0 北風は夏季に少く春季に多い。
11 2 0 0 9 1 2 0 ■ 0
12 3 0 0 0 2 3 0 6 I また東風は 春 よ り夏にかけて
t

百分率

23
12.8

14
78

21
11.6

15
8.3

■ 41 
22.8

23
12.8

I4
7.8

20 9
5.0 吹き,秋冬には吹かない。西

風は夏手に少 く 冬季に 多い。

以上の傾向は風術地と同様な何向が認め られる。次に平坦地は南風か最 も多く, 次で東風 

および西風が多い。商して北風主たは北風が少い。季節的に視れば南風は春秋の候に多く, 

冬季は少い。嵬風は前述の如く夏季に多く冬季忆は全然なく,西風は反對に豆季になく秋よ.り 

冬にかけて多い。@ち, 風衝地は屈斜路方面から來て,北風で遮られる ものなく,特に多の 

※風が著しい。平坦地は ベケ レ 山題に遮ぎられ,北風は最も少く,反対に南風が多い。ﾡﾡ地 

は風衝地と平乳地との兩者の中間を示す。

ﾡ確無風日は1年を通じ風衛地は 5 日間であるに反し,平坦地は 29 口開を示し,風裏地 

はﾡ者の中間で9日間であつた。

次に月別の氏迷炎は第17,18, 19表の通りであつて,一般的にﾡて, 風速は風衝地が最も

第17表 ﾡ測型 I ボ担地 第18表 ﾡ測ﾡ II 風衝地

- ・堅 教」 初關 次風 当ル 、ー M 
別 ン 部e 1 飲ル 1 和風 茨風 「aA.

I 4 2 5 4 1 1 1 7 6
・2 2 5 7 1 2 1 7 5 2
3 3 8 3 1 3 3 4 5 2 1
4 6 9 4 1 7 4 3
5 4| 10 1 5 2 8 5
6 4 7 4 6 3 7 5
7 4 1 5 6 ; • 7 5 1
8 4 9 2 8 1 2 8 49 I IO 9 3 12

10 1 4 6 2 2 1o 8 5 i 2
i II 6 9 ；12 6 7 1 12 4 5
計 24 66 74 14 2 t 5 26 89 52 : 8

互分 13.3 36.7 41.1 7.8 1.1 百分 28」 !.4 495 28.9 4.4

原逃大で, 次に風裏地,不型地の順である。@ち 

a員 日 が 14を通 じ風極地は 8 日に登し不地は 

僅かに 2 口 で風裏地は 3 日 であつた。またﾡ風も 

同様な傾向があるのに反し,無風口および軟風口 

の割合は風衝地に 少 く,不壇地に著 しく多い。

次に季節別に視れば,風衝地では冬季期に疾 

風およびﾡ風日が多く, 反對に変季は 少い。cの 

傾向は風裏地でも 平坦地でも 圏め られた. ・ち風 

物地でり冬季の寒風の危險の多い こと を物語るも 

のである。

風向と風速と相關連して 5～9 月のM生期間

第19表 ﾡ江 III ﾡ次

、、風 - 靜尽 教風 和風 災K 9風

1 1 1 9 4
2 2 2 8 2 I
3 2 8 4 1
4 5 8 2
5 5 10
6 1 3 10 1
7 1 6 8
8 1 7 7 ■

・ 9 9 5 1
10 3 6 4 2
11 2 5 8
12 7 3 5

15 54 85 23 3
百分率 &3 30.0 47.2 12.8 7

と 10月～4 月の期に別けて示すれば第 20炎の通りである。風衛地に於てﾡ生期間中東

製期間 10 〜 4 J
第

製調動

20 表

製測期間
I・T堀地

5.〜9月

最昌 飲風 和風 拠 ut 灯分率 座-- 数型」嬴 計 "分率

N 1 4 5 i n i2s N 2 2 1 5 8.1
NE 4 5 9 10.2 NE 3 3 48

E 2 2. 23 E 11 7 18 29.0
ES 5 5 I II 125 ES 6 3 9 j 14.5
S 3 7 6 1 17 19.3 S 7 7 14 22.7

SW 2 1 2 1 6 6.8 Sw 3 4 7 11.2
W 3 6 3 1 13 14.8 w 3 4 65

WN 4 11 3 1 19 21.6 WN 2 2 | 3.2
計 24 39 20 5 88 100.0 計 35 26 62 l 100.0

百分率 27.3 44.3 22.7 5.7 100.0 百分ポ 56.5 419 1.6 100 1
部日 17 11 評田日 13 日

製 iu 動 nu 術

莉譬 吹肌 9風 RI* n み 嬴鼠速软鳳;和風 央員 就風 "ヒ 分*

N 3 13 13 2 3! 30.6 N 5 3 8 10.8
NE 4 5 4 1 14 13.9 NE 3 2 3 8 10.8

E 1 I 1.0 E 4 12 4 20 270
ES 1 4 5 50 ES 1 8 9 12.2

S 2 6 2 1 II (10.9 S 2 6 I • 9 12.2
Sw 8 7 9 I 18 17.8 Sw 2 8 3 13 17.6

W I 2 5 1 9 89 W 2 2 4 54
WN 6 4 2 12 I19 WN 1 1 1 卜 3 4.0

叶計 11 45 1 37 8 101 100.0 it 15 44 15 ; 74
_分* 10.9 44.6 366 7.9 100.0 分ポ 23 99・4 20.3 w-- 10O

評ﾡ日 ? 日 部田山 I
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と----
製 測 動 II 風 裏 増

ピ 教風 利風 次風 t 風、火軟風 炎風 風 t ザカ：

N 7 6 3 16 16.3 N 1 6 7 9.7
NE 3 4 2 9 9.1 NE 2 3 5 69

E 1 1 1.0 E 13 7 20 27.8
ES 2 2 4 4.0 ES 4 7 II 15.3
S 5 19 6 30 30.1 S 3 7 1 15.3
Sw 1 6 3 10 10.1 SW 6 6 I 13 18.1
w 6 2 1 9 9.1 w 1 4 5 6.9

wN 6 10 2 2 20 20.3 WN
25 53 18 3 99 100.0 it 30 40 2 72 100.0

g分型 25.3 535 18.2 3.0 100 百分 41.7 55.5 2.8 • 100
静田日 6 日I 師田H 3 BI間

は最 も多く, ま た風速別では和風が最 も 多 い。落集期の強風は北からの風が多い傾向が認め ら 

れ る。次に平坦地は林生期間中では東または朿よ り の風力:址 もそかで北または北山風にﾡ氏が:

多い。 変地は術地町の中川的傾向を示す。

取u I 邛坦地

第 21
ﾡ岡 II

表

AU追 i I 風倉

" e -で 「ゅ「4
1 1 10 4 1 I 9 5 1 」11 4
2 5 7 3 2 6 5 4 2 6 5・4
3 3 4 8 3 3 4 8 3 3 4 8
4 2 4 9 4 2 3 10 4 15 9
5 4 4 7 5 2 6 7 5 2 6 7
6 1 10 4 6 - 3 12 6 7 8
7 7 8 7 9 6 7 9 6
8 5 10 8 2 13 8 5 10
9 1 8 6 9 I 4 10 9 I 8 6

10 5 10 '10 1 3 11 10 5 ,,10
II 4 7 4 I! ； 3 7 5 1I 6 4 5
12 3 4 ・8 12 1 7 7 12 2 6 7
nt 24 75 81 t 20 62 98 21 75 84

百分本 13.3 41.7 45.0 百分率 34.4 54.5 分 11.7 41.7 46.6

天 候

天候を ﾡ初したﾡ果は第21 の如く 冬季よ り 春季に力>けて快晴日 が多 く 友李 7, 8 月 は快 

時が無く,公天日が多い。夏季は陈雨が多いこと と 山腹には務の爲に難犬と なるこ とが多い。 

こ れ は 當地方 の 天氣の 一般的傾向で あ る。

以上 を綜合 して各震測町の条ﾡ上の特県性を記並すれば次の如 くである。

風衝地

(1) 平均氣温が低 く ・ 特に 多季川の紙氣温が価 く ・ ※Aに よ る 氣温低下が:密 し い

⑵ 地湿に於かて も最 も低v。特に名科間は積(過少に よ ろ地通低下ならびに深い土Jが料か認

17

められる。

(3) 積当卜はﾡに よりほ とんど吹さ飛ばされ, 積に よ る幼植物の保護は期待出来ない。

() 然後は最も多 く ・ 特にﾡの著しい 100em ○所は不均氣温が:他の地動よ り 低いに拘ら 

す般大値を示す.

(5) 風向は14をじて北風がも多く, 次で南西風で,西風が最も少い。我多風の北眼は 

冬から春にかけて多く,夏は少い。

(6) 風力は疾風以上の日が年を通じ 33%5 を占め, 他の所よ り その割合が* しく 多い。こ 

れに反 し映県お よ びﾡﾡ日 は17% に該當する。冬期間に北または北密の風に疾風以上の强い 

風が多い。

(7) 風衝地氣象の造林木にお よ ぼす影響は夏季は風の爲燕故策 を増加 し,水分不間を 磁り ・ 

その生長に悪影響を與え冬季は航雪によ る保護作用川が得られな く, 寒害にかかる危險があ り ・ 

ﾡ協林樹種と しては耐靴性 ・ 耐寒性に富む樹種を選押する を第一條件とする。

風直地 -

(1) 不均氣温は風ﾡ地より高く, 特に冬季間は風価地に比し著しい •差異を有する。霜害發生 

期にかけ る5,10月 の候の低氣温は不ﾡ地に比して高く , 覇害の危險が平坦地忙比して普 し 

く 少い。

(②)地温は最も高い。これは南西傾斜地の排水良好な地であることと,冬期間検害量が多い 

ことに因るものと考えられる。

(③ 植雪量は風衝地よりまた或時は平坦地より多いが,融雪期は南傾斜面のため平坦地より 

反つて早い。

(4) 蒸ﾡ量は風橋地 と 平坦地の 中間位を 示す。

(5) 風向・ 風力も蒸ﾡの場合と同様な傾向である。

(6) 風裏地氣象の造林木におよぼす能赤は,風衝地よ り 遥かに好條件に恵まれ,特にﾡ省危 

險期の般低氣温の高い と と は,新書の破を少なからしめ且つ冬手のﾡ雪量の多い動よ り 寒風 

害が保護せられる。

平担地 ,

(1) 不均条湿は3貼の内最も高く,特にﾡ高氣ﾡが高い。Lかし最価氣温は傾斜地にある風 

裏地に比して低く・ 特に利害危險期に低いことは最A無道が:他ﾡに比し向いのと相険つてﾡ省 

政生の悠路が多 く 和遣を製ナる。

(2) 地量は傾斜け地にある風交地にし低ﾡであるが, とれは土城合水にも削係するものと 

感われ る.

(3) 積は風変地よ り やや少い柞改である" 愚雪は代って風裏地よ りれろ:
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(4) 及は3ﾡの内最も弱く,風向は風術地と反登に南風が最も多く, 大で東風または西風で 

ある。炎風以上の那風も年を通し15% で軟風または靜瑶日 は反到に 38% である。

(5) 不却地氣ﾡのﾡ林木に及ばすナﾡも要な脳は地形的に箱害の危際が多く, 特に耐衛性機 

種を選ぶ必が:認められる。

[Bコ 短期ﾡ測

本観測は地形に よ る局所氣候の他に,森林ﾡ生の行無に よ る氣候的迷県を校出するﾡに賞 

施したもので,後述の微細氣候調査と關連を行するものである。

(1) ﾡ測位置

一般観測と同様にベケ レ市施で 5 師所の双測曲を設けた。その位置圖は第 1 ulの如 く であ 

る。 主た各取測監を横ぎるペケレ山横断回は第2ﾡの如くである。

A 動 阿寒道路沿の ミズナラ・シラカ ンバ林内に あ り , その状況は第 3 圖の如く 山優 7〜
8 cm 內外の幼齢廣葉樹にゆ まれた小疎開部に あ る。

B動 エンジュ秋生林中にあり,その狀況は第 4 圖の如く,iﾡiのIMの百業術と接す 

る.-

Cu 山放殺斜地の未立木地に位置する。同ヵ所は密生した征地である。

Dﾡ ベケレ中 取の ミズナラ 幼齢疎開林の一 部に あつてその状況は第 5 llの如く で,同 力 

所は北省風の風地に あ ろ。一般ﾡ測の第III 動と隣接する。

E動 D動と 略同一海拔高のペケ レ 山腹部に あるも, 東市面に開いた凸地に あ り, 風1地 

をなす。附近の植生は ミズナラ ・ ヤマナラシのﾡ小林が疎生するのみで-面の征生地である。

© トメーノーパ士

第2間 ベ ケ レ 山 権 斷 面 国
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第4国 イメエ ン ジュ選林内氣象観測所 (B 動)

剤子用みﾡ W班 2! ィ所

第5ﾡ ミズナ ラ途閒林内氣象觑測 所 (D 點)
»子点事来区 正班 21イ所

⑵観測方法

各ﾡ測力所に は地上 70 cm に簡場小型百業を設U t た。

然温 百葉術中に最商高,堪価温度計およびW状温計を設置した。

ﾡ測毎に小型 ース ン通風計iに よ る地上20, 70, 150m の接地氣温の測定をなす.

B動と DMは大型百業神中地上 120cmicliistialtを入れてﾡ以閥調と I て使川した.

地通 5, 10, 20cm の出管災吸計お上び林状製吸計を使用しで o, 5, 10, 20cm の地温の測 

じをなしな。
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過 慶 小型ースマン通風靴ﾡ計による地上20,70,150cmの接地混府のﾡ度を氷めな。

蒸我量 地上20～70,150cm に設置した不田氏紙面蒸ﾡ計によつて来めた。

風向・風, 地上150cm の位置で風向風連計で観測する。

条 脈 ネロイド然』計による。

D, E円防のﾡ術の行紙は木期にはその特契性が認められなかつた。

第22表

n A B c P 1 E

自89日 7.00 あ 800 9.03 930
8月0日

11.00 11.30 12.00 1300 13.30
15.00 15.30 16.00 17.00 17.30

a8月n日 9.00 8.30 8.00 7.00 6.30
13.00 12.3 12.00 11.00 10.30

i8H 17.00 16.30 16.00 15.00 14.0

(3) ﾡ 測 時

昭和 15年8月9日～14日6日間

で各動1 日 3回ﾡ測する。

各跡の映測刷始時刻は第22 炎の 

通 り で観測は次の通 り 一定の順に よ 

つた。 アースマン吸氣  乾泌計,(上 

150, 70, 20cm) 枠状通度計・ﾡ高ﾡ

接地気の沿圧じ分イは B, C脱は上州と下 

話 と の無混益県が も 願妬 で,晴天 ロ o 日 "は 先会 

な受熱型を なすが, 高退度が:地炎面にないのは範 

に よ る遮断のためであ る。A 跡は上下商ﾡの気混交

は町天日で も 僅かに下片が上昇する  のみである。D, 
E 扇 は丁度 D,C助とA ﾡ と の 中皿的特区を示した。 

炎に8月 11 日 晴天 日 の氣沮観測の一例を示せぱ第 

24の通である。

第24衣

位 w
A B c D E

cm ■ -で c C G150 23.5 23.5 24.9 23.0 22.0
70 24.5 26.5 25.7 22.0 22.7
20 24.8 30.0 27.2 25.5 26.4
0 23.8 24.4 21.6 19.9 22.6

地中5 16.7 17.5 17.8 17.9 17.1
10 16.5 16.4 16.2 16.3 16.0
20 15.3 15.2 14.5 15.8 15.0h h h h h

額測ロ 13 12.50 12 II 10.50地 温

地ﾡは地被ﾡ生の被ﾡ度或は土ﾡ合水派のﾡ異にょつて共夫々ﾡ価が異な る。

低型度社計・ (0,5, 10, 20em 地通) 氣艦 ・ 株数量 ・風向風逃。

(り 観 測結果

各氣象要素別に観測結果 と cれに基 く 考祭を記ナれば大の如 く であ る。

築 選

各親測點の親測時力学 々 相駅す る 例氣沮出較は最高放低泵温に よる が よい と 認め られる。 

その結果は第 23 表の通 り であ る。 木に よ れば最高条ﾡは未立木地ﾡ態に ある B,CMに 高s
く特にイスェン ジュの防風林的炎林にﾡまれた B 当に高い傾向がイろ。A ﾡは B, C 跳に比 し

常に最高温度は低いが こ れ は林内小孔
第 23 表

イメーナーイL U14 、 カ 7 ---------ロPー Ju-U上 3 ◇や ヒフスしつ。 -------

中;コL!D, E動もに山施部の B,C監 1 罢 双1川點 8. 9 8.10 8.11 8. 12 ・8.13 8.i4
に し政高条温は低Vが政低氣混は A A G280 G 27.8 G 29.4 G 23.0 G 31.2 26.6
ﾡに高く B, Cuに低い。D, EMは B 33.2 34.5 33.5 25.3 35.5 30.7

最G須溢 C 31.3 33.4 33.9 25.8 33.6 29.4
B, Cﾡに比し大ﾡに低Vが時には反 D 26.4 27.8 26.3 23.4 30.8 29.6
ﾡに高いがあり, 夜川の天候に支配 _______

E 28.9 30.3 28.0 23.6 296 26.4
A 9.5 10.7 9.1 13.0 13.7 13.9

せられるものと思われる。 B &5 10.1 8.6 12.0 13.7 13.3
@ち未立木地は朴内小孔iに此 し 城低氣渊 c &.4 107 8.6 11.2 13.5 13.2

D 8.2 10.6 10.0 11.8 10.4 12.2
気温の 日 較差が大 ・いﾡに注同ナべき_______ E 8.0 10.4 10.5 10.5 10.3 126
である。 A 185 I7.1 20.3 10.0 17.5 12.7

B 24.7 24.4 24.9 13.3 21.8 17.4
ﾡ斜地のD,Eﾡは山施B, CM ・ ※ c 22.9 22.7 25.3 14.6 20.1 16.2

D 18.2 17.2 16.3 11.6 20.4 17.4
と 同様未立木地狀態 をなすも日 较能が E 29 19.9 17.5 13.1 19.3 13,8
小で, 氣候的に澄ﾡなが認められる。

漏 度

毎日の各ﾡ測動の沿度を炎示すれば第 6 Nの如 く , 山部 3戦の内A 動は最 も 多過で, C 
朴は反対に最も 温度は低い,これは A ﾡはルMの林木自ﾡの蒸散作用に少なからナ影響を受け 

ているもの と思われろ。

山N傾地のD, E監は小朝か.らF前9時頃を登のかかる場合多く, かかる際には著しく 

多退であ る。しかし霧の無い時は C戦と県ならな い。温度の垂直分布は早朝は下宿ほ ど多で 

あるが日中は逆ﾡを示し,下府に至ると共に城場す る傾向が認められる。

蒸發量

環的差県を線合的に表示するﾡ破量は,山施部3ﾡの内A, B, C訪の顧序に光大する。 

とれは蒸磁にﾡ接な剛係のある氣温 ・ 風連等すべて未立木地である C 動が他動よ り 大で, 從 

<森吸量も他ﾡより大き精果となつた。山I度ﾡ斜D,E跡でも未立木地の特性を示し Cﾡ 
と同様に蒸發况が多い。

森彼量の垂直的ﾡ係は地被柳物の地響の少い地上150, 70cm のヵ所が20cm の力所上 り 

も一般に大さい。

風速, 風向

風迷は未立木球地にあるC,E監に大で, 林内小孔部にあるA野は無風状態に近V。ま 

た附近に散林を存する B, DﾡはこれをイしないC,E監に比較していナれも風が小で,位か 

なﾡ林も防風的効果がﾡ者であることをのがすことが山來ない。 またD. E動は例ﾡのあ 

る時は無風状態であ るが, 霧が:助れ る と 共に風速を増加す る。

風向は各點共南束風が多いが C 動は著 し く方に傾いた。

以上を徐合 してお楽すれば, 山施部 3 動の内 C ﾡは A ﾡに比較 して晝夜の氣沮の較差が大
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さく, 温度は低く,ﾡ逃が大で, 然焚 R が大きく,植物生活に不利と 認められる骷が多い。B 

姉は c 動にVI性質を行ナが, 氣温は5 動の内高5を示すナ。風速 ・ 排發紧は共に C 動 

ょり小さい。これはiの怖かなﾡにょつて, 氣候殺和作川が:認められる。

山腹傾斜地に あるDおびE 跡の氣候的特微は こ の設湖の如 さ夏では 山腹部が屢 々 濃 

霧に包まれる ことであつて,この際には小例氣温は低下し, 多・無ﾡの状態にある。しかし 

山閱部迄包まれる こと は、少い。 そのたは未立木地獄のCﾡと類似する。 DﾡとE動川の気候 

的興は夏季には少い様であるが,ム型は明らかに Eﾡが大であることを示した。

[C] 風ﾡ調

効子届業ﾡ内の各所に澤の総跡よ り 鞍部を越へる箇所に多 く の未立木地が方 り,また現 

に多数の林損木をﾡ生してﾡ米の未立木地にならうと している 力所が多く 見られる。この傾向 

は風が技小抵抗の通路に ょ つて, 谷沿に吹上げて來たﾡが核部にﾡ突して風ﾡを増加して核部 
・

を拔けた場合,校部よ り称下つた山取に多数の風折木を生するととに起因するものと思われろ。 

これらの關係を實地に就て確めるために,弟子屈事業甌風割班 50, 52第7回の位置にﾡ測ﾡ 

を設定 して,位置別の地炎風の風逃や地上75に よ る風速の變化に就て調査 した。

(1) 銀 測 點 . .

ﾡ子畑事来Wﾡ劇班 

50典二股三貼と, これ 

よ り東または北流した峰 

c 依つ て包まれた 袋状の 

地形で,中央には岩糸澤 

の支流である小深が走り 

殺測地中央部で分岐す 

る。傾斜は 30〜35 で可 

なり急斜地をなし数年前 

の限害發生地で,除部に 

近い力 所の針葉樹 は ほ と 

んど風損裕木である。 

これ と接する朋冽班 52 

でも峰部近くはグケカン 

バが動在するのみで小ポ

地映態をなす。 第,m ainoeiw画

1町 調布地内三野



24

米方50mﾡ部に行り,ﾡ劇班50および52内小浮の終断校部に行る。2動は1助上 り北方 70m 
除つた左又深とﾡ路と交交め。3動は劇班50の三スの深の中。4訪はﾡ劇班 52内峰部上 

り 30m 降った山腹。5 班は峰部より 6om 降った山腹。

(2)ﾡ測方法 ^ ・ ・

1, 2. 3監を同向時に地上 150m のヵ所に携ﾡ刑ﾡ逃計を風の方向に向け5分間回ﾡせしめ, 

cnれょ り 風速を算出 した,6回繰返し測定後同様1, 4, 5監で4回繰返して般測した。なお 1 ﾡ 
では地上 1, 15, 2,3,4m の高さ 別に風速の比皎観測 を した。

(②) ﾡ測時

昭和15年8月13日,日は南市風分で, 終日太陽は姿を現わさなかつた。

(4) ﾡ測ﾡ果

風表地と風交地の風ﾡを比較すれば第25, 26表の如く, 件部はいナれの場合でも最大であ

るが風表地は峰部よ り下つて第26表 ﾡ表地第25表 及地

製測ﾡ
& 速 mlee

製in 風 速 m/sec
1 2 3 1 4 5

h m b m
11.30 1.72 0.15 1.16 Iラ. 25 1.60 1.79 1.75
11. 40 1.64 0.10 0.62 15. 33 2.00 1.77 1.14
11. 50 1.51 0.01 1.16 15. 41 1:75 1.80. 1.12
14. 30 182 0.06 0.54 15. 49 2.78 2.12 1.52
14.40 I.84 0.03 0.63 平均 2.03 1.87 1.38
14. 50 2.35 0.00 0.48 止 100 92.1 68.0

T均 1.81 0.06 0.77
睜 100 3.3 42.5

第27表 風 速 (m/sec)

この際地上 1.5m 内クトまで笹に被はれて居つた。

吧き 1 回 2 回 3 回 4 四 5 回 6 叩 7 ﾡ 8 ・ *
M

4 5.02 4.71 22.6
3 4.02 2.94 4.03 3.83 3.39 3.19 3.42 319 15.4
2 2.78 2.46 2.81 2.45 2.72 260 2.74 2.62 11.7
1.5 一 0.63 0.19 0.83 0.90 2.8

1 0.88 0.32 — — — — — 1.o

も風速の避減は著しく潔めら 

れないが, 風裏地は峰部 を下 

ればほとんど無風状態をなし 

解部よ り 200m附て太浮の中 

央部では深沿に 吹上げる北四 

風があつて,その中腹部は風 

虚部を形成して居った。

次に峰部に於て地上高則 

に風速を視測した結果は,第 

27表の如く, 地上1mの所 

に到し, 2mは11.7イ,3m 
は15.4倍, 4mは22.6倍と 

な り 上部程風迷 を大L た。

印ちﾡ地形でのﾡ迷は地形の局所的契化に よ り愛化が激しく ・常に常風 ・ ﾡ風の通路を 

知って各種の施業對策を樹立すべきである。

IIr. 徴細氣候

微細氣候は最初 R.Geiger氏が開ﾡし, わが國林學領域に於て も 平田德太郎,玉不三楽, 

川中波慈女諸氏によ りその槪念が紹介移入せられたが,最近では防風朴"メ, 湖砂丘", 

題料地", 不良逃林地"の微細氣候の研究政はﾡ立帯ル, 森林内外の比較級測で0へと進展 

Lつつあつて, いすれもその重要性と開通性を認めて居り,人ﾡ的にﾡ求の像地の多い撤細氣 

候係件を同明にして, 天然更新 •人工造林の諸作業に新機軸を求めんとする傾向が深い,主た 

m場での微細氣候は農學方面では作物気候と して種々研究せられているが,古木養成に際して 

も 幾多 考せ ら れ る 問題が布ろ。

こ と に林內外の微細外候の特異性の檢出, 特に霸害危險期の微細氣候に就て明 らかならし 

めんとして, 下記の調を行つた。

[A] 開術期の林内外の比較親測

晩知害發生危險期にある G 月上旬林內,林內小孔狀疎開部,未立木地の3箇所の徴細条候 

的特性の檢出を目的として次の観測を施行した。

( 観測位 置

弟子屈出張所部内ベケ レ山南猿緩斜地で前記短期觀測班 A, B,C動附近で各ﾡ測ﾡの状 

沈は第28変の通りである。

_第28表
製iMMe 上本の映況 地○戦況

I シラカンベ・ ミ ズナ ラ, 山火町生

幼M林内小疎開部ド中央部
征生地/m 公54本 さ6ocm 内外

A期緑Mﾡ A u
と同一位統

2 シラカンベ・ ミズナラ, 山火事上・ 

幼前内,
征生州/mな40木 高さ 42em 内外

3 W和 13.4ト ドマツ造林地,坪刈
部Nmにイ スェンレユ厳生

征/m谷 1劣5*高さ9ocm 内外, 刈 
は攻在劇ﾡの笹%のためん ど本明

BEより Iom隔 

る

4 未立木地を刈 25m 
共部

Cﾡ附丘

5 未立木地征生地 ME/m170本 高さ75cm

⑵觀測 方法 ・- •

本観測は次の方法に ょつた。

氣 温 地上130,70,30,5cm接地氣温(小型ケースマン氏通風乾過計による。

J地 温 地炎, 地中5, 10, 20, 80cm 地温, #状獲吸計および曲管地中温座計。

A 座 地上120, 70, 30, 5 cm の (ースマ ン氏通風般温計と よる

業弦量 地上 5,30,120 cm (平田氏紙面蒸發計に よる。

A・風向 地上1m風向型計。

共 他 熱优對温度計(地上 1.5 m 以上の商所の無温測定) 理研製, ミク・パィロメークー(葉 

漫ﾡ定) EK。 製 を適宜使用 した。

(3) 觀 測 時
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昭和 16 年 6月1日6時より翌2 n 6 時ﾡ各動 2 時川毎 1 に夜設測をな した。 日の天候 

は6時よ)20 時造は快ﾡで あるが, 夜川は公多 く公勝で あつた。 叙測時刻は 1 ﾡ(地時→ 

2 監 (20分後→ 3 動(40分後け→ 4 動(00 分後→5 ﾡ (80 分後)

(り ﾡ 測 細 果

級測制果を取緒め. これに封するお条を行えば次の通 り である。

氣 過

観測結果を設間 (6～18 時) 夜間(20〜4 時間)別に平均値お よび日核ﾡをﾡ川すれば次の如 

くである。逃川は売全な受熱型を示すが,地被ﾡ物としての征ﾡ度の大小に依つて第2 能動府 

の作用にﾡ弱を生する。即ち彼密度大きい 3助, 5動は 30cm, 70cm の氣温は他のﾡ測ﾡに 

比教して高いが, これに反して5cm条氣温は此教的低い。これは徹業葉の繁茂により第2能動田 

と しての地表面の作用が弱められた結果と見做し得る。併しとの場合日中以商高氣温は9時に地 

上 30cm に ある だけで他は常に 5cm の商さに布る。 地上 5em の氣温は全刈地4防は最高 

であり, 5動は最低であつな。また3動が他のヵ所に比較して高湿であるのはイヌエンジ=素 

林の防風効果と傾斜位置に基く ものと認められる。 ・

次に夜間に於ける氣混が 3, 4, 5動に比し1, 2弊が紙ﾡであるのは後ﾡの降ﾡ日にも認め

第29表

7
= ===== 

気 ia C
--------------------------- 

地 ・ 温 ℃ g 24

隼・ 120 cm 70 cm 30
_cm

5 cm 0cm 5 cm 10cm 30 cm 120cm 5 cm
書 1 ・16.7 17.0 17.8 19.4 13.1 7.4 6.9 5.0 4.7 57.7 57.7

平

2 16.5 r6.8 17.5 19.6 12.9 7.7 6.4 5.7 5.1 60.0 56.0
3 17.4 18.7 19.1 19.3 12.4 8.1 6.5 5.2 4.5 63.9 62.0
4 16.1 16.7 17.3 19.6 15.8 7.8 6.2 4.6 3.8 62.9 57.9

均 5 168 17.4 18.4 19.1 9.9 6.5 5.2 4.2 3.7 69.0 63.9

夜

III)
1 6.8 65 6.1 6.0 7.6 8.0 7.8 5.6 4.7 84.3 85.8
2 65 62 6.2 6.0 7.4 7.9 7.4 6.2 5.4 81.2 87.2
3 7.4 7.2 64 64 7.6 8.0 7.4 57 4.6 79.2 90.8
4 7.8 7.7 76 7.3 8.1 &1 7.6 5.6 3.8 75.8 78.8

均 5 8.3 82 8.1 8.1 6.7 6.3 5.8 4.6 3.7 72.8 840
1 12.6 12.6 12.9 13.8 10.8 7.7 7.3 5.2 4.7 69.0 o

日 2 12.3 12.4 12.8 13.9 10.6 7.8 6.8 59 5.2 68.8 68.8
不 3 13.3 139 13.8 139 10.4 8.0 6.9 54 15 703 74.0
均 4 12.6 130 13.2 14.4 126 7.9 68 5.0 3.8 68.3 66.6

5 13.3 13.6 14.1 14.5 86 6.4 55 4.4 3.7 72.7 72.3
1 18.3 19.2 23.2 26.5 13.5 4.5 3.9 1.3 0.3 54 6!

日 2 17.2 18.8 187 23.7 14.0 4.1 2.5 1.1 0.9 49 53
教 3 16.8 188 21.5 21.8 13.5 5.7 2.5 0.8 0.3 42 55
姿 4 13.5 15.0 16.8 21.5 19.3 6.7 4.5 1.5 0.3 44 53

5 14.4 16.5 18.4 23.5 9.0 3.3 1.5 0.5 1.! 37 35

第30表
----- 
家測動

二 ---
1 2 3 z 4 5

書
cm

ラ
g 38.0 (94) g21.0 (52) g 16.0 (40) g 40.5 (100) 12.5 (31)

間
30 40.0 (81) 34.5 (70) 28.0 (57) 49.3 (100) 26.0 (53)

120 38.5 (69) 42.0 (75) 56.0 (100) 56.0 (100) 55.5 (99)
夜 5 3.5 (88) ・4.0 (100) 3.0 (75) 40 (100) 4.0 (100)

・30 3.0 (75) 4.0 (100) 3.0 (75) 4.0 (100) 5.0 (125)
ISI !20 4.0 (80) 5.0 (100) 5.0 (100) 5.0 (100) 5.0 (100)
a 5 41.5 (93) 25.0 (5o) 19.0 (43) 44.5 (100) 165 (37)

30 43.0 (81) 38.5 (72) 21.0 (39) 53.3 (100) 31.0 (58)
量 120 42.5 (70) 47.5 (78) 61.0 (100) 16.5 (100) 60.5 (22)

られる現象で夜間殺冷な空氣府が傾斜の上方より下方に移動して, 傾斜最下部の樹林地に停 

ﾡナる爲であると認められ注目を要するﾡである。夜間上肝と下肝の氣温ﾡの少い原岡は, タ 

剣熱放散の盛んであるべき時刻が,公天により行め簡射を滅少した爲で, この場合は時天日に 

見られる特性が総て均等化せ ら る る傾向があつた。開ﾡ期の林内外の無混の逃県は機分林内に 

低く林外に高い傾向があるが, その日核ﾡは朴内と林内小孔部との比較では朴内が小さ く 林内 

と林外未立木地と比較すれば,林外未立木地が小さい。これは開ﾡ期で上木ﾡ葉の日蔭の影響 

が とんど無い こ と と夜川の地形的迷興に因る低温に よる もの と 思われる。

地 温

地炎混度は直接地上 をﾡう 地被植物の繁茂の狀態によ り 影響 を受け,全刈地が最商5で, 笹 

商度の大さいゐ,5動はいナれも低い。 日核遊は4動がﾡ大, 5跡が域小位を示した。5cm以 

下の地温にかては 5 動がやや他に比岐して低ﾡである他は特色が認め られない。日核ﾡも英府 

地通の影ﾡを受けて塗刈地4勝の位が大さい。林内外の地中溫度は 10cm 以下の深府では朴内 

が林外に比して高溫であつた。

漏 度

接地氣府の過度は氣温と 反封に 日 中は大體に於て下居程低 く ・ 商府種高く ・ 夜間は反封の 

傾向を示ナ。笹生地は全刈地に比して地上5cm の温度が朝に虫間型に移行するのが遲く, ま 

た夕方夜間型に移行するのも迎い跡が認められる。朴内外の差は明ﾡに認め られなかつた。こ 

れ も 開舒期の特異性 と思われる。 、

蒸發量

株殺量 を表示すれば,第 30 炎の通 り であつて, 地上為別の蒸發术 を成れば式川の地上 5 cm 

のものは, 地被植生の密度如何に影響 し,派も硫度の大さい5監が小で,裸地の4蹴の31%% 

に該當した。地上30cm でも同一•傾向であつた。 は一般に地上高5の高さと共に蒸変量を増 

し, そ の増加さは地被松生のﾡ なるもの稲ネ しい。夜間c も 同様であ る が地上商別の差異は僅
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少である。

大に朴内外の恭及量を成るに推間内,林内孔の 1, 2 班は未立木地の 3, 4, 5ﾡに比して 

楽役は少い。これは主と して,風速の大小によ る もので樹葉の日射遮斷は今だ問題にな らな 

いものと認めら れた。夜川は各地共ほ とんど4し く その差が認め られない。

風 連

地上 1m の風迷を殺測したﾡ果は第31炎の通 

りであつて, 間の原逃は林内, 林内孔の1, 2動の 

風は林外の 4, 5 鮎に比して著しく 小さく, その位 

は林外風の 50% 以下であつた。3動の風もほ 

とんど林内風と等しく 周酬の イスェン ジﾡ林の防風効の類著な ることを認めること が:出 

來る。夜間 は翌間に 比して風速が小さい が,矢張間と同状な傾向が布る。この際の風向はほ 

とんど市東ﾡであつて銘別川を吹きあげる政ﾡであつた。

以上の結果を綜合 して考察すれば,開舒初期のシラカンバ • ミズナラ林内, 林内孔および 

ﾡ外米立木地の徴細気候的特性は条温 ・地温および度は夏期の様な一般的な林内外の盤県を 

認めるとと が出ポす, 主と して接地ﾡは被覆ﾡ物であ る笹の發生密度如何に よ つて迷県が生 

る傾向があ る。なお夜間の氣温は緩斜地下方に ある樹朴地ﾡは傾科上方の未立木地に比べ無温 

の低下が著しい。蒸發:後 は樹林內外によ って龙異を生ず る が,これは樹葉に よ る 日射遮斷作用 

よ り も更速如何に關係する ものと思われる。風は藩葉期でも朴内外に大きい業興を奥2林外 

は#風連の約3倍の位を示す。この際林綠に近く エ ンジュの矮小% 林の點在する 8動が蒸扱 

量では4,5動の未立木地に近く, 限速は林內に近い特異な傾向を再し,また平均氣沮も全観測 

ﾡの内最高を示しているものは注目に位ナる。接地東城の各種双測値の垂直的分布は 全刈地以 

外は強生地の特性 を 示すが,地上 100cm 内外C席水不に退開ナる笹葉の適光による, 第一能 

動間の存在と,裸地に比桜して落葉ﾡ積した土域表ﾡの第2能動府士よび笹の空氣題抑間や 

蒸散作用に よ つて特異な る微細氣候 を形成 している。

[Bコ 開舒期の地表附近の低氣溫観測

子風地方は従米共ﾡ々険神によ り林木稚樹に大被害を谈生した記錄が多く,木地域のﾡ 

前な ら びに ﾡ樹に 一大障害 を興2ている。ま た所源被啓明瞭な親大迄に至・ らなくても 秘媒時 

の葉のﾡに よ り , その後の生長に惡影響を及ぼす こ と が多v。このﾡびに今叫敬--氏は 

数地朴に際ナる接地茶温の低江に就てﾡなすナべき事を指摘し, 開府の進行状態と低氣退の川 

現 日 のmiに よ つて被の和止 を 興に L, 比較的高混で無衛な 日 が続いた後行特な低退日がく 

る と 非常iに 目立つ た凍害と なるこ と を指摘 じた。

昭和1645, 6月神管災生期の微細氣候的特性を犯せんと現地で親測をしたが, 適営沢 

訳みに恵まれずに終つた。ここに地表附近の低氣温に就て二,三観測した小を記し當地方の霜 

害發生の狀況を察知したい。

前記開新初期に於ける朴内外の比桜設測をなしたi日 5 月 30～6月 1 日に弱度の降ﾡが布 

り , その際の 21 時の 1～5 跡の ースマ ン氏吸氣通度計に よ る接地氣ﾡ設測果を示せば第 32 
表の如くである。當日は夜間は快嗜で,無風状態の天候で地表の放熱良好な日であつた。

そのﾡ果によれば1勝は所謂放熱型の上高下低の氣混分布を示し, 特に地上5cm の条温 

低下が著しい。3ﾡは征の被ﾡのため30cm を最低として 5cm の氣温はかえつて上を示し 

ている。 .

次に1動と3 動に地上 30cm の位置tに 自記温度計を設置 して降狛 日 と無ﾡ日の比核製測結 

果は第 33 炎の如く であつて, 除ﾡ日 では特に 20 時以下の氣ﾡの低下はしい。

第32表 第33表

・
2 3 4 5 彼 

消 
時

1
Fw日 ﾡ町日|

1 —.
3

F日 ,

〜wwマwwママw
当

基mH
上 cm 120 -0.2 +0.5 +0.2 +1.2 +1.2 - ha 12 X 21.0 C 30.4 19.2 C 29.7

70 -0.7 -04 -05 +1.0 +1.0 14 22.5 29.4 22.0 27.4
30 -1.0 -0.8 -0.8 + 1.0 +1.0 16 16.6 23.2 16.8 22.1

5 . -1.6 -0.4 -0.2 +0.4 + 1.0 18 12.1 14.9 12.0 15.2
0 4.9 3.8 — — 20 4.8 79 9.3 6s

ﾡ中5 6.7 6.7 6.5 5.3 5.0 22 1.3 8.0 2.2 7.8
10 6.7 6.3 6.2 5.1 5.0 24 -0.4 8.9 1.7 9.1
20 5.0 5.5 5.1 1.2 4.0 2 -12 6.1 -0.1 7.6
30 4.4 5.0 4.3 2.3 3.5 4 -0.9 7.8 0.3 7.7

本衣の降引 は吆和 16 4ド 5 月 30 日～6月 1 日,
6
8

7.6
21.0

9.3
11.2

11.5
21.4

9.0
9.5

イ任外 川 にtその2 日の6月1日～G 月 2 日であつた。 10 29.3 11.1 25.2 10.6

第 31 表 条温C

6月1H 
h m

8. 23
h m

9. 50

グ
h m

11.50
・h m 

13.50
hm 

15.50

グ
h m

17. 50

ッ
h m

19.50

シ
h m

21.50

グ
h m

23. 50

6月2日 
・ h mn 
l. 50

グ
h m

4. 3

グ
h m
6. 0

cm.5 14.5 17.0 17.2 17.5 15.0 9.2 40 5.1 6.9 2.1 5.0 5.5
50 , 12.0 15.0 170 16.8 14.8 9.2 +.2 5.2 6.2 2.9 5.0 5.5

100 11.0 14.1 15.3 15.8 i4.5 9.5 1.2 5.2 6.0 3.0 5.0 5.2
200 10.2 14.0 14.5 16.0 14.0 9.6 4.9 57 6.0 3.0 4.9 52
400 9.7 12.4 15,6 15.2 13.8 9.6 5.0 6.0 6.1 3.2 4.8 5.2
600 9.0 12.0 14.6 14.7 15.2 9.7 5.1 5.9 6.3 3.9 4.8 5.0
800 8.6 11.7 150 13.0 14.0 9.8 5.0 6.0 6.3 4.0 4.8 5.0

1,000 9.0 11.0 13.5 12.6 12.2 9.9 5.0 6.0 6.5 4.0 4.9 50
1.200 8.9 11.5 13.4 12.0 12.0 9.7 5.8 60 6.5 1.2 5.0 5.0
1,320 9.2 12.0 13.0 12.0 11.0 9.6 5.7 6.0 65 4.1 50 50

----------
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第8岡 林内孔シラカバ樹内無ﾡ

林内然混の霊世分布を調在す ろ爲に 

i記の 1 動附近の シラカンバ(樹高 12.2 
m, 胸商山任 15em) の樹幹に沿つて, 

熱電登温度計 を 刑いて測定 したﾡ果は 第 

34炎および第8回の通りであつて, 6時 

より 16 時迄は受熱型の分布 を な L18 時 

に は移行型 となり,20時より2 時ﾡは 放 

熱型に移 y ・ 4 時に 再び移行型 と なつた。 

夜間激天の爲放熱型は顯著な形態をなさ 

なかつた。 日不均で域商地上高15.20m 
の動と地上 5 cm の温度迷は 1.66°Cであ 

り , 霊間扱 も 教迷大 となると き は 5.5°c 
• , "■ *

であつた。この場合シラカンバは開新初 

期で樹冠の影容はほとんど認められなか 

つた。

木表に 上つても 夜川の接地氣温が上 

層氣温に比し著しく低温で, 例えば1時50分測定には地上高 12m と 5cm 間c 2.1°C の 

が認め ら れ,新害務生時に は上下条府の温度ﾡは非常な ものと 推せ られる。

以上の制調査で制明すろわに,開術判に於ける接地氣府の低温は相常ﾡ者で歴々ﾡ害 ・a 
害の發生が起るから これに對處する造林対策を切立する こ と が必要である。

[C] 夏期に於ける林内外の比較ﾡ測

夏期に於ける林内外の徴細氣ﾡ的特性を機出すする爲に次のﾡ測を行つな。

(1) ﾡ測位置

ﾡ子山弘所部内ベケレ山市施, 級斜地で,i遊の短期限調測肪A, B, C勝であつて,A動 

はミズナラ・シラ ンバ幼齡林內小孔部,B 動は昭和13年トドマツ地林地坪刈地内, C Mは 

立木地に行る。 ・

⑵観測方法

本観測は次の 方法に x つた。

氣 温 地上20,70,150cm小迎ースマン氏風求山計

地 通 地炎,地ル中5,10,20cm林ル災M計お上び曲管地中温度計

u 座 地上20, 70,160cm 無退般測と同時に行う。

※披量 地上20, 70,150cm 平川氏紙而蒸發計

風向・ 風速 地上 150cm 風向風速計

共 他 蓼。•策應共他を観測する。

(3) ﾡ 測 時

昭和 15 年 7 月 14 日 16時～同月 15.0 16時24時間毎2時毎にﾡ測する。

設測時刻 A 徒刻)->B(20分)→ C(0分),ﾡ日 は14 日 18時よ り 15 日 1時ﾡ降用があ

り, その後も公天で夜間に於け る各カ所の局部的差異の發見には不都合であつた。

(り 取測ﾡ果

主なる要米の日變化をﾡ示すれば第9, io岡の通りである. また氣温•地溫•湯度の観測 

位を獲間, 夜間別に分ちその不均位を求むれば第35表の通りである。

第35基

. 要 、 逃 1111 T 均 夜 間 T 均 日 T 均 日 撃 交

A B C A B G A B C A B c

氣 a
cm 1507020

G 19.35 19.73 20.92

-G20.1020.5221.35

G 19.57 20.43 21.15

G 15.25 14.97 15.05

-で15.1215.05
15.08

15.1314.97
15.02

G17.3017.35
17.93

G 17.6! 
17.78 18.22

-G17.3517.8518.08

G7.88.19.8

-G8.79.210.4

--G7.99.0
10.1

増 a
05

1020

21.9317.1717.3516.03

20.9316.8217.0715.48

21.1316.3816.7715.33

15.8017.1517.2215.87

15.8216.8016.7315.37

15.6016.2216.3215.05

18.8717.1617.2815.95

18.3816.8116.9015.51

18.3716.3016.5415.19

11.81.51.815

9.11.81.9 08

10.01.52.5

導 座
15070

20.

先90.787.283.2
88.785.886.7

一务 85.581.583.0

% 98.7 98.3 97.3
55子 
98.3 97.2

398.895.0975

% 94.7 92.8 90.3
93.392.191.9

92.2
88.390.3

らず
19.025.0

务 19.0 20.0 19.0

が 25.0 30.0 28.0

A B

O--0020

Q-..0020 
ら-88

合--A010D-9005
合-A020

1.50 070 020
『『I

0.00

430.630 830 1030 23 28045630 850 N30 1230 230
第 9 図
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C 実

夜間氣温は降雨の為に各観測力所の 

局所的差異がほ と ん ど当わ れ な い。た 

接地氣過の重直分布も地上70cm に最低 

溫を示す略等沮狀を 呈した。aE間氣退は 

B ﾡは他の A, C動より 商5混で あるのは 

短ルﾡ調測に於けると同ﾡな傾向を示した。

しかして Bﾡは日核芝に於 ても他 

のA,C動より大きい。 樹林地内 に 有 る 

A陽は未立木地狀の C動に比し強間氣源 

2% が低く 夜川氣温は 高く 日 教益が小 さ く 様 

內の氣候緩和作用が認め られた。

地 温

地ﾡは氣温と反登に Aﾡが他動に比

第10田

迅が高5い。

に 因る もの と 思わ れ ろ。地温は大ﾡ 10 cm

報 して温度高く,特に地中5.10cm の地

これは A 姉に於ては他が他點に比し比攸的に薄く, 地炎商i造陽光の射入を許すこと 

附近にﾡ大位 を 行す る 場合が多いが, 降 雨 に 起因す

る 土城含水果 の不均衡に 因るも のが明 ら かでな い。

漁 度

当度は降門の武多であつて, 局所的な逃県が少くなV。しか、し前はA助がも過度高 

く , 未立木地 C 動が政小位を示 した。また 日 校弟 も 朴内小孔部に 小さく, 未立木地 C 動に大 さ 

v。 は 未立木地の特異性 を示すものと考父られる。

風 蓮

観測 日 の風向 は 14 日 は前求風 15 日南西風に 變 じた。 朴内孔A動は 21時より翌日の5 
時遊無属状態にあつた。未立木地のC跡は常に多少のﾡを行して居り,ﾡも風力の明まつな 

2時に於ても竹 0.35m/sec の風速 を冇 し,正 午に は 2m/see 以上の風速を示した。

A,B, C動のH不均風逃は共夫々 0.1$, 0.40,1.08m/seeで, 朴内外風述の※県は製測 

の際よ りﾡ者であつた。

蒸盤量

卒川川のつ殺量は許間の爲止I な力, Elにがけ る教磁派は第 36 の通 りである。 地被 

ﾡ生の影響のない地上150cm の教後は, 無混の高いBMがル大で, A 點は最も小さい. 

70cmにかてはA動が最大で, 笹密度の最大の c 點が最小であった。地上 30cm の来務も

Cが域小価を示した。地上が5別の※投量はAﾡのみが地上 第36表

150cm の蒸發発が地上 70cm のもの上 り 小さい結果を示し 位m 150cm 70 cm 30cm
た。B, C監は何れも下部秘蒸変述をじた。 A g 17.0 g 18.0 g 12.5

以上を綜介すれば夜間の降雨のために,特色ある微細氣 B 24.0 17.5 16.0

試的特興性を松出ナるに不適諾であつた。幾分その川に認め
23.0 12.5 9.5

られた點 を船げれば,須は林内小孔部のA野は, 未立木地Cﾡにし川気温が低く, 夜 

|川は高く,日较差が小さく,林内の無ﾡ総和作川が認められた。Bﾡは不均氣ﾡにかても, 日 

教に於ても, C動より大さい位を示した。これは春季観測に於て も同一傾向を しめした. 地 

温は然溫と 反対に他密度の小さい AﾡはCﾡに此して高5い仙を示した。 過度も林内の方が林 

外より 多沿であ り ・ がの般測では林内外の益は認められないのに比桜 して,葉が展開 し盛ん 

忆蒸散作用を行う場合と 勿崎小なつた締果を得な。風速 ・ 波量は従米歴々認められた校に何 

れも林内が朴外に比し小さい位を示した。 また林内小孔部A跡は地上 150cm の蒸發:况 が 70 
cmのものより小さいことは,風速の多少に關係するものと思われる。

・
[D] 風衝地に於ける観測

風衛地の微細氣候的特県性をりらかにする c と は,該地の氣祭係件が不良なだけ, その 

災性を認めなければならない。ベケレ山庫の第1lに示ナが如さ位山tの逃林地内で, 次の設測 

を 施行した。じかし夜川は降町のﾡ中止 した。

(1) ﾡ測位置

5ヵ所の双測點を設定した。

1ﾡ ベケレ 山m よ り 商東に派川 しなﾡの北斜miに 位置 し,峰部 xり30m 下つた傾斜 15° 
内外の造林地の筋刈地內に あ る。

2防 M部にあり附近では最も風常りﾡせ所である。期最測のIIﾡ所在所である。

3断 2跡の峰部より30m下つな傾斜10内外の商山斜面iにある。1ﾡと同校林地内の筋 

刈内にある。

4 ﾡ3 點と 同一斜面で附近  は ミズナラ ・ シラカンの樹51～2 m 内外の来林が行 り ル 

設測の III 訪所在所にある。

5防 4脱より7Om 附つたべケ レ 山miに向つな小澤の中共部に あ り , 本動 も 逃地内の筋 

刈中にあろ。

(2) ﾡ測力法

各氣象闪子は次の方法忆 よ り殺測1 た。

ダ測 ・ 過座 地上 120, 30cm 小型 ースマ ン氏ﾡ条靴計

地通・地炎温座 地中5,10, 20 5 地温 #状お」び符地中消座計
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及向・風迷 地上120, 30cmに於て風向風迷計で測定する。

蒸發量 地上120cm 平田氏紙面蒸發計 

公, 共他

(3) ﾡ測時 '

昭和1646月5日 6時よ り 18時ﾡ12時川各2時川彼にﾡﾡナる。 協•日は終日爲が來襲 

して太関を見なかつた。

定刻 1 型→ 2 M (15 分後→ 3動 (30 分後→ 4 動(45分後→ 5 動(60 分後)

(4) ﾡ測ﾡ果

親測結采を取継めれば第37, 38の通りである。

第38表 及逃 m/sec第37表

\で 気 増 ia 漫 座

亮 120 30 0 5 10 20 30 120 30cm cm cm cm cm cm cm cm cm
°C ---°G --°C --°C--°C °C _p % %1 7.2 8.2 9.5 78 7.2 6.3 6.0 91.3 90.6

2 7.1 7.9 10.2 8.6 8,3 8.0 7.7 90.7 92.4
3 7.4 8.6 9.9 8.1 8.0 7.2 65 91.4 91.1

7.5 84 10.2 7.7 7.3 68 6.1 90.7 93.4
5 7.2 7.7 8.8 7.1 7.0 6.3 5.5 91.3 92.6

氣 温

S 1 2 3 4 5

cm30 0.23 0.56 0.40 0.17 0.39
120 0.87 1.43 0.84 0.74 1.13

比 率
30 41 100 7! 30 70

120 6! 100 59 52 79

条温は風衛地の2』がも低く, 風変地の樹林にﾡ主れた4ﾡが域大であつな。5ﾡの地 

上30cm の氣混の低いのはﾡ林地筋刈線に消い山頂部よ り 寒冷空氣の降下によ る ものと思われ 

ろ。

地 遥

地混は風商地の 2 動が征をﾡさ裸しているﾡに最 も その値が高 く , 漂道の 5 動が最 も 優 

いe これは土壊含水最の蓬異に よる ものと考えられる。

漏 度

渇度はおって脇がかかった天候の爲,局所的雑興は山ない。

風速

被測日の風向は北東または北西が大部分を占める。地上 30cm*よび 1202m共2ﾡが
大で 4 貼が最小であつた。これは矢張附近の シラカンバ・ ミ ズナ ジ矮小林の防風効果に ・ る 

ものと認められる。5 防の小深ﾡは 比核的風が大 きのは 凹地に 沿 う 風の通路 をなしている 

こ と と附近にこれを遮る樹林がない爲と思われる。

ﾡ發量

彼量を武れば地上 120cm に於て1訪 8.0g, 2動 11.0g, 3町 7.5g, 4ﾡ 6.0g, 5防

7.5 g で風速の大小 と 大開に於て平衡關係が認め られた。

以上風術地の微細氣候的特性の把掘には不だ分であ る が, 術地氣候の特性は条江低 く 特 

に下肝接地氣温が風の公区ﾡせられて低ﾡになると共に風選 ・ 蒸發是は共に非常に大とな る陋 

向が:認められた。また小澤沿山腹凹越は山腹傾斜面よ り氣候的條件が惡く,氣溫や地沮が低く

且っﾡﾡが大い。
[E首ﾡに於けるﾡ測

苗畑に於て も農業方面に於ける作物氣象の研究に相常する苛畑氣候の観測を必要とし,そ 
・ 1 ・

の視測に塞き合理的な養苗法を老究せ らるべせさである。 たとえば, 木生育地内の徴細氣候的 

関係を改善し寒害 ・ 箱衛 ・ 雪害そのた病ﾡ書の軽波あるいはその防除を計るのも, そのﾡ用の 

一部である し,主た防ﾡ設による所前回総求載は冷ﾡ救もその一例であるが, 木の 

生理條件に感じて適宜人為的に微細氣候 を變ぜ しめて得の向上, 木の生長促進を計るのも 

1な任務の一つである。

弟子屈地方は本道中央部と 興な り ,歯水養広に不利な氣候環境中に布るから桜力飾加の桜 

細気候の改普によ り養苗の合理化を計らねばならない。次の観測もその一端と して質施した。 

しかし夜間の降雨のため充分な結果を得る事が出來なかったが參考•のため記する。

(1) ﾡ測位世

ﾡ子屈山張所部内奥が別ﾡ畑で賞施しな。 本ﾡ畑は鉱別川川沿不地に位置し,南側は木 

流に沿V, 北側はベケ レ 山施の河接念斜地に却されたX西に長い畑である。

ﾡ測ヵ所は第 39および第 11 圖に示すが如 くなﾡﾡのﾡ中に位置ナる。直ﾡの高5さは 

地上 35 cm のカ所に 水下に架設 してある。

(2) ﾡ測時

昭和 16 45月20日10時より翌30日 

8時逆施行した。

1 動を定刻 2 班以下各 15 分究れて 

製測を開始する。

第39表

動 納 ¥

1 トドマツ借年生播種床
2 グ グ

3 ク

4 ニゾー ッニ年生祥床 /床/m
5 グ なし 第11回 第子風奥卷別 由畑您 附 位 係

--鼠 ■..... エ…3
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(3) ﾡ測方法

親測は次の方法によ って實施 しc。

氣 温

過ど。地上120, 70, 50, 20,5cm 小型アースマン氏吸起乾温計

地 ﾡ

地女mi,地中5, 10, 20cm 神状および曲管地中温度計

ﾡ發量

地表面,地上 5, 20, 50cm 平川氏紙面蒸發計

風向 ・風速

地上1m 風向風計

雲量 . .

他 4動, 5動に於てミクロパイローメーターにて地上10および2c氣通, トドマッ3 
年植物體溫地上 10cm の芽混, 地上2cm の毎温を測定する。

(り 観測 結果 ・

親測結果の出夜別平均値は第 40, 41表地に第 12 Nlの通 りである。その結果について考-察 

ナれば次の如くである。

第40表

型架地は架認位置35cm に第一能動層が形成せられ,それによ り弱められた土壊面に於て 

第二他動層が成り立つものと見られる。 夜間共ﾡﾡに接する 20cmおよび50cm条温はﾡ

日 均 C 日 繋 ※ 七

1 2 3 4 5 1 2 3 ・4 5
cm 120 7.08 7.07 7.08 7.11 7.15 9.8 11.2 11.3 11.6 11.0不、 70 7.19 7.11 7.10 7.29 7.18 9.8 10.8 11.5 11.7 11.0

・/

50 748 7.19 7.23 7.25 7.28 10.2 10.9 11.8 1.4 11.0
20 8.03 ・7.71 7.38 7.43 7.44 10.9 11.0 12.0 11.8 11.6C 5 8.13 7.79 7.77 7.38 7.42 10.5 116 128 11.4 I1.6

地 0 8.18 9.05 10.37 8.38 11.32 8.9 85 14.7 7.8 17.6
5 8.22 8.97 9.72 8.55 11.06 3.6 3.5 7.3 3.5 7.7

温 10 8.10 8.71 9.34 8.26 10.38 1.5 1.9 2.9 2.0 3.9
20 757 7.83 &08、 7.88 862 0.3 0.6 1.1 1.7 1.4C 30 6.71 6.78 6.59 6.86 7.21 0.2 1.5 0.8 1.7 0.6

沿 120 88.3 885 89.1 89.3 87.1 24 24 22 21 22
70 89.7 88.3 89.3 89.2 87.6 19 21 24 22 21

y 50 8&.8 88.3 89.2 89.2 88.1 2i 25 23 24 20とべ

%
20 ! 9o.1 89.0 88.8 90.3 88.4 29 20 22 • 20 24

5 • 91.3 88.7 88.9 90.6 88.6 22 22 27 1 17 21 第12即 効子M典別商山 昭和16 4 5J29H 10 〜同】 30日8 時似劇
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第41表 浹 ﾡ 駅 (IO〜18hﾡt)

、ﾡ 
さ 2 3 4 5

cm 
0 g5.0 (32) 7.0 (45)

ベ12.5 (81) ダ (29) 15.5 (100)
5 11.0 (55) 15.0 (75) 20.0 (100) 13.0 (65) 20.0 (100)

20 13.5 .(71) 160 (84) 23.。 (121) 14.0 (74) 19.0 (100)
5o 240 (107) 22.5 (100) 22.0 (98) 23.0 (102) 22.5 (100)

架地に尚温で, ﾡ天地は低。しかし休林休は明らかなは認められなかつた。接地氣店の垂 

直分布は虫l 川に於ては受熱型であるが. 型架地は 5cm 氣混および炎ﾡ地温は低い。 夜間は公 

天お上 び降雨のため均等型で後架堆の微細氣候的特性を 檢出す ること は 出來なかった。雨天の 

際は一般に地溫よ り上層氣源に至る迄傾斜が少い。これは雨によ り上ﾡの混度を高め上下の逸 

を少く するのみでな く ・ 雨滴落下の際上方に得た低退の水も共儀地中迄傅述するのに よるもの 

とせられている。

一般に 機架地は露天地に 比較して日 核が小 さ い.

地 ・

変府地温にかては, 世架地は库天に比して低く,かつロ校差が小さいが,ﾡﾡの枚製数を増 

す程その程度が著 し い。特に 5 里の独溫が爲温であ る の は當年床替床で苗間疎開す る と 共に, 

前木に より 通風が遮斷せ られるとと に起因す るものと認められる。 地混30 em に なればほ と ん 

ど局所性を消失する。夜間の地温は各設測2共降間のﾡ均化せられるが, 各監共地中10cm 
に最為溫を示し,ﾡ天地にかては20cm 地温がﾡ架地より高混であり孤架地に於ては5cm 地 

湿が:露天地 よ り 高温であつた。これら は土壊深部への熱傳軍の周期の迎速竝に南水の土中浸透 

の差異によるものと認められを。 土ﾡ合水量と地温の開係に就て見れば水は全氣より 20 倍も 

停都が良好なﾡに土壌のI係に空氣の代 り と して水が多派に あるとき は, 傳毋を良好た ら しめ 

る結果と な り ・ 商後は一般に土域の仰導が良 く , 地溫の垂直的變化は少い。こ れにﾡして 八然 

利助氏mの視測がある。

植物體温

4 黜および 5 岫の ト ドマッ3年生歯のﾡ物ﾡ温を自12時至翌6時に殺測したﾡ火は, 第4 
2表のi り である。内网の芽温お よ び整温は気温に比桜して最高 歹 C の高温であ り ・ 慢して直射 

下の母天地 5 動の芽温が,4 閉の夜後下の ものょbも 高v。しかし 18 時以後に なれぱ氣温 と 略 

不行し 特に夜間降用中はその影客によ り均等化せられ殆んど同一となる。 また徹業の温座を 

測定 し たﾡ果 は第43 炎の如く, これもn中に 於て は大ﾡ氣担 よ り 商い こ と が認め ら れ, 特に 

日當の葉溫が高い。 場地貨氏"は日射を受ける葉は通常5°CP外の時には10C 以上も氣温よ 

りも高くなる。然しﾡが吹くとその混雌姫く造"化されると逃べている。また松野滿春巳外 

4名によればﾡの葉ﾡは氣通の低い時は日射を受けて客易に氣温上 り上界するが,条温の が

第42表

投

蛍回

10 cm 条退 2 cm 無溫 10cm ﾡ 2cmﾡ Ocm 地 迫 1 cm 地 a
4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5

12 h 73.8 14.5 13.1 is 14.2 15.0 14.0 15.2 11.2 I6.1
14 13.2 15.0 13.0 15.5 14.5 18.0 135 17.0 — 一 12.6 22.3
16 9.0 11.o 9.0 11.0 9.8 13.4 10.0 13.2 95 12.5 9.8 13.5
18 5.9 5.5 6.0 5.9 6.0 6.0 5.9 6.0 6.0 70 6.9 7.5
20 3.0 3.0 3.4 2.9 3.0 3.9 3.0 4.4 5.4 5.0 60
22 4.1 4.9 40 4.6 -- 5.0 4.1 4.8 5.0 56 5.1 6.0
24 4.0 4.0 — 4.0 4.1 4.2 5.0 5.2 6.0 6.0

4 49 49 - *5.0 5.0 — 5.4 6.0 53 6.0
6 4.2 4.5 一 4.8 4.5 4.6 — 4.6 5.1 _54 5.0 56

注 地上、40cm『近にて洲じ

第13表

栗 6J1日14 h 16 h 18 h
笹楽a 表面 Hかビ

C 25.2 C 18.2 ℃14.5
真面 日ﾡり 27.4 19.2 14.0

氣 in 24.2 18.2 13.0

しく商時は日射を受けながら却つて低く 

なることを示している。

そのた高額議一氏 の葉温 ・氣温・A 

逃, 迫に 日射策に關し白記視測牴告が方る 

が, いずれにして も 同化,蒸散など を 支配 

するﾡ度は, この葉温であるから,気温は 

同一でも時天と天とでは光化学的に逃のない場合でも, 生理的には著しく 異る祥であり,夫 

た葉開自身が微細氣候にお よ ばす影響に就て も 中 々大さい。 他表冷時に於け る葉退と害裂 

生の剛係等 と れらの力面の研究は今後往々同明せ れなければならない。

漏 度

天候が悪 く て逃度高 く , その霊心的變化が少いが, 夜共型架地の 20cm 以下は露天地に 

比核Iて度が高い。

蒸發量

幾間の蒸發飛總荒は微細氣候的差異を良好に あらわ している。すなわち地表面に於ては, 

二面坂豊架設地は雨天床替床に比較してその 92%% に試裕し, 若し く 然發室が少い。 た地上 

20cmに至つてもなお29% の興を行するが, は後の上部に 出れば各地共その蒸發』: は均一 

となる。チなわちこの本は風速の大小如何と共に然登呆は日射の遮蔽のあ無忙若しく 右され 

ていることを示すものである。

季に於け る直ﾡ架設の微細氣候の設調は夜川許間が有 り , 晴夜の放熱を どの程度迄防止 

しるか製知すると と は出來なかつたが,無温にかて架改地は 20cm 気温が高いのに拘は らま 

5 cm 無迅 よ び表府地温が蹴天地に比して低い傾向があ り , 秘架地は孫天地に較 して 日 核 

なが小さい。地中温度も地炎温ﾡのﾡﾡを受けてﾡ天地は覆架地に比して高温で, かつ日核
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が大きい。熬發栄 は葭銭下部の ものは 制I く 露天地よ り小さい。すなわち戦ﾡ架設が非流に携 

地須の氣祭映館 を 緩和す る 作川が認め られる。

IV. 氣候的ヒ イ トメ ーテルに關する試驗

ヒ イトメ ーテル法"(Phytometer) と は,植物の環境えの適應能を二つ以上の異なる環境の 

比較に利用 して,その適ﾡの程度をﾡ的に表示することによ り, ﾡ物の環境要楽の測定器と 

して利用ナる方法を言うのであろが, 弟子畑梁区ベケレ山に於ける氣祭ﾡ測の補ﾡと して, 

指標柚:物を利用して,海拔高別の氣象要素の相互比校研究を試みたものである。これによって 

ベケレ山海拔高別の綜合的な氣匏狀態を究知し得られる。

CAコ試験方法

() 試盛位置

ヒイトメ ーテル法試驗と して弟子屈事業區區劇班 21 ベケレ山取よ り 山苑地にかけ次の 5 
箇所に施行した。

1 動 央別歯加内にあり,ﾡ飾畑は然別川沿約9ha を占め設置所はその東ﾡに所在する。 

2 ﾡ ベテ レ南藻の綏科地にて附近は未立木地狀態を呈する。

. 3 動 ベケ レ中腹に所在 し,現在遣林地の最高 力所である。附は ミズナラ ♦シラ カ ン等 

の般小な殺林が行る。

4動 ベ ケ レ山腹の施業制限地界のやや高所! こ 所在 し,附近は所々岩石の緊出しな所を 

す る 急斜地で未立木地狀態 そなす。

5 ﾡ ベ ケ レ山頂近く に所在し,附近は短小な彼が密生する のみである。.

各跡の 位置いは第1の如 くであり, ま た海拔高 は第 2 Wlの通 りである。

⑵伊試材料

指標ﾡ物と して昭和16 年度には ト ドマッ・エソマッ・ヤマハ ンノキ・ ッバ・大平を m和 

17 年座には トドマッ・ソバ・ 大豆 ・ 玉ﾡ案 ・資花ル -ビンを 使用 した。

(3) ﾡ試土整

土壊の% 異に よる影客を無くする為昭和 16 年,17 年度共 3 Mの変士 (府 ょ り 20 cm 光) 

を 3分日のﾡにて大ﾡおよび根系を除いて使用した。
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供試土壊の理學的性質の分折結果は次の通 り であろ。

原土 百分中 細土 百分中

細 土 ﾡ 根 粗俄. 細談 徴砂

98.66 0.00 6.34 1.61 19.22 33.79 45.38地展土

PH5.4 ﾡ熱損量16.65%

変眞1. Phytometer 試験町 No. 5 の状況

竊眞 2. Phytometer ﾡﾡ No. 3 の状況

(4) 播種および調在方法

各動 は5*4m c 全刈をなし, 

その ヶ所に内概 30 em 四 ,深 さ 

20cm の木製枠を如設し, その枠 

の.上端 2 cm が地上に Hる 様に し, 

傾地に 於て は傾斜上方の 土域が 

流入 しない樣特に留意 した。

’各指標植物と も同一-所に 2 

ま たは 3枠使用した。ﾡに供試土

第4表

ﾡ D 仙 4
1枠試のり 探1月 11

明.161唄.17 昭. 16 M.17 昭.16 ・.17 昭. 18
トドツ

n 500 也100 川 q6. 7 月 u6. 8 n n 肩 n 10.2
モ、ゾマッ 500 一 6. 7 一 —' 10.2
ヤ マハ ンノヤ 200 ・...・ 6. 7 ー・ — — 10.2
ソ バ 300 25 6. 7 6. 8 10.5 9. 2 一

10 9 6. 7 6. 8 10.5 9- 2 一

玉 型 乗 — 9 — 6. 8 一 9. 2
iービン — 9 二

6. 8 — 9. 2
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1 2 3 4

第47表 ヤマハンノキ 第48表
「.ロルマ

m J嬴 4 * ﾡt
置 ia所i

ソ バ 火 比
商所i ekI6 

_7j 0 昭17 5
グ

10月
I185川 10 粒數

现存:木載

7月10月
種 

散ﾡ

取
M16 本7月1 7i 畑 200 40 34 0 01 0 0 I 畑 194 94 20 10 102 III i 200 63 58 14 0 0 0 2 III 施 82 63 20 16 16.3 III I 200 36 51 イ 37 | 26 23 3 III 腹 153 85 20 9 7

4 何ドパ: 200 4 38 20 18 6 0 4 制限地 300 231 165 20 9 9
5 L 項 I 200, 82 80 76 7 3! 21 5 III 125 82 20 14 14

傾向がある。これら針葉樹幼苗はこの程度の氣候的迷典に対しては, 農作物の如く あまり敏

感に影容せられない樣である。

ﾡ眞3. ﾡ和I7 4 猿 秋大 豆 生_Y_状 況

1. Phytometer

3.
W 上
同 上
同 上

No.1
No.2
No.3
No.5

央別苗町 
ベケ レ山i 
ベケ レ山 
ベケ レ山項

ﾡをつめ第 44 炎の如く 播種した。播種後供試土壊 を以て適宜仪土 を な し, その上に敷 を行

つな。 播種後毎月 1回ﾡず数,得数を調在し秋手にはﾡ集を行いその丈, 量等調しな。

[B] 試験結果

(1) 昭和16年度が験 ,

第 1 岡試験の播種後の得歯状態は第 4, 46, 47, 48 表の如く であって, トドマツ は最 も 存 

積率よく, エソマッ, ヘンノキ共に ﾡﾡ後の消失が大 き v。

交に攻ﾡ後調した広ﾡは第49, 50, 51, 52, 58, 54, 55, 56炎の如くである。

トドマッ トドマッ苗木の生長は幹長に於て若干劣るが,他の幹便,主根長; 重量関係にか 

ては苗畑地が业も優る。まな薬女葉幅い 業に於てもその数価が他に比核して大さい。

他の 4 地ﾡの もの は大開に於 て優劣少な く 類似の数値 を 示すが,山頂がその値が最 も大き

設 
商所

第45表 第 46 表

り M18グ 
!0月5小10月

段羅 
蘭處 M116 

7j
現存木ﾡ

グ 昭17
10月 5月

グ 8118グ
0 510小

商 畑

III能

制映地
III 項

500 11 145 121
187 I50 I

500 129 I83
500
500

130
108

81
50

140I23 125
80,2 8 
82 8697

20
15
22
13
19

2
3

5

商 畑 

III i 
III I 
制限州 

III 項

500
500
500
500
500

182 196 188
266
163
200
178

267 213
155 123
17993
145 101

164
101

53
57
42

130 |60 I66,
5
34

第49表 ト ド マ ツ

エゾマツ モゾツ は發芽後雪腐病, 登衛等に 上 る枯死率が多い。残存苗木が山頂部に 多い 

の は空申濕 度の多少に關係す る もの と 思はれ る。その生長は 山施部の も のがﾡ も 上い様であ る。 

針葉の米況を調すろに, 昭和 17年度はﾡ畑地が葉長他の価が他に比段して小さいが, 昭

設 置t 所 摘 要 幹 長
cm cm

主供長
cm

出業数
分 生、 量～

本 動 当m 幹 変

1 商 畑 5.51 0.147 17.41 46.1 1 0.6 2.4100 0.8266 1.1628
2 山 5.10 0.094 15.13 45.2 2 2.2 1.4269 0.3420 0.8186
3 山 腹 5.16 0.107 14.76 43.9 4 3.5 1.0558 0.4336 0.6434
4 制 ﾡ 追 5.77 0.115 12.98 51.7 一 1-1668 0.4139 1.0700
5 III 項 5.69 0.095 15.42 44.5 3 4.8 1.4779 0.4172 0.7975

苗畑地ツ 100 トシタ指ﾡ

1 商 畑 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 1000
2 III 瓶 92.6 63.3 87.0 980 200.0 366.7 59.2 41.4 70.4
3 '山 ・ 93.6 72.8 85.4 95.2 400.0 583.3 43.8 92.5 55.3
4 制 ﾡ ﾡ 104.7 78.2 74.6 112.1 一 — 48.4 50.1 92.0
5 III 項 103.3 64.6 88.6 965 300.0 800.0 613 50.5 68.6

の 映n量g 型 ﾡ 致 側 棋 T/R率 \
僕 u

酔 楽 0.5 cm 
以 下

0.5 cm 
以 上 叶計 総 長 木 數

1 商 畑 0.5954 0.3723 0.5091 460.5 127.5 5880 259.15 1.48 10
2 III 旅 0.4249 0.1470 0.3193 181.0 29.5 210.5 60.70 1.10 10
3 111 ﾡ 0.3065 0.2101 0.2813 200.5 44.5 245.0 91.70 I.60 10
4 割 ﾡ 地 0.3817 0.1984 0.4118 120.9 69.0 189.9 69.00 1.60 10
5 III 項 0.4438 0.1963 03454 171.0 665 237.5 99.55 1.22 10

ﾡi畑地を 100 としたﾡ

1 商 畑 100.0 1000 100.0 100.0 100.0 100.0 i00.0 1000
2 山 範 71.4 395 62.7 39.3 23.1 35.8 23.4 74.3
3 51.5 56.4 553 43.5 349 41.7 35.4 108.1
4 制 ﾡ 増 64.0 53.3 80.9 26.3 541 32.3 26.6 10S.1
5 111 頂 74.5 52.7 67.8 37.1 52.2 40.4 38.4 83.2
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第50表 ト ド*ツ

商所 抽 要
・昭 184仲J楽 昭和 17 4仲」地

嘻 mm 楽ルmm 楽比cm 楽Mmm 楽_ mm
I . 商 畑 1.5 1.16 0.38 0.9 1.19 0.32
2 III ﾡ 1.2 1.14. 0.30 0.8 1.10 0.27
3 111 裏 1.0 0.97 0.24 1.0 1.18 0.24
4 制限地 1.2 1.22 0.29 0.9 0.95 0.34
5 山 頂 1.4 1-30 0.35 0.9 I.19 0.32

利18 年炭は反討に域 も大 き

ヤマハンノキ ヤマハンノヤもエゾ

ッと同様發芽後の消失が非常に大 さく・ 

高度別に比校する こ と は困難であるが, 

との場合に於ては山腹部の も のが山加部 

のものより生長良好である様である。

ッバ ッバに於ては主根長を除いては

歯l地よ り 爲度を相す と 共に草丈,地際任, 重策關係を減少 し明らかに氣象的影響により 收修 

布: の減少が認められた。山項部に於ては軍丈に於て迎畑地の 34.7%,派に於ては 5% 急減 

する。

大豆 大豆に於てはソパと同様高度によろ役ﾡの波少が認められる。葉の大さに於てはI 
放部が大である。

以上の實験により制度の上昇に伴う気象條件の變化に應じて,植物の發育に差異を生ずる 

のは林木に於ては敏感でな く, この程度の氣象條件に封しては適感性が廣い もの と み られる。

第51表 エ ゾ マ ッ
----

cm cm
主山長

cm
山楽駄

分 枝 生 T 量
商 所 木 ﾡ 徳長cm 拠 神 聖

2 III 確 4.77 0.064 11.64 63.2 2 2.8 0.2977 0.1444 0.2374
4 割りﾡ地 3.65 a058 10.30 32.0 — 0.1250 0.0420 0.0420
5 u m 450 0.061 11.20 43.0' 一 0.3740 0.1482 0.1758

の :型 重 1 ・ g 間 担 ﾡ 例 供 T/Rポ 供 状
砕 0.5 cm

以 F 0.5 cm
以 上

ま 長cm 木 数

2 山 ﾡ 0.1195 0.0773 0.1268 67.0 15.5 82.5 22.15 1.71 7
4 制ﾡ 地 0.0645 0.0160 0.0190 144.0 18.0 162.0 25.50 0.54 2
5— 山 頂 0.1481 0.0811 00834 I53.5 290 182.5 46.15 7

第52表 千 ゾ マ ツ

感m 
商所

1
ﾡ 要

・mI8年仲』* mmn174仲4
----

a所 抽 要
・a184仲ペ 1 昭和174仲長災

楽及cm 楽紙mm 楽mm ※具Cm mm 楽ルmm cm 楽 
_mm

楽mm Cm ・mm mnmn
I 商 畑 0.9 0.59 0.29 0.4 0.43 0.24 4 割ﾡな 0.5 0.53 0.25 1 0.5 047 I 0.24
2 ill i 06 0.48 0.t9 0.6 0.44 0.23 5 III 項 0.4 0.31 0.20 1 0.5 1 0.38 | 0.22

第53表 ヤマハンノF

aa所 抜交 神 長 
__cm cm

分 枝 生 朮 基 g 岬 m ﾡ E 供試 
不ﾡ本最 当。m 仙 ? 空 世

3 山度 1203 0.245 23.00 1 7 18.2 2.510 2.227 1.119 1.201 3
5 山ImI 6.30 0.210 20.3 | — 1.565 1.874 — 0.675 1.592 — 3

第54表ソ ジ

取 ﾡ 
商 所 抽 愛 w 丈

cm
増際社

cm
供 長

cm
生 f 量g(1 本ﾡ) ぬ2Af量g ( 木な)

地上部 地下i it 地上i 地下i 町

1 商 畑 2t.5 0.221 6.7 0774 0.33! 1.105 0.359 0.093 0.442
2 III 能 18.0 0.158 9.8 0.147 0.121 0.270 0.078 0.022 0.100
3 111 15.3 0.13r 8.3 0.042 0.031 0.073 0.028 0.010 a038
4 割 10.3 0-105 7.5 0.036 0.020. 0.056 0.019 0.008 0.027
5 III 項 8.5 0.100 3.0 0.022 0.015 0.037 0.017 0.005 0.022

畑地と 100 と した指ﾡ

1 商 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
2 山 t 73.5 71.5 146.3 19.3 36.6 24.4 21.7 26.5 22.6
3 111 62.4 59.3 123.9 5.4 9.4 6.6 78 120 &6
4 制 42.0 47.5 111.9 4.7 6.0 5.1 5.3 9.6 6.1
5 III 34.7 45.2 +.8 2.8 4.5 3.3 4.7 6.0 5.0

第55表大 豆

商 抽 *
_ cm

過際径 
em

供
em ケ

業監

枚 _ケ

nt (1 木ﾡ) g 乾煥価量(1 *る)g
地 L部追下i 追上i 追下部 動計

1, 商 畑 22.1 0.298 31.5 Is 18.5 2.3 5.562 2.783 8.345 0.977 0.368 1.345
2 111 22.8 0.293 37.3 1.5 11.0 0.9 3.266 2.556 5.322 0.723 0.301 1.024
3 UI 16.0 0.286 37.4 1.2 14.2 1.0 3.00t 2.500 5.504 0.641 0.484 1.128
4 制 限 地 L書のうため際 t中止
5 項 15.7 | 0.283 । 27.1 0.5 8.6 0.1 1.229 1.114 2343 0.411 0.207 0.618

ﾡi出地 I00をと した指ﾡ

1 商 畑 100.0 100.0 160.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.1 100.0
2 III 103.2 98.3 118.4 83.3 59.5 39. 58.7 91.8 698 74.0 81.8 76.1
3 III 72.4 96.0 118.7 66.7 76.8 43.5 54.0 89.8 66.0 65.9 131.5 83.9
5 111 孤 71.0 95.3 86.0 27.8 46s 4.4 22.1 40.2 281 42.1 56.3 45.9

農作物に對 しては,その種類に よ つ 

て異る が高度に よ る牧ﾡ述の交が: 

#木より新しく大せい。仙し朴木の 

場合に於て も樹高が大になれば矢張 

異つた結果となるであろう。

(2) 昭和174秋動

第56表大 豆

Jm
岡所 1 業

cm cm
淡

cm
商畑地を 100 と した押ﾡ

※ N
1 7畑 3.02 1.98 1.82 100.0 100.0 100.0
2 Itt 3.33 2.30 2.63 110.3 116.2 1イ.5
3 HiW 1.92 1.62 92.4 97.0 89.0
5 山m 2.76 1.70 0.70 91.4 859 38.5

第 2 m試験の各カ所の發芽後の経過は第 57～61 炎の示す通 り である。發球月 日 は沖地 

と 山I頂では トドマツ 7 日,ソ パ 5 大び7日, ﾡ深 6 日 ・ 花ル ービン5日 の県 を し

てルつた。すなわち海抜100mにつさ 1.0〜15日の發運延を示す. .

瀆芽得荷は大的に於て山項部に於て發芽が不良となり, また得市が小さ く なる傾向が認 

め られな。



46 d7

收穫時に於ける生長關係を調査すると第

02～67 表の如 く であ る。種類別にﾡれば 

トドマツ 生側係にかて は山け地が良好

で, 次で制限地の も ので第1 回試驗 と 同様に

商5 さ によ る 生長の滅退は 認め られない。

ッバ ソ バの場合は第 1回試験と大ﾡ同様

第57表トドマッ 第58表ソ バ

改証 
岡所 摘 変

ﾡ在木ﾡ 後訳
粒獄 本ﾡ

昭 17
7 月 收獲 

木ﾡ昭17 昭 18 昭 18 箇所
二7小 5月 10小 ____

1
2
3
4
5

商 畑
UI ﾡ 
111 I 
創段地 
山項

6-26 ;
6.29
6. 30
7. 2
7. 3

1on
107

93
124
9!

115
90
57
43
10

10 1
1 2

10 3
7 4
1 5

商 畑 
山黄 
山iI 
制ﾡ地 
山 孤

75
75
75
75
75

74
13
75
75
75

74
13
75
75
75

68
13
75
71
75

6.13
6.13
6.14
6. 16
6.18

第59姿大 2 第60表型

設区 
箇史 独 要 括稲 

粒延
役ﾡ 
本数

昭 17 收獲 
木ﾡ

独 設座 j 日 i所
独ず 昭17 

7JJ 收穫
日

1
2
3
4
5

歯 畑
111 ﾡ
111 腹 
制取地

111 孤

27
27
27
27
27

26
26
26
26
24

26.
25
15
25
24

26
25
15
25
24

6.14 I
6. 15 2
6.16 3
6.18 4
6.21 5

商 畑 
III ﾡ 
山 I 
制ﾡ 

111 項

27
27
27
27
27

24
26
26
27
23

24
26
26
27
20

24
26
26
27
20

6.14
6. 15
6.15
6.18
6. 20

商 所 栗
乾 g 型 製

ﾡ 長cm
TRネ 供試ﾡ

幹 楽 0.5 cm 
以 下

0.5 cm
以 上. i計

1 商 畑 0.3222 0.2019 02912 198.0 30.0 228.0 118.60 1.53 10
2 111 — — ・ 9.0 29.0 38.0 47.90 — 1
3 山 喰 0.2050 0.0496 0.1806 102.5 590 161.5 94,05 1.12 10
4 増 0.2iu1 0.2147 0.2634 61.5 22.0 83.5 31.55 2.26 7
5 111 孤 225.0 125.0 350.0 166.10 1

ﾡ畑地を 100 としたﾡ

1 商 畑 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 ioao 100.0 100.0
2 山 読 — — — 4.54 9666 16.66 40.38
3 III 63.63 24.56 62.02 51.76 196.66 70.83 79.30 73.20
4 制 65.51 106.34 90.45 31.06 73.33 37.06 . 26.60 147.71
5 III — — 113.63 416.66 153.51 14005 一

第61表 拡花ル ービン

岡所
田 

烟
発芽 
本ﾡ

昭177 月 牧義 
本数 月日受イ姓

1 歯 畑 27 19 19 19 6.15
2 111 ﾡ 27 19 15 15 6.15
3 111 度 18 11 II 11 6.16
4 制限丸 18 9 9 9 6. 18
5 山 項 18 7 7 7 6.20

な傾向を示した。山施部のものが地のものよ り丈, 地際役が大きのは立毛本数が少い

第62表 ト ド マ ツ

ことに起因すると思はれる。商度をすと共に第1回ﾡよ り生長減退の傾向が著しいのはそ

戦 m 
商 所 摘 交 粋

cm cm
主山

cm
山業量

み 生量 g
木 致 色 長 4 昨 業

1 商 544 0.117 16.59 26.6 -- 1.2650 0.4861 0.7186
2 山 4.80 0.095 14.30 ・ ・ ・. ・ • ・ —
3 111 4.64 0.103 17.35 25.7 1.3 0.6965 0.3448 0.4042
4 制 ﾡ 地 5.69 0.19 7.83 34.8 0.3 0.5173 0.4854 0.6530
5 山 8.50 0.200 16.70 — — — — ・

畑地地ワ 100 トシク

1 M 畑 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
2 111 整 88.24 82.91 86.20 — — ・ * ■ ・. ・ - —
3 I 85.29 92.3! 104.58 96.61 55.06 70.93 56.25
4 制 104.41 101.70 47.19 130.82 40.89 99.85 90.81
5 111 156.25 t70.94 100.66 — — — 一 — ・

大 と 反対に 一般に そ の仲の淡少 を示さないものが多い。

の年の氣候によつても左右せられるのであろう。 第63表卜 F ・ マ ツ

玉ﾡ案 玉蜀裁に於ても ソバと同様であるが, 商 設 18 40*以 TTr
度と 共に生長減退の程度が ソ バ程著 しくない。唯山

i所 摘 う
菜 具 薬 N

頂部が:制地よ り もかえつて生長が良好な點が認め
1 商 堀 1.2 1.16 0.35
2 111 t 08 1.01 0.32

られた。 ・ 3
4

山 町 
制段地

1.0
1.0

1.14
0.96

0.29
0.26

大豆 大豆の場合 も 同校高度 と 共に弟丈の減少が 5 山 孤 1.2 1.14 0:34
認められたが, 根長は反ﾡに高度の加と共に炎く なる傾向がある。 これは他の作物に於ても

併し染数, 楽I量は高ﾡの上と共にﾡしくその救省を波少する。
** , S

黄花ル ービン 資花ル ービンも 他の作物 と 共に6度の上と 共に その生を著 し く減退 

を示している。

第64表 ゾ バ

設 m 
商 所 摘 ﾡ w

_em
地際ﾡ
_ mm

例艮
_ em

g 爆1E量g-
下i t 建葉部 賞郡 地下N t

1 歯 畑 62.7 332 12.1 0.0 1.862| 1.377 0.685 3.924 1.4530 1.9090 03197 2.9636
2 111 薬 66.7 3.34 13.0 24.2 1.220 0.522 0.299 2.041 1.0517 0.4600 0.2684 1.:7800
3 III ﾡ 21.6 1.43 6.8 2.1 0.080 0035 0.024 0.139 0.0733 0.0303 0.0214 01250
4 ﾡﾡ地 (9.1 1.44 7.3 0.5 0.055 0.018 0.013 0.086 0.0+1 0.0035 0.0!10 0.0587
5 山 項 16.4 1:41 6.5 I 02 0043 0.001 0.017 0.061 0.0378 0.0008 0.0134 0.0519

i畑を 100 と した打ﾡ

1 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
2 山 薬 106.4 100.6 107.1 655I 43.6 37.9 52.0 、73.4 38.6 84.0 60.1
3 山l M 34.4 43.1 56.2 4.2 43 35 2.5 35 5.0 2.5 6.7 4.2
4 制取地 30.5 43.4 60.3 1.0 3.0 1.9 1.3 2.2 3.0 0.3 3.4 2.0
5 III 頂 26.2 425 53.7 0.4 23 25, 0.3 16 2.6 0.1 4.2 1.8
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第65表 玉 ﾡ 柔
======
ﾡ m 
商 所 草丈

em
通際社

mm
供長

cm
Nﾡ量

花致 wP:時正t g _"xrit
。

代花 雄花 地上部］地下部! t 地上部過下部 1 計

1 苗畑 65.9 5.69 22.5 7.5 1.3 0.7 16.398 1.316 17.714 3.9518 0.7954 4.7472
2 山 tt 33.1 4.18 19.2 7.3 0.5 2.788 0.292 3.080 0.6667 0.1579 08246
3 111 ・ 27.9 3.79 18.9 5.9 0.2 一 1.241 0.258 1.499 0.4245 0.1606 0.5552
4 割限地 23.1 3.34 21.5 7.1 0.2 ・ 1.323 0.218 1.540 0.3926 0.1407 0.5333
5 111 孤 25.6 4.12 23.2 7.1 0.1 — 1.733 0.248 1.981 0.4980 0.1545 0.6525

ﾡ畑と 100 とした

1 商 畑 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
2 山 i 50.2 73.5 85.3 97.3 38.5 17.0 22.2 17.4 16.9 19.9 17.4
3 山 設 42.3 66.6 84.0 78.7 16.2 — 7.6 196 8.5 10.7 20.2 12.3
4 制限地 35.1 58.7 95.6 94.7 r6.2 ・ 8.1 I6.6 8.7 9.9 17.7 11.2
5 山 孤 38.8 72.4 103.1 94.7 7.7 — 10.6 18.8 11.2 12.6 19.4 13.7

第66表 大

・gl ux二 供氏
cm
ﾡ題 

力
淡製

力

---------- ママ、。
量 g 乾 操 1 m 量 g一

cm
ヒcCe, 
mm 地上ii 薬部 地下部 地 上i 薬部 地ド部

苗 ﾡ 33.0 4.44 21.3 il4 5.5 4.123 5.629 0.975 10.727 1.4481 1.1926 0.5139 3.156
2 III ﾡ 28.8 3.97 । 24.6 4.6 2.9 3.11I 0.653 1.660 5.424 1.3491 0.426 0.4028 2.1787
引山.ﾡ 228 4.14 23.7 2.3 2.286 0.500 1.643 4.429 0.9000 0.3286 0.2571 1.4857
4 初り地 18.9 3.40 24.5 0.1 1.4 1.373 0.471 0.214 2.058 0.7931 0.0688 0.3719 1.2339

u m > 16.6 3.79 25」 3.0 16 1.738 0.135 0.706 2.579 0.8439 0.0234 0.4820 1.3493
商畑地と 100 と 1 た指ﾡ

1 商 加 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 1000 100.0 100.0 1000 100.0 100.0
2 II 染 87.3 89.4 115.5 40.4 52.7 75.5 295 1 67.0 50.6 93.2 35.8 78.4 69.1
3 II 裏 68.5 93.2 111.3 09 41.8 55.4 29.2 51.3 41.3 62.2 27.6 50.0 47.1
4 割限地 ラ7.3 76.6 I15.0 0.9 25.5 33.3 3.8 48.3 19.2 54.8、 58 72.4 39.1
s 111項 50.3 85.4 117.8 26.3 29.1 42.2 2.4 72.4 24.0 58.3 2.0 93.8 • 42.8

第67表 花ルービン

商 所 要 草丈
cm

a4欧電
mm cm

調 査 時 近 果 k 乾.

地上it 地下i it 地上i ロドi 肝

I 商 畑 51.8 500 190 9.381 2.117 11.498 3.0699 0.8463 3.9162
2 III 髓 47.0 3.40 I89 4.092 0.743 4.835 1.4033 0.4100 1.8130
3 III I 20.2 2.35 13.6 1.027 0.278 1.305 0.4400 0.1817 0.6717
4 19.5 ,2.68 12.5 1.180 0.300 1-480 0.5700 0.1800 0.7500
5 III 168 2.57 16.8 : 1.796 0.646 2.442 0.4875 0.3125 0.8000

ﾡ畑地を 100 と した指ﾡ

1 商 畑 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
2 III it 85.8 680 1 99.5 43.6 35.1 42.1 45.7 184 16.3
3 ・ III 36,9 470 71.6 12.0 13.1 11.3 1.3 21.5 17.2
4 ﾡ ﾡ 地 35.6 53.6 65.8 12.6 i4.2! 12.9 18.6 213 I9.2
5 III 項 30.7 514 88.4 19.1 30.5 ! 21.2 15.9 369 20.4
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［C3 考 楽

海抜180～660m範山lに5ヶ所の試験ﾡを設定して, これに同一土壤を使用 して,朴木と 

してトドマッ・エゾマッ・ヤマハンノキ・ 拠作物と して ソ バ ・ 大豆 ・ 玉如ﾡ ・資花ルー ビンを 

指標植物として播 種 して,その發芽生育を昭和 16, 1742回の試験を行つた。その納果ト ドマ 

ツ •エゾ マッ •ヤマハンノ *の如さ朴木に封 しては点度に よ る外設的生長状態のﾡ県は少 く 条 

候條件に対する適順能力的:非常に既い こ と が認め られた。併し草丈に於ては鑑典が少いが成量 

關係に於て は最低の海拔高の花畑地に於て最 も大さ い製価を示 し, と れ以上の商5ﾡに於ては 

々 高度 と 生長との關係が順序的傾向 を示 さ ない。但 し確期を設し樹商が増加ナれば こ の傾向 

かまた異なるものと思われる,

投作物に登しては林木の場合と契 り ,商5座に よ る環境因子の變化に対 し,•明らかな差異を 

示し, 一般に高さを増すと共に著しく生区選があらわれる。その程度は撲作物の段類に よ つ 

て異つているが ソ バは多い方である。

なおこれらの方法は直接播種に よ るのみでな く ・ 林木の移植法に よつて環境に對する林木 

の適應性を確實に把握し,賞地逃林にﾡ川されろべきであろ。

第二節 土地様相

I. 地買地形の修況

本地方の地形區は,願斜路火山地域“刈に風し,•知床半島から西南腕阿寒岳に至る火山列 

が第三紀府千島孤の ヶ ー般に 出上した斜引跡に沿つて利々飛び飛びに統山 している 風域に 

包括 さ れる。すなわち屈斜路火山 nおょ びこれ と共存 する摩周火山 胖の一部に花御料地が所作 

する。屈斜路大山耐は阿変大山書の此北にﾡし, その外輪大孔は直極22至28km c述し, 

この一大外輪山 と 火孔原中に ある十數の小回錐丘 よ りり, 火孔の東部に摩尚 火山 群があ る。 

外輪山は藻等山を盟立とした環嶺で主に溶増流流灰岩,角な心,集塊外既よりなる成肝火山 

で, ﾡて内面ナなわち屈斜路湖に向う方が急で, 外面すなわちオホー ッ ク海に向つ た 方 は 渋 

だ殺である。 外崎山の市部にあろベケレ, シケレベ, ビラッ山"の多数の流岩品はヤ衛生次山 

で, その岩質は外ﾡ山の もの と 疑似する。岸ル大山 mは岸A山 カムイメブリなら びに西別何か 

ら広り, 摩周岳は頂に］エ大なる火孔を有する成圻火山である。その火孔は陥渡して摩周湖をな 

し,/WIはんど総である。屈斜路湖東方に散住する小火孔には多 く 鈴形を u た焼岩丘で期 

斜路火山群中般新の成生に係 り ア ト サ* ブリは トサスブリ 地岩に よ り 他は皆屈斜路火孔丘焼 

岩から構成される。

本地域の不壇都は各地共ルl; トサメプリ お び雌阿寒火山の嗔出に係る 大山次に よ 

り厚く被Kせられ, 火次墳地以を形ルしている。 不地の地形」の特は川斜路山Ttの
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E大な大 カルデラ (Caldera) お よ び摩周火山群の小カ ルデラ を有す ることであつて, このカルデ 

ラは一般にﾡめて大規校な人口状の変地であつて, 通常は火山錐の頂上部にあり,その不面形 

は回形或は格网形に近く,内壁は桜壁であるが少くとも非常なな科面である。またそのカルテ 

ラ底には湖が存在する場合が最も 多い。すなわち地形/分としては, カルデラ内, 外輪山外 

都,中央火口丘,火ロ原お上び客生大山にﾡ分し得られ, カルデル内ﾡ,中央大ロ, 寄生 

大山は急斜 外特山外部は殺斜 火口原は平坦狀を呈する。

本地域に於てはカルデラ内壁である屈斜路事業喰ﾡ却班1〜86は傾科中斜去たばな斜が:多 

く,摩刷カルデラ内壁の順ル衆画画劇班70, 71, 72, 73 は全く の急斜地であり, 外輪山山施 

部の摩周事業區の大部分および屈斜路美幌峠より北見斜面はいずれも緩傾斜をなす。しかして 

各地城とも幼年期の地形をなし, 谷密度小なる地形である。山田A一氏®はスギ林適地選採の 

局所堆形の 目標 を抑け, 地形画によ る 適地の制別を主張している が, ト ド, ェ ソ逃林造地に 到 

してとの様な 目標は研究せられていないが,本道の天然林の所謂美麻をなすカ所の地形は越伏 

量の少い幼年期の地形が多い様である。同 一地形Kで も 微地形的に差異を 生す る のは云 う迫も 

な く , その主な る 原因 は局所的に氣祭係件 を 左右す る 土地の傾斜方位と 傾斜度 よ び火山灰地 

帶に於ては原地形の土肝の成ほ狀態の差異に よる も のであ る。傾斜方位に よ る氣象條件は木道 

の如き高緯度地方は大き く 影審する。

第68姿 消投別面預d 次に弟子屈地方は,本道

4 Sn-
M仲路攻求び 中央高地に比 し比核的低い海

抜高で, 森林限界に達し,ま: T & ha % ha % ha 発

余西御料林 8,645.0 100 10,285.5 100 11,8900 100 た施業制限地界も低.く,大約
300m 以下 
300.〜400

2807.5
2,835.0

3247
32.79

3,495.0
3,090.0

33.98
3004

3,690.0
2,570.0

31.01
21.61 580m を以てとする。今ゅ

400～500 1,712.5 19.80 / 2,065.0 20.07 2,2850 1899 子届山張所内の三業画内o
500～600 972.5 11.24 1,007.5 9.79 1,302.5 1094
600 〜 700 317.5 387 6300 6.12 1,195.0 10.01 池抜高別の商がは よび会面t
700〜800
800〜900

712.5
I47.5

5.99
1.24 に對する百分率は第 68 o

900以上 • , ・ 87.5 0.74 如く であつて,効子屈来証

は市投 300m 以下の地域面桃が最 も大きく, 屈斜路事業區は反封に奴: も 小 さいが, その 

は衛少で全事業園商ﾡのいナれも31〜84% に述する。海拔 600m以上の地域はル/P業証は 

金mもの3.7%, 効子屈丁求電は6.12%, 屈斜許地方は18:0%に逆する。

II・ 土 ﾡ 調 在

CAJ 単形館

本地方は摩周,好佐登および雌河寒火山叫Hに係る風積火山灰により厚く被故せられ,i： 

と してこれらの風化成生物によ りが形広せられていろ。

木地のﾡするﾡ路國川上郡に分布する大山噴出物のﾡ序を示せ 

ば第 69 炎の如 くであるろ。山田忍氏や が設定 した本地方に關係す る 

土媒ﾡ名お よ び地下 70 cm ﾡ作物生育に»響あ り と認め られる肝庁 

は第 70炎の通りである。土壌區設: 定に關係する各火山灰駐に就て 

その分布竝に性賞を記述すれば

ルル統A片 次白色の微細な粉状大山次。上部は多少風化して 

桜林: を含み訳色を星する。本ﾡはﾡルmにその源を彼し,山側は述 

く十勝図に も極めて薄好ながら分布し,東側は述く中ﾡ千島におよ 

んでいる。座岳県部山施部ではその厚さ 20cm におよぶが西側 山

刈統A
・快 
跡佐幌 A 
跡佐登従 B 
際 周 統 B 
弊 ハ 統 C 
ﾡ N 統 D 
ビ刈桃E 
跡佐なﾡ C 
ﾡ ル 枕 F

大山灰ﾡ 
火山灰用 
火川 
火山氏ﾡ 
火山灰ﾡ 
火山灰 
火山灰ﾡ 
火山灰ﾡ 
火山灰ﾡ
火山灰屛

第70表

土が続名 土ﾡ名 地下 70 cm ﾡ物生Tfに墜響お り と 阻め ら るる岩序
....... _ -1 1 -- U- ーー ..---

美部和ﾡ土町 跡佐は桃Aﾡ 1 跡佐業Bﾡ 洪穂土環W
ピ 問 ﾡ土の グ 隊州統B后 際N世下局
東部美留和農土販 グ グ 様劇ま下は

跡佐登B桃 i 沼砂土 既 渋ﾡ土償ﾡ
川ﾡ砂土阪 グ 跡佐は統CR
功子尉砂 土 氏 ヶ・ K8期統Bﾡ WN渋下ﾡ

跡佐登Ct ﾡ佐登隊土W

施, ﾡ子届, 美和和, 川湯, 屈斜路方商では逆に10cm を超ゆる所がない。.

雌阿寒統火山灰麻 摩局統A騒と稍々類似するが黄白色を帯び,これより粗粒の火山灰で上 
・ ・

部は何植を含み,黑色を呈する。木ﾡは松茶, 弟子加,ﾡ路で各5cm, オッペッ, 上久著日, 

下久番日で各10とm を含み, A迷が品にその源を我するものと想像せられている。

跡佐登統A大山大ﾡ 黄褐色の浮石礫,ﾡの山福3～5cmの大映なるを特徴とする。風化 

んど受けず礫硬く,樹植を 殆んど含まない。木肝は札交内で5こm, 子屈拓賞書場で8cm, 
美i和で10cm, 美和和川湯内25cmであり, 跡佐登の噴出に係る ものである。

跡ﾡ統B大山次店 資白色の火山砂関化を受けナ,またﾡﾡもほとんど合まれない。本脣 

は和琴,仁伏で各5cm, 弟丁届市行, 丁届n賞背場場, 札 友内で各 10 m, 美和利で20cm, 

川湯で 45cm となり, 子川と4北eiのNに桁ﾡ形をなして分布して跡佐登金にその激をﾡして 

いる。

除劇統B大山水 ﾡ色の止き旅岩次, 下内は淡赤色を呈し,上部は多少風化して閣極 

を合み,ハ色をユする。木ﾡは摩Nmにiを役士るもので, 標茶, 予屈で各10cm, 商効子 

届・ 義分内で各15emであつて,ル府ﾡの山側,川沙, 川 斜除方面には分布していなし、

ﾡﾡ統C大山ル 賞ﾡ色のﾡ行総,農化を受けす,。かつMを命す隊は製い。本は跡
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佐金の北県部にのみ分布し 美留利,川湯の中間仁伏より北5kmの防で各8cm, 御北で35 
am,仁伏, 跡佐獲70cm, 川湯100cm となつている。

席ル統F大山次ﾡ 資初色の浮石除を多並に況する。火山砂灰であるが大部分風化して壊土 

となり, 上部は多：V: の腐植を含み黒色を呈する。本ﾡは和和10cm, 弟子屈20cm で降ル品 

の北部に當る川湯；屈斜路方面を除いては廣く分布し,その源を摩周岳に發するものとみなさ 

れる。

これらの火山騒は平坦地には完全な始序を示す場合が多い力:,傾斜地に於ては土壌の流亡 

の甚しい場合は異相土を生じたり,また好位の堺の判定と しない場合が多い。木地方の調布し 

た土壊斷面圖 を示せば第 13lの如く であ る。

木岡に 示す樣に ﾡのF序は 火山水出火山 か らの位に よ つて呉る も のである力, 丁 

向小東係は一般忆昭M岳および雌阿寒京の噴出物多 く ・ 序周事業国の北半部は跡佐登の噴出の 

大粒の火山礫に蔽はれる 力所が多 く,特殊な軽行地を形ルし, 跡佐登の唄•出 火山礫の 肝摩が 

北半部から少くなり,摩用岳噴出の各午代のものをそなえる。屈斜路小•業區は前記三火山のF豊 

物に上 りﾡはれるが, ﾡ行地介をなしているヵ所はない。

局所地形に よ る 火山次が序の變化をﾡ子畑事業Wﾡ測班 20 イ,21イ で山腕部に 3 所, 

山N部に2力所土単断面の調布を施行したのに, その发序の關係は第" 岡,ﾡ賀4, 5の如く 

である。すなわち 局所地形に よつて第9 ﾡに於て次白色物大山次がルに順にあらわ 

れる場合 と, その上下店 と 混淆城綴的に あ ら われ る 場合があ り ,iは神部所斜地にかて.

後者は急斜地にあらわれる。とれは傾斜価の傾斜各なる事によ り,大山次自身の性質上水( 

下fiic り少炎の洗流を米し,-.下店のを招さその所在を不明ならしめたものとお*ら
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ﾡ氏5. ペケレ21林究イ 公画木植地 

灰白色I灰ﾡが上下ﾡと契不明なる を示ナ

空眞4. ベケレ21林班イ. 福部扱仲地土状U面

蟆周 A ﾡ 灰日色火I灰ﾡの杯在と示ナ
・ﾡ林居 d w権用bM ﾡ ﾡ>ルA統 7A阿可続c 白色山灰ﾡJ e ﾡ色用J

れ ろ。こ の様な土ﾡの店序のﾡ化が後述の様に種々 植生に變化を與えてい ろ。

[Bコ 土城の理化學的性質

み子用出張所部内をﾡﾡして, 表土を構成する ものは前述の樣に摩周統火山灰 A 符に興す

第71表
------

土 ﾡ 採 集 他 望
♦ス、ンイ----------

4 2T分率 網土海加分析組果
土性 PHm

石 ﾡ土 ﾡ砂 細」徹砂 粘土

13B13 KWP(花花究 43 米立木O〜20cm 土
4.26 1.54 94.20 11.06 18.95 21.96 48.08 地城土 66

I3BI2 同土 20cm 以下心土
7.59 0.04 92.37 55.73 31.35 8.15 4.77 砂 土 68

13B15 ﾡ斜路事楽ﾡ匹上班! 5木立不ﾡ 
(美幌練附近) O〜IOcm 土

0.07 1.57 98.36 3.52 17.94 18.86 59.67 増 土 64

13BB 同上 50cm 心
6.82 0.39 92.79 15.77 19.42 2605 376 地壌土 6.2

13B 8 »子W水業0ﾡ班 52 林内、5〜IOcm 上
1.24 0.7 98.29 4.99 21.48 34.68 385 適ﾡ士 4.4

19B 2 同上 4Ocm 心上
I.I1 0.23 99.66 4.06 16.03 29.36 5055 地 土 5.0

13BI6 同 郡業岡反 電班 20 ペケ レIIHr O〜IOcm み上
5.38 0.8! 93.81 12.18 13.00 20.73 54.09 a 土 6.8

139I7 刷上 50 cm 心上
31.00 o.n! 68.89 29.87 19.02 17.97 37.14 初 土 --

る灰白色の徴細席粉状の火山灰であり,上部は黒色でﾡﾡを含んでいる。ただ川湯附近の奮加 

*地のみはﾡ佐ﾡに源を弦する大山砕をじ, 純理火となつている。各地で採集してその淘汰 

分析を行つた締果は第71 炎の如 く であ る。

その結果,表土は粒子が細かく地磔土または地土で,心土は火山灰系統によ り砂土, ﾡ士,

ﾡとななろ。

次に 前述の 局所地形 による 土壊施序の變化に 就いて調布 した 力 所で 20 cm 毎に土探 用 

叫ﾡで責料を探L てﾡ分析 を施行したﾡは第 72 の如く であ る。

第72表

すなわち表籽は地壊土で礫を含む こと 少 く ・ 下府は壊土で磔を含む割合が多い。

大山次媒に あつては, 普通土壌 と 土壌形態の異なる 場合が多 く ・ 種々な叫でﾡ4的性質 

に特興性を行する。すなわち浮石砂礫よ りる大山骨上にあつては土墳の構並から見ればJﾡ 
組織で排水良好であるため； 容易に早越に犯さるる様に想像せられるが,浮石砂隊は多孔itで 
あ り , その孔我 を通じて浮石砂隊の内部に水分を保し, この水分は件通の乾燥程度に よ つて 

は卒場に蒸扱じないで,物はとの孔数をiじて内部に根を延ばし, 水分を吸收し得るので, 

場に 小処に 犯され ないと 云う が認められている。

前述の如く 若v 火山灰土壊は保水力が高いから,地下部が充分に濕潤で； 水の供給可能な 

場合に は常に地表に近い部分は温潤狀態に あるものと 認め られろ。

土典 
番銃

土 摂 
探歯座 深 さ

___ em

= -------- 
100c.c g K土百分中

-----ェ:・でにrマコュ--マーてS 
細土百分中

土代 均 会
ﾡﾡ両項 乾
.币：加朮加 封土 幽 世 ﾡ砂 1 ﾡ砂 | 従砂 *土 校央量__ %

15T 1 0〜 5 ! 94.6 53.4 99.47 0.00 0.53 0.99 20.75 36.41 41.85 塔り 11,427
15T 2 111 施 20～25 104.5 56.1 98.79 1.02 0.19 14.10 2657 20.92 S.41 17.007
15T 3 工 マッ株 40～45 1148 58.0 95.96 4.03 0.o! 25.10 IS.07j 24.9S 31.85 ﾡ 土 21.556
15T 4 60～65 122.5 79.5 97.08 0.87 2.05 6.16 17.951 28.15 47.74 域が土 22.391
15T 5 0～ 5 81.0 40.0 94.76 0.00 5.24 2.72 18.53 40.27 38.4S グ 17.409
15T 6 ミ ズナラ 20～25 102.3 50.1 98.53 0.31 1.6 12.78 23.94 31.13 32.15ﾡ 土 23.707
15T 7 シカ ンバ 1 10〜45 101.0 48.6 96.38 3.00 0.62 1465 26.83 , 26.63 31.89 21.735
I夕T 8 __

げ 林 !
• 60～65 48.8 81.19 18.30 0.51 13.16 25.70 27.32 33.82 20.302

15T 9 III 0〜 5 77.1 35.3 94.33 0.00 567 4.95 19.82 33.74 41.49 .域璞土 23.000
15T10 イ スエッジ 20～25 96.1 48.3 97.28 0.00 2.72 3.66 18.65 37.12 40.52 グ 24.904
15TI1 こ. 40〜4ラ 108.0 53.0 97.22 2.16 0.62 21.29 19.41 22.93 36.37 ﾡじ 土20.186
19TI2 林 60〜65 114.0 54.7 94.87 +.45 0.6s 17.15 23.77 3054 2854 グ [24.461
I5T13

山
厶

0〜 5 65.5 37.0 95.50 0.00 4.50 3.20 19.57 36.891 40.34 18.549
15TI4 20～25 92.7 - • r.
15TI5 "ー・ '

未立木地
40～45 103.7 57.0 98.96 0.42 0.62 7.00 28.50 34.66 29.84ﾡ 土11.675

15TI6 60〜65 113.6 61.0 83.60 15.92 0.48 2451 18.45 1 23.32 33.72 13.964
19TI7 111 

ミ 夢 20～25 117.7 70.5 99.55 0.00 0.5 2.23 22.58 35.92 39.27 8.703
15TI8 シクカンバ

4 生 林
40～45 113.1 64.3 98.35 1.29 0.36 16.81 24.82 22.37 36.00 無 主 20057

//
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本地の表財土壊を形成する摩用統 A 大山I次ルは地味がめて州であろが, 木地の土域の 

冇効態植物榮養分含発 を調した。なよ効企M物茶炎分合述の聞定み法は 多敷學 演こよ り 種 ・ 

の方法が案出 されて居るが,未だいナれの方法が地硫なる方法として半ﾡすべきか確定されて 

居らないが, K5nig および Hasenbiumer W氏の1% ﾡﾡ酸法を以て行効態ﾡ酸および加』を 

ﾡ酸加』法を以てイ幼館楽楽を調沈し, 併せて硝酸態空素およびア ンモ=プ館楽楽の必ﾡ を行 

つた, その結果は次の如く である。 .

第73表

土ﾡ探集書所
新鮮物

水分含量

乾 士 分 中 ノ

塁*N
ンモ= 

公空*N
面 画 1%构m 

ﾡにﾡ出 
せる研空 素 祝 ﾡ 加 IL

弟子刷事撃区ﾡ班21 
ベケル番部ﾡﾡ付

48.786 0.0093 0.0308 0.0092 00029 0.0006 0.6802
同上 道#地会4地 47.494 0.0106 0.0406 0.0102 0.0065 0.0002 0.0057
同上 会年t未立木増 48.554 0.0097 0.0255 0.0101 0.0051 0,0001 0.0044
W存央ﾡﾡ班 41 

山liig 都切をh
44.582 0.0045 0.0074 0.0094 0.0035 0.0013 • 1.5633

同上40 ﾡ付地 42.252 0.0048 ,0.0067 0.0106 0.0046 0.0001 0.0064
灰白色火山灰層 39.496 0.0023 0.0090 0.0085 0.0024 0.0005

Konig および Hasenbaumer 商氏"の示す所に搬れば土媒1kg 中の行め態ﾡ物栄分合派 

は容米は 150mg, ﾡﾡは 250mg, 加皿は 160mg 以下なる時は施肥を要する土壌である と 

われている。これによれば木地方の城は加地として利川 さるろものであれば, いづれも施肥 

を要する程疥惡な士 壊といわれる。 た次白色大山次は行効態ﾡ物繁茶分合量式だ少く, ﾡ物 

根の仲長容易でない理肉 も その物理的性質の 不良に よ る外に, と の動に も出ろものと考え られ ・

ろ。

次に局所地形別に分析純果をﾡ討すれば行効態ﾡﾡの合量はベケ レおよび原周共に裾部緩 

a地よ り斜面に多く,灰白色火山灰層では含駅は甚だ少い。有幼態加里量は各士域共機めて少 

iで北較すべ き範W内にイじない。ﾡいて比核すればべ ケ レ. 摩間に於て行め態ﾡ酸合量と そ 

の含代の順位が位置的に反対とな る。また行効態祭合ﾡはペケ レ,摩周共に斜面と裾部とに 

おける量的脚係がﾡ酸合ﾡにおけろ場合と同様である。ﾡﾡ態ﾡ米およびンモ=ア態a楽合 

のベケ レ,摩用の山腹急科地と 山城平川部における會况の差でも前記と同一傾向があつた。

ナなわち次白色大山次ﾡの明歌な山施級斜部の土ﾡは山腹念科地に比し府庁のﾡ係が不良なる 

ばか Dでなく, そのオ効能植物榮養分含先において もること か認め られる。 
ゝ ・

行効態加の定ﾡに よ リ 多の破ﾡ松の神川 を見た土壊があ る た め, 遊離酸或は水溶性破 

酸鹽も存在する懸尔があるため,前近土壊について水濬性硫酸根の含景を測定し併せて土壊没 

出液の酸度を測定した。
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そのﾡ県第 74の如く 

秋依根は桜めて少であるが 

ベケレおよび席周の山技急斜 

地よ り 稍々 多盘の水溶性硫酸 

根の含行される事が庭い得ら

れる。遊ﾡ酸の在を根定し 

た所校めて徴で夫れ を 硫酸 

根に換笫すると大略水溶性硫
■

酸根よ り和々多くの水溶性硫 

酸根或は遊離硫酸があ るかも

第74表
上状、IO0g と ICOOcc の;無涌水を以て汶出せる液申の 

做朮供含量 1/10 NNaOH を以て中和せる流定動及び

それを硫なに換せる北位立びに土ﾡ PH価

土ﾡ探ﾡ所 改R量
注菱

土 ﾡPH 価海iﾡ

剤子願事P「区所21イベケレ 
山li報aH遣

0.0024 CC 0.65 0.0026 5.6
同上 急雑地 0.0012 0.5 0.0020 5.6
同上 金社増上部木立木増 0.0016 0.6 0.0024 5.6

Wル亭爪ﾡ班 4!
番i扱池

0.0024 0.45 0.0016 . 56
同上 ﾡ班40 傾斜地 0.0019 0.35 0.0014 56

しれめのである。別に土ﾡの水※イオンﾡﾡを測定した所いづれの土に於ても大約5.6 であ 

って, 和々酸性であった。
* •- ・\

以上の如く逆兼破酸がイ在しても, 遊離砕酸は様に徴量であり, 水素イオン濃度もさほ

ど高く ないから磁酸は山接ﾡ生に大なる影響を興て居る ものと考え られのである。しかし 

ながら遊離硫酸が所桜に存在ナる小は,その山ポする所火山次単に合行せらるる磁遺求はﾡ 

化物のﾡ化に進く ものとおえられ, 恐らく これが土ﾡﾡ雄類の亡化を誘張する岡をなす 

ものとおえられる。 . 、 ・

本地方の表土 と同じ摩周統 A 府土域に就て肥料の三ﾡ米が験を施行した山田忍氏" の○w 
戦ﾡ県に撮れば空楽およ び燐酸特に煖酸は決亡してい る ため, ﾡ酸肥料の施興は行効であ り ,

ﾡ酸はこれを施用しなければ他の肥料は施用 しても施用しないと同 じという特殊性質の土ﾡ

・で, 從つて他の土域と 異り 塔校は多况に施用する程. 作物の生育が良好である こ と を認めている。

例 し加里肥料の肥効ほ期善でない とい う である。これは前述した方効態加里含:吊: と 一見 

矛盾した所がある様に見えるが,畑作城において土城を耕緑し,日光に眼射し,空氣の沈通を 

貴好な ら しめ土域の行機物の良好なろ分解を計り ・ その合行する加皿を放出せしめて居ろから 

加里肥料の施與を要しないのだと考えるべきである.

元米潤寒冷な北海道の林地の土片を被拠するﾡは, 未熱な ものが多ぐ, かつ酸性催ﾡ 

の合量が多い事が従米の賞験ル料"に彼しても明白で, 本地方の土壌においても第 71炎に示 

した如くエソ・ トドネ內土壌の PH は青しく 酸性に傾いている。僧植は植物榮養分の源泉とし 

てﾡめて項要なるものであろが, これを充分分解し所合株物栄分を放出せしめてとそ初めて 

ﾡ物茶で分となり得るものであつて ﾡに放量し分解を誉 しめない時は如何様に多量に州 

Mを合イして層つてもﾡ物に符興する所少く,ろ酸性府れの如さは, 直接関接に有害となる 

が多いものと認められる。ゆえに何かの方法で微生物の冷力をならしめ,ﾡ検の正常
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分解を起さ しめ, その所含す る 植物榮养分を して植物に利用せ じめ る 可き である。

次に下肝は箇所に よ り Bの項川の火大山砂除を合む場合と唱内災統の大山次の場合が認 

められるが, その反通は山火跡未立地は各地共大開表土と同 ヒで略中性に近く, 行矢の施用は 

餘り 問題としなくても よい。また下宿土の地味は疥惡で大閑表土と期 似の性質があ り,無ﾡﾡ 

%は無肥料医と 共に農作物の收輩 おしく 少な く 無然米これに交Wで無加皿町は三要米ﾡと 火注 

がない。

m. 裁増ポ 驗

前述の如く,本地方の土壌は局所地形の差異によ つて,土壌の積映態ならびに化学的性 

質も興なり, 從つて植生上に も純々な影密をおよぼして居るのであるが,これら各地の供試 

壊を使用 して トド •エゾ •シラカンバ • ッおよび大豆等の林木ネよび拠作物を米してその 

天然の土ル生産力 を比較檢討 した。 •

CAJ 験方法

本試ﾡは弟子屈拠別諾前で施行する と 共に 各状驗土城を札快に送付 して場内苗I间で實險 

した。その試験期間はW和16,17, 184の3ヶ4間である。

供試基と しては, 弟子屈事業區區剔班 21イ, ベケ レ山市傾科商ii記ヒ トメーク ー設定 

所。 4 力所の土壌と山大の影ﾡを全然受けない円変道路沿の針源加ﾡ朴内ﾡを使川し, 各 

部の土壊は表層•よ ) 20em の範叫にあろものを3分日協で選別して使した。土壊株無力所の 

厶況お よ びその土壌の理學的性質の分析結果は次の通 りであろ。

___ _ ・第75表

土ﾡ 
W名 探賞地の映況

原土百分中 ﾡ土百分 中
土性 PH 価 均 始 

检央址土 ill ﾡ砂 徹ゆ 株土

2 ケレﾡ 設斜木立木 
地 94.66 0.47 4.86 0.91 1&.91 39.22 4096 地棋士 6.2 13.469

3 ベケ レ中I ミ ズナ ラ ・ シ 
ラカンバ疎林 93.66 0.00 6.34 1.61 19.22 33.79 45.38 り 5.4 16.655

4 ベケレ政 施※制隈地外 
金年地 93.49 1.14 5.37 2.15 21.86 36.61 39.38 グ 60 16.660

5 ベケレ山rUく 知小征類 
生 94.20 1.47 4.03 2.45 20.31 34.42 42.82 グ 58 15.266

6 ベケ vI流 ェゾ・ト ド老 
齢林内 97.38 0.37 2.25 2.72 1907 35.12 43.09 ク 6.2 15.911

✓
典別叩で施行しなた方法は間場に内イ30cm 四,深さ 20cm の木製枠 を視設 して,昭 

和1646月7日トド・エゾ・ンベ・ 大豆を夫々種し,播和後適位供秩士ﾡを もつて覆土 し, 

その上に敷薬を行つた。

各供試ﾡ4に勢し同一土を以て2枠宛施行した。札幌に施行した分に對しては,W和 17 

年夏土域の途付を受け同年はッバ, W和 18 年度は ト ドマッおよ びッ ラ カ ンを播和してその

59

生を比特0イ! た同試験 

は三連式で2高分の1のワ 

グネル氏ボッ トを使用した。 

播部はッバは8月 21 

20粒究, ト ドマッ ・ シラカ 

ンバは 4月17 ロで夫々500 

救および2gr宛を播種した。 

[B] 試験結果

弟子屈に於ける結果 

央別Nにおける播

純後調査迄の現存本数は第 

76～79炎の如くである。

次に トド・エゾマツは 

W和 18年 10月期収りその

寫眞 6. 和16年央イ別首畑指

I.6当 エゾ •トド林内土庭
2.3当 ベケレIﾡ斜地土ﾡ
3.2動 ベケレ山会付地土拠
4.4型 ベケレi川設制ﾡ地外附近土ﾡ
5. 5『 ペケレII附近土投

生育調在を なした結果は第 80～83 玉の通 りであり, ソ バ ・ 大はその年の秋生調をしなた

ﾡは第84, 85 表の通り である。

第76表 ト ド マ ツ 第78炎 ソバ ・

ﾡﾡ土ﾡ 千 L 存 ス ド ﾡ t
供試土壊

項 存 *
社 函 16.

7月
昭 16.

_10 月
明 17.

5 月
昭17.

10 月
ﾡ 18.
-5月

函 16.
7』

画 i6.
I。 ガ

エマッ林士 500 119 167 130 122 .109 エゾマツ
林 土 224 23

i 確 土 500 116 210 195 19o 187 III 流 土 209 86

u ﾡ 土 500 116 145 121 96 81 111 腹 キ 194 94
制限地土 500 147 193 168 171 160 制限地土 21t 74
山 項 土 500 119 167 154 142 130 山 孤 土 182 76

第77き 工 y マ ツ 第79表 大 1 こ

ﾡ M 土 w
, ____ リ

括H 現 存4
供試土契

項 4 * 製
*数 昭 16.

-7月
昭 16.
I9』

昭 17. 
5月

7,
-10小

請-
-5』

tm 昭 6.
7月

昭16.
9 月

ェゾマッ林士 1.000 123 121 94 62 44 エゾマッ
林 土

20 17 17

ui 函 土 1.000 152 44 125 80 98 111 ﾡ 土 20 13 13

I 腹 主 1.000 182 I96 188 164 130 uu 土 20 10 10
仙 ﾡ 地 土| 1.000 199 19i 177 19 109 制限地土 20 20 20

I 項 土
- ----------------- i

1.000 22 287 261 254 215 111 m 土 20 9 9
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第83表 ゾマツ

ﾡ訟土ﾡ
・和 18 4仲 ・和 174仲

菓尺 cm mm ﾡ厚mm 業長cm _mm
業mm

エソマッ林土 1.3 0.73 0.40 09 0.66 0.29
III 鏡 土 1.3 0.87 0.39 0.s 0.59 0.25
山I土 0.9 0.59 0.29 0.4 0.43 0.24
制ﾡ過士 0.8 0.63 0.28 ・・ 一
uI土 1.0 0.62 0.32 一

第82表 トドツ

ﾡ ﾡ 土 が
・和 18 4仲 4仲
ﾡ長 菜帆 楽A 楽mm楽厚mm 長
CI mm CI mm

エソマッ#土 2.4 1.36 0.42 1.3 1.13 0.38
111 t 土 2.2 1.33 0.41 1.1 1.12 0.36
山 項 土 1.5 1.16 0.38 0.9 1.19 0.32
制ﾡ地 土 0.7 0.88 0.27 1.2 1.22 0.35
山 町 土 1.9 1.40 0.40 1.1 1.17 0.39

エゾツ林を 100 と した指ﾡ

第84表 ソ バ

供 状 土 ﾡ ・x・ 、レ 追四御
cm cm

生 Mt 量 g 乾 場 T 量 g
cm 地上 追下i it 上N 九下tt

エマッ林土 42.0 0.335 11.0 3.021 1.137 4.158 6.483 0.255 1.738
111 裏 土 37.5 0.254 5.0 0.870 0.429 1.299 0.380 0.112 0.492
制ﾡ地士 24.5 0.221 6.7 0.774 0.331 1.105 0.359 0083 0.442
山 施 土 27.6 0.234 7.8 Q927 0380 1.287 0.379 0 103 0.482
山 頂 土 27.6 0.213 7.0 0.570 0.289 0.859 0.245 0.057 0302

ﾡ80み ト ド マ ツ

低 求 ゅ ル
cm cm

分 生 t c
土 税 ー・1ドー 

cm
サ・ー

木 四 k
エ ソッ株士 11.64 0.3!7 23.99 200.2 22 51.9 19.640 10-512 11.080
山 施 土 7.21 0.205 23.45 92.4 18 26.5 6.357 3.025 4.175

J 土 3.98 0.128 16.66 35.0 ・ 0.6 1.326 0.607 0.662
制 ﾡ 地 土 4.43 0.120 21.19 50.0 1.5 1.998 0.644 1.012

山i 直 主 7.67 26.75 102.3 13 ) 28.2 8.210 3.344 4.353-
王 ゾマッ#土を 100 とした指ﾡ

・

ilI t 土 61-9 64.7 97.7 4 62 323.7 288 37.7Ili 頂 主 34.2 40.4 69.4 17.5 -/ ・... 6.8 5.8 5.9
制氏主 38.1 37.9 88.3 25.0 ・ 10.2 6.1 9.1
当 当 土 68.5 76.0 111.5 51.1 — 41.8 31.8 39.3

の ﾡ T 側+総 致

0.5cm 以下O.5cm 以上 計

18ク・ 282.60 259.15 125.35 346.60

666.0615.5588.0346.5998.5

密

臂

23!

%

76
め
54
57 

1
1
1
•1 !

始

0.28
方

274
第

398
401

畦

圭

土
 

一
 

:1
亠

エ
山
山
制•=

-

第85表 大 立

111 土 89.3 75.8 45.5 28.8 37.7 31.2 25.6 43.9 28.3
制 段 地 土 58.3 66.0 60.9 25.6 29.1 26.6 24.2 32.5 25.4
111 施 土 65.7 69.9 70.9 30.7 31.7 31.0 25.6 40.4 27.7
III 項 土 65.7 63.6 60.6 18.9 25.4 20.7 165 22.4 17.4

エゾマツ林土 100 と した

III 茂 土 27.4 26.9 34.5 1128 110.6 57.5 92.4 58.2
Hl 預 主 6.8 5.9 6.4 91.7 105.3 55.7 88.3 53.3
制 限地土 9.9 9.3 10.2 98.7 66.9 23.4 52.0 25.8
Hl 当 土 35.6 32.7 38.7 100.6 172.1 103.1 148.4 71.3

エメマッ林土を 100 とした指ﾡ

* 三 三 三 二

僕士税 * 
_em

嘴

_cm _cm
曙 wu

力1___力

英歌1 
_力

乾爆近気 g
楽氏

em
※M
_ cm

英長
cmツ上番 叶 地上 

部 者 址

エゾv・士 、 25.1 0.381 36.9 0.9 35.6 z 9.125 2.713 1t.83s 3.221 0.468 3.639 402 2.70；2.11
山 政 土 35.5 0.410 32.9 1.2 596 4.3 16.357 4.330 20.687 6.056 0.764 6.820 4.49 2.94 2.84
Hl i 土 22.1 0.298 31.5 1.8 18.5 2.3 5.562, 2,783 8.345 0.977 0.368 1.345 3.02 18 1.82
制限地土 20.0 0.312 29.5 0.2 15.4 13 2.630, 2.271 4.901 0.771 0.266 1037 3.00 i35 । 2.26
山 項 土 23.3 0.352 22.3 0.4 19.2 22 5.067 2.106----- !-----7.173 1.350 0.289 1.639 3.89 : 233 । 3.15

第81表 エ ゾ マ ツ

供試土襲
cm Cmn

主供長
cm

川ﾡ致
分 捜 生 正 量・ g

本 ﾡ ﾡ M 根 件 空

エ ソーッ株土 
山 ﾡ 王 
III 預 主 
制 隈地王 
Hl 単 土

・ 0.1930.2520.0830.1030.142
1228 .

299.2469.485.5 110J 266.9

283810514

1041
4.4

4.1370 6.5700 0.6146 0.79842.7552

2.52654.89600.30920.50151.4440

3.20907.3271 0.6070 0.9243 2.687t

以」二 の結果か ら次 の點 を 認め代 られる。

1) ト ドマツi木の生は, エゾマッ朴内がも良*で, で山土であつて, 山頂部か 

最も思い傾向を示した。

2) エソマツ歯木の場合は山施怖がもよく, 次で山腹部で山頂部が最も悪い。

3) ンバに封してはェソマッ朴内土が最もよく, で山版部で, これも制限地土が最も悪い

111 設 土 141.4 107689.2 133.3 167.4 215.0 179.3 159.6 1 174.8 188.0 163-2 ：
30.3 78.6

8.9 181.6 108.9 134+6
111 ﾡ 土 88.0 178.2185.4 200.0 52.8 1150 61.0 102.6, 70.5 365 75.1 73.3 863
割関過土 79.7 81.979.9 22.2 43.3 65.0 28.8 83.77 41.4 23.9 56.8 28.1 746 72.2 107.1

111 孤 土 92.8 92.4 60.4 I 44.4 75.0 110.0. 55.5 77.6 60.0 I 41.9 61.7 4.4 96.8 86.3 1493

ゾマッ林土と J co とした指気

IlI ﾡ 土

i 腹 土

143.150.964.4121.3

130.643.053.473.6

89.852865.9102.1

156.928636.889.2 二

158.814.919.366.6

193.712.2I9.957.2
乾 拠 T 、 量 g T/R*

楽 0.5cm 以下 0.5cm 以上 計

280.5774.0
180.5
114.0273 5

101.0 381.5 148.15176.0 950.0 415.1539.0 219.5 69.5531.0 145.0 45.4587.0 360.5 166.90

1.4830 2.393.2515 2.950.0934 1.380.4059 2.271.1226 2.25

1,0633 1.0633
1.8837 2.2968
0.1667 0.1370
0.2713 0.2100
0.804G 0.6872

世
土
土
土
士 

相

J6 

E

範
頂
限
腹 

X

山
山
制
山

エソマッ株土を 100 としたﾡ

m r 土 177.16 210.01 305.72 . 123.4 275.97 174.25 249.01 282.04
m m 主 、15.68 12.89 57.7 64.34 38.61 57.53 16.94
制 ﾡ 地 主 25.5! 19.74 22.18 95.0 10.64 30.69 38,01 30.67
Hi 護 土 65.66 6.62 75.69 9.ド 97.50 86.13 94.49 1I2.65
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成績であつた,

4 大豆は 山取土が域 も生炎よく, 次でエマッ 林內土で制限地土が最 も 成績が悪い •

5 ) 以上の傾向により 植物榮養分含况は土壌採集カ所によ り鋭敏に影響する様である。濃作 

物ではいずれ も 山N土お ・びェソマツ林内士が最 も 良好な広を と げ る 事が利明 し,と れは士 

壊の植物榮養分含宛分析結果と 一致する。山能部が比較的良好な結果 を示すのは 自然状態の: 

壊の形態が破城せ ら れる為 と 思わ れ る。山面お よ び制限地土の成績不良な の は,上部急斜地 

の土地榮養分の流亡および衣好浅く何値の分解不良に起因するものと思われる。トドマツ ・ ェ 

ソマッの場合においても山I預部が最も悪いﾡ果を示したが, c れは前記の理山によるものと思 

われる。

ﾡ氏土ﾡ
乾 企 kg Y g

側拠ﾡ長
神 楽 棋 册 0.5cm 以下 0.5cm 以上 計

エゾマツ 林土 0.0395 0.1058 0.0183 0.1636 203.0 47.0 255.0 63.i0
山 t 土 0.4258 0.6621 0.3910 1.4789 653.0 135.0 78S.0 187.40
山 町 土 0.3603 0.5514 0.1547 1.0664 574.0 76.0 650.0 128.80
割ﾡ 追 土 0.0409 0.0501 0.0230 0.1140 144.5 52.0 196.5 59.30
山 頂 土 0.0057 0.0074 0.0135 0.0266 50.5 15.0 65.5 15.50

エゾマッ林土を 100 と した指ﾡ

山 能 土 1078.0 625.8 21366 904.0 313.9 287.2 309.0 269
山 I 土 912.2 521.2 845.4 651.8 275.9 161.7 25t.9 204.2
制 ﾡ ﾡ 土 103.5 47.4 125.7 69.7 69.4 110.6 77.1 93.9
山 項 土 14.4 70 73.8 163 24.2 31.9 25.7 24.5

第86表 ソ バ

札幌における結果

札幌における結果を 示せば第86～88 表の如 くである。すなわち ソバでは山段土が最も良 

く, 次で山捷土で,山頂部が最: も 悪い結果 となつた。シラカンバで、も ソバと同一でわり,その

ﾡど土翼
wょヤ

cm cm
板艮

em
単

生 T 夂 g ※の大さ 四花 
現 
致

・ 牧優 
木「☆ 計 (amn 当e

エゾマツ林土 11.2 0.174 6.6 3.2 0.356710.2000 0.0492 0.6059 1.0 0.9 14
山i土 19.1 0.226 ア: 4.1 08184 0.3193 0.1229 1.2606 1.1 2.2 2 17
山政土 21.5 0.333 8.2 ・ 65 1.7830 0.8463 0.5295 3.1588 1.7 1.9 20 12
割段 地 土 89 0.173 66 2.0 0.1521 0.0721 0.0146,0.2388 0.5 20 9
u土 53 0.115 22 - 0.0042 0.002 lj 0.0063

二
%

エゾマツ林土と 100 と した指ﾡ

u 型 土 I7o5i 129.9 94.4 1281 229.4 2ス 249.8 159.71238 127.3 110.0 刑
山 度 土 1920; 191.4 124.2 203.1 49.9 | 423.2 107.2 423.21667 168.2 170.0 211.l
割 段 追 土 79.57 99.4 100.0 625 426 36.1 29.7 36.1 90.5 100.0 50.0
111 項 土 3 66.1 36.4 コ 1.2 4.3 -- コ 一 コ

第87表 シジカンバ

供求土灰 供試木数 1 ﾡ際倒
mm

ﾡ M 
cm

叫業量 生 量 g
幹 楽 単 卅

工 ゾマッ林土 114 3.02 0.70 4.14 4.9 0.2127 0.6618 ' 0.1044 0.9789
111 土 22 691 1.62 8.02 4.5 0.2073 23104 2.2422 5.7599
山 裏 土 62 9.91 1.26 6.34 5.5 1.6430 40376 0.8828 6.5634
創 吸 地 土 42 2.05 0.70 4.40 3.4 00971 0.3132 1 0.1449 0.5552
山 項 土 3 1.06 0.88 3.21 38 0.0201 0.0992 j 0.0566 0.1759

エゾツ林土と 100 と したﾡ

山 土| 2888 231.1 193.7 91.8 563.6 3物.1 2147-7 588.4
111 土 328.1 1790 153.1 112.2 772.4 610.1 845.6 670.5
御 ﾡ 地 主 67.9 99.9 : 106.3 694 45.7 47.3 138.8 56.7
Ui 土j 35.1 1248」 77.5... 77.6 - 15.0 54.2 i8.0

生育の差異は相當著しい傾向があつた.次にトドマツでは山流土に小さく,他に此校して生育 

が不良であるが, そのなは •般に 甲乙がな い様である。

匚CJ.總 括

ゅ予届 と 札幌における 兩試驗 を 通覚すると,拡物ﾡず分な れの登常 と 認められる 山腹土に

第88表 ト ド マ ツ

供試土壊 砕 長
cm mm

ﾡ A 
cm

山地ﾡ
生 正 g

弊 棋 而

エ ーッ#土
I 施 土
Hl 町 土 
制 段 池 土 
山項土

5 
131 
128
38

4

2.78
2.71
2.62
2.44
2.45

0.97
0.91
0.95
1.08
1.15

4.10
5.37
6.68
3.71
5.28

10.4
11.9
17.5
15.7
17.3

0.2106
0.1629
0.2438
0.2616
0.2433

0.j028- 
0.4104 
0.5766
0.6030
0.5528

0.3255
0.2549
0.4521
0.3321
0.3273

0.9389
0.8282 
1.2725 
t.i967

1.1234
エゾマッ林土を 100 とした指ﾡ

山 ﾡ 土 
山 I 土 
制限 追 土 
山 址 土

97.5
94.2
87.8
88.1

93.8
97.9

124.!
118.6

131.0
162.9

90.5
1288

114.4
168.3
151.0
166.3

77.4
115.8
124.2
115.5

101.9
143.1
149.7
137.2

78.3
138.9
101.8
100.6

88.2
125.5
127.5
119.7

z 堺 企 量g
幹 仙 計 0.5cm 以下0.5em 以 L t

側問撲長

< マッ林士 
山 i 土 
山 設 士 
制 段地土 
山 項 土

0.0896
0.0466
0.0644
0.0682
0.0728

0.1232
0.0964
0.1512 I
0.1792 ；
0.1725

0.0780
0.0479
0.0806
0.0707
00770

0.2908
0.1909 
0.2962 
0.3181 
0.3223

37.5
21.5
60.0
12.0
11.5

11.5
10.5

9.5
12.0
7.5

49.0
32.0
695
24.0
19.0

17.80
12.50
26.80
13.65
5.85

エゾマッ林土を 100 としたﾡ

u 整 土 
山 M 土 
制 ﾡ 地 土 
山 現 土

61:4
103.3
90.6
98.7

52.0
71.9
76.1
81.3

78.2
127.7
145.5
140.0

65.6
101.9
109.4
110.8

57.3
160.00
32.00

3.7

91.3
82.6

101.3
65.2

65.3
141.8
48.9
357 -

70.2
150.5
76.7
328
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ては矢張り ッバ・大豆の投作物の生育が良好であり, 山頂土の如く 高寒城にある土壊は急 

斜に よる 土壊棄養分の流亡お よ び何植分解不泉の爲に そ の生育が著し く 不良であ る。トド・= 

ゾの場合は農作物 Q如く 植物榮養分に對して敏感ではないが,矢張 り 山腹土に心良を示す も の 

が多い。

山火を蔽らないエゾマツ ・ ト ドマッ林内:壌は大ﾡにおいて中川の価を示し, 特に良好な 

生及び認められないのは,変冷針業樹林下に多いﾡﾡ分解不良,ボドール化土地を形成して 

いる爲と処われる。,

第三命 植物機相

山 火跡地の植生遷移な ら びc 二次林の構成狀態について取純め もので, 主と して弟子屈 

飛ﾡの内特にベケ レ山を中心と して調査を行った ものである。

I. 一般ﾡ物景収と山大の唯典

染子屈事業画の林発地面積"の72%% は天然生朴で,主要樹種はエソッ ・ト ドマッ ・ ミ 

でナフ •シナノキ •ハリギリ ・マカンバ・ ヤチグモ ・カッラ ・ オ=グル ミ ・キハグ ・ グケカ ン 

パ・イクヤ・ハル=レ・オヒョ=レ・ハンノ チ4で, 針業樹のﾡル合は全ﾡ積のェ yマッ 

S7-1%, ト ドマッ21.2%,計58.3%で, 次でDﾡ樹のﾡﾡの多いのはグケカンバ7.3%, シナノ 

7.0%, ミズナラ5.4%である。これらの内針業樹朴(葉樹ﾡ合8割以上)は塗林来地 

面iの 5.7%%, 針地ﾡ朴 (同 5.。 以上 8.0 米済) 47.7%,M(林 (同 2.0 以上 5.06 米)10.6 
%,業樹朴 (同 2.。 未湖) 36.0発% cわかれる。

林来地の28% は未立木地およびA工造林地で往時の火災跡地である。これら未立木地の 

成因は,明治g年に南方玳馬補充部牧場から延焼した外,昭和5年頃忆数次の火災を蒙り, 

全への未立木地となつたもの或は陽々战葉樹を残存するに過ぎない徳生地と化したのである。

IL. 原植生の構成狀況

第一次林の構成狀況は,一般的にみ て針業樹 6, Mt葉樹4 の約合に ナ る針地清老崎 

一齊林型が最も多い. しか。し深ではハル= レ・ Yチダモ林 ・ 楊柳林或は高寒堆帯では  ダケカ 

ン等のM葉樹朴が占めている。

次に弟子屈本業施ベケ レ m を屮心と して,第一次朴と山大跡の第二次林のﾡ生状態を比散 

するために第1に示すナ如く10 ヵ所の瘵準地を設定した。 との内安定相にあるものと認めら 

れるのは第I標地で, 第II,IIii地のは上店D樹はゆ坊られないが,下肝は地炎の 

影響 を 改つな ものと認め られ ろ途中相であ り ； 第IV 標準地以降は 山火跡に發生 した植生に s J
して設けたものである。
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CA] 第I松判地 ェソマツ・トドマツ・ミズナ林

本状地はベケレ山ﾡ阿災横断道路に沿つたﾡ劇班 23 の平坦部に所在し,標準地および 

その附近の林況はエゾマツ ・ トドマッ・ ミズナラ を主とした針過混淆林で,主なる番木はエソ 

マッ . ト ドマッ ・ ミズナラ ・ イクヤカエデ ・ ハ y ギリぐである。副木と して ト ドマッ ・ ェソマ 

ッ ・ ヤチグモ ・ イタヤ・ ミ Yマザク ラ 

够で,地被層は一般:に征類を以て歌わ

れるが, 載閉強度な力所は種々なる腐 

植生植物が占生する。

松平地は400平方米で, ﾡ劇内の 

主木 (胸商直福 10 以上) の配証位び 

に胸高也網 樹商高5 は第 15 同lの如く で 

あ る。(数字は直從 em 括孤數字は直変 

m)10 cm 以下 (樹高 1 m 以上) の 副木 

cつき調査するに第 89 炎の如くヤチ 

グモの彼生が多 く 認められる。

・ 松準地内に 5 所の 1m2 の方形 

ﾡ を 設定して, 下草について調査 し た 

結果は第90表の如くであつて,為木 

幼稚樹と してはヤグモ ・ハリギリ多 

く次でトドマツで,ェゾマツ稚樹は倒 

木上以外には認められない。

第15国 クロモゾ, トドマッ林げ地 
剤や願が来U町1班 23所在

第90表

第89表

番 商fitﾡ cm 樹高G m 備 が

1 エゾッ 4.5 3.30
2 3.8 3.00
3 グ 2.1 1.05 追際倒
4 トドッ 7.3 550
5 9.6 6.50
6 ヤグセ 2.4 2.48
7 グ 2.0 1.79
8 グ 0.9 1.00 追際便
9 グ L2 1.2

10 1.5 1.08 追欧径
11 1.7 1.52
12 2.0 0.65 過際ﾡ
13 グ 1.2 1.40
14 彳 ャ マザク ク 1.0 100 際ﾡ

T T1
A B C D E

卜 ドッ 1 7 2
ハ サ ギ ッ 2 2
ヤ グモ 6 5 3 1
ミ ズナラ 10 2 2
ハ ル=レ
イ ク ヤ.カェデ 1 1 2
フ ッキンッ 2 3 13 3
イ りガラミ 4 12
ヤ マブドウ I I
コ キンベイ 2 1 2 1
ミ *マスミレ 2 2 13
コ ミヤカクバミ 45 429 ヤク ・ダテ 5
ク ルミソウ * 1

ヤ y 廿 1
ス ゲ 類 4 1 3
サ サ ﾡ 15 8 1 20 29
サ ジ 高 ミ 62cm 29em 42cm 8ocm 71 cm
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下耐と して笹類が多いが, その被度は比核的小であつて,フッキソウ・ミヤマスミレ・ミ 

ヤマカクバ ミ等は小群落 (Colony) として存在 している。芟莖類はイワガラミ ・ヤマプドウが見 

出されるがその木数が少ない。

なお山火の蒙らない一次林と して,河のハル= レ ・ ヤチダモ林 ・ 柳ﾡ林が盛別川ﾡに見 

出されろ。 主たベケレ山施山地林と して北面のイクヤカェデ・ オヒロ= レ林の 占めーる 所があつ 

たが,今回は認査するに至らなかつた。 .

IIL. 山火跡地の二次林の状況

山火跡地の第二次林の還移の狀況は,立地の状態, 山大の度数, 火勢の强弱および被害當 

時の林ﾡﾡびに残木林型に左右せられる。ベケ レ附近の山大をﾡつたﾡ生を分類ナればの 

如くである。

I. 上木茂が林

i ッッシカシパ・シナノキ林

ii ソッシカンバ・ズキナシ林

iii ミズナラ林

I 山火再生廣葉樹後閉林

i ケヤマハンノキ・マカンバ林

ii シラカンバ・ ミズナラ林

iii ヤマナラシ林 *

III山火跡廣葉樹疎開林

i ヤマナラシ・バッコヤナギ林

ii ミズナラ・グケカンバ林

iii イヌエンジュ林 、

iV ミズナラ： シラカンバ林
ノ

IV 能生地および草生地

i 高地管生地

ii 商地革生地

ii 低地紙生地

iv 低地事生地

[A] 上水度イ林 。

本ﾡ生は幅度の 山火主 として地表 火 を 裂つた 力所で,上層 木 は特に 山火に抵抗力 のい樹」

種のみ を 残イし, 下木は塊失 した もの とおえ られる地域であ る。

(1) 第II板準地 ッッシカンバ・シナノキ林

木標ﾡ地はペケレ山頂からX方に流出した峰の北面傾斜面にあつて, その峰の.南面は未立 

木笹生地であろが. その北斜面は日険深に沿つて徹状に立木地と して残存している。

標“H也附近の林況は上居木 としてソウシカンバ •シナノキ の大型木 を主とし, 副木 と して 

オグモ・ナナカマド・キハグ等菜生ナる。 下の征類はほとんど認められないで, これに代 

つて スゲ類が一而に 常生す る。針業樹はエジマッ稚樹樹商20～30m 程度のもの點存するのみ 

で主木としては存在しない. 以上の景ﾡによつて木林は附近の笹生地と典なつて, 細度の地炎 

火に止まったものと看做される。しかして副木好と して多数所在するアヲ ダモ ・ ナナカ ド等 

は山火後般生したものと看做される.

本標準地は峰 よ り 10m 下つた傾斜地にあって, その画t400m であろ。調査地内の胸 

高iu杯 10cm 以上の主木の配置圖は第 16 岡の如く である。しかしてその主木は比校的疎生し, 

その上層•の鬱明の破れた ヵ所でア ヲグモ・シナノヤが事生する これ らの直徑樹高別の本數表は 

第91, 92表の如く,大部分ヲグモで全間の79.8% を 占めている。直fは&0cm内外, 樹 

尚は 3～4 mのも のが最多 であ る。

第I標ﾡ地と同様に5効所の1ms の Qiadrat を 設定 して下草草類 を 調査 した結果は,第 

93表の通りである。木カ所は他の標進地と異なり笹類を映を下草類の極証に富んでいる。主た 

輩類は全然認め られない。

第91表, 第 92 表

'謝 ア シ「ミザ|サ 力 \ u, シ|ナ ミザ サ ハカ
オ|ナ ワ ウ オナナ ワ ウ4 カ ヤク
ダ|ノ|マ シ ェ 叶 a z ノ 3 Y ク シ ェ 計

モ キ ドマラベ ッニ____  m キ 1 ド •
マ フ べ ワデ

2.0 13 5 2 1 21 2.0 1 1 2
2.5 18 3 3 24 2.5 1 1 2
3.0 22 2 2 2 1 29 3.0 19 7 3 5 1 35
35 12 2 1 1 16. 3.5|12|3 I 16
4.0, 17 1 18 40 27 2 1 2 32
4.5 9 9 4.5 15 1 16
5.0 10 2 3 15 ヽ 5.0 13 1 1 15
5.5 6 2 8 5.5 18 2 I 21
6.0 6 1. 7 6.0|8 1 9
6.5 5 1 6 6.5 11 1 12
7.0 6 6 7.0 11 12 14
75 5 ・5 7.5 3 3
8.0 5 5 ao 5 5
8.5 6 1 1 8 9.0 1 1
9.0 3 1 4 10.0 1 1
9.5 3 3 146 17 11 5 4 1 184
計 146 17|1f 5 4 1 18+ - ->
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(2) 第 III 松消地 ソウ シ カンバ •アズキナ シ林

本や地はベケレのよ り 南方に派出 した峰の北西傾斜面にあつて 海炎050m で他の協 

準地に比校 L て最高所に ある と 共にベケ レ 山の山火跡残存林の最高地岫 にあ る。

松件地を 合 む に 消い荷状の樹朴地 を 除

e その周冏は全部未立木地で•あ る。:は他の

所と契 り所々燃行iを賞川ナる。附近の林況は 

上木として ソッシ カンバを主とし, これにミズ 

ナラを 少数 じ 中層 木 として アズキナ シ が最 も 

多。 上ﾡ木であ るッッシカ ンバは爲所風衝地 

の爲樹価 く 生育不良であ る。本林も 第 II 標準

られ, その後アズキナシ •アヲダモ, 

ケヤマヘンノキ等を生じたものと思 

計 われる。副木,流木ﾡとしてフラグ

-・ モ・ケヤマハンノキ・ミYマザクラ, 
12 こ

13 ソッシカンバ•ナナカマド券で所々

2 エゾムラサキッ ッ ジの叶落があ る。

ﾡ類はその本数が少 く 稀に峰に近き

2 部分または林内疎開地に生するのみ 

であるが, その大低 く20cm 内外

である。所々エソマッの稚樹を生す 

るが, 概ね生長不良で半枯死の狀態 

にあるものが多いが, その生長状催 

を調布する と第9 楽の如 く であ る.

松準地は 400m-(20*20

地 と 同様一度ﾡ度の地火につた ものと認め

m)で主木の配世な らびに 心徑高さ は第 17 岡の如く であ る。

副木の狀態は第 95表の如 く ソウシ カンバ •プヲ ダモ最も 本數多い。 Qudrat に依る地姿 

草類の調非を行えば第 96 表の如く 優占種は強または t ワ ノガリヤスの様なスゲ鳳ﾡ物, 木 

と しての廣布極は ツマ トリ ソウ ♦マイ ズル ソッ ・ コヤンバイ 4である。

エソマッ稚幼樹は目下上店葉樹の被』の下にあるが, 葉樹は入の第一沙と してズキ 

ナ シ ・ アラグそ等比較的短命樹和が生長式退して上肝環開するに至れは順大楽樹が優勢 iにな 

るものと思われる。

そのた阿寒道路沿の ミズナジ 林があ るが,これは上木のみで下木ほとんどなく, 範に上 

つて占められる。
ノ



国 ミ ズナ フ・シッカ バ林に.第 18

本林は山大後第二次林の運移逃やかな力所で, 主と して風地あろいは不地に位置し, 

土地は比較的肥沃な 力所に生する。これを構成する樹種はシラカンバ・ ッツシカンバ・ ミズ 

ラ・バベッョヤナギ・マカンバ・ヤマナラシ等で, ベゲレ山I施地ﾡに所在するものは, シラカシ 

バ・ ミズナラを主とし上部山庫地ﾡにあるものはケャマハンノキ・マカバを主とする。 しか 

してベッョヤナギ・クラノキは二次林の運移初期にはその本数多  く 占i めるか, 遷移が進行す る 

と共に他の樹種がとれに代り枯死ナるものが多い。 マナラン林は山ﾡ地ﾡに所々小純林状を 

なして存在すろ。 山施地帯のシラカンバ•ミズナラ林およびヤマナラシ林山腹地帶のケヤマハ 

ンノキ・ マカパ林を調布した結果は次の如くである。

(1) 第IV標準地 ミズナラ •シラカンバ林

木標ﾡ地はべケ レ山施内道路油に細長く希状に成立した不堀朴中にあり. 所に依り ミ ズ 

ナラを主とした力所,ジラカンを主とした所あるいは所者の合したう所があり, いナれ 'a 

もー•新林型を示し,下ﾡ求類と してﾡ明裕なるヵ所は笹を映き下ボ類も貧弱である。

ﾡ判地は 400不方米で, をの主木の配置岡は第 18 岡の如 く である。すなわち ミズナ ラ を 

主とし, とれにシラカシバ・バッコヤナギ・ハル=レ・キハグを況ﾡする。バッ コヤナギはそ 

の木数比校的多いが,最」-•層樹冠を占める ものがほとんどな く,ミズナラ •シラ カ ンバに依 り 

被艦の状値に あ り 林死に瀬 した も のが多い。これら は山火跡地に發生する キハグと 同様W災 

初に發生割合多 く ,一時優占種となる も,短日 月の間にその地位を他の樹種に譲る ものである。

ﾡ子京采ﾡ 21 ロ 所在

第97表

i径 
cm
樹

m

ミ ズ
ナ ラ

シ ラ 
カ ンバ

バッコ 
ヤナギ

ハ ル
= レ キハダ c種

cm
樹s;

m

ミ ズ
ナ ラ

シ ラ 
カンバ

バッ コ 
ヤナギ

ハ じ ・ハダ

D H D H D H D H D H D H D H D H D H D H

1
11
12
13

k
1
1

1

1

14
15
16
17
18
19
20

2

\

18 18

2
2,

10

1

10

2

1

1

6

1

6 2 2

1

1

1

1

標消地内の主木の直任およ び樹高の分配表は第 97 表の如くである。

・

上ル

s

* 98

ミ 樹師 
関高il種- ミ ズナ ラ ハルコレ

ンジ
シッカン〜5 パ ッコ 

ギ 計 備 考

2 cm 22 (1) 4 2 1 29 (1) iuは格
3 21 (5) 3 (1) 1 25 (6) 木ﾡを示す
4 16 4 (3) (t) ( 20 (5)
5 13 2 1 (2 16 (2)
6 10 2 2 I4
7 5 1 () 1 7 a5
8 6 1 1 1 1 10
9 1 1 1 1 (1 4 (D

叶 94 (の 17 8 (4) 2 (5) 4 () 125 CI6)
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第99表

i 名
Quadrat

A B c P
ミズナラ I I
ハル=レ 1
イ クヤカェデ 3
ナナカr 1
アキクブキ 
エ ゾカクマッ 4

2
9 1 6 1

クルマユリ 

:サギフクベク ン 
ャマブドゥ 
ワ、クビ 3 1

2

I
1

スグ類 60 7 6 16
ササ頬 66 45 54 45 80
笹の高さ 42 60 72 52 77

利木 として は ミズナラ 斷然多く,これ 

にハル =レ・イスエンジュ・エ ゾヤマザク 

ラ・クラノキ を没する。その關係は第 98 炎 

の如くである。すなわち副木において耐您 

性の弱いバッ コヤナギ •シラ カ ンバの木数 

を減じ, これに反してミズナラ・ハルニレ 

の数を増加し,將来の遷移の方向を示すも 

のである。

下類につさ Quadratに依り調在すれ 

ば第 99 炎の如 く であつて, ﾡ災初優勢 

であつたと認められる征類・ ワ ラピ類かそ

の本数を減じ,スゲ類および横質ﾡ物がこれに代りつつあろ。また行木稚樹もシラカンバ・

ツ コ ヤナギの稚樹は見出 し得ないで比較的財陵性に富むハル ニレ・ ミズナラ・イク ヤの稚樹 

が:優入 し,山火再生林の第二段階に進みつつあ る を思わ しむる。

(2) 第V概消地 ケヤマハンノキ・マカンバ林

本柄地は第 IV標準地の峰の下方西傾斜面にあ り, の東向およ び西斜面の澤に近い力

所は笹生地主たは ッ ツシカンバ疎生林で峰に沿い帶状にみ閉林分をなす。木採準地およ びその

附近の林況は ケヤマハンノキ ・ 

マカ シべを主と し峰に近い所 

には ミズナラ ・ ズキナシを主 

とする力所がある.標準地は副 

木の生立本數多く,これらはヶ

ヤマハンノキ ・ マカ ンバ ・ ミズ 

ナラ ・バッ コヤナギ ・ナナカマ

ド・ ソッシカンバ・ カェデ類, 

ハリギリ・ブフグモを主とする。 

しかして遷移の傾向は現在優占 

種であ るケヤマハンノキ に代つ 

て ミ ズナ ラ •マカ ンバ林に變化 

するものとみなしうる。 また過 

去の優占種であるバッ コ ヤナギ 

も第に その勢力 を失いつつあ
砲7. ミズナラ •シジ カンパ林

効子加亭業M【班21所作

ろのはﾡ IV 標準地と同棟である。

下 は 笹類 を以てﾡわれる 

が球生で, たの草期も一•般に貧包 

である。

松i地中に ト ドマツ ・ ェソー 

ッ私樹各 1木宛我見せられたが, 

被峨を受け その4樹内生長派は 

第 100炎の如くであろ。

標泄地は 400ms で, その主 

木の配mNIは第 19 口の如く ・ 主 

木,刷木につせ樹和別に直ﾡ, 樹 

高の本数炎を示せば第 101,102炎 

の通りであろ。

このﾡに撮れば樹冠上ﾡ部を

第19岡 ケヤハンノヤ・マカ ベ林調査増

通子風が業販 価t班 21 イ 所企

めるのはケヤマハ ンノキ・マカ ンバであるろが, その本數が比校的少 く 下府木 としてナナカ

ドが一段と 本数多く,これに次ぎアオ ダモ ・ハツチハカエデ •バッ コヤナギであるが,これらは

第 100 表

e 

御 \ 
cm '

ケハ 

ャ 

マキ

力 
ン 

バ

ミ 
ズ 
一 

ラ

ナカ

ヤ

ナ ド

が

ハデ

バャ 

ッナ 

コ ギ

ハ

ダ

ソカ

ウ ン 

シベ

ヤザ

ク

マ ラ

ノ ッ

ツ

リギ

計

2 i( 1、 56(1) 20 26 6 2 (13) 2 5() 5 II 135 (18)
3 (1) 2 , 4 37(1) 18 14 1 7 (12) 4(1) 2 I 90 (15)
4 2 1 29 ⑵ 9 3 2 12 (4) 1 6 1 66 (6)
5 2⑵ I 2 13 3 11 1 2 35 (2)
6 1(2) 2 1 4 1 2 7 1 19 (2)
7 2 2 1 2 1 1 1 3 13
8 3 1 2 • 3 2 11
9 3 3 1 7

10 4 3 1 8 -
11 1 1
12 2 ・ ・ 2
13 5 ・ 5
14
15、 2 2
16 1 1
17 ィ

18
19 1 1
20 ・

23(5) 20(1) 12 14(4) 49 43 15 43 (29) 23(4) 23 (4) 8 12 396 (43)
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第 101 表 第 104 表

吟ヽ

___ m _2

ケ ハ

ャン

マキ

マ
力
ンー 
バ

ミ 
ズ 
ナ 
ラ

ナカ

マ

ナ r

ハカ

ハデ

キ

ハ

ッ カ

ウ ン

ベャ

ツ ナ 

コギ

ャザ

ク 

マラ

パ ウ

ツ

9 ギ

t

2 1 1 10 10 2 3 8 35
3 2 2 47 21 24 3 2 5 I 1 4 112
4 1 4 56 25 9 5 9 17 3 129
5 1 2 2 22 3 3 2 5 14 1 55
6 3 2 3 1 1 5 15
7 2 4 3 ・ 3 2 16
8 2 1 1 3 ッ 2 2 11
9 1 1

10 3 < 3
11
12 6 1 7
13 5 1 X 6
14 3 1 4
15 2

23 20 12 144 49 43 15 4 23 43 8 12 396 第20m ヤマナラシ林調査地 

剤子刷功来証証班20イ 所在

第102表 第 103 表
------------------

樹 高 際征 ヤマナ ク シ

—
キハダ

Cm Cm ____ 4 cm ir役
トドマツ 54.3 0.92 22

, 樹i\
1・ cm D H D H

21 2.87 (3)3 2 120 1 50 2 (2)4 619 1.30
18 1.23 5 5 4 1
17 1.53 • 6 10 21
16 1.50 7 14 (1) 22
15 1.65 8 24 23
14 1.32 、 9 18 10
13 _10 '1o 16 6

エゾマッ 273 0.33 11 247 11 3 1
10 2.00 12 2

9 3.12 13 1
8 3.00 ・ 計 95 (6) 95 1 1
7 3.17 -------------— -7- (括ﾡは枯損木を示す)

将來の優占種となる見込がない。ミズナラ・ハリギリはその本救が前者に比北教して少いが, 今 

後次第にケヤマハンノキ ・ナナカマ ド等に換つて優占種になるものと考えられる。 またとのﾡ 

向は林損木において も 認め られ, ﾡ災後ル初に森林松生と して優占的地位を 占めたとみなされ 

るバッコナギはその木数の07.4% は柿損木で次第に木敷波少の傾向が認められる。そのたヶ 

Yマハシノ キも継木数 23 本の内5 本の枯損木が認められ,植生連縦の遷移 と 共に 次第に 本數 

が滅少するものと認められる。Quadrat を5ヵ所設定してその下類を調布したﾡ果は第 104

第 10$ 表

n 名
uadrat

A B c

ワラビ 3 1
シラク チッル 1

ッサ類 106 69 90

ッサの高さ。m 95 96 92

の通 り であつc。

営 為 m Bisic種 cm お ・ m
u\
一 ﾡ

総i 定期 
生長 ﾡ生量 定 期 

生 縛れ艮量
定 期 
生長量

5 2.20 2.20 1.10 1.10 0.0003 0.0003
10 ・ 3.81 1.61 3.31 2.21 0.0022 0.0019
15 4.79 0.98 4.31 1.00 0.0046 0.0Q24
20 6.05 1.26 5.25 0.94 0.0081 0.0035
25 6.83 0.78 6.30 1.05 0.0128 0.0047
30 7.58 0.75 7.31 1.01 0.0190 0.0062
33 8.02 0.44 &.07 0.76 0.0239 0.0049

伸類の密度は薄いが,全面的に認め られ, そのたハナ ビリ ノキ・オホスノキ・エゾムラ 

サキッ ッ ジの小群落が防在するが, そのたの水類は一般にﾡ弱である。

(3) 第VI状準地 ヤマナラシ林

本標準地はベケ レ東施を走る料澤に沿つて分布するヤマナラシ林の一部であつて, ヤマ 

ナジシの純林狀態をなし他に僅かにキハダを含む程度である。山火跡地のヤマナラシは地表府 

の山火焼失の剎械により分衆發生したものであるが,風術地にあるものは枯損木の發生が多く, 

次第に疎開狀態を呈する ものが多い。本地方のヤマナラシ林は 一般に立木本數少く,ﾡ損木の 

發生が多く,林地は疎開し,地表はM く笹類で蔽われ,他に僅かに羊歯,班華類を含む。

本標準地は400m2cして, その主木, 耐リ木の配t旧は第20商lの如く樹種別の直ﾡ,樹高
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寫眞: 8. ヤマクシ林 

弟子刷事※U証ル 21 所

の本數衣は第 105炎の如く 

であろ。 すなわち I 
2,:7ラ 本の立木木数で, 他 

の地方のものにして本数 
・

力:少い。地炎は一般に

笹を以て蔽われ,他に若干 

の交地類があるのみでその 

状況は第 105 炎の如 くであ 

る。また状ﾡ地内で最多救 

を占める胸山i何 8cmo 
立木を伐倒して樹幹折解を 

なしその生長状態を楣布し 

納果は第106の如く, 

屈斜路湖畔のに伏地方の ャ 

マナラ シニ次林" り に おけろ生ﾡ と 比較すれば裕 し く 本地方の ヤマナラシ の生長の 不良な る 動が: 

認められる。まなヤマナラ シ は立地的に 土壌の理化學性が優れ,氣候的に も風要地に央好な生 

斐をなすが,未立木地の小我林としての木林の場合には,その生長を期待することは出來す, 

各林の被害により枯死するものか多い様である。

[Cコ 山火跡腐螂懈開林

本林は第二次林の形成が不完全で發阴するに至らな いで小ﾡ木が炎状に町在 し,その間 

多 く は笹を以て蔽われる。これが構成する樹種は ミズナラ •ヤマナラシ •シラカンバ. グケ 

ンベ・ イメェンジョ •バッ コヤナギ等であつて, また所に依りクラ ノキ ・ エゾ=ワ トコの小W 

落をなす力所がある。しかして風裏面の肥沃地に發生する二次林,特にミズナラを主とするも 

の は近く 照抄林分に 遷移する 傾向が認め られるが, 風街 地では そこに存在する林木の生長は迎 

々 と して易にﾡ期林分に進まない様に認め られる。ペケ レ 山の山火跡廣葉樹疎開林の狀況を 

みるに,山施地はイスェンジュの疎林が多く, これに若干のジラカンバ・ミズナラ・ヤーマナ 

ラシをすろ。山腹部には ミズナラ： ダケカンバを主とし, cれにヤマナラシ・バッコヤナギ 

ケ ヤマハンノキを混する。山頂附近は ミ ズナ ラ を減じ グケカ ンバを主としたﾡ生散生林を して 

いる。 .

(1) 第VI杯準地 イヌエンジュ彊生林

本イメエンジ 来生林は ベ ケ レ 山南週平坦部に流 く 分布する が,山帆地帶に は全然 こ れ を 

認められない。イヌエンジュの胸髙直徑 2 〜 3cm, 樹高2～3m 程度のものがﾡﾡして林ルに 

發生したものが點々と笹生地 

内に所在し, そのl川にシラカ 

ンバ ・ ミ ズナラ ・ハリギリ ・ 

キノ、グを若干混する。 イ*ェ 

ンジュは』木と して成立する 

ことなく 5～2本和度集聞し

て株に 我生す る を 特徴 とす 

る。 流木呼と してェヤマハ 

ギ・エゾ=ワ トコ ・ タラノキ

の群落が見ることがある.下 

肝は一般に強類が密生する。

木松消地は400m? で, その 

林木の配置はは第 21 Blo通

りである。標判地内の樹高1 

m 以上の立木に つ さ 行木調 弟千京来叫価北班 21イ 所在

第107表 第 108 表

= - 
\樹n 
w イエ

ン 
ジ 

メ ュ

ヒゃ
p 小 \
ノ ダ

シカ

ン.
ッバ

ミ 
ズ 
ナー 
ラ

ベャ

ッ ナ- 

コ ギ

ヒ ッ
・ リ
ハバ
ノ ナ ii m

イ :

シ
ズ ユ

ヒ ゃ
ロ \

ノ ダ

ミ
ズ 
ナ、 
ラ

ベャ

ッ ナ 
コギ

ヒ ッ 
ロ リ 
ハベ 
ノ ナ

2 86 (28)
—

2 3(0 1.0 1 1
3 32 (20) 1 2 3 1.5 10 4 1
4 12 (5) 1 2.0 22 1 5

2.5 305 3 (1) 3.0 43 16 () 1 3.5 12
7 ! 4.0 13 ・
8 2 4.5 2 1
9 ⑴ (1) 5.0 1

14 1 5.5 *
it 134 (54) 4 (1) (2) 2 5 6 (1) 6.0 I 2

1
册 134 4 2 5 6

第 109 表

恋の料は第 107, 108 表の如く である。

次に その ド層■草類の調充 を行った結果は第 109 炎の如 

く,住類が全面的に占め,木本稚樹も發見出來なかった。 

本林は植生の遷移が迎々 と しているカ所で, 容場にﾡ閉株 

分に進むことが出來ない狀態にある。
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⑵ 第VIII 標準地 ミズナラ 政開林

本杯半地はべケ レ南斜而山腹風裏地に あつて,本板準地竝びに その附近の林況は ミズナラ 

の樹75 2〜 3 m程度の ものを主とし, これに ソウ シカンバ・バッコ ナギ ・マナラシ・ハリ 

ギリ ・ キハグ等を況じたるもので比散的生が良好でミズナラを主としたﾡ林に迷移しょう 

と している。

下喷は強類で蔽われるが,力所によつてはエソヤマハギ或はイワ ノガリヤス等スゲﾡ権物 

を混 じた力所があ り, 主た木頬と してョ ッバヒ ヨドリ バナ・ヤナギラ ン ・ エソョモギ ・ ェ ゾ

ツ ・ チシマアザミ等の大型草木が豊富である。クルマユリ ・アキノキリンソイチゴ・

第22国 マズナラ球四林調査地 

弟子願が証霊班 21イ所

本松半地は 100ボ方米で, 

その内胸高5山ﾡ2cm 以上の立

木の配置岡を示せぱ第 22 No 

如く用部的には修明狀態に近い 

所があ る。 胸高山任 2 cm 以上 

の国税別,樹種別本數分配表お

上 び樹高1m 以上の樹為別,樹

第 110 表

X ミ 
ズ 
ナ 
ラ

ソカ 
ウ ン 
シバ

ベャ 
ッ ナ 
コ ギ

ハ 
リ 
ギ 
ツ

t

2.0 II 3 3 I 18
2-5 12 2 14
3.0 14 14
3.5 2 2
4.0 2 2

叶t 41 5 3 1 50

第111表 第 112.表

\

. 種
ミ
ズ

ベャ ソカ ハ 
リ

ヒ キ

叶t
そ 名

Quadrat
A B C D E

ﾡ ナ ッ ナ ツ ン
ギ ハ ハ リ ギ リ 4印 ラ コ ギ シバ リ ノグm キハ パ 1

1.0 4 1 1 6 エゾヤマハギ 3 12 5 1
1.5 1 5 I 2 I 10 アャノキリンッウ 1 I 1
2.0 -11 16 2 29 ヒコトリバナ 8
2.5 19 6 3 2 30 クルマユリ 1 •

3.0 19 2 3 24 イワノガリャス 8 12
3.5 2 2 スグ類 5 20
4.0 4 ヤ マハハ コ 2
4.5 2 2 サ サ 119 283 111 217 132
計 52.. 35 8 7 1 f03 征の高さcm 64 55 62 62 60
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極別本數分配表で示せば第 110,111 炎の如 く であろ。すなわち胸75山任2cm 以上は ミズナラ 

多 く , 2cm 以下にはバッ コ ヤナギが多数を占める. 地炎類の調を した結果は第 112炎の

如くであろ。

(3) 第Ix 松i地 ミズナラ •ヤマナラシ 課開林

木林は第 VIIIii消地と同一5度にあるﾡ衛地で構成樹種はi記松準地とﾡ同様であるが, 

唯マナラシ の本数が多 い。ﾡ衛地のﾡに幼 

初の生長は極めて悪い。

下頼は前松消地 と 同様であ るが, 大型 

草木の経類を減じ,笹類密生する。

木松i地は 100 m? あ り ・ その林木配置 

以lは第 23 国の如 く である。 これを樹種別樹 

高階本數分配表 を示せば第 113 炎の如 く ミ ズ 

ナラ •ヤマナラシ を主とした幼齢疎開林であ 

るが, その本數は前標準地の 3分の 1 で笹 

も密生して今後の道田林への遷移は困難の様 

に認められる,.

下層•草類の調査結果は 第 114 の如く で

あろ。 第23団 ミズナッ・ヤマナフシ費四林い遣
効ず願が来ﾡﾡ正班 21 イ 所

第113表 第 114 表

\wa 
樹 \

ヤナ
ッ

バヤ

ツ ナ

・ママ*ママ----マ-ママ
ソカ
ッ ン

夕
ラ

------------ .......マ ------------

Quadrat

高\ 
m マ シ コド シバ

/
キ A B c

1.0
1.5
2.0
2.5 
計

2
4
6
1

13

2
5
5

12

4
2

6

1
2

3

2

2ゝ

1 

I

5 ; -
16 エゾャマハギ

11 イワノガリヤス|
1 ミャマグタビ|

37 サ サ 1
I

115

端

| 209

[D] 征生地及生地

ベケレ山を中心とする未立木地状態を なす大部分は強生地であって,これ らは能類が優占 

種で,木稚樹がほとんど含まれていないが, 僅かに ミズナラ •ヤマナラシ •バッ コヤナギ. 

シラカ ンバ ・ ソッシカ ンバ等をすることがある。 木と しては低地にはェソヤマハギ・ エゾ 

=ワ ト コ ・ タラ ノキ ・ホザキナナカマ ド等を布し, 上部に なると 共に コェゾシモッケ ・ マルバ

シモツケ・エゾムラリキッツジ・ハナヒリ ノキ・本オバスノキ・エゾッラジロ ・ハナビリ ノキ
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等 を ナ る。笹の 商5 さは低部より 商5所iに, 生 た風交地 よ り K商地に 至る と ともに 草丈 を 滅 じ, 

低所は1m 内外もあるが, 山r項附近では 15cm 内外となる。笹に混する車木期 は大閲山腹の

- カール映症地にその種受高であり, また岩石跡川所はイブキジヤコツッッ・ ショタンシヤ 

ジン・エソキッ ンソツ等の岩ﾡ地の特種の群ﾡがある。 また低地ﾡの過ﾡ地には大型木ﾡハ 

シゴンソッ・ ナギク ンボボ ・ キタブキ ・ヤナギラ ン等を生するが, これらは山腹草生地と 

異なり種類が単純で同一種を以て廣く分布するものが多い。

( 低地笹生地

山施地ﾡ を 占める怔生地で高 さ 1 m 内外の雀 1 m? ﾡ り 150～250 本程•度'密生する。征以外 

の旅木類は鈴明でエイチゴ・キカラマッ・ イケマ等で, そのた変ﾡ頼としてヤマンドッ・ 

シラクチズル等がある。 またその内にエソヤーハギを多数ナる力所が:ある。 木稚樹はほと 

んど含まれなくて所々クラノキおよびエゾニ ワ ト コを混する場合がある。

(2) 低地事生地 ～

山施地帯の窪地,小澤沿の温潤地に發達 し,笹を候さ, 友季大型多潤性単木の繁茂を見る. 

すなわちハンゴン ソ ツ ・ ヤナギク ンボボ ・キクブキ・ ヒロハッラジロ・ ヨモギ・ ザ ミ ・ ヤ 

ナギラ ン知の群落がこれに相當する。

(3) 高地笹生地

• 山腹以上の後生地で,笹の高さが低地と 異な り 滅ナるが, その平方米當 り の木數は反対に 

増加を示す。また所々によりスグ頬をiナる事がある。 平期は靴性の+ノ+ リンソッ. ヒヨ 

ドリ ベナ・ヤベョぐを生する。山附近一冊の笹生地は憧大低く, スゲ風植物の混淆も 多v. 

主た石市科2=ゾムラサキッッジ・ハナヒッ ノキ .オオバスノキ等他に混じて現われる。草木 

と して王 ゾタカラョツ・ エジョモギ ・ ハハコグサ .フ•キノキリンソツ・ エゾヨ ロ ィグサ . ニガ 

ナ・オトギリソツ・センリ 等であ る。

第 x 採地と して山頂近き東科面に設定した。その附近は ダケカ ンバ樹商 1m 以下。 も 

のが所々に所在す る。他はェッ マッ幼崎の所在する外会 く の笹生地でその 1 ms 當の本數は次 

の如く である。キソマツの樹高は225cm で針葉短小であるが健全苗である。

( 高地事生地

山腹窪近等のやや濕潤 なる 力所で,彼は そ の數 を減 じてt 全然 こ tれが無くなるのは 小局商 

であ る。事木類と しては= ガナ・カッソリナ・チシ マザ ミ ・エソグカラコッ・ハンゴンッッ 

ヒロハウラジロョモギ・ヤ マハハ コ. アキノ キリン ソウ・ キバナ ノカ ワ ラマ ツバ. シ オガマキ 

クェジリンドッ・ ハナイカリ・ェジノョ・ィ グサ・ カリ ラボウソ ウ・ オトギ ッッッ・キジム シ 

・チシマヤマブキショ ツマ・ クルマュリ等を生じ, またコ エゾシモッケ. マルバ シモ ッ ケ を混 

ずることが多い。これらは何れも"型木で巡よも30cm 以下のものが:多い。
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*ンマツ I %9. ベケレ山I附ダケカンバ保のもとに版F
______ -_______ ___ したエゾマツﾡ樹 m子乳事業盛取遷班 19ロ

Iv. 山火跡地の権生選書

本地方の山火跡地のﾡ生運移の映況にﾡいて考楽するに, 第II 第II状準地の如く, 上藤 

樹ﾡ店を形広する耐大性ﾡさ樹種のみ茂して軒の地炎火を隊つたものと考えられる場合は 

山火に抵抗の羽い針葉樹類および下草類は消滅し,その後ナナカマ ド ・ブオダモ ・ ズキナシ 

等の廣葉樹類の残存航了•が一齊に發芽して二段林型をなす場合がある。この際地中に埋沈して 

いるとれらの種子は,山火の熱判ﾡによつてﾡずが:促逃せられ, 一齊に更新するものである。 

しかしか様な種子が無いかまたﾡ々軸度の大災をつた場合は, 下宿の稚幼苗の發生はな く, 

彼生地となる様である。すなわちベケレ山の山ﾡ部には局部的にミズナラ・ ッッシカンパを上 

木と した景観がこれである。次にナカマ ド・ オダモ ・ プズキナシ等の廣葉樹と同時に侵入 

した針葉樹稚樹は廣葉樹の樹冠下に被限せられ生長が悪く,半枯死の狀態にある。しかし將來 

寿命の短いナナカマ ド・ ォグモ ・ アズキナ シ類の密阴が破れた際は,初めてこれら被ﾡ針葉 

樹が生長を開始するものと思われる。火勢が强烈で原植生がほとんど完全に破壊せられた場合 

には二次林情ル樹種およびその殺ﾡ生育裕座な らびに侵入時刻に依りその後の植生述績に大速 

が生する。すなわち中山, 功力兩氏”)が束大山部演習林の山火跡地を測査 し,ﾡ災後2年川に 

廣葉樹の侵入を完成 し,その後は征が:全面的に優の地位を占め, 木本數は その數を滅ずる と 

書している様に,山大後ﾡ通の立地状態にかては2, 34lの木木の使入広立映態に上 りその 

後の植生遷移の池行速度に 大差 を 生す るものである。 ナなわ ち笹類が地表層の 優占的地位: を 占 

める以前に,山火後直ちに木本植物が一定本数以上發生する時には, 二次林への遷移が頗る速 

かである。すなわち本地方の初期相の木本植物と じてバッコヤナギ・ ケマハシ ノキ・マカン 

バ・ シラ ンパ ・ ダケカ ン ・ ミ ズナラ ・ ヤマナラ シ ・ キハダ ・イヌェ ンジ ・タラノキ・ェ
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=ワト コ等が初成林を形成するが, その内バッコヤナギ ・ ケヤマハンノキ ・クラノキ・エッ 

ニワト コ等は立入初期に優勢を占后る一時的の短命樹林と認められる。これらの短命樹種に代 

つて ミ ズナラ ・ソウシカ ンバ ・ マカ ンバ ・ハリギリ ・ ホオ ノキ ・ ハル= レ等が:任木店と して 

勢力を得從需木と してはハッチハカェデ ・ オグモ ・ イ ク ヤカェデ・ ナナカ ドが贷入する. 

初期相 として域初 よ り ミズナラ・ ソウシカンバ・ シラカンバ頬の如さﾡ大に生炎する樹ﾡに主 

として占められる場合, その樹ﾡは』林型をしぞ純であり, その後の針葉樹稚樹の依入 も 

容易であるが,バッコヤナギ・ケヤマハンノキを主とした朴分では混ﾡ樹ﾡであろミズナラ ・

マカンバ林と統走を生じ樹ﾡ複属するﾡ向があり, 針葉樹幼樹が侵入 して もその生育が極めて 

悪い。納局以前に於ける方が針業樹の況ﾡが客めである。 、

そして前者の場合はエゾマッ・トドマツが大第に優勢木となり, これにグケカン・ ミズ 

ナラ・ イクヤ・ハリギリ を混する針過混泊林に遷移する ものと 看做される。

山火後木本植物の侵入が少く,笹類が優勢的地位を占め,また二次林初成林構成後再度の 

火災を受けた場合は主と してﾡ開林ﾡ去たは征生地を品ナるに至る。これらの內風裂地で地味 

比校的良好と思われる第 VII標地の如さは, 幼齢 ミ ズナ ラ を主と し,成立本数も比較的多 

く ・ ま た優ﾡ木樹種であ るとき は次第に影田林相に遷移する こ と が山來る。

cれに反してﾡ木種の体入木数少く, また土地的環境條件が不良な場合には滋閉林分えの 

遷移は困難で,力論針葉樹の成立は期待出來難い。すなわち第.IX標準地の如を場合には風衝 

地の 爲に 赤木幼稚樹があ る が,その生長が々として進ます, また純々の被害によつて枯死に 

至 り 次第に幼樹の本數の減少 を 楽す場合があ る。また 山I施地符の イスェンジュ 前ﾡ林 も ﾡ 
。 ノ

分えの遷移は出來難い。ナなわち山大後の番木樹種の皿位商積の佐入本数に よ り 第二な林の 

遷移の速度が異なり,森林版生になるかまたは笹生地のままに放置せられるかは,ﾡ災ﾡの2, 

3 年間の笹の 優占的地位 を 占t る 以前に決定 する様である。

現在征が優占種と なってい る ヵ所に は新し く 箱木種の侵入は困難であり , 笹の料賞に よ る 

枯死或は山火或は人爲の諸操作による他は長くそのままの状態を續けるものと看做される。

現在草生地となつているカ所は主として土城的にみて過漏地で,他類の侵入をゆるさない 

所が多い。

v. 風衝生態に 關する調査

風の植生におよぼす影響に就いては從來屢々論せられたが,本地方の如 く 針業樹の立材柿 

損の發生多き力所では,その誘囚の一つとして暴風の被害と小武嶽發生の關係が認められてい 
・

る。ナなわち原門ﾡ氏"が【に公風の被害は機ﾡ的に風倒, 挫折木を生する以外に, 樹ﾡ殊 

に老木の樹記を動怖きせ, 根部を粗弛し,樹勢を衰え しめる等生理的被害を發生し,被害地の 

何木の登命と 相俟ち小武蟲發生の誘因 とな る を指摘した。しかしてこれ ら暴風被害の發生に 

は局所地形の影署する所が多いこ と は昭利11年10 月樺太をﾡつた暴風門" そのたで明らか 

にせられている が,弟子屈磨御料地に於て も 海拔高の高い風術地に於て域 * 風審に越岡 した未 

立木地がM.し得られる。

-•般:によく發見出來目る被害地は軽部に於けるものである。その實例と【て局所氣象,ﾡ 

ﾡ測の施行した。ﾡ子屈ﾡ電K班50, 52 に於てみられる。 本力所に於ける林相はトド

マツ ・ エゾマツ ・ ダケカンバ・ ミズナラが多いが,その被害狀況を調布 した結果は第 24, 25,

26, 27の如くである。 ・

すなわち 15 m 幅iのベル ト トランセクト を深よ り 

ﾡ市(A),澤を横断した位置(B), 峰通り位置(C)の 3 

ヵ所に行つた。その結果挫折木,梢折立枯木の多い力 

所は澤沿低部お よび深より ﾡ部に至る途中に あ る事が 

認められる。そこが風的地であつた。すなわちこの株 

なか所には風が收斂されて,風力が强大となる傾向が 

あり, 従つて被なが激渋と なる傾向が認められる。

これら局所地形の變化による被害の現われ方に就 

いてﾡ布して,ﾡ米ﾡ林樹種選採に際しては, その動

•究分考察を排 う 要があ る。 、

風は暴風による傷害の外に,植物の生長を拘束す 

る害を認め" られているが, その被の川J接作とし

第 21 圏 枯払木問正地質間 

剤子願亭証 匹1班50

弟 子屈 小架低 50
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第 115 表

第26回 枯損木調地 B (トランセクト m)
弟子刷事優 u班 50

第27図 ﾡ損木査地 C(トクンセクト図)

弟子ﾡ事業優 uK益班50

て土城の乾燥,地温低下, ﾡ 

植質生成の 阻害,ﾡ葉細土お 

よび成雪の吹物,ぬ酸I期o 

排除等が数父られ, u接作用 

として機械的方面では•動搖に 

よ る損傷・ 樹幹の摩擦衝喰 ・ 

幹校の折, また生理的方而 

では過度の通發 ・ 求球・低温 

同化注物の減少が主な るもの 

とせられている。 しかしてそ 

の結果桢物生長室 を制叫 して

ﾡ性・・個心・ 拡刺・ ﾡ殺. 樹

冠間ﾡそのた特行な る形態を 現わ す。

次にベケ レ山南處に普邊的に分布する シラカンベ・ヤマナラシ・ケヤマハンノキの幼樹を 

山腹の風術地 ・風裏地»よび山ﾡ部の米立木地林内"の環城別に調布木を選定して, その生長 

量および葉画積の大小を比核調査した。その調先木の成立カ所竝びに胸高心徑,樹高は第 115 
表の如くである。

各調査木の樹冠中央部に普通に生長した葉の採集を行い,その長ﾡ地びに短整を洲定して 

また葉面積をブラニメークーで求めた。その箱果は第116の如くで, 海数高の高さより低せ 

へ向うと共に葉面積を増大する。すなわちカラフ トヤマナラシにかてはペケレ山ﾡにあるもの

6 設 a A Atin隆

I ミ*ナう Quereus grossoserrata Bl.i ベケ レ 山妆邛標準地网延

2 ベケ レIlIi採i地門近林標
、・、ヤハハ»テメハ44、・/ト・*、

小

3 カラフ トヤマナラシ FODuIuS LavIalra LeOda ベケ ・II』tst!ロFL 大

4 グ ベケ レilitC裂測所附近 中

5 ケヤハ ンく ヤ AInus hirsuta Turez ベケ レiIIK神準地門近 大

6 ベケ レIlItVi溝追附辺林内 小

7 エゾノオウシラカ ンベ Betula Platjphglin Suhat ベケ レ山IrVii消地門近 大

8 ペ ヶ レ山tC製i所附迎 中

9 グ ベケ レIlu▼概地内林内 小

10 ダケ カ ン・ベ Betula Ermani cham. べ ヶ ・山裏K標準地附近 大

11 大

12 特大•13 ル ベケ レ山腹W標準地附近 中

14 べ ヶ レ山妆C観測所附近 小

第 116 表

標摩永
査 2 風ﾡ門座 : 葉面の長徑 ・計a wt集u

1 ミズナラ 11.02 ± 0.191 7.84 ± 0.145 ' 579 50
2 小 13.11 土 0.274 7.12 ±0.147 565 47
3 カラフ トヤマナラシ 大 3.15 土 0.029 3.46 主 0.033 87 95

中 5.16士 0.0t8 5.06 主 0.057 163 16
5 ケヤマハンノキ 大 4.73 土 0.081 4.23 土 0.034 148 60
6 小 9.45士0.156 9.26 ± 0.129 647 44
7 エゾノオウシラカ ンバ 大 5.42 土 0.069 4.93 土0064 197 54
8 中 6.07 ± 0.04s 5.83 土 0.076 254 78
9 グ 小 8.49 ±0.114 6.47 土 0.105 380 46

10 グケカンベ 大 5.11 土0.051 172 ± 0.010 181 75
11 グ 大 5.52 土 0.028 4.36 土 0.029 163 ' 117
12 グ 大 4.45 士 0.035 3.76 主 0.028 128 119
13 グ .中 5.50 土 0.053 1.40 主 0.035 178 120
14 小 5.16 ±0.048 5.06 土 0.057 188 116

第 117 表

4m
No. 1 ミ 
ﾡ 生

ズナラ
長 量

No.2 ミ 
総 生

メナッ

共 量 4書A
No. 1 ミ 
総 生

ズーラ
長衆

No.2 ミズナラ 
越生長

B4m 画 ﾡ
役 Sm 樹 ・ ・

函 高
I 世 Cm 樹 Mm 函 ﾡ

施 径 cm 当 富 m 逆 窓
l ﾡ Cm

I 0.15 0.13 9 1.75 0.601 2.00 1.092
2 0.25 0.75 10 2.00 1.004 2.19 1.341

3 0.37 ・ 1.00 II 2.25 1.345 2.33 1.515

4 0.50 1.17 12 2.50 1.674 2.50 1.711

5 0.75 1.33 0.189 ・3 2.58 1.908 2.63 2.040

6 1.00 1.50 0.372 14 2.65 2.132 3.18 2.339

- 7 1.25 0.032 1.67 0.614 15 2.74 2.319 3.35 2.929

8 L50 0.033 1.83 0.857
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第 119 表 第120表第 118 表

4 M
ヤマナラン
樹高総生長m 4 齢

エゾノオウ 
ンラカンバ 
樹控生長 m 4 ・

ンゥレカ ンバ樹高ﾡ生長mn
No. 3 No. 4 No.7 No. 8 No. 10 i No. 12 No. 13

1 0.250 0.168 1 0.07 0.10 1 0.13 0.10 0.13
2 0.500 0.333 2 0.14 0.20 2 0.25 0.20 0.63

3 0.625 0.500 3 0.22 0.30 3 0.38 0.30 1.25

4 0-750 0.750 4 0.29 0.40 4 0.50 0.40 1.50
5 0.36 0.50 5 0.66 0.50 1.75

5 0.875 1.000 6 0.44 0.67 6 0.83 0.63 200
6 1.000 

。/
1.125 7 0.50 0.83 7 1.00 0.75 2.17

7 1.218 1.250 8 0.75 1.00 8 1.16 0.88 2.33
8 1.432 1.375 9 100 1.25 9 / 1.33 1.00 250
9 1.650 1.500 10 1.26 1.50 10 1.50 1.13 2.75

10 1.750 11 1.25 1.75 , 11 1.63 1.26 3.00
2000 12 1.38 2.00 12 1.75 3.03

12 2.500 13 1.50 2.04 13 1.88 3.15

13 2.520 14. L65 2.07 r4 2.00 ー ー

14
1

2.540
15 1.80 — 15 2.18
16 195 ・

は山施の 53.4% で,同じく エソノオホシラカ ンバは51.8%,また同一海抜75にあろグケカンバ 

は風衛地の燃部にあるものと, その30mWつた凹地にあるものに比し70.7%に常り,同一樹 

種の葉面技に も 相當な差異が認め られた。しかしてﾡ衛地のﾡ物はにﾡい耐純性の形態をユ 

ナる。次に ミズナラ ・ ヤマナラシ ・ グケカ ンベ・エゾノオホシラカ ンバのﾡ在木の樹砕折解の 

結果の一部を示せば第117～120 表の如 く , 一般にﾡ衛地に於け る も のがﾡ攻地の ものに比し 

何れも生長が恋い點が認められる。しかしこの傾向は風が土壌を乾燥し,便植質の生成を妨げ 

る等土壊の理化學性質を損する!とも激しく,風の間接影響も度外視することは出來ない 。

第二章 既往造林地の成績調査

第一節 一般造林地の成績

.I. ﾡ救地の成統

當地方の人工造林地は大正 6年より 逃朴を開始 しドイツトッヒ・カラマ ツ等の植栽を實行

し, 次いで ト ドマ ・ ェソマッ ・ ヤチグモ等のM救を加2,I和19年ﾡにその商税3,804.75hn 
ヽ ・

にした。これら逃林地の広績を調布し, ﾡ討を加えることによつて数多今後の林の指針を 

把握する ことが出來得る。臨時造林地域忆對しては昭和 19 年度に弟子届山張所にかて雌林地 

, 成統調布 を施行したものがあ り, ﾡ救地樹種別成統純括炎をげれば第121 炎の如 く である。

本成ﾡ判定はﾡ栽地ﾡたは下種地の全ﾡのﾡ況を称布し, 樹高生長上 り も 植栽木の健全度,現 
/ A

本数の 多なに 主闘 を置き, 次の如く 基準 を 定めた もので ある。

注

第 121n表

施業附
統 99 定

上 F

5 4以上

5 4以下

656小上

80:以上

35%以上

40s以 L
359%以下 

40%以上

羅
木ﾡの合を示す

大に樹利別のM太成もに就て述すれ 

ば次の如くである。

(1) ト ドマッ

トドマツは臨時造林地域内で域も植栽面 

税大さく, 全植栽面積の 50% 以上を 占める。 

その成績良好な る 力所は山腹中斜お よ び級科

第121b表

樹 i

• < - キ ---マ-マコマ
ぬ益判定(の)

遺林機画代

______ haヒ 下

ト ドツ 42 41 17 1,217.48
エゾマッ 75 22 3 312.45
カラ*ッ II 13 76 135.24
・シマカラッ 95 .... 5 14.96
ャダモ 31 45 24 173.05
ワタドロ 6 58 36 84.37
オ・グルミ 59 3S 3 70.50
ミ*ナッ 28 72 . 19.41
ハ ッ ギ ッ ・4S — 52 ・ 2.39
・～ダ "! 67 32 20.51
カ ッ・ラ — 25 75 15.25
マカンベ — 23 マ7 2.85

42 37 21 2,071-46

地である。山潛ト坦部および小谷沿の雜草多いカ所は土壌形態不良に基づく 生長不振,更にﾡ 

害 ・害および箱求被』に よ る害の爲,逃し く 成就不良の力所があ る。但し火入地妳地は一般 

c添および生長が貴好である。なお除通り風両地はその生長が極端に悪く, 梯勢劣え寒害 • 

媒病およびトドマッオホアブラ等の被害を蒙ることが多い。

(2) エソマ ツ
Q *

エゾマツはト ドマ ツ に次で植栽面秋が 多 く, 全械法面積の 15% に 該裕すナ る。 横載地の成 

就は獅書危陰地および低ﾡ地を除さ,.一般にその倣ﾡが良好で, 特に ト ドマツに北じ活着もよ 

い。幼時の生長も トドマツに比し幾分劣るが,トドマッ適地の土地肥ﾡ地を除いては大差が認 

められない。また風術地および高 Jinに 対 して も ト ドマッに比止し抵抗性が大さい。唯ズラムシ 

類の被審が相に あ り ・ かつ今後 ゾマッカサアブラ の被害に對 して も 注なをす るものがあ 

るが, これもェ ソマッ適地を選押してﾡ攻すれば生域量に著 しい影響を およぼす被害は發生 し 

ないことは,同じ火山灰地帶の苫小牧の造林地の例により判定を下し得られる。

(9)アカエゾ 、

ア カ =ごはﾡ和 16 年に 0.65 ha, 同194iに 14.64ha 株求せ られたのみで, 現在の成績は 

活形も 生長も 良好であ る。その耐獅性に就いては古田半治氏 の温ﾡ湯事「Wの調例に よ つ 

て も少 らかであつ'て今後為寒地 ・ 間害危險地等植栽適地は廣い。

(4)カラマツ 、、

カラマツ は肺:栽當初は良好な成績を示すが,その後野摩の被害によ りほとんど全滅の状況 

である。 火入地ﾡの一部を除いては, 全部改植 を 要する 状態である。特に根釧原野の如く,野 

鼠の激變型の發生を なす力所では,林木中最 も 町ﾡの好食す るカラマッ の植栽は その駆除 方法 

が完壁に行い得ない限 りこれをさ けなければな らない。
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(5) チシマ カラマツ

チシマカジマッはﾡﾡ商i積が: 15hc並せないが:,信州カ ラマツに比してその生が先る 

が, 耐量性ﾡく, その成績が良好な る 力所が 多い。

(6) ヤチグモ

ヤチグモは一般に不型求は殺斜の過過地にﾡせられているが, その内次白色大山次府ﾡ 

き土壌ではその成績が良好でない。かかる場所にﾡﾡせらるる時はﾡ令活ﾡしても, その後の 

生長が極めて悪く,樹葉黄色となり,各種の被害にかかりやすい傾向が認められる。

(7) Fロノキ

平型適潤地に植栽せられたものはやや良好な成績を示すが,靴燥地 ・傾斜地は一般に不良 

である。平坦地には野以の被害が多い。

(8) オ = グル ミ

平坦適潤地で風裏地の 力所でけはそ の成績が良好で  あ る が,高5地に 於ける 適地は 少 い。

(9) ミズナラ・キハグ・ヘリギリ・マカンバ・カッラ

いずれも少而秋宛植栽せられているが,添済不良, 野反被害の為その成績良好でないもの 

が多い。 /

次に事業底別に成績をみれば,ト ドマツでは屈科事来Kは成縦「上」のもの最も百分率 

多く, また「下」も 同様に最も多くて「中」が少い傾向があ り,降m業ﾡは「上」も「F」 

も最も少く「中」が最も多い結果となり,弟子屈事業區は兩者の中間であった。次に廣葉樹中 

に植裁面秘の多いャチダモは弟子屈事業园が最 も よく,次で摩刷で用料路事来ﾡはﾡもﾡい細 

果となった。これは勿論植我年度,植栽人夫の素質等に關係して純粹に立地關係にのみ支配せ 

られたと考えるわけにゆかない。 /

次に高寒風術地に於ける造林成績に就いては,一般にト ドマツおよび ドイツ トウヒは枝葉 

の生少く, 葉黃色を帶びて,その生長不良であるが,際ル事業ﾡK測班42〜,摩ル外崎山山I 

頂未立木地海拔 540 m の力所に昭和11年エソマッ・ ト ド マツ •ドイツ トッヒ ・ 信州カ ラマッ 

を植栽してその成績を調布 した結果は次の如く である。残イ木10木宛調したﾡ果は第 122 

表の如くであつて,クロエゾは初期の生長は最も不良であるが,枯損木も少く今後の生長を期 

待し得られる。トドマツはエゾマツに比し生長良好であるが, その生長次第に衰え,葉色黄變 

して樹勢の衰弱せる ものが多い。ドイッ トウヒにかてもその生長比核的良好なものがあるが, 

その生長衰退せるもの,樹型變形 してい る もの等多い, 信州カラマッはその生長四樹種の内最 

も良好で, 樹高4m以上に述するものがあるが,枯損木多くその原因は野ﾡによるものと認め" 

られる。?苫寒地帶の造林樹種としては結局エゾマッかまたはここに植栽せられて居らないアカ 

エゾおよびグイマッ が適営と考父られる。 .

第 122

番誠 ﾡ際補
cm

樹 制.
cm

高1： cm
樹高

」m・ 20 ・ 19 ・ 17 tc径 cm
• 1 2.9 10.4 11.7 21.9 15.3 13.6 3s 1 331

2 3.6 150.2 24.3 33.6 21.5 8.7 2 3.2 2.95
3 2.1 74.6 3.6 8.7 12.6 5.7 準 3 2.3 2.43
4 3.1 106.2 13.1 16.4 19.8 14.7 4 5.9 4.50
5 2.9 95.8 12.4 16.4 14.2 12.3 信 州 5 3.2 2.87

エ ゾー ツ 6 1.9 70.8 15.7 7.4 7.3 4.2 カラツ
* 6 3.2 2.5S

7 3.1 127.1 16.2 33.4 17.8 16.5 * 7 ・ 1.6 1.78
8 3.0 116.2 11.6 13.0 10.4 20.3 8 1.7 1.84
9 2.6 120.0 19.4 29.0 15.0 10.0 9 2.0 1.89

10 3.9 135.0 17.1 20.3 9.4 25.6 平均 2.0 2.68
平均 2.9 112.6 14.5 20.0 !3 13.2

1 3.0 145.1 21.4 21.1 2t:8 21.0 ト ド マツ ・ エゾマツ のﾡ裁後の

2
3

3.1
2.7

150.4
120.6

11.1
5.6

18.0
9.3

36.4
13.2

22.7
17.4 生長は立地に よ つて種 s な差異が生

4
5

3.1
1.6

164.6
94.2

13.7
1.8

21.7
6.8

25.0
7.0

22.6
9.7

ﾡるものであるが, 弟子屈花抑料地

ト ドツ 6 1.6 93.6 1.6 12.6 20.6 10.0 部内で二, 三調査Lた結果を示せば
7 
8

1.0
1.0

80.8
61.9

3.2
4.8

5.3
5.3

6.4
2.8

7.9
2.7 次の如 く である。

9
10

1.4
1.2

87.5
62.3

4.2
4.3

6.3
4.7

17.2
7.2

17.8
7.0

摩周事•爵源則班 43 f 昭和 14

平均］ 2.0 106.1 7.2 11.i 158 13.9 年に 列狀混沿 した トドマツ・ エゾマ

2
3.4
4.5

136.4
140.4

25.3
15.6

28.2
22.6

25.7
16.3

18.0
6.2

ッ逃林地に就さその樹高5生長を調在

3 2.7 122.7 13.0 7.0 6.3 19.6 したる結果は第 123 の如く であ

5
3.0
3.4

142.3
134.2

17.4
13.1

26.5
16.1

29.3
23.5

12.8
18.7 る。本ﾡ求地は海抜商高5400mで,市

ドイツ
トツヒ 6

7
3.6
3.5

126.3
144.3

22.0
11.2

20.8
27.6

24.7
256

15.5
20.7

方に ッッシカ ンバを主と したる樹林

8 3.8 156.6 13.4 8.5 22.3 23.2 地帶をひかえた山面未立木地であ

9
10

3.7
4.0

165.2
163.4

9.3
9.2

25.9
16.9

29.3
33.3

14.5
25.1 る。すなわ ち 横求ﾡ初は エソマンは

均 3.6 143.2 15.0 20.0 22.6 17.4 ト ドマツに比し生長が劣るが S～4

年後は次第に生長のまが少くなる様である。

次に弟子屈事来ﾡﾡ測班89イ 昭和15 年ﾡ救地の ト ドマッ ・ エゾマッの樹高生長を比 

較すれば次の如くである。

木地域は海救 230 m の山腹傾斜地の未立木地に植栽せられた も のであ る。そのﾡ果は第 12 

4 表の如く ,前記調布 と 反對の傾向 を示す ものである が, 一般に海拔高の低い土地の肥沃な 力所 

ではトドマツは優良な成績を示すヵ所が多い。

ト ドマッ ・ エェソマッ ・ カェジの成ﾡを調在した一例を示せ士ば, 何れも植栽後日淺くて來 

な州然と した成績が不明であるが,ﾡ子屈事ﾡﾡﾡ班90に於て昭和16年秋ﾡせられた各樹
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昭和 18 年 10 月第123表

樹 H 番 M路 1 
cm

総諸営

cm ・a 18

4 4

W 17

七 Ji cm

昭16 I 1ラ HIイ

1 94 io 29 18 16 6 6
2 90 18 20 l 19 9 10 ： 14

81 19 27 19 5 6 5エゾマツ
4 90 21 23

#
25 12 3 6

5 82 19 23 I 22 8 7 3

/ ザ均 87.41 19.2 244 20.6 10.0 6.4 6.8

1 87 18 26 17 ・5 9 12
2 97 14 31 24 10 3 15
3 73 10 21 18 9 6 9トドマツ
4 80 13 17 29 10 3 8
5 104 12 26 30 15 10 11

・ T均 89.2 13.4 24.2 23.6 9.8 7.2 11.0

和 10 木究調在した執を示* 

第 12ラ 炎の如くであろ。

以.の締によれば, 9月 

ﾡ歳の場合 トドッの樹5生 

がﾡも血 く ・ 10月 怖の場合 

はアカ エソが般良の生長 を示し 

た。

なお効子届来ﾡW劇班70 

の平坦笹生地に ﾡ救せ られたア 

カ エゾの造林成績は,昭和 16 

年M, M救時16.5cm, 昭

第124表 ・ 昭和184r0月調

を 樹高
cm

樹 高 生 具 cm 版圾 
時

cm
希談 樹高

cm

樹 高6 生 長 cm
時 

商h
cm昭18 昭17 昭I6 昭15 昭17 昭16 Mi6

1 80 24 22 1 14 5 15 1 ・75・ 20 12 6 4 33
2 81 • 26 24 6 6 19 2 86 25 17 3 7 34
3 61 14 18 6 5 18 3 73 27 6 3 7 30
4 97 31 27 II 9 19 4 84 32 12 3 4 33
引 88, 23A ・26 6 14 19 5 90 17 32 5 5 31

エ ゾマツ 6 70 19 20 11 7 13 卜 Fマツ 6 94 17 21 2 5 49
7 72 23 19 7 6 17 7 94 20 23 9 8 34
8 66 16 19 10 6 \ 115 8 105 37 23 5 5 35
9 67 23 16 8 5 15 9 89 29 20 3 3 34

10 71 17 21 10 7 16 10 89 33 15 3 3 35
事均 75.3 21.6 212 8.9 7.0 16.6 平均 87.9 25.7 18.1 4.2 5.1 34.8

和16年5.2cm, 17年10.7cm, 18年14.1cm, 現 第125表

人工下和f業は 商5変風衛地のf通ﾡ求によ つて成朴の困難な る 力 所に対 したﾡ樹種の来

生林を仕立て, その保護の も と に第二次的に 優良林分の誘導を計らんが爲に支行せられた もの

であろか, その成紙は第 126 炎の如く 

良好でな く,脚時地朴改計の際に 

その賞行を中止せらろるに至つ。そ 

の成績不良の原因としては下種施行力 

所は一般に •高寒地である 為融き迎 く ・ 

履 * 種子の雪れ を生じ, 成紙不良に

第 126 表

樹 、 H
ヤ マ ハ 
ンノキ

ダケ
カ ンバ カンベ カラマツ It

L 面i税 ha 2.00 3.85 0 0 ' 5.8ら
上 % 4 ・ 2 0 2
巾 面税 ha 36.62 52.51 1.S6 5.17 96.16

ウ% 73 25 22 34 34
F 面税 ha 11.33 151.06 6.62 9.83 178.84

23 73 78 66 64

陷りたる力所があつたことと,また發芽後に於ても生育一般に不良で雜草蘇苦翹の侵入, 土 

飛散或は加上ぐに よ り消滅する も のが少 く ないさ

在46.5cm の樹75を行する(標消木10本不均)。以 

上の如 く スッ エ ゾは幼時の生長が トドマッ・エゾ 

マッに比 し幾分劣る樣であるが,土地的條件の良 

好でない力所に對しては反つて トドマッ・ ェソマ 

ッに 優つた生育 を示す も のである。

グイマッに就いてはﾡ子屈事直ﾡ却班 77イ

樹 和 植改月 樹高
cm

樹生長 cm
mii 

Cm 昭18 昭17

トドマッ 9 76.5 39.5 22.5 11.5
クロェゾ 9 54.9 24.3 22.3 8.3
カエゾ 9 64.7 31.3 19.7 13.7

1 ト ドッ 10 55 5 36.1 11.4 8.0
クロエゾ 10 56.6 27.5 17.3 11.8
アカエゾ 10 64.7 31.3 19.7 13.7

山腹市面ﾡ利14 4桁栽述林地に於てI和 23 年 7 月調査 した成績によ ればボ均樹 4.1m, 平

均胸高直徑は 4.5 cm とﾡ ヒ, その松準木 2 木の樹折解木の生経過は第28の如 くである。 

すなわち信州カラマツの生長にるも トドマッ ・ ェソマツに比しはるかによ く, 今後の生長を 

期待でさる。

第二前 植栽地の土壌性と造林成績との關係調査

從來植栽地の土壌の现化學的,;肝砥竝びに十•壊形態が植栽木の生長忆及ぼす影響に就いて 

は, 幾多の研究パ®® があるが,本地域に於て も 植栽地の土壊形態竝びに理化學的性質の差異 

が盤朴木の生ﾡに相常M神な地を興父てハる。その因果關係を突めんと して, 木調布に落手 

した ものであろ。ま た本地方の如く 住生地で好 風 被害の激抑な る カ 所の地ﾡと Lて, 大入地ﾡ 

が問題視せ ら るる處であるが,この施行地に釣1 てその成績を隣接の普通條刈地持地と成績を

, 比核機討した。.

I. 調 ﾡ カ 所

調地としてﾡ子畑事業W西測班19イ, 21イおよびﾡ期班77イ の兩造林地を選定し,前
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者をベケレ後者をシケレ べ調布と した。ベケレ 調布地は ベケレ 山市j施をめる造地の一部で 

弟子屈小業匿中初期の臨時造林力所である。木造林地は帆弭上部よ り ド部に至るに從い,ナな 

わち山腹急斜面よ り神部級科地に至るに従い土壌の成府状態数びにﾡ木の生育状況に交県を 

方する故,山腹部よ りﾡ部に至る各地形に座じて第127炎の如き5ヵ所の栃消地を決定した。

第127表

概名 位 m 面 私 
ms

ﾡ載年度 ha公ル拡 
本数 (本)

商 b

ベケ レ 1 剤子刷み※の 19イ 公 斜t 625 ・和13 4 ト ドマッ ' 3,993 4 4生

" 2 " 21イ 625 " 14 年春 3,500
" 3 グ 625 " " 3,500 グ

・ 4 ク 年 625 " 15 4 3,796 3 4生

ク 5 緩 4 625 " " 3,796

次にシケレべ調地は昭和14 年大入地持の上ﾡﾡしたぬと, これに隣接した筋刈地と 

第 128炎の如さ 4 ヵ所の状池地を設して調した。

第128表

熱增地名 位 m 2
—一 m

植ﾡ4度 樹 種
haで販権 
本敷 (木)

商 t

レケレベI 弟子 M 小菜皈 7iィ 筋刈 478
-ーザ -マママ- ---

即和 14 4イ ト ドマッ 2,520 4 4生

" 2 グ 火入 625 2,520
" 3 り 筋刈 608 2,520 .
" 4 火入 625 2,520

各状消地の位置は第 29, 30 岡の如く である。

I. 調ガ法

各調在地に就き土城詞査および植栽木の成秋測査をなした。その概ﾡは交の如くである。

""g

/..3『んヘ 
卜sマ・

X・そ/・rブ,

ス37イa 
エゾマ・

>トマッ
”マシ/DdIS .

第29図 込計ﾡ調査地位、置岡 

弟子 風卿子 優勘班 19イ, 21 イ
第30図 ﾡ計 込調査地 位 建 間

A 【77ロ 所次

卜ざマ・

ウマブ
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(A) 土壌調在

調在地内の主要ヵ所に就き土壌断面調在をなし, その店とﾡ救木のﾡ系との叫係を取調 

べる と 共に各底位の土壌の化學分析を行い,行幼態ﾡ物茶然分合述・水油性秘ﾡ根合量・水業 

イオン浪度を測定した。

(B) 植栽地の成績調先

前記扱地内のﾡ救木を健全木 ・ 新木 ・ 設伐木 ・ そのた被害木・ ﾡ損木 •袖植木の 6種 

にﾡ分しそ, その本数竝びに樹高 ・ 地際猟を測定し,地林木の添率 ・ 被害程度等を調充した。 

次に健全木のみに就き標準地內およびその附近よ り 200本以上を選押, 地際 ・ 樹高5・ ﾡ救後 

の連年樹高生長が: を調測定 した。主たシケレ べ胭査地に 於て は速年樹高生；長最測定 と 同時に 各齢 

附別の山径を調布して H/D 率 M綁に對する樹高の 比率)をﾡ定した。 各松準地上 り基本のれ 

準木 を選び實驗室にて その旅优關係 ・ 分枝数 ・ 針葉長等の細密形態調布 を な した。

HI. 調 益 納 果

EAコペケレ調布地

(1) 調査地の土性

各械消地内のﾡ救木ﾡ系の仲災範ﾡ内に在る土ﾡ断面は第31Nlの如く , その共通せる4

• ・ 93

性と して 2～3cm の祉府ﾡ府の下にNﾡ色の府ﾡ店を行し, その下tiに約10cm 内外の次白色 

未闘化火山次ルをイし, にその下部にM色ﾡﾡなるﾡﾡ片が述り, 褐色火山砂礫厝がその下 

に り . 更に深く端地すれば幾多の粒ﾡﾡびに品色を典にナる大山次ﾡめ逃試が認め られる。 

前項 上 填調布の項に 於て祀述 I な如く, 降ル桃A統に属する粉状大山灰店がﾡ状iに, 当神に 

出現ナる場合 と ・ その上下耐 と J跡報的に 出現する 場令 と が:あるが,前者は 山施不地地Iに 出 

現し, 後界は山腹傾斜面に岡められる。

炎(2〜10cm)のイi幼態策業分合量の益興は, 土ﾡ調の第73炎に示した通りであつて, 

カ•効態燐酸の含量は裾部个川地より斜面に多く,灰白色火山灰麻はその含M:が也だ少い。方効 

態加 mは 各土壤共 極め て 少量で, 比桜ナ べ さ 範里に しない。 大に行幼態容米合量は斜町 と 裾 

部とに於け る M 的關係が燐酸含曲に於け る場合と 同様であ る。以上の調査に よ り 山施不ﾡ部は 

u版傾斜や地に比して府粉状の紙商な次白色大山ﾡ府がく ・ □その表府に 於て冇効態农素 ・ 燐 

ゆが:共に 傾斜地に 比して劣る D, こ れが種 々 造林木の生長に J影 をお上 すナ ものと考えられ

(2)調地内ﾡ求木の紙況

木調地内の ト ドッ M攻木の現イ状況を みるに, ベケレ 山範の平坦部に於て その成績战

第31岡 弟予子刷ﾡ戦 地 土現断面 ﾡ
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も惑く, 傾斜の程度を増すと 共に良好となる。これは前述の： 上城關係の外に,ﾡ城ド度の相述 

、 \
cxりﾡ時の候およびう務訓様の良否にも支配せられることが大きい。昭和 13年度

の求は Eと して山梵部に行われ,数時述林門始M初の職口労務の訓繰の不足およびその松 

波諾時非常な靴燥がﾡいた1全ﾡ的にその年のﾡﾡ地は汗ﾡ不央であつた。これに反 I て昭和

154度は主と して傾斜地に値戒せられ,かつ柚:依當時の天候と I て降雨が適•當•にあつて活着が

非常に 良好であつた。次に前記 

松川地に就 さ 原植本敷に如す る 

仙金木・ 獅i木 ・映役木・ その 

た被害木•枯損木等の本數步合 

お よ び補松率 ・ 現存率 を 調在 し 

た結果は第 129 表の如く,これ 

を haに換算してその本数を 

求めれば第 130 次の如く であろ。

以上の結果に挥れば標準地 

内の植栽年度の相異な る 公山接 

比較は出楽ないが, W和 14 年 

度植栽に 係 る不部逃*地標ﾡ

第129表

松巡追名

-二g ママ* ********-神マw*ママ* ﾡマ*ママママママママ-マママ4番でママママ4神

旅械木敷に製する

*マママ-マママママママママ*w*マ
%

健全木河害木決伐木工?生枯む1木: 出 的値木現存:木

ベケ レ 1 16.7 11.1 13.3 3.7 25.2 100.0 10.4| 85.2
" 2 10.0 10.8 6.3 '3.7 69.2 100.0 0Q 30.8
ク 3 31.8 13.0 7.8 6.3 41.1 100.0 06 589

69.9 53 6.8 3.7 14.3 100.0 0o 85.7

第 130 表

ﾡ地名
ha 恭 宴 (換p)

健余木純也木;誤伐木 ての他 
獲木

横損木 Mﾡ木存木

ベケ レ 1 1,008 240 288 80 544 2,160 224 1,80
り 2 384 416 210 14 2,656 3,840 0 1,184
グ 3 976 100 240 192 1,264 3,072 0 1,808

4 1,188 112 144 80 304 2,128 0 1,824



96 97

地 No.2 の成领が最も惡く,健全木百分卒が10%で枯損木がﾡる多い。 大にこれとﾡ接する同 

一ﾡ救の級斜命盛林地No.3は, 健全木百分率が 31.8% で,林払木はNo.2に次で多い。 金料 

地のﾡ救年度は前記の採準地と横以年度を県にするが, 共に枯損木少 く ・ その現存率が良好で 

あつた。

すなわち平坦地より傾斜地に遷移すると共に枯損率が少く,かつ各種の被害木も減少する.

大に標準地内のﾡ栽木に就きその種別付に貸均地際山任および樹を求めれば第 131 の如 く 

である。

第 131 表

すなわちその生長もド地よ り 傾斜地に至る と共に,その生長が良好なる何向がﾡわれる。

福半地名
健全木cm 木 cm 設 役 木 cm

------------------- 
その他ﾡﾡ木 cm

-...----------------------こ.。
補植木cm

D H D H D H D II D H

ベケ レ 1 629 0.9 43.8 0.9 25.1 0.7 41.9 0.8 39.8
グ 2 08 30.5 0.9 296 0.9 21.5 0.8 31.3
ク 3 0.9 52.2 1.0 46.5 0.9 35.3 0.7 35.7 ・
グ 4 08 47.2 0.7 30.0 06 25.2 0.8 49.2

(3)植栽木の生長比較

各調査地の造林木の地際經 ・ 樹高 ・ 各年度の樹尚生長策 を比較すれば次の如く であつて, 

本表は調在木の算術的不均価・ 標準偏が ・ ﾡ化係数を算出 した も のであ る。

その紙にﾡれば岡一ﾡ核年度の No.2, No.3 兩標準地を比較すれば植栽時の昭和 14 年度

は同一仲を示すが, 茶年圧より 1.6倍以上の迷を示し 総斜地のNo.3標判地が仲長良好 

で, 昭和 17年度に於ける樹高は不型地No.2標準地の 1.4倍に該常した。次に昭和 15 年植栽の

第 132 表

標増
番 獲 協要

--------------
際径

_________cm
謝 高;

cm

/
------------------------------------------------- 

生・ 長 cm

昭17 昭16 昭 15 ・ 14 昭 13

M 1.19士0.019 70.0土1.30 15.010.38 13.810.49 12.610.39 8.810.29 6.310.21
お 0.330士00138 20.78士0.922 6.01 主0266 7.7710.344 6.1710.273 4.6510.206 3.2810.1451 V 26.1土1.23 29.711.43 40.1 ±2.04 56.3+3.19 49.010.264 52.8+292 52. r 12.87

( M 0.87士0013 37.7 土0.65 6.810.08 7.110.32 7.110.23 6.410.23
ベケ レ 丿

2 1 5 0.179主0.009 9.2010.460 1.1910.060 4.5710.229 3.2910.164 3.2510.163 ・
1 V 20.6 土 1.07 24.4±L29 17.5 ±0.90 64.414.36 46.312.77 50.8士3.13
( M 0.920014 53.5土 1.05 11.8士039 13.210.47 11.6 士 0.40 6.4 土 0.15 ・-

0.221x0.097 16.98 1 0.746 6.2710.275 7.58 1 0.333 64.6士0.284 2.400.105
( V 24.0土1.11 31.711.52 53.112.90 57.413.23 55.613.10 37.5 土 1.86 ・-

* ( M 0.74士0.010 50.210.81 19.610.42 11.110.33 5.010.12
0.213士0.007 16.6910.570 8.62主0.294 6.812.32 2.56 士 0.087 • ・-

V 28.8il.06 33.3 ±1.26 44.011.76 61.212.76 51.2 士 2.16
M 0.6710.001 35.010.61 11.310.14 6.911.70 7.510.25 —-・

ベケ レ 
5 6 0.015士0.001 6.5210.431 1.45士0.095 1.8110.120 2.71 ±0.179 ー ー

V 22.4土1.56 18.6+1.800 12.8士0.86 26.211.84 3.6112.48 —

急斜地 No.4松消地に比桜すれば樹5生は前記2松平地に比しも小好ぜ, 昭和17年度に於

ける樹5はほとんど No.2松i地地の樹5にU敵する。 なお峰通高所にある標準地 No.5 は中腹

登斜り地にる松巡地 No.4 のつ樹5に比し生長 り , 69.72%6 に該常 した。

次に標準偏差故びに始化係数 第 133 当

をみるに, 生良好な No.4松消 生 長 率
HD

地が批大で,大に No.3 で, 生炎
昭17 ・ 16 ・ 15 ・ 14 ・ 13

ベケ レ 1 29.78 34.37 43.88 45.89 47.75 59.6
不良な No.2 松判地はも小さい " 2 21.16 32.02 45.72 67.55 45.9

位を示した。これは No.2松i地 " 3 28.94 42.81 54.78 43.42 一 62.6
" 4 5S.89 51.55 41.59 — 62.8

は全般に渉つて生長不良で個府的 " 5 46.93 41.94 77.48 ・・ — 54.0

差異の少い頂を示す も のであ る。 4松消地に於けるれ救木の不均生は第139変の如くであ

る。なお調在時の 樹5/地際杯 の平均値 を も 例記 し な。 そ の精犬にれば下出地の No.2 標準

地は植栽後次第に生長の減退を 示すが急斜地の No.4 松地は反討にその生は大第に運の 

傾向を示し, 綏斜地はその中間の値を示し,加求後2年日に生率のを示し, その後大第 

に低下ナる。

に H/Dを此紋すれはNo.」北i地は大で, 次で No.3 標準地,No.2 標準地の順序 

である。

すなわち平坦地にあ る木は樹高生は後述の原因に よ り 仲長を阻止せられるるが,肥大

.. ,, . 生長はその印止せられる和度が少いﾡで, 太い短い 
ンや 1・4 «

〒 r
べ ケ レ

ew T 「項
No2 No.3 No.4 即植栽木の形態的羞異

o他 際 it 径 cm 0.793 0.880 0.890 No.2,3,4 の三標準地の植栽木の夫を その力所

樹

供

cm
長cm

36.7
24.7

39.5
22.8

53.7
265

\ 、,
の特徴を示すものを 2～3 本宛選定して, その生

九生 P T 量 10.4 11.5 12.5 關係を調布 した結果は第 134 炎の如 く である。また

上

部量
—— g

枝体Ri 
楽 m i 

t 
ャ------------

4.2
8.2

22.81

4.5
15.7
31.7

3.7
19.2
35.4

同一資料で分枝數竝びに その熱 を 取調べた斜果 は 

大の如く であ る。すなわち樹高生長は前記の如 く 急

地下i生Jiit g
T～R 率

8.2
2.78

13.2
2.40

11.6
3.05

斜地 •綏斜地 •平川.地に至る と 共に生長不良 となる。

樹 M 14 5.4 3.9 一 → また枝分れの状態を見て も同様に急斜地よ り不型地
ii 
生 
長

昭15
昭16

7.2
2.9

6.3
7.5

3.7
12.8

に進む と 共に分校數が少 く, また分枝總長が•短い。

it
cm 昭17 o 11.9 23.3 葉の形態が環境因子に よ り變化する こ と はutic

W 14
昭 I5
昭g 16

29.67
30.51
9.42

39.39
45.65

37.31
27.41
74.42

佐 |||-・ 至* 原川泰必 等によ り認められるである

が, こ の場合に於け る葉の比較要素を調査 した結果

W 17 8.90• 43.12 79.00
は第136の通りである。
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第・135表

すなわち生育良好な No.4 栃準地のもの

4度
ベケレ No.2 ベケレ No.3 ベケレ No.4

分枝致 總艮 分枝ﾡ 当 分ﾡ製 当

昭 I7 29.0
cm

69.5 53.0
cm

188.2
cm

35.9 157.2
昭16 54.3 40.3 764 26.1 60.2 12.3
昭 15 9.0 45.8 11.7 352 4.0 12.3
昭 14 1.0 7.4 3.3 14.1 0.5 0.9
斯 933 163.0 144.4 263.6 100.6 182.7

は生炎不良な No.2 標準地の ものに比校して 

葉炎が く,業幅・ 薬ル共に大 e い。しかし 

No.2 標準地の昭和 17年度側枝の如く 軽度の 

獅省によ り一部の葉が異常に發達したものが 

あるが, 一般に急斜地より平坦地に至る と共

第136表

ﾡ増名 ﾡ E" 楽量
cm

楽M
mm

楽ル
mm

Icm内 
楽吐

昭 I7 側技 7.6 1.08 0.38 16.5
グ 主件 18.4 167 053 5.2

ベケ レ 2 
平例地

M 16 側技 23.6 1.75 0.57 6.3
・ 15 グ 13.5 1.51 0.51 14.0
昭14 9.6 1.00 0.28 17.3

WI7 側様 19.3 1.31 0.38 12.0
グ 主件 15.9 1.35 0.39 7.4

ベケ レ 3 
級斜

昭16 側技 13.0 1.26 ' 2.38 13.0
昭15 グ 12.6 1.45 0.43 14.0
M I4 グ 10.5 1.04 0.32 23.2

昭17 側桜 25.8 1.39 0.45 13.5
ペケ レ 4 
急細自

り 主幹 21.9 1.35 0.49 6.0
昭16 側技 15.8 1.40 0.55 11.5
昭15 グ 10.5 0.97 0.34 20.6

に葉色は濃緑色よ り 黄緑色に變化し,その葉長 ・楽幡・ ※が小さ く なる 傾向が認められた。.

この関係は楽のJ位数然のiにかても同校であつた。また桜係の 10cm 諾の針業述に 

於ても 同校で ある。すなわち 急斜地に ﾡ抜せ られたものは, 不地地に権抜せ られたものに 比 し 

て總開的に見て榮聋狀態が良好な ること が明らかに認められる。

第137表

ﾡ 消 ﾡ 名 希業4ル 楽 4t 菜 100 枝 一K 枝-保 10 cm 公 針 楽 量

イr W
生 T 張 と貴工量 生 T 量 ゆポ1

昭17 側 枝 0.1980 0.0885 03263 0.1460
グ 主 件 1.0896 0.4404 0.5666 0.2290 ・

ペケレ 2 
平担 昭16 側 枝 1.4779 0.6626 0.9360 0.4197

昭i5 グ 0.7143 0.3826 1.0000 0.5357
昭 14 0.1857 0.1272 0.3203 0.2195

昭17 側 枝 0.6408 0.2698 0.7690 0.3238
グ 主 件 0.5254 0.2324 0.3888 0.1720

ペケレ 3 
杉2料地

昭16 側枝 0.3521 0.1777 0.4578 0-2310
昭15 グ 0.4553 0.2341 0.6374 0.3277

ﾡ**。。*.**.**4。*
昭 14 グ 0.2026 0.1000 0.4710 0.2325

| 昭 17 側 枝 1.0357 0.4459 1.3983 0.6020
ペケレ 4 ! ヶ 主 幹 0.8570 0 3287 0.5142 0.1972

公行地 WI6 側 枝 0.7809 0.3430 0.8980 0.3945
； ・ 15 グ 0.2181 0.1253 .0.5000 0 2577

(5) 土壤性が植栽木の生長に お よ す形響に 對す る 考条

土城形態と植裁木との關係を考察してみるに裾部•平坦地の生長不良地に於ける トドッ 

植栽木の根系を調査するに,主根はほとんど灰白色人山灰府上部に於てのみ延して, 下方の 

灰白色火山曆中に仲長を見ない。また灰白色火山灰脣下の悩植層に根を仲要したものは,灰白 

色大山次ﾡの上部と下部の2ヵ所にﾡを仲長せしめ, いわゆる二 m 根を形成している。その状 

沈はE資10の如くである。すなわち灰白色火山灰杆は未風化の火山灰なる上,そのI麻粉状を 

なして, 微細緊密で理學的性質不良に して,かつ木府が榮養分決除して居る為植裁木の根の伸 

災を許さない公所る現象をユナるに至つたものとﾡ考せられる。

トドマツﾡ収木のﾡを英延して居るﾡﾡはル数報にさない公怖求後 2, 3 4にてほ 

とんど 生長が体ルナ るにでる。

窓眞 10. K色火山用下に権せ られ

た揚合二近根 を涙出す る 状況 を示す

富眞 11. 獣版ド米ﾡ.u 40 に於て A植はの み に

ﾡが型延し灰白色火山灰ﾡ中へ仲長せる状況を示ナ

以上の現象は灰白色火山灰肝厚く,緊密なる騒をなす裾部平坦地に顯著で,傾斜の度合を 

埼ナ と 共に灰白色火山灰屑が不明瞭 と なると 共に本現条 も 留められなく なる。

に 土壌の植物榮養分含:法 と 植栽木の生長と ○lには前記分析求の如く ,行幼館築な よ 

び燐酸含泥: との間に一脈の關係が認め られる。すなわち裾部平坦地よ り生育良好なる傾斜面に 

かて幾分 と れら業養分の含量が多 く ・ 急科地に はほ と ん ど認め られない為,神部不地は急科 

地に比 しﾡ求木生長に 格段の差異が生ず る.

以上の如く 2 して理學的性質が不良で, かっ植物榮養分含策の缺乏 した次白色大山次ル 

にcよ り植栽木の生育がた右せられ,該屑のけく 明瞭な裾部平坦地の造林成績は,局所氣候的の 

遮峰件と相険つてを々A収木の生長を叫響する。これに反して急斜地では灰白色火山灰肝が上 

下雨が:清 し て所 不明ﾡでその過林木の生貸は二般に良なである 。
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以上の土壌性の影饗は唯植栽の生育のみでな く, 本調在地に廣く 分布する笹にかても同様

であつて, 平坦凹地はその生育悪く 程長短小であり,虐によつてはカヤ •スグMが彼に代る.

これに反して傾斜地は程長長 く,その生育も良好で征が指ﾡﾡ物として, その土壌の肥沃度を

物語つている。

Bコ シケレべ調地

(1) 調査地の土性

本調先地の土麻は表册 厚さ 10cm のがあり, その下肝に厚さ 30cm の赤色があ

り, 下部は次第に石礫を混するに至る。灰白色大山灰片はﾡﾡ下に不げ脱ながら動在する。

大入地と 筋刈地の土壌の相違は唯 2～3cm の表肝に火入地は彼灰を混じた黒色腐植騒があ り,

筋刈地は該部分は相ﾡ質で占 められる。

第138表 土居を構成する火山灰籽の/序はペケレ調布地と

ので硝酸化成作用の旺盛である

• 新鮮物水分 42,946

w 酸 ﾡ ﾡ 米 0.0341
統 ィンそ=" 継空米 0.0096
土 効ﾡ9米 aoi2i

効態城 r 0.0064
分 オ 効 ﾡ 加 里 0.0006
中 1% ﾡ邦液に川 

税2 爪跡

土をとせ i M i 0.0014
ガー以る 
三1て液 
8の注 
g水出

I/10N NaOHii駄 0.45
上記を破前に換算せ 
る Soa 00016

土のPH仮 ・56

同様で, 上片はﾡA統, 下片は雌阿災統にんする。

大入地ﾡ地壌の行効態ﾡ物然炎分合を測定したﾡ 

県は第 138の如く である。 本炎とi記ペケレ調在地

土壊の分析結果 と 比皎すれば,本土ﾡはﾡ酸態合

•朮が他の土壌に比し著しく 多いが認め られる。これ

はデンモニ の生成が上ﾡの理ﾡ的性質の良好でな い

虐に於ても彼類によ り行われるが,ﾡ酸化成作川はバ

クテリ ヤの整制に良好なる化學的および理學的條件下,

すなわち好氣的状態でなければ充分に行わ れないも

第 139 表

の は植物生育の良好な る 事 を我

徴するものである。有効態袋

合 C於て もまたペケレ 割査土

ﾡに比し, その合量が多く,他

の方効態燐酸加里において も 優

ﾡ 植 木 数 にﾡする ti 分 社

健金水ﾡ書木 畏世木温誤枯世木 mt 前桃木:現存冰

シケ レ 1 31.8 23.5 5.3 4.5 34.4 100.0 83 73.5
グ 2 24.2 23.0 2.3 6.7 43.8 100.0 27.0 83.1
〃 3 46.8 18.2 7.1 4.5 23.4 100.0 6.5 83.1

・ り 4 64.8 12.3 28 3.3 16.8 100.0 12.3 95.5

第 140 表
ろとも分らざる合を示す。 土

ﾡの PH慣はべ ケ レ朝卷に於け ------- ha 常(換 木 wt
-- =-- <

る と 何様で, 秘ﾡ量はベケレ 調 " f 健金木の害水水を客は加木 t MH木L/P木

地に比して少い。 シケレベ!
y 2

880|649 147 126 9631 2,765 230
687 656 64 192 1,2481 2,847 768

2,032
2,367

(2) 調地内の権救木の紙況 ヶ 3 1,185 461 :181 115 5932,535 165 2,107
本調査地の トドマッ 植助.  り 1,858 352 80 96 4802.866 352 2,738

の状況をみるに, 過札地中下血部が広も不良で, 緩斜林程部が活的 •生長共に良好である。 

iiのtiJuiに就tさM｛統木製に到ナる仙企木 ・1i ホ・ぷ代木・ そのたﾡ木 ・ 怖木の本数 

歩合および稲植率 ・現イボを求めたﾡ県は第 139炎の如く, これを ha 常に換応して本数を求 

めると第 140炎の通りである。

以.の納県によれば不川地に於ては筋刈の力が:仙傘木多く ・ 林縁緩斜地はこれに反対の結 

果 と なつた。 i許木は大入地 と 筋刈地と大が:認め られないが,誤代木はﾡが無いかた大の 

低い大入地折は筋刈地の分以下である。平坦部の 火入地括の枯損の多い隙因は. アマチヤズ 

ル・ キノウナギッカ ミ等の変ﾡ類が木を被ﾡすることに起因ナるものが多い。

次に標ﾡ地内のﾡﾡ木に就さ, その種別毎に不均地際極びに不均樹高を求むれば第 141 
表の如く である。すなわち大入地ﾡ地のﾡ救木が不ﾡ地にかてもまた級斜地に於ても生育良好 

であり, 特に不地にその傾向がﾡ者である。

・ 第 141 表

標準地名
ﾡ木 cm 害 木 cm 設役木 cm そ の他ﾡt書木 cm M 植木 cm

D H D H D H D H D H

シケレベI 1.1 59.8 1.0 44.2 0.9 28.5 1.0 525 0.7 34.9
" 2 1.8. 70.6 1.5 53.3 1.7 41.5 1.4 59.1 1.0 26.5
・ 3 1.3 79.3 1.1 46.4 1.1 42.4 1.0 419 1.0 29.9

1.7 85.0 1.4 57.7 1.0 25.0 1.0 49.8 0.9 34.4

(3) 植栽木の生長比校

各標準地の健全木の地際視 ・ 樹商高5 ・ ﾡ求後の地樹商高生長量を比較ナれば第 142炎の如く

である。その成績によれば,火入地折地は地際ﾡに於て筋刈地の1.3〜1.4倍に相常し, 樹高に

第 • 142 表

相地名 ﾡ要 追際ic
cm

樹 高

cm

世 高 生 Ji 源 cm 調査 
本ﾡW 17 ・ 16 昭 15 W 14

M 1.27 ±0.022 , 71.5土1.33 54.。 1.02 35.6土0.57 23.6 士 0.26 16.4 土 0.18
シケレベ1 
筋刈・ボ畑 6 0.347 ±0.0156 20.83土0.939 16.04:1:0.723 S97± 0.404 4.15士0.187 2.87 ±0.129 113

V 27.3±1.32 29.1 ±1.41 29.7士1.34 25.2 土 1.21 17.6 土 Q82 17.5 土 0.81

シケレベ2 
火入・ド地

M 1.80 ±0.027 75.8 ±0.95 59.2:!： 0.86 10.2士086 24.9 ±0.21 1&1土9.20
6 0.473 ±0.0191 16.60 土 Q67I 15.06:： 0.609 9.75士0.394 3.71土0.150 3.45士0.140 138
v・ 26.3±1.14 21.9 ±0.93 25.4 ±1.09 24.3+1.04 14.9 ±0.62 19.1 ±080

M l.37±0.010 87.3 土 1.07 64.6士0.73 36.3 土 0.348 24.3土016 18.5±0.15
シケレベ3 
筋刈・想斜

0.234 ±0.0074 22.60 ± 0712 16.84;1: 0.519 7.58主0,239 3.55士0.112 3.26 ±0.103 229
V 17.1 ±0.55 25.9 土 0.84 26.1土0.88 20.90.66 14.6 ±0.47 17.6 ±0.57

シケレベ4 
火入・都斜

M 1.81 ±0.020 89.71.00 67.7 ±0.75 40.8 ±0.43 25.1：. 0.20 18.4土0.16
0.448士0.0143 22.05 ±0.704 16.61±0.531 9.56士0.305 4.52主0.144 3.600.115 223

V 24.80.839 1 24.60.832 24.50.87 23.4 ±0.78 18.0土0.59 [9.6 ±0.41
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於てはそのをが少が, 大入地地は筋刈地よ り 3～6%f加を示す。

昭和 14 4作以降の年々の樹が生長派をみるに, 植我當初に於ては荷刈地と 大入地との交興

が少いが, その後45cmの開きを生すろ。 大に樹5生長に於ても,山［行生長に於ても, 火

第 143 表 入地折地が大価に於て状半岡なびに

福名
生 』 と 率 ■ 愛化係数が小さく, 仙ﾡの分散度の

駆 17 留 16 昭け昭 14
______ 小さく,比校的揃つて居ることを物読

シケ レベ 1 33.88 50.30 50.40 42.73 58.5
" 2 30.09 47.48 61.22 38.41 415 2てAろ。

" 3 35.39 78.20 49.92 32.80 642 次に連年樹為生長率の平均値を 算
" 4 34.14 66.74 63.45 38.26 53.0

/tしは1の畑く» 王さは

裁後2年間は大入地折が大きく, その後の2年間は反討に筋刈地の方がその価が大きい。樹商5 

を地際直役で除した商を同表に示したが, いナれも大入地ﾡ地に小で, 筋刈地の70～80%iに 

該がする。この關係を詳細に調死する為に毎年の H/D 率を調在ナれば第 144炎の如くである。 

各年度の伸長を 示す主幹下部の直徑は第 145 炎の通 り で, 大入地地が:常に肥大生長に優つて 

居ることを示す。すなわち火入地松力所の トドマツ植栽木は筋刈地に比校すれば,樹商高5生長に 

於ても4～5%優つて居るが, 肥大生長に於ては非常の差を灯し,40〜50%の開きが:ある。筋 

刈地の植栽木は火入地に比し,樹高はやや低い程度であるが,ur毎細く, 繊弱な感がする。

第144表 第 145 表

相名
/

H/D 率
標準地分

ﾡ cm

昭 17 昭16 昭 15 ・ 14 全及 昭17 ・ 16 昭15 昭14 地四径

ンケ レベ t 33.9 409 41.6 38.1 395 レケ レベ 1 0.48 0.90 1.14 1.32 1.62
・ 2 26.9 35.9 37.7 36.3 38.8 " 2 0.62 1.03 1.33 1.52 1.86
" 3 46.3 66.2 66.3 63.2 70.3 " 3 0.56 0.93 1.12 1.28 1.46
" 4 32.5 43.8 48.7 468 47.2 " 4 0.69 1.20 1.44 1.64 2.03

(4) 植栽木の形態的差異

各標準地の植栽木の略平均直徑,樹為を示すものを2〜3本宛選定して,細密調布をなし 

た。その供試木の生長および分枚数は第146炎の如くである。その成績中注目すべきは,そ 

の.求量關係で平坦地は地上部朮先に於て火入地が筋刈地の 4.0 , 級斜地は 2.2 倍に該當する。

ナなわち樹高生長量に於てはそのが少Vが,ﾡに於ては以上の如き大ﾡが生する。分枚数 

およびその總長に於ても火入地持地のものは,純刈地に比し分枝數多く,かつ總長が殊しく長 

い. ・

次に針葉の形狀を比校すれば第 148,149 炎の如 く ・ 針業長 ・ 業幅・ 葉厚に は一定の傾向 

が認められないが, 枝條 10cm 常の針葉許生数な らびに重况は何れ も 大入地地は筋刈地に比 

して大で,針葉着生密で,かつ量ﾡく, 同化作用の旺盛なこと を推察し得る。

第 146 表

+1N
通名

追際ﾡ cm
樹 高cm 
供 Jcm

レケレベ 
筋x 
T JH

1.032 
734 
22.3

シケ レ べ
2

火 入
T 地

シケレベ
3

筋 刈
屋 t

レケレベ 
4

火入 
ﾡ 年t

1.848.
83.0 

当 

87.4
37.6
99.3

224.3

州平
追名

マH
項 \

シケレベ

筋 x
T m

4.6
13.8
16.5
18.7

シ ヶ レベ 
x2ス 

不 現

シケレベ
3

筋 刈 
依針

シ ケ レベ
4

火 入
t 年

1.942
783
33.2

1.242
81.5
31.4

樹

乂
高量 
cm

・ 14
・ 15
・i6
M 17

6.8
•11.8

30.0
17.3

63
14.5
27.2
17.1

7.5
14.4
25.9
1S3追正 除 正 量

J量
生量 楽 f 量
E l 出

73

27.2
62.6

89.9
47.0

114.8
251.7

46.9
15.6
40.4

102.9
樹生 

具
陋

・ 14
・ 15 
・ 16
・ 17

23.23
56.56
43.19
34.19

5.84
61.46
96.77
28.6

3S.41
63.8s
73.12
26.55

44.38
59.02
66.75
28.28s

—

地下部生重量 18.7 703 ’ 37.9 86.8

T中 3.35 .3.58 2.72 2.58

第 147 表

伸長 
年 度

シケ レベ 1 ンケ レベ 2 シケ レベ 3 ンケ レベ 4

分枝駐 当em 分株駐 当em 分枝ﾡ 当e 分枝ﾡ 当emn

・ 17 20.7 122.1 232.6 999.8 64.6 1 314.6 139.3 696.9
W 16 16.0 84.3 40.4 318.3 31.9 । 166.2 603 280.3
・ 15 13.6 71.5 18.4 88.4 8.4 60.4 23.0 137.3
M 14 14.7 94.2 2.6 9.0 0.5 3.3 10.3 786

叶t 65.0 372.1 294.0 1415.5 105.4 544.5 232.9 11928

第 14S 表

祖地名 ﾡ業4座 
位 設

長 *____ 厚 ﾡ

_M ____ a____ ___ M___ M ら

m.I7.側技
mm

22.7 士 0.61 6.15士0.428
mm

1.44±O.OIO 0.099士0.0069
mm

0.53 ±0.002 0.020 ±0.0014 118
シケレベ1 昭.17.主韓 20.0 ±0.18 l.29±O.I28 l.4O±O.OI2 0.082土0.0082 0.51 ±0.004 0.029土0.0029 +6
筋 刈 
平坦地

町.16.側技 17.1 ±0.52 5.22土0.367 1.25土0.003 0.034 ± 0.0024 0.40 ±0.002 0.024 ±0.0017 11.5
H.15. " 23.9 ±080 7.94 ±0.565 1.68 土 0.008 0.076 土0.0054 0.50 ±0.004 0.037土00026 11.3
昭.14. ll.3±0.13 1.44主0.092 0.98±0.005 0.051 ±0.0033 0.35主0.002 0.026±0.0017 13.8

W.I7.側様 19.3土0.33 3.76 ±0.235 1.27 ±0.004 0.049士0.0031 0.49土0002 0023土0.0014 14.3

ンケ レベ2 ・.17.主件 16.1 ±0.07 0.71 土0.053 1.49±0.001 0.013-0.0009 0.58 ±0.002 0.022-00016 8.2
火入 W.I6.側技 14.7土0.46 4.41 ±0.328 1.43 ±0.012 0.118:10.0879 0.59 ±0.005 a045± 0.0034 10.3
イ埋地 昭. 15. ・ 17.1土0.47 5.39 ±0.335 1.38 ±0.007 0.084 ±0.0052 0.60 士 0.002 0.024士0.0015 14.8

昭.14. " 12.1 ±0.12 1.34 土 0.085 l.09± 0.006 0.064 土0.0041 0.46 ±0.005 0.053生0.0034 16.0

W.17.側様 18.8±0.14 l.45±O.IO2 1.47 ±0.003 0.027 ±0.0019 0.51 ±0.003 0.034 ± 0.0024 11.5
シケレベ3 W.I7.主粋 13.2 土 0.09 0.98士0.066 l.34±O.OI4 0.147ま0.0099 0.52士0.009 0.010土0.0001 10.0

筋 刈リ m.6.側技 16.5 ±0.30 3.19士0.209 1.37 ±0.005 0.053 ±0.0035 0.45 ±0.002 0.025主0.00I6 13.3
H.15. " 24.3 ±0.22 2.22±0.157 1.63 ±0.007 0.069士0.0048 0.57 ±0.003 0.028土0.0020 11.3
昭. 14. グ IO.2±O.I1 1.88士0.078 0.94:i. 0.003 0.056 ±0.0023 0.32 ±0.002 0.035士0.0014. 33.3

W.I7.側技 21.9 ±0.27 3.52 ±0188 1.21 ±0.005 0.061 ±0.0032 0.45 士 0.001 0.030 土 0.0004
0.028土0.0018
0.048 ±0.0034
0.030± 0.0023

20.0

シケ レベ4 m.17.主件 I9.3±O.1I 1.24 ±0.078 1.27 ±0.002 0.019士0.0012 0.49土0003 11.6
火入 昭.6.側技 24.6士0.6 4.67 ±0.328 1.48士0.009 0.094土0.0066 0.53 士 0005 11.5
設 針 昭. 15. " 20.2 ±0.61! 5.62 ±0.430 1.36士0.009 0.086生0.0066 0.45±0.003 98

昭.14. " ll.9±0.19| 2.30土0.135 0.90±0.005 | 0.056主0.0033 0.35土0.003 0.0% 土 0.0021 16.5
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第 149 表

パ増名

・ ....... -

密菜年度 楽術生位殴
t 4 100枚でg 技終 10 cm 硫業量 g

を共f量 生量 化場量

略 17 側 枝 1.1555 0.5177 1.3578 0.6083
ク 主 幹 0.9565- 0.4330 0.4400 0.1992

シケ レベ 1 
筋刈・ 不地 略 16 御 枝 0.5676 0.2487 0.6528 0.2860

・ 15 1.2820 0.5307 1.4423 05970
・ 14 グ 0.2251 1.5418 0.3508 0.2120

昭 17 側 枝 0.9081 0.3719 1.2940 0.5300

シケ レペ 2 
火入・不

グ 主 幹 0.8907 0.3945 0.7304 0-3234
昭 16 例 枝 0.9107 0.4259 0.9335 0.4365
M 15 1.0388 0.4388 1-5323 0 6473
・ 14 0.4482 0.1984 0.7171 0.3174

・ 17 例 枝 0.8510 0.3333 0.9788 0.3833
主 除 0.5910 0.2458 0.5910 02458

・ シケ レベ3 
筋刈・ 級針 ・ 16 側 枝 0.6449 0-3121 -0.8942 0.4135

・ 15 15129 0.6573 1.7020 0.7395
昭 14 グ 0.1974 0.1093 0.6565 0.3635

・ 17 側 枝 0.7825 03613 1.5650 0.7225
主 除 0.7455 0.3172 0.8648 0.3680

ンゲレベ 4 
火入 ・ ﾡ W 16 側 枝 1.3126 0.5528 1.5095 0.6358

昭 15 グ 0.9756 0.4756 0.9513 0.4638
W 14 ・ 0.2639 0.1330 0.4355 0.2195

(の) 土塊性と植栽木との關係に關する考察

大入地地士ﾡは前遊の如くﾡﾡ館楽合量の大きい事は大入を行つた公にﾡﾡおよび土 

ﾡの刑』性が改普せられ, 硝酸化成苗の活動の旺盛になつたこ と を物語る ものであつて,改土 

壊は植物生力に良好な狀態に在る こ と を表現している。このfは各方m" で地力増進の爲に 

ﾡ土法を行い不可給ﾡ物繁茶分の可ﾡ態ﾡ換を計る方法が現時肥料不足に際 し,その緩和の爲 
ゃ ・・

ﾡせられつつあろゆえんであるが, 勿論大入地折に於て常にﾡ土と同校な効果を期付するこ 

とは困難であり, またこれをうる場合にも山大防止の1両端のi備をﾡうべせであるが, 火 

入地に ょ つて著 し く 地林成績を向上せしめたW が多い。これは土域の肥沃度に關係する ぱ 

かりでなく, 野風棲息カ所の焼失に よ る被書防止に も な類のﾡ失に も その効果が多い ものと 

認められる。本例に於ても樹高5生長に比し肥大生長が大入ﾡに著しく大きく, 土地の肥沃さを 

表わしているものと認められるが, この際注意すベ tは火入風は土城含水法を担加して変K類 

の町盤な繁茂をみるととである。 .

第三節 地持植栽法を異にする造林成績

本地方の環境條件に就いては前述の通 り であるが, その調査に基づ ぎ特に土壌鋼をの結果 

地挣および植栽法を相異せしめて,賞地林を施行し, その優劣を檢討した。

I. 試、監地の状 況

本がﾡ地は光丁用不K印劇班22イ ペケ レ附技に所在して, 騒地市方に阿ﾡ道路済の 

山大が生:ズナラ ・ シラカバ幼除朴に接し北方はベケレ山市施光豪よ り東方に迷/したなの 

市斜面iに置ナる。シラカンバ・バッコ ヤナギ"が:ﾡ作する征生地で試験地下部は不なは 

綏科地を なし,上部は中斜地を なす. その商ﾡは不部1ha, 傾斜地1hait2haである。

I. 験方法

験地をi述の如く不部と何斜部と谷1haビに分ち, これを共犬ベ 10ﾡに分して大の 

地林植&方法を施行した.

凡 
例 

UD
A ・g 

十 十 

斗 F 
なﾡ

粒 施

と®
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第150表

追方法 ﾡ扱方法 ﾡ求町期

1 C 坪 刈 W.I&.4 ﾡU脈.とはM和I74植べを招也し, 下ﾡの灰白色

2 C ﾡ 土 火I灰層と提井する印に深わしてm合, 一夏帳過後

3 C ニ 終 植及する方法をいう。

4 C - 終 " ・ ◆ザ:阪とはW和 I7 4植大の部分の笹の供系等を

5 A 全 刈 m.I7. 秋 銀断して式土を日光に易してルくガ法をいう。

6 B グ キザミの

7 A 昭.18. ﾡ •

8 B グ キザ:阪

9 C 警ﾡ校 m.17. ﾡ
10 C 昭._18.. ﾡ

各試験ﾡのha%枚救本数は3,000木トドマツ6年生が(530～50cm の一般を使用した。

その試験地の配の口は第 32 口の如 く であ る。植栽後は毎年 1同去たは 2 同の下刈を施行 

したが, 劳力不足の爲不充分な點が認められた。なおﾡ救後野量の被寄の殺生が認められたが: 

補植は施行しなかつた.

m. 試驗-究 法

昭和204秋第1同広績調布を施行した。その力法はﾡ状ﾡﾡの市420*20m をK劇して 

その内に所在する全市木の樹高・地際概を求め, 被害木に登しては被衛原因別に調した。催 

全木に対しては植栽後の連年樹高生長:駅を求めて生長比校を行つた。なおこの際20*20m K 
対Pに従全木少数の場合は試験K内全部の健全木に就てﾡを施行した。

Iv. 調 究 ﾡ 果

植栽後各種の被害が發生して枯損率が頗る多い。今その状況を頑るに第151,152表の知り 

であつて,平坦堆は傾斜地よ り 林損・ 被害木が多 く , 不地地に於ては全刈・秋ﾡ(掴起 ・ キザ 

ミ 做) お よ び坪刈の 3 mに 枯損率が高く ・ ﾡ土Kお よ び全刈・ ﾡKに 材率が少い。被審木 

は塗刈・ ﾡ・ 掘起服が最多で健全木が皆無であ り , 次でその隣 り の全刈秋ﾡ・ キザ ミ ﾡであ 

る。 この原囚として考父られるのは5,6,7,8ﾡが中心となり, 微細凹堆形をなして居ること 

で, これより新害・弾書の弦生が誘及せられたものとﾡわれる。平坦地の被害木の内最も多 

いのは薪笹木で, 特に多いのは塗刈ﾡ・キザミ匹および機土Kである。これによると地指別 

○n害ﾡ生映は塗刈の場合がは も 多く,坪刈が最 も少いこと が:認め ら n る。必おは平坦地の 

全般にわたつて多いが,特に筋刈地および全刈地の一部に多い。この様な小面積の場合は全刈 

またはﾡ土地拾によつて も被害の報を計る c と が米ない。

輩類のﾡ害は全刈ﾡのみで, 特に中央凹地をなしているカ所が多い。この原因を明らか 

にするために不担地および傾斜地の土壌合水率を調布 した結果を舉げれば次の如 く でぁ る。

土壌探 月 日 は昭和 21年8月30日 午後 4 時で, 探取前10 日 間の木地方の氣温お よ び降

第 151 表

re ハ ■ 締 法 健会木
醤 *

へ ・t. 原植政A グ ・
»«* 本事* 取書木 基 ・ 代 叶t

合 Br

刈 w i 28 21 0 22 0 1 44 72 125
2 規土 春 植 62 20 4 10 0 16 50 112 125
3 二株 春 植 62 18 3 0 0 6 27 89 125
4 一終 # 植 64 21 4 0 0 1 26 90 125
5 交刈 秋植担セ 59 14 8 0 0 4 26 85 125
6 " キザ : 65 15 2 0 0 7 24 89 125
7 65 8 0 0 0 1 9 74 125
8 "キザミ 6 17 2 0 0 3 22 . 82 125
9 秋 ﾡ 54 23 4 0 2 3 32 86 125

10 ﾡ 植 97 20 1 0 0 7 28 125 125
平1 刈 界 植 34 26 0 4 0 0 30 64 125

2 焼土 春 植 28 62 1 7 0 4 74 102 125
3 二株 春 植 34 31 6 13 0 2 52 87 125
4 一降 界 植 25 29 6 13 0 2 50 85 125
5 傘刈 秋植廻組 5 28 15 8 II 63 68 125
6 " キザ i 4 18 6 6 18 4 52 56 125
7 4描場 0 54 0 II II 4 80 8o 125
8 " ザ ミ 9 68 0 2 3 4 77 86 125
9 秋 植 19 32 0 19 22 4 77 96 125

• 10 春 植 69 24 1 3 0 2 30 99 125

第152表

優 分
ﾡﾡ*tに到する分中 ﾡな木に3する

ﾡ全木 ﾡ害木 寒寄木 』木 蠢諜 D代木 木 ﾡ損木 健全木

e 1 22.4 16.8 0.0 17.6 0.0 0.8 57.6 42.4 389 61.1
2 49.6 16.0 3.2 8.0 0.0 12.8 89.6 10.4 55.4 44.6
3 19.6 14.4 2.4 0.0 0.0 4.8 71.2 28.8 69.7 30.3
4 51.2 16.8 3.2 0.0 0.0 08 72.0 28.0 71.1 28.9
5 47.2 • ii.2 6.4 0.0 0.0 3-2 68.0 32.0 69.4 30.6
6 52.0 12.0 1.6 0.0 0.0 5.6 71.2 28.8 73.0 27.0
7 52.0 6.4 0.0 0.0 0.0 0.8 59.2 40.8 87.8 12.2
8 48.0 13.6 1.6 0.0 0.0 2.4 65.6 34.4 73.2 26.8
9 43.2 18.4 3.2 0.0 1.6 2.4 68.8 31.2 62.8 37.2

・ 10 77.6 16.0 0.8 0.0 0.0 5.6 100.0 0.0 77.6 22.4
T 1 27.2 20.8 0.0 3.2 0.0 0.0 51.7 48.8 53.1 46.9

2 22.4 49.6 0.8 5.6 0.0 3.2 81.6 18.4 27.5 725
3 27.2 24.8 4.8 10.4 0.0 16 68.8 31.2 39.1 60.s
4 20.0 23.2 4.8 10.4 0.0 1.6 60.0 40.0 29.4 70.6
5 4.0 22.4 12.0 6.4 0.4 8.8 54.0 46.0 7.4 92.6
6 3.2 14.4 4.8 4.8 . 14.4 3.2 44.8 55.2 7.1 92.9
7 0.0 43.2 0.0 8.8 8.8 3.2 64.0 36.0 0.0 100.0
8 7.2 54.4 0.0 1.6 2.4 3.2 68.8 31.2 10.5 89.5
9 15.2 25.6 0.0 15.2 17.6 3.2 76.8 23.2 19.8 ・ 80.2

10 55.2 19.2 0.8 2.4 〇〇 1.6 79.2 20.8 69.7 30.3
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第153表 第151表

J 11 不 1
製 a C P水はmm T m A 2 追 %

8j 21 II 23.60 — ボ 戸'
.3.cm__ 8 10 5 氏

22 23.23 0.0. 0 物.や 45.24 55.01 60.59
23 23.53

23.70
0.2

10 46.89 45.84 40.37 47.80・ 24 8.2
25 22.73 7.1 20 51.32 48.06 48.65 50.96

26 21.30 0.2 - 30 56.46 47.63 49.75 50.31
27 20.2す 4.0 40 46.66 52.99 55.30 54.06
28 1997 29.8 50 42.59 51.32 52.46 55.93
29 21.87 25.2
30 20.07 —

水は第 153炎如くで, 特に調前日 29日午後に』があり土壌合水は一般に商5い傾向が: 

行つた。

以上の結果に よ れば平坦堆の最窪城の表層 30 em 土壊含水量は,同 じ平坦地の凸地に比し 

て合水は大きい。併し40cm以下は反"の納果となろ。傾斜地に於ては筋刈地が全刈地に比 

して合水がﾡる多い傾向がある。 ナなわち 10～20cm の土壌含水率を草生地よ り笹生地のガ 

に多い傾向が認められた. なお証地の純の内も木にﾡをなすものはオホヒルガホであつ 

てそのたカ ッゾリナ・エ ソアキカラマッ ・ヒョドリ バナ ・ ト モエ ソウ・ツリフネソ ッおよび沙 

草科の ものカ: 衽類と 混生する。 下刈に際し人夫の不注意による市木の刈ﾡはﾡに大きく, こ 

れは筋刈・ 坪刈地に少く 雜草の多い全刈 北に多い傾向がある。傾科地では不地と同校な傾向 

があろが, 枯損木の發生は坪刈地およ び全刈・ ﾡ(掘起 ・ キザミ)Kに多 く ﾡ士ﾡに少い。被 

害木の割合に於ては, 坪刈順に多く,全刈春植•掘起順に少い。被書の傾向は矢張り平坦地に 

比すれば少いが,需害木が最も多く,次いで誤伐木である。鼠害木は坪刈•焼土飯に發生する 

外,他には認められない。 また変による被害もほとんど認められなかつた。

次に健全木 ・ 被許木別の地際ﾡ ・ 樹為 を細布 した平均値を 求めれば,第 155炎の如 く でぁ 

る。その結果に依れば

傾斜地健全木

(1) 地際純の差異は少いが,全刈地が直理大で筋刈地小さく,坪刈地に於て最小を示す。これ 

はシケレベ 火入地拣地 と 筋刈地の生長比較 を な した場合 と 同校であ る。

⑵ 樹高は火入地持地が最大で,次で全刈•二條刈• 一條刈の順序で坪刈地が最小値を示した。 

10Wの全刈挑の不均樹高の低い理山は, 枯損率が他に比校して殊しく 小さい為と 考え られ 

る..

(3)秋統ﾡの逃具およ びﾡぬ前掘起キザ ミ操作の比校が求め られなかつた。

被害木

被害木は健全木に比して地際山ﾡに於ても樹高生炎に於て も 劣つている。

ド出地 ・ 仙全木 、

第 155 表

iiy V 健 全 木cm 霊 管 木cm 冬 ﾡ 木 cm 木cm 木cm 1 課 費 木 em
皈 イ

地際型 樹 嘉 地際ﾡ 世 高 世 高 a欧型 世 s 地欧型 世 高 地際倒 出 s

A 1 1.2 64.5 1.0 42.9 — 1.1 40.9 ・... 1.1 30.6
2 1.5 75.1 1.3 50.3 1.3 42.9 1.4 43.9 ■ — 1.3 37.8
3 1.5 71.3 1.3 51.3 1.1 35.6 ・.. — —- 1.2 28.9
? 1.3 67.8 1.2 52.0 1.2 33.9 一 i ・. — 0.8 20.1

-5 1.4 71.6 1.2 51.7 1.2 52.6 ... ・ ・ 1.1 42.8
6 1.5 73.8 1.4 56.5 1.5 39.9 ... 1.1 35.6
7 1.6 73.6 1.3 50.7

*
0.9 10.7

8 1.5 74.0 1.4 58.8 1.0 40.9 .... — — — 1.1 29.5
9 1.6 71.7 1.5 57.7 13 45.2 ・... 1.2 61.0 12 37.9

10 1.5 65.7 1.4 49.7 1.7 45.6 ・ 1.2 32.3
T 1 1.2 65.5 1.1 47.4 1.2 39.0 —• ・

2 14 68.3 1.2 43.5 1.0 40.0 1.1 37.5 * 1.2 21.2
3 1.2 59.0 1.1 47.9 1.2 44.9 :.o 35.9 * 0.9 47.9
4 1.2 58.7 1.1 48.0 1.3 50.3 1.1 1 33.7 * ・ 1.2 24.1
5 1.3 64.1 1.0 47.8 1.2 41.9 1.1 409 1.4 60.5 1.1 33.3
6 1.0 57.1 1.0 43.0 1.1 36.7 1.0 35.8 1.0 41.7 0.9 31.0
7 ・ 1.1 +.9 — — 1.1 36.0 1.1 34.5 1.1 20.1
8 1.4 66.2 1.2 48.0 0.9 35.6 1.2 55.0 09 27.9
9 1.4 66.i 1.2 4.2 1.1 46.6 1.2 43.4 1.2 28.8

10 1.5 71.1 1.2 45.9 1.3 41.5 1.5 67.9 ・. 1.2 3t.5

(1) 地裕別に視た地際心視は矢張 り 火入地・ 全刈版が最 大で筋刈リ・ 坪刈の順に値が減ずる。

(2) 樹高に於て も 火人地拉が最 大で,筋刈地が:小である。G,7,Sﾡが:逃く, 10Vの特に良 

好なろのは所地形に よるあ徳である。

被害木

武害木は一般に他の被害木 上 り生が:良い。

に仙企木に登し樹生比量を調布した納を地抑別・ 植付方法別にみれば第 166炎の如 

くである。その結果に據れば

地 抒 別

述年の樹高生長の最良なる ものはﾡ:地で, 次で全刈で笹刈挑の少い順序,すなわち二 

條 ・ ー刈・刈のMに生生が逆する。但し平坦地の場合は二條一條刈が坪刈地請: 地よ り 

生長が恋い.

植付方法別

秋Wﾡのﾡ救時期に よ る植栽後の生長比較をすれは秋柚は春値よ り その後の生長が劣る 

様である。

M付前の掘起お よ びキザミ 操作の効果は認められないで,かえつて掘地土壌のﾡ山に よ る 

ﾡ類の後芽と なつて翌以位木性変単に 政生の囚 となすものとおえられる。その程度は



no 111

第 15 6 表

生 量 cm _生_ _ 判_____
匹 分 抗

・ 20[ e 17 ・19〜20 18〜19 17〜18

(1) 増 抑 刖

坪 刈 ・ 18. ﾡ付 14.0 9.1 6.1 186 28.90 23.12 1&.46
2 ﾡ 土 20.0 11.7 7.1 19.1 39.15 27.84 38.79
3 二 株 19.8 98 6.9 18.9 37.45 22.25 20.95
4 - 終 15.5 10.9 5.7 19.0 30.70 20.69 20.34

10 企 刈 18.5 5.8 6.4 18.1 39.79 14.92 19.40
T 1 坪刈 昭 18.松付 10.1 10.8 8.2 19.0 18.97 2564 23.3イ

2 ﾡ 土 ■ 10.0 1.2 7.8 21.7 19.61 26.67 ' 20.99
3 二 株 5.6 10.5 80 19.0 14.84 26.20 24.83
4 - 株 6.0 8.5 7.4 19.4 11.87 20.22 21.25

10 企 刈 16.6 9.2 8.1 18.6 31.76 22.45 24.36

(2) A 件 方 法 別

傾 5 ・ 17.
グ 17.

作 担セ
伙 植 付 12.0 12.6 3.1 22.0 21.65 29.43 8.33

6 ッ 17.
" 17. ;

作 キザ i
内 植付 15.8 12.5 4.1 20.2 28.33 _• 29.33 11.71

7 y 17. ；
り 18. : ﾡ 説ﾡ 17.4 14.5 7.2パ 18.6 30.59 34.03 21.68

8 y 17. +
" 18.う

作 キザ:
作 権 付 20.7 13.7 6.8 17.7 3.18 35.62 20.49

9 " 17. 内 枚 付 18.3 7.8 4.8 19.9 3506 17.22 12.84

10 " 18. 1 作 松 付 18.5 5.8 6.4 18.1 39.79 14.92 19.40

T 5 グ 17.
グ 17. ラ

小 扱組
伙 ﾡ 付 6.6 6.7 5.卜 20.3 11.96 9.86 11.38

6 グ 17. /
グ 17. ;

作 キザ:
秋 植 付 6.4 3.7 3.2 25.7 12.16 7.87 7.29

7 グ 17. メ
グ 18. 1

作 担起 
作 橘付 - 一 - 一

8 グ 17. う
ク 18. 4

件 キザ ミ
- 植付 8.5 10.5 8.4 20.4 16.18 28.72 20.01

9 "17.秋 植 付 7.7 5.4 5.1 24.7 13.71 12.80 12.37

10 グ 18. ィ№ ﾡ 付 16.6 9.2 8.1 19.4 31.76 22.45 24.36

キザミ証上 り堀越ﾡに大である。

以上の地折ﾡ救試験の精果大の項を認められる。

(1) 本試験地の如く 2hの小面積c於ても局所的に種々被ﾡのﾡ度を興にし, 平坦地は傾斜 

地より その局所性が期われる こ と が多い。

(2)本試驗に於ても傾斜地は平坦地より造林成績が良好である.その理由とする處は土壊影 

態の龙異の外に知害 ・.具害わよびﾡﾡの軒微なることに原因し,他は一つの被が他被審を 

更にまわき, 次第に被告の累析が感ぜられる。

(3) ﾡ損の堪も少いのはﾡ土ﾡであり, 枯損率の最大なる ものは坪刈囲である。 

被管木の多いのは矢張り刈Kで, 全刈Wが少いが・不地では反討となろ。

(4) 被告木中 に は/害 木が最 も 多く,これは不山地の中央部にあるﾡが最大で, 傾斜地は 

少・ 主た』管変書も同様である。

(5) ﾡ救木の生長は地際係に於ては地ﾡ別にみればﾡ土ﾡがﾡ大であるが, 植栽別の差異が 

少い。

(6) 樹尚生炎は地ﾡ別にみれば欠張り塊士ﾡが以大で, 大で全刈・ニﾡ・ーﾡ・坪刈の順で 

ある。すなわち笹の消滅の完全なる もの私その樹高生量は好である。

(7) ﾡ城別は権が:秋怖より良好と認められ, ﾡﾡ前掘地採作はその勘果が:ない校に認めら 

れた。

第回節 造林成績を左右する生物試害

本地方の拡林広棋を左右する主なる被ﾡ中氣条および土ﾡに起因ナる諾害に就ては, 第一 

章に記述したが,こ こには主と して生物すなわち野原・ 昆数 ・ 病原苗期等に よ る被衛に就きそ 

の状況と これ忙期する従来の對*を記述する.

I. 野最被 許 .
木地方の野取○ﾡ映沈をみるに, 所激變型被ﾡを品し, ある周期を以て被害激甚を 

様め,ブカェンを除くﾡての樹印に多大の被審を以り,特に信州カラマッ・ ドイッタッヒ・ ト 

ドマッ・ヤチグモ・ ドロノキ等は最大の被を受け, 不央ﾡ林地ﾡ生の一因をしていろ。昭和 

15 4以降の被の状沈は効子ﾡ山張所の調査に x れば第 157 炎の如く, 殊に昭和 17～19 年に

第 157 表

4 一需 前 4MN
備 考

M込額 u ﾡ| R 川 K 除 治

M 15 縦
-6讃 回 

16.08
ha

2,130.86
画

2,186.00 ・・ 石油空*

*.. ...

ト ド ツ・カラマツ・ドイツトデヒ 
ヤ ダモ・カ ツラ・カバ 徹

16 0 0 0
17 "徹 6655 4,375.00

・
524.00 a= n。 wパストリキー= 

フィ・ネ,4・蛍ん
ヤ チダモ激・ トドマツ•カラマツ 
ドイ ツトウ ヒ中

18 数 340.04 80,131.00 5,138.75 A っ4 Wn スト リ キュ ー5パ・ネ, M子liki
カラマツ・トリビ・ヤチナダモ・ワ 
タ ドロ・ギハダ・ナ中 ト ドベツ徹

19 0 0 0 4,200.00 4,347.68 -

20 微 127.44 637.00 4,200.00 2,313.76 空旅 ・製内治ﾡ 1 .
21 0 47.58 0 3,540.00 2.733.20 ・

50216端でリ野22 0 0 0 3,800.00

わたる大發生に よ ろ被審は, 臨時造林地面債の内被害面精 219 ha 餘, 払管額53,229 山に述し 

た。そのMi横は随時地朴貨行ﾡ面ﾡの約30% におよび, 改械を要すべき面板はその 11% 依に 

述する。ゆ父に地方のに際しては野J間題解決な く しては造林の完遂を望み得られない 

狀態にある とまで •首いえられる。 ナなわち木地方は征生地のﾡ戦なる大山次土ﾡで, かつ松生 

簡単で野風の食物となる植物の種划に乏しいので,一度野摩の大發生を見ると忽ち食物に窮す



112 113

るに至り, 野取はあらゆる地床ﾡ物を食すろり係上, 勢いﾡ枕木は大な喰書を被るﾡ果とな 

ろ。とれが防除と して役ﾡ剤(町酸ス トリキ=ーネ・ どﾡバリ ッム)の撤布・略の設置・抑役 

締に依る誘役(石油空識・ﾡ耐空ﾡ)天依の保護(いたち)をルりつつあるが, ﾡ"P中これら防 

除にする資材の不足のため積機的な防除登策は賞行不可能の映館であつた。

I. ﾡ 害

本地方に林木を喰害する児はエソノツサギ(Lepustimidus ainuBarrettHamilton)と柄し, 

好んで食害する造林木はヤチ グ モ・カラマッ・ ドイットツヒ・ トドマッ・エ ソッの層位であ 

り, 特に積卜の少い時に被害が多い様である。野児の被衛は幼齢木のﾡ頭部を切所する時は, 

殊に針業機肌の幼齢木が:退年被害を菜るとせは樹勢を口改せナに林死するととがある。

IIL. 当 害

本地域の造林地忙加害する主なる森林害経はアブラム シであつて, 天然生#に 多い小% 

当類, カミキリムシﾡおよびﾡ地にみられる金範子当期は現在に於て特殊の場合を除t, ほ 

と んど被害は認め られない。本道の ト ドマツ ・ エゾマッ ・ カェゾマッに生するブラ ム シ 

類はその極類が多いが, 次に主災なブラムシ頬についてﾡ地方の被ﾡル況を記する。

ト ドマッオホブラ

本地方のトドマツﾡ林木の多くに致山米るもので, 樹液を吸收するために,幼樹は樹勢 

の衰弱を來し, 採不Aとなるのみでなくﾡしき場合は怖がる。また動線のため第一次的に 

樹勢を衰弱せしめ られたものは, 第二次的に寒害・ 局害. 4および神に佐されて林ナる 

も のが多い。一般に機虫 ・ 例地方の如く ﾡのい と c ろ の裸地造林地では特に 第二次的被 

を被り, 祐死ナ るものが:ﾡくないと"せられている。本当のﾡﾡ適退は 20～23C 附近で, 

か・つ森張が:大さい#地和ﾡ生が:多いリ"が:認gめられている。未立木地の トドマッ ー齊造林地 

には被害が多い。.

エゾマツオホブラ

エゾマツに寄生する数種の姊用で,本親は最も多いもので,幼壯船木の幹枝に寄生して樹 

波を吸牧し, M救後川も無い幼崎木が:木ﾡの衛生を受けると著しく樹勢を事cむしめ,しい 

場合は枯死する。發生條件そのたは ト ドマッオホブブラに期似する。エソマッオホアブラ被害 

地の調と して同斜路事業 罰 を副班 90へ の昭和 18 年植栽地で被害木 と 健全木の生長比較 を し 

制果は第168炎の如くである。 .

その結果はトドマッオホフ•ブラの場合と異り,被害木の生長におよぼす影窗はこの程度で 

はほとんど認められない。すなわちﾡのH的性Iが:選いか, そのたの蹄: 因がなければその 

影卷が少ない ものと認められた。

なおプラムシが仲部に生するカェソ州ﾡ木の生長を調査したﾡ果は第159の如く

第159表第158表

ﾡ映 我害9 曲☆
cm

樹高6生 cm
番映 ﾡ 害 地際置

cm
樹高

em
樹高6生 cm

花 ﾡ 个 2 19 状 況 ・ 21 20 19
I 2.0 94 28 22 17 1 *4加断 1.2 65 7 15 13
2 1.7 81 22 18 13 2 中のもの 1.4 70 14 21 II
3 1.8 88 28 23 II 3 1.0 62 21 14 7
4 1.6 87 26 20 14 4 1.1 66 20 II 11
5 1.8 95 25 19 16 5 1.0 45 4 II 7
6 り 1.5 72 13 18 II 6 12 50 14 13 5
7 2.1 89 20 21 12 7 1.2 59 5 13 II

1.2 62 II 15 8 8 1.1 62 11 1I 8
1.2 53 18 15 6 9 グ 10 46 11 14 5
1.8 66 20 13 9 10 1.0 48 12 8 9

健父 1.4 84 24 20 4 11 本年加害 1.1 66 17 16 15
1.6 75 16 19 7 12 せざるも 1.1 47 II 13 11

13 1.4 89 26 16 II 13 じ※のあ
とあるも 1.3

1.0
53 13 9 13

14 の 61 15 15 11
であり,本調地も前2#と同一ﾡ劇班内にあ

I5
16

0.9
1.1

51
53

5
15

17
12

8
10

ろ ものであろ。 その結果被害の状況はト ドマッ 17 1.1 72 19 20 11
18 1.4 68 19 20 8

エ ゾマッ附イの州川税比にある状であるが, こ 19 グ 1.0 54 16 II 6
れにより格したものは見川し得なかつた。本 2

21
1.2
1.1

53
69

10
19

11
12

7
10

地方は加斜路湖に向つた造林地で,上木として 22 1.2 74 19 20 12
23 1.0 兜 16 12 12

ドロ ノキ・ イタヤ・ ミ ズナ ラ ・シラカバ・ヤチ 24 0.9 61 14 18 11
y モ等の幼齢木の保残木が相當 あ る地であ 25 1.0 58 9 12 15

るが, アブラムシの被害が多く,ト ドマツに於て は槪ね造林木の約 70%, エゾマツ8096, アカ

エ ゾ 80% 以上の被害を荣つている。 また土性は炎黒色ﾡﾡ 6cm 下に 9 cm の灰白色火山 

次がりﾡに在しており, 土城形態上良好な力所と云いえない。

ト ド ノネオホワク ムシの

本ﾡは秋からにヤチグモ・オグモ規に寄生し, 夏はト ドマツの根に寄生する ものであ 

つて,ヤチグモ頬ではのﾡ状の所調価拠を形成する。その生する時期が:が季から初政にか 

けて の一定期 間に 限られて いるので, こ の数の被書のみに よ つて樹が枯死する こ と は稀であ る。 

しかしト ドマツでは根部の主ﾡの如さ太いﾡC特生! て樹液を吸收するから,寄生を蒙つた樹 

木は被害のだ しい場合翌断ﾡをナだげのがな く て枯死する し, 枯死しないまでも式年 

の生長を若しく害せられ,生長斌が減じかつ樹勢を黄川するに至る。本程はトドマツ.ヤチダ 

モ何れ も 樹齢を とわす寄生 し,逃林地に於ける最も恐る可せﾡ曲の一つと認められている。本 

地方のﾡ林地でもとの動に和意して ト ドマッとヤチグモとのﾡﾡは己むを代ない場合以外は努 

めて避けて横栽する状計せられているが, なおその被吿が黜ん發見が出來,將來とも注点を 

する害の一つである。
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ト ドノネオボワクムシおよびト ドマツオホブラ頬布生の被害木の樹6生長をﾡ斜路采 

ﾡK対班 90, 昭和10 年怖攻地に於て調した新果を示せば第 160の如くであつて地下部に 

はトドノ ネオホブラと地上部には ト ドマッオホブラの所の生を受けているものが:多い。

第姿 その精果に撤れば トド

香談 被 ME初 全
cm

連 4長 cm ノネオホワクムジと ト ドマ

ツオホアゾラ と に寄4： ン
J・即d 

cm 昭 21 昭 20 ・19 昭 18

1 卜 ド ノ ネ オオブッ 20 106 0 6 22 21
2 卜 r マ ッ オオプ 20 91 4 5 22 16 蒙つたものが最も樹為生長

3
4

2.8
1.7

123
97

6
6

5
6

9
12

21
17 に 悪影容をおよぼし,逃4

5 2.9 146 0 33 42 26 被害を受けたものは葉色黄
6 グ 1.6 104 1 2 10 20
7 2.2 98 4 4 21 17 色に變じて遂に枯死せるも

8
9

卜 ドノネオオワクムシ 20
25

116
111

11
1

14
7

12
33

9
15 のが:ある。一般に ト ドノネ

10 グ 1.7 76 2 3 8 12 オホワタムシは地上部のア
11 r マ ッ オオアブッ 1.5 65 7 3 3 12
12 1.7 106 9 II 18 32 ブラムシ類よ り も被書大さ

13
14 健 全 木

1.7
3.0

210
17

31
20

45
17

46
15

22
18 く, 特に一般に注意せられ

15 グ 2.1 102 16 14 20 18 ない內に樹勢が衰弱する.
16 2.2 106 13 9 14 25
17 ク 4.4 191 26 25 22 25 ト ドマツオホケブラは被:

18 2.0 152 30 8 12 45
當初はその樹勢におよぼす

影響が少いが,衽年連績寄生する と第に樹勢が災父病害および楽害等の被審を或 り やく な 

るために注意を災する。 本林地の上部には昭和174怖のヤチグモ逃林地が:あり, 天然生 

ヤチグモの分布の多い力所で,特にト ドノネオホワタムシの被害が多いものと思われる。

エ ゾマッカサブラ®

本部は主と してエッマッの新ﾡに書果状の独拠を地り, その伸長を止め樹冠を不整形なら 

しめ, 著しく生長を叫客し, 逃だしき時はﾡ死するに至らしめる。本林の被守は一般に針廣混 

清#に少く ・ J純朴に 多 くま た理化學的性質の不良な土壊や鬱 困の破開等不良な環境に生育す 

る生活力の式父た林木に被害が多く, ﾡ樹には少い。故に木地に於てもエゾマッの不適地の 

地林はさける と共に単純林は極力小面技と して労めて, たの樹ﾡとのを岡る様すべさ 

である。そのたヤチダモ造林木に対しては, マェカスカシノメイガ・カタマゾッ, クルミ 

に対してはクル•ミハムシ ・ コガネムシ類等の雷後がある力:,現在の虐大被宙が認められない。

Iv. 病 害

本地方の造林地では現布の處, トドマッ 所拘お よび トドマツ 胴枯病が發見出來得 るのみ 

で, 大した重ﾡなろものが認められない。 cの内 ト ドマッ胴枯病は病原菌 (Phomopsis occula 
Traverso)にkづてﾡ起せられるもので,トドマン樹ﾡ部寄生のプラム シ知の吸取に依る綱密 

部から伐入するﾡがあるもので,ﾡ地方の地林地に於てもブラ ムシ期符生木に木ﾡのﾡ生が 

igめられる ものが多い. 計葉樹犬然生林に討しては大の如せ各種の木材術朽歯が術生して立枯 

せしめることが多い.

第 161 次

印 名 名 寄 g 徳物

マッノネクナタケ Fomes annosus Fr. ト ドベッ ・カエゾ

マツノカタクハダケ Trametes pini (Brot) Fries エゾマツ・ブカエゾ・カラツ

:ソタケ Fomes Hnrtigii(Alleseher)Sacc. et Trv. 
var. japonica miyab。 ct Kusma ト ドッ

ッガノ サル ノコシカケ Fomcs pinicoln (Swartz) Fries ト ドーツ

カイメンタケ Polyporus Schweinitzii Fries ト ドマッ ・エゾッツ・ カラッ

→セカイメ ンタケ Polystictus tomentosus (Fr.) Sace. ト ドッ・エゾマッ

なお松口盛大氏”) は弟子屈卯料地の立枯被害を科査 し,エ ゾマツの寄生苗と して=七カイ 

メ ンタケ ・ カイメ ンクケ ・ エゾノコシカケ ・ エゾカハラクケ ・ ルブナエゾノコ シカケ等が多 

く,またト ドマツ に対しては ミソタケ・カイメンタケ・ Poria 屬の ものが多い とせられた。

これらの木材W朽歯は現在朴木にﾡしては, 政生が認められない様である。今後商齢に 

なると共にその危害を受ける ことが多く, 今後地朴上のkに注なを繋ナる。

第三章 造林實行上の二,三の要領

山 大跡地木立木地の環り0ならびにC往艦朴地の広ﾡのに逃づいて, 朴賞行上参考 

となるべさ防を氣候凶子・土地因子・ 生物因子と分けて松討すれば大の如くである。

・ 第一簡 気候因子

氣候因子は大氣現象に關係するので,大氣の條件と共に験物生活に影響する總ての因了•を 

合んでいる。大局的からみた氣候ﾡ件は人公的に變化し代ないもので, これに対する造林 対策 

も消機的であるのは致し方がないが, 所的に特に微細氣候的にみる場合には人ﾡ的に變本の 

餘地が頗る 多 く,強め これを製知してa種のﾡ朴操作によつて危衛をさけ代られろ。 ナなわち 

ﾡ林操作と氣媒子との相ﾡ性に於ては局所氣候・微細氣候の刷査をﾡつて初めて積樹的なな 

味が生じて來る と地われる。次に前述の点味で本地方の氣候條件と これに關連を方 する造林上 

の取扱に就て*•察する。 ・

L 氣 温

筑温が林木のにおよすIﾡN了と しては,最低氣温であ り ・ 常ルガの如く 為林/ 

地方の寒冷地では屡々低温によ る被寄がﾡ生し,樹種につてはその生市を不可能ならしめろ。 

低温の被守と して生長開始および終了期の冷出すなわ も •ぶ害と生長休止期中の塞,占に別けて考
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えられる。

[A3 ﾡ ﾡ

本地方は*道中でも布数のﾡ書致生地で, 無ﾡ期間としては125日内外に過さなく, wに 

獅衛に到ナる防除登策を考憶しなければならない。ﾡ書のル立には次の二種が:あることのが:認g 

められている。 ナなわち(1)天候のﾡ化によ り大面積に獲冷なる空氣が製米して混度が低下ナ 

る場合。(②)夜川の幅射による織店。(1)の場合は不沈型と柄せられ, ()の場合悩射型と稲せら 

れている。

変度による不沈型の新衛は, 比核的少いのであるが, P部高士夫氏"ア)に依れば木道では 

位u的に も このﾡの被ﾡは必ナしも起閥する と とが:山米ない。現に北地方沿でこの種のﾡ 

害が認められたことがあると甘つている。しかしこの種の被害は寒冷な空氣が風により運ばれ 

て全地域に漲る售に起るもので,地形および林齢に關係なく,大面積にわたつて生じ,耐寒性 

樹種を植裁するか, u等では幼世に被優する以外に防紫法が:無いとせられている。

しかして本地方を初め,大部分の土地は終射型の親害が發生するもので,被告の程度は地 

形•保護樹等に左右せられ易い接地氣居の局所氣候條件によつて相異し,未文木地あるいは疎 

#地の桃攻に広つては獅省現衆を設し, これに対する適切なる林業的防除対策の樹立を必要 

とする。

子節により新の彼生をﾡ別ナれば初新・多ﾡ・ﾡ神とせられ, これ"の内, 林ﾡ上最もり 

係深いものはいうまでもなく晚すであるが,本道では普通 7, 8月の校は無術期川とせられてい 

るが, 大正 1348 月 未北見 ・ 例路の山ﾡ地方で獅書を役生した記剣ア があり, 弟子屈地方で 

も夏の夜の闖と全く無關係といわれない。造林上司害防除に關係深ぎ事項を檢时すれば,

⑴耐第性樹種の選探

獨害の原因として,植物細胞/死の原因,時期に關し,屈知の場合には結就時に於て既に 

死を米し, 弱親の場合には取解の迎述に關係し,統く 思解する時は死を來すと解せられている 

が,植物細胞凍死は樹葉含水量の多寡に依って決定せられる ことが多い。利務時期の被害は開 

a時期のさ樹種・ 樹葉の合水述の多い樹種・ 需害に よ る 回復力の弱い も のが害の被書が大 

きい。トド・ エゾ •アカ エ yの開ﾡ期の迎と新葉合水量を無意拠品で調在したﾡﾡは大の如 

くであつて, 海抜高700m地監の開新状況はエゾマツが城も開8く, 次でトドマツで,プ 

ェゾは前2種にナればﾡる迎い。次にその新葉の含水率を求める と,含水率が最多に達する 

時期はエゾマツ最も早く, 次に トドマツで, カェソは最も迎い。これによつて三樹種の耐親 

性は従米認められて帰る様にエソマツが媒も別く, 次で トドマツで, カェソがも強いこと 

が認められる。 -

廣葉樹としてはこれらの實驗値を缺くが,ヤチダモ •クルミ等が弱く,ハンノキ・カンバ 

ヤナギ等がﾡいへ事Fがめられている。I かして地形的ﾡ穴を形するな力所は, 一般に士域 

口子の不良な力所が:多いことは,R.Giciger氏"等が: Mioor-boden $でめてルるであるが, 

本地域でも後述する樣に,その傾向が强いから,それに略じた樹種の選採をする必要が:ある。 

特に耐変性と 耐純性とは共通的関係の行る ことは Naximow, ﾡは頭一N氏等によつて認め 

られるであるから, 土ﾡ的にも不都合な環境に耐える世部を選押することは, 一ﾡ行な求と 

考えられる。 ・ ・

() 地形的衛孔地の致

谷・低地・ 凹地等は地形的ﾡ孔地となるのでﾡめ地林上, その貴策を考憶さるべさである。 

歴々ﾡ害を生する地形は (a) 平地内の注地,向 傾斜地に在る窪地,(e) 斜面上の清,同 傾斜上 

に水不に走る満, 等を考え得られるが, 被審はﾡ冷なる空氣の集積ナるﾡ域が資ければ, 廣い 

だけ被書が多 く ・ 特に深い窪地では風 も 少な く非常な客をなナ。

前したべヶ レ南苑の地指植栽試験地の需害發生地でも (b)の場合に該し, 傾斜地上部に 

はほとん ど被書木が:認め られな いが, 琉地の 中 央部は逃だ しい被害 を受けた。

また髙川玄吾氏如 も無弱害地の環境と して平坦地よ り も傾斜地に,森林がある處に, た 

谷になつていろ所に政はﾡ方下肝ﾡやﾡのかかり場い所は, 黑害がない所である と述べてい 

る。

傾斜商iの上部と下部の夜間の低過度の県は, ベケレ市施の設測で認められた様に, 下 

郡山舱部は上部傾斜部よ り, 秋の候には歴々低退となり, 特に衣川ﾡ天の幅射量の著しい場 

合にその傾向がﾡ*に認められる。一般に山吊の凍害を位股についてみれば,為所は寒冷な氣 

團によ る寒害が苦し く ・ 低所は編射に も とづく畧吿が遅だし く,山腹の斜面は凍害が蚁も軽微 

である。

なおこの點に關し,今m敬一氏0め)の設測料果に依れは,流ﾡに到する朴ﾡの保護作用の 

賞際の行効なは 必ずしも 廣くなく,樹高とﾡ々等しいと述べている。

() 樹林に依るﾡ書のﾡ

森林の在する場合は, 林緣の影響はいうまでもなく,樹種 ◆林和 ♦疎密度等に關係 して 

納ﾡの行無・ﾡさのWに種々影界をおよすものである。故にこれらの現象を窺知して,ai 

の激者地に 到 してﾡ* の林操作を 以 て被衛の軽淡 を計るべきである。しか して 樹林の 保護作 

用は下方および側方の 二つに分けられるが,樹 Fの幼樹はほとんど完全な保護を認め得られ 

るが,上方樹でも餘り密に失する時は生長を阻害する小になるので保護を與える最少限度の樹 

冠裕度および保護上木のﾡ伊時期"にﾡしては, 憤にこれを決する必要がある。朴終の保薬 

作用に就ては R.Gciger 氏のの Minchen市i郊外 Anzing のﾡ害地に閲しタッヒの側方保護に 

就いてﾡめて効果のある例を報告して居り, 会た阿部士夫氏1は野幌ドイットッビﾡ道防
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での設調の斜県をﾡ炎し,W省の場合は朴終の影審が:人さく, 別細ともなれ朴終とﾡも 
ノ・ ・

彼が:発れないものと似し, 側方保護は案外少い様に推察している. 史た保護樹として琅木 

に就ての効果は林杉以上に効果が少いと認められ,側方による樹林の保護作用は特殊な場合の 

外は期待し得られない。次に林分の配置およびその博成状態がかへつて引番を増加せしめる力 

があり, たとば無立木ﾡ斜上にﾡ閉し, 土地主で地する女あるいは多数の下木のイする 

では, 寒冷な空気が遮斷せられて,ここに停滞し,林緣に接する通は條狀に被害を受け,そo 

上部斜面の林地に登してﾡ害を増すナ不利がある。かかろ場合には#女および下木を除せ, 寒 

冷な空気が枝少な き樹間を通過 し,林内のﾡ級なる空氣と和せしめろ松取扱わねばならぬ。 

このﾡ前記ベケレ山ﾡﾡ求地ﾡ秋路地の傾斜下方に円変道許油にシラカバ ・ ・ズナラを主と し 

た朴分が:あ り, 林救部に はイスェン ジュ等の下木が展生した樹林地帯の存在が一册画害發生 へ

危險を助長せしめる様に考えられる。 たこれと同校なが林内のﾡ孔でも認められ, ﾡ閉し 

た朴内に在る空欧部は球開した朴内に在る空除部よ り 拝し く 引 害の危險が多い。#内孔の衛

發生の危險程度は從來多数の硏究があ り ・ 大幅に於て周回の樹為と 同一直林の孔では保護作用 

が場 常である に封 し,樹高の2の山ﾡの孔ではしに制然とﾡ孔作刑川が:起る と いうのが定設の 

様である。この間題は林川の大さを決定するのに役立つ。この様な4孔に討しては前記と 

同様林株木下部の枚打, 下木の除却を行う と共に,これが相常の商ﾡのときは, 耐ﾡ性ﾡさ樹 

種を植栽すべきである。

(4) 地上ﾡ生に依るﾡ衛のﾡ滅

未立木地の大部分は笹でおおわれているが,他の表面は熱の放放が多く,ﾡ度が降下し易 

く,所謂笹置が形成せられやすい。ﾡ書地では雀内締の保護作川により, 被害を軽減せしめる 

ために坪刈が最も 適し,笹の高 さ の半分以下の直徑の小なる程危險性が少い。しかしてﾡ救 

が他の高さに達した時,全刈を施行する手段を取れば,或程度の被害を軽減せしめ得る。坪刈 

地の弱害の少ないのは前記ベケ レ地折権求試験地でも認め られるﾡであつて, 隣接の全刈地に

し28.8%の原ﾡ本数に登する被害のﾡ県が:認められた。しかし坪刈は實地施業と して因ﾡ 

なる監が少なくなく, 大面積施業の時は刈の北まい一体刈を得策と認められる。

以上需害に對する防禦法を記述 したが,實地造林に際しては,像め新書悠路阪放をﾡ訓し 

てこれらの地城に對して,寒冷氣流の停滞しない様,4女を除せ, 朴内の退吸な空氣を合北 

しめる様林内ﾡ打および下木の除去をなし, かつ特に駡害の危險性の大きい力所に対しては, 

耐R性强い樹種を坪刈または筋刈をなして植栽し,ﾡ攻荷が高に述した時これを全刈する等 

の操作を取るべぎである。 .

なお的生樹で保護作用のあるものは,これを造林の據點として順次造林监域を振張すべき 

である。 . -

B] 次 書

4石木お上びM攻幼齢木が:主としてﾡﾡに吹叫されて, 枯する場合が:,地の如く

々ががおとすれる地方にはﾡる多い。また寒害そのものによる被害が少なくても,これが 

たの納数の誘口となり, 一州ﾡ死をめる断因となる。ﾡは地面の冷却を防ぐ効が大で, 

多2P地力ではR逃期でも地退は大して低くならなくて, 地面附近は大概密度に近い故に,無察 

地でもHく卜が:あるとﾡ物が災衛から発れるが, 林木に討しても税"卜地ﾡでは逃衛のﾡ生は主と

・ して精雪深に 支配せられる. ナなわち R.Gciger氏ア)の1細な最測帽書がある松に, tgpo 

ﾡﾡなこと, 消度の變化が少ないことおよび風を逆さり, 日射を迫ぜり, また水分の清央が防 

がれる ことが有利な 歌 と して認めている。苫小牧御料地の並林地"に孤生した ドイットウヒ・ 

エソマッ 植裁木に対する 寒害 も 非 と して多の恋町と表風に よる もの と 見做 さ れてハ り ・ そ 

の被害の大 なるはエソマツおよびドイッタッヒで, そのたの も の は被害の程度は軽微で ある と 

恨吿せられているが,當地方でも同様な氣候條件にあるので冬季開の寒害に就ては充分留意を 

要する。また林•畑では帝木の寒害が發生す る。計葉樹に封する 耐寒性の順位は ドイットッヒ・ 

トドッ ・ エソマッの順にﾡい。假令精尋があつて も風の爲に持ち去られる危險性がある為, 

tiのハWIには蔵征去たはﾡを以てWﾡする必要が認められる。同定加に到! ては,必ナ防 

風告林を必要とする。造林地でも冬季開の風術地では,祐雪がほとんど無く,氣温および地溫 

が#しく 低温となるこ と はi記べケ レ 山の風術地の観測で明 らかに認められ, これが公征葉の 

一而の枯死が發生する。この様な力所に対しては,逃に対して抵抗性のﾡいﾡ葉樹を前株ナ 

るかして直接耐寒性の刑い針葉樹の植栽を避けなければならない。

田畑司門治氏79)は,樺太で欧洲トウヒの寒害防除法として防風•防湖林の造成,生長速に 

して保護樹と なり得べせ樹種の朴地広, a書にﾡ抗性別せ樹種よ り なる林地の下木植栽法 

"を採することがげているが,木地力に於けるKﾡ地ﾡ朴に際してもﾡL得べさ力法で 

ある。

生の遮衛はいわゆるﾡ守の場合とハつて, 唯低温による植物細胞の凍死のみでなく, 

寒風による水分の消失および土壊凍結による水分吸收の困難が誘内となるものと見做されてい 

る。故に 寄年地帶に 於て は特に 寒に 対しその討策を考ナ る 必要があ る。

II. 地 温

地温の局所的県は生長期川中は, 主と して傾科方位と地被の行無に支配せられ, 多季間 

は秋雪の多少により影響せられることが多い。地温の變化によつて樹木の形態上におよぼす影 

甲を調在した賞験は少いが, トドマッ ・ エゾマッ ・ カラマッの賞M"によれは, 各樹種共地温 

14～17C 内外に根の生長を認めているが, その最適地沿に叫しては不明な跡が多い。 地温 

が高く植栽木がその為に被害を蒙ることが少いが,土無含水量に關係し,裸地または地被植生
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の少ないカ所にﾡ林ナる際には, 応を桜ﾡ被間することがﾡ々" 右効であることが学い. 富 

地方の炎ﾡをﾡう大山灰は保水力の命いこと«が:められているﾡ, 地 F部が:だ分に当江で 

水の供給可能なる場合には,常に地炎にﾡいﾡ分は河映館にある。 作ﾡﾡ物の生証交とな 

ろうとする時期に地上氣候が:抑高靴球し, 氣温も上しているにもかかわらす, 土壌合水ﾡの 

高いため地温の上界は これに伴わす,そのためによ り又にわたりﾡ物はだ分な生を途げ 

る ことが出來ないといわれているが,多不間の土壌の改ﾡと相伏つて和意を要する監と認めら 

れる。故にかかる保水力の整い火山灰土壊では,土壊水分の側節を試み,地退の.上, 下降に 

意を注ぐべをである.

多季間の土ﾡﾡ度はﾡﾡ初 日 のﾡ と 好量 による 事が:多い。臥雪期が返れ ると地中深く 

改精をなし, 季融ﾡ後地通の上を坊ける。本地方は臥雲期が近く,かつﾡの派少なきこと 

が及々生じ,そのﾡに土ﾡのﾡ斜が:1.5mに地するととがある。 多季間裸地と積の下地ﾡとの 

ﾡ調は八ﾡ利助氏"によつて行われていろか, 裸地ﾡ地商通度の日ﾡ化に非常な交県を認めて 

いる。しかして地ﾡの低下による根系の吸水能力の低下と地上部の変風による蒸散によつて樹 

開の水分平衡を破 り, いわゆる寒害を蒙る こと が多い こと は前述の通 り である。

m. 空"条 ・

當地方の關係温度の年變化は今季% 5 月頃に最も低く,7. 8 月頃に最多を示す。空中 

度がﾡ林木にﾡ係するととの堪も深い時はﾡ救時期であつて, ﾡをなす場合はその時の活流 

率は關係湿度に支期せられる ことが多いことは,本随時ﾡ林の成統によつても明らかである。 

W和13年度はﾡ救期町中4天打試いた公, その成績槪して不良であるに反し,W和15, 174 

度はﾡ付期間の4牛数が降用もしくは公天で, 活浴良好であつた。すなわち植栽時期の空中温氣 

は木の添に多大の影審を及すととは, 坂口勝美 •野原勇太兩氏乂>の賞驗かあ り ,P木 

の活のみでなく, その後の生長にも著しW影響があるととを記明した。故に苗木の乾燥にお 

よほす主なる氣象因子は空中沿氣と風とであるから, 空中温氣低き時に植栽する場合は極力苛 

木の靴燥防止を計ると共にﾡ赦地の保護木のあるヵ所にﾡぬし, 裸地を さけなければならない。

次に夏季の霧の發生に よ る植栽木の影響であるが,濃霧翔繁な力所は光線弱 く 地熱低 く ・ 

通ﾡ少なく, 一般にﾡ物の生長に行物であるが, 林木には古加要司氏" の調査では差程大な 

る影響がない様である。しかし空中退氣の多いぬではﾡに若ﾡ地水類がﾡ生して, 林木の生 

を妨げることがある。な地方もサルオカ七類が針業樹ﾡの枚ﾡに着生することが多い。 沖野大 

夫氏町に よれば林木から直接に養分を攝っていないが,光線をﾡ避ﾡして林木にﾡ影響を興え立 

柿原因の一因としていろ。また問花期には氣道を低下して著しい影響がある。

IV.雨•雪

降雨は空中沿氣, 土ﾡ合水量に直ちにﾡ響をﾡえるもので, 植生には極めて重要な關係を 

持つている。空小消氣に就てはi記の通りであるが,合水域は降水量のﾡ県によつて世ち 

にその州を知ることが川米る。 木道森札地mの如さは稚ﾡの水分の候乏や不足のためにﾡ 

されるより も,水分の地科にﾡされる場へ介が:多く, そのために伐採跡地が诵潤化し,代探前o 

4内ﾡ "は 代押に よ って 大卿 多河生載に化したり, 渉な科や平Nﾡが張生 して 苦 しむ様に な 

る場合が少なくないといわれている。 :生地が:地ﾡにより過地化してボ生地にﾡじ, ﾡ林木に 

被肥の害や與えることが多い。常地方は夏季降水量が比校的多く,かつ火山灰土壊の特性とし 

て保水 力が翅い爲乾煙に よ る 被ﾡは 少い。佐 々 木氏" のt畑に於け る流水秋始 も 比桜的ﾡ 

燥氣ﾡの年でもその効果が:認めﾡいとした。しかし春季植栽の苗木の活着は,その年度○旗ね 

時の降水に頂大なﾡ係のあることは前途の通 り である。

ﾡは幼世の公めに不利をな氣候»よび土墳の地度の叫描 ・ 寒風に s ろ*守を保護する こ 

とは寝害の項で途べた通りである。幼樹に対する毋害と して考えられるのは软雪の沈降のため 

枝折れ,あるいは幹部の折損, また地証にMせられるため葉が:士まみれになろ等の監がげら 

れるが, 阿部富士夫氏8••に よれば ト ドマツでは幹桜の折損は無く,唯葉に土粒のﾡ藩ナる型庭 

で, それに討する抵力はエゾマツより可成りﾡいと論じた。 エゾマツは多季下の低温・ﾡ黒 

・多過な環に起因して,積ﾡ下部から順大融解する頃には山知が:繁ﾡして種々なﾡ書を支場 

する こと が多く,特に多ﾡな4度にはその他悠際がﾡる多い。

幼北齢地林木お よ び天然生朴のﾡの機ﾡ的ﾡ衛は木地方には その 危險はほ とん ど無い様 

であろ。

v. A

多季の風については優に寒書の項に記造したが, と こでは主と して植生期間中の常風お 

よび暴風に対チる対策を考一慮する こ ととする。
・

落風に対し,山地の風雨地の立木の樹冠が著しく 不均衛な形態を示していることがﾡﾡ湖 

州終のダケカ ンバそのたに認められるが, 朴常夫氏")の風ﾡ樹木のル面樹にﾡするﾡ布によ 

れば, 北海道でル面樹冠の生成には風巡6m/sec以下ではﾡり形ﾡがなく, 生長期に於けるﾡ 

風以上がﾡ裕な影響をおよばすものであろとL ている。

林ﾡ定地として, 勿論桜部そのたの風術 地では,押伐朴型の混清朴を仕立てることか必 

要で あ り, 臨時造林地域に 對 しても 商楽風橋地にはヤマハンノキ・ グケカンバ・マカン 

の先顕樹種をﾡ生ルに仕立て, その保極の下に第二次的に 優良林分の誘逆を計るため人工下所 

事業が行われた。しかしその成績は便想外に悪く,技術的な根討を還する。ﾡ地方の常ﾡ的な 

ﾡ風は, 夏季より冬季から春季にかけて多い關係上,析尋過少な風衝地に種々な被害が發生す 

ることが多い。

染風に よ る機械的傷害 に就ては,故近に於ては當地方に於ける被害を聞かないが,山火に
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よらない未立木地の僉生原闪の一つと して 見做さる. 夙害地が中心となつて,共災生に上り 

往々 施火 したもの と 推定 される 力 所が:地 ルにぬて も期々ﾡ 山 米る。 *血に於け る状風弦現 

に到すすナる(社の#計によれ, 険秋よ り『企にかけて烧葉樹の落葉期に般もW度が高く,しか 

もH4を件うことが:iであり,ﾡ風の力向はXやにげ岡ﾡが:多く, 冬季は北西風が広通 で 

あ ろ。この傾向は弟r屈境方に於て も 何様な こ と はi記o通 り であ る。

大面优一野造林地と して今後成林の上,暴嫁に対する防除対策 と しておﾡすべさﾡは多い 

が, 要は林套を完全にすること と,混沽林を仕立てる ことであるが,後井に対しては阿部富士 

夫氏" はル業樹朴のは,業期のﾡ県被衛に討しては確かに幼果のあることを認めたが:, 

落葉期には却つて孔映無林地とﾡりが無く, 風の收歛を來し,風下側に於て種々の被害を發生 

したことを報じている。故に政薬樹の加方法と記証に就ては種々考憶を揚うべさである。

また同氏は トドマツの純林と しての密林は危險性があり,疎林は比校的安全なるこ と を担 

ﾡしたが, 幼時より適に間して, 抵抗のﾡい林木のﾡﾡ法を収るべきである。

林終油は朴ﾡを全にすることは勿論必要であるが,伐期近くに朴道獄改に りなに代 

せらるることの無い様,最初より路細計ﾡを樹立し, 幼期より昨線を定めて置かなければ, 

強想外の被害を出すことが多い。これはﾡ太に於けるW和 11 年10 月の暴風被害に於て嶺一三 

氏" も道路物道"に依る代開ヵ所はﾡ向にiの場合は被衛が多く, 然らざる場合も風がこれ 

に沿つて走り；被害を怒起し易いと述べている。

ﾡ風が豪問を件う場合は, 朴女のみでこれを防ぐTは難かしく, 却つて枝葉址が根に 対し 

て多過さろ場合は被を増大せしめ樹冠とﾡの Balaneeof Pawer を最も効率がある様に工夫 

するを要ナるとせられている。稀に發生する大暴風雨に對しては,朴分を県にする朴終ル林 

で, これを保護する必要がある。

局所地形による暴風被害の現われ方に就ては,種々報告乂>せられているが,現地に於て暴 

風被害を世想して これに対する対策を樹立する をする。また旣往の風害跡地は再び同一の危 

險にさらされることが多いから,施業岡に記入して将來の恭考とすべきである。

なお土ﾡ係件によつてもﾡ害の校相をﾡにすることが示されている"が, このﾡに就ても 

低混地の針葉樹一斉造林を さけるべきで,勿論廣葉樹を主と した方法に よ るべさである。

暴風被密に対しては,幼齢時には直接關係が少ないが,壯齢期以後に対する被害対策を早 

期に樹立して, これに基礎をお く 林業的防除法を實施する を要する。

第二節 土筆因子

土壌因子の林木の生育におよぼす影邪は,直接的であり,かつ土壊形態•土壌の理化學的 

諸性質 も 森林の取扱如何に よつて變化 を 來す こと が認め られ, ﾡ林上最も要なる因子である。

L 土 ﾡ形館

本地方の如 せ風伏火山灰地に於ては,火山 ・賞出物は地形 ・ 地質の如何を問わす, 現在の地 

炎商を被W積けナるものであろが,同一大山でも数に重り場裂し, その度毎に県なる性質を 

行する 火山噴出物を異なる方向に即殖する事が格でなく,Jに肺Iのい大山次店が濃に も 

積とる校な場合は, 近距離 の地 話 に於て も,その1,2の大山灰ﾡが清央政は増加するし, ま 

た傾斜地に飾した大山It/I物も場所に り簡利川を受けてi亡することがあり,局所地形 

にょつてもﾡにﾡ序を県にする ことが多く, 朴木の生ﾡにおよナ地呼が同一でない。

木地方は摩ル・ 雌所変 ・ 跡佐登火山の喷出物よ り成るが, 大山次は喧山年代が比ﾡ的若い 

Tと冷済な氣候のﾡめ風化作川が迅逃に地行しないﾡにその熊積ﾡ序が大山ﾡ・砂等そのﾡ 

子何の大小お よ び呈色等に依り ・ 数役は十数設に関間でこれ をﾡ別し得られ, 普通の森朴士 

ﾡと ﾡつた形態と性質を行する ものである。苫小牧地方森林がポか大山ﾡ出物の大山砂ﾡの粒 

子ﾡにより, その上の天然生朴の樹ﾡの分布も県る監がしに認められた"パだであるが, 木地 

方では樽前地方よ り多數の火山よ り数度のり山による大砂ﾡよ りなる叫係上, 更にその関係 

が一好政雜である。
・

火山砂礫の粒子役の大きい跡佐登北西郡川湯附近犯御料林では針葉樹 ト ドッ・エゾマッ 

の分布が多 く, 特に エゾマツの混泊が多いが,•南部に至る と 共に表層は火山灰を厚く 堆積し, 
・

廣踞mの混淆が次第に 多 く なる傾向が認められろ。

次に植栽木の成績 よ り利ナれば, 表層 火山灰層の取い弟子屈事業取 ・ 摩周可ﾡの商市部 

にかては, ﾡル品A統に尉する灰白色未風化大灰がィ状にﾡに出現する場合と, その上 

下層と混淆點綴的に出現する場合がある。一般に裾部傾斜地に明瞭,急斜地に於て不明瞭なる 

傾向が認められ,柳部傾斜け地にﾡせられたものは傾斜地にﾡ求せられたものに比し, ﾡ系の 

發達不良でその生育の  良 好でないのは前述の通 りである。それ故粉状次白色大山次ﾡを松求 

時に提散を叶計る必が:認め られ, 洪第方面に 於て は,山口 忍氏 即 は店ﾡと 稱して斯樣な 

火山灰地帶の改良法として數府を攪混して耕土とする方法が取られ,優良な成績をあげている。 

混層耕の作物根部の發 あ を良好に•する諸原因として,池Hﾡ従氏"は ⑴土地が膨軟になる. 

(2)地温が上ルすナる。()水分のル況が命地けすナるをげてルるが, ﾡ木ﾡに際しても次白色大 

山次府の提を計るのは, デンークの不原ﾡ朴改良に際して取られる盤府 (Qrtstein) より 

めであり, ﾡ力不却地にかては帆べをﾡく深くして,上下Nﾡの耕を計つてﾡすべさであ 

る。宮崎榊氏 め に撮れば人工ﾡ本朴に於ては地下部の遊県が:ﾡ度に地上都に反映し, 土府形館 

が:その日的樹種に適ない場合は, たとえその地跡がその樹種の天然に分布してﾡめて貴好な 

る生育をなすいわゆるﾡ土であつても, 決して良好なろ生育を望むことが川米ないとして, そ 

のM救地土域のM面が:適でないとさは,木めﾡ系が光分によく發育ナることが米す,名



124 125

ちにして地上 •地下部の均術 を失い,不成試樹を生するに王ると論じていろが, 丁屈地方で 

t この傾向が認められ, 土壌形態を調した上量林樹種の定が必災と認められる。

I 土壊の理學的性質

火山灰地帶特に 火山砂礫士の理學的性質に就ては,一般には土粒の内部が:多孔Hで水分の 

保持力が大で,かつ乾快に耐え しか も排水良好でいわゆるﾡパ的性Iが:ﾡる良好なる事が認め 

られていろ。木地方でも同様であつて, 特に 

炎大山次ﾡが穂く, 下部に/く, 大山砂際 

ﾡで板われる川湯附近にﾡ裕である。効子届

衆Kおよび庶周事業販の南都は衣層の火山 

次ﾡく被ﾡし, その土性ﾡ土または墳整士 

を形成する。本土ﾡにﾡて貴衆状験場ので% 

予用お よ び屈斜路で探集 L た土ﾡの理ﾡ的性 

質は第 109炎の如く,土壊粗就で空氣の透通 

もょく, 理學性は良好としている。

ただし前逃の摩 A 統にﾡする府粉ルの 

灰白色火山灰冠は,やや堅密と認められる。

第164表

16
字 2 字刷 4t 路

当 ・ C
表 土 ﾡ 土 土

土 性 項 土 項 士 み質役土 歌王

比 重 240 2.46 233 2.63

比 近1土
0.60 0.52 0.61 1.08
0.91 0.77 0.85 1.27

土/ﾡ土
容 積1社土

24.98 21.28 26.10 41.00
38.07 31.44 36.41 48.50

土ﾡ』ﾡ土
孔 ﾡ1林土

75.02 78.72 73.90 59.00
61.93 68.56 63.59 51.50

容水量/ ﾡ土
Vol 2%1 索土

57.17 62.00
64.68

62.40 55.44
60.26 57.73 41.17.

容純量/ 土
main l 上

70.59 69.42 70.17 53.71
55.17 54.83 58.38 45.24

容小量, ﾡ土
main ( ヒ

17.85 16.72 1I.50 3.56
1.67 3.88 586 10.33

ト ドマッ ・エゾマツ桃救本の広績の良否は空氣ﾡ別水派の比率ナなわち L/w と相關を有し, 

L/w 力:下府迄大になる土壌ほ ど成献が良好なる事"*) を認められているが, 結局下層迄組織 

が軽彩で,生添的な深度が深い土壌にル頼が良好であるのは,ﾡ地力でも認められるﾡである。

本地方を被ﾡする摩川統 A 層は容水先は比攸的大であるが,排水がよ いので降雨後停滞水 

の憂はないが,保水力が强いので,下ﾡの水分を地炎に給せしめる低,、炎土は常に過間で, 

乾燦することなく,從つて雑草の繁茂が著しい。その反面如何に好犬氣が績いても早越を被る 

ﾡがないとせられている。故に林栽木に對する早越の危險が無いにして も,雅草類に對しては 

特に注意して下刈を施行するを要する。

I. 土壌の化學的性質 •

木地方のﾡの化撃分析広分を貴来状盛場の#"にみれは, 第104炎の如くである。土 

ﾡ中に於ける行効態ﾡ物菜養分全量の測定のﾡ果は,前の如 く 如け地と して利用 される ときは 

いすれも施肥を要する私なる土ﾡであることが認められ, 特に拠作物の救試験のﾡ果に 

就ては特に焼酸の缺乏が大きく,これを施用しなければ,他の肥料は施用しても施しないと 

同じという 特殊な性質 を 行ナ る 土壌" であるとせられている。

すなわち 3 索および熔酸,殊にﾡﾡに候乏ナるのでﾡﾡ肥料の施興は行効であり, 加』施 

料の肥効はﾡでないと した。 また石次の施ﾡ量は反常50貫を越父るを要しない。

所
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權

土

誠

ガ ン

土

JR
述

誠 
効分扱 協

『効成分介加J

ﾡ子 R 未 评坨 R4路木地 な遺T均火山際 な遺事均

当 :1. 座 土 褰 土 座 土 式 土 炭 土 求 土 座 土

7.18 11.06 5.92 4.32 6.40 10.74 627 9.70
12.58 16.71 12.78 4.42 13.63 15.39 12.93 14.38
5.25 6.51 1.70 6.69 6.47 602 6.12
0.40 0.57 0.50 ・.. 0.52 0.57 0.52 0.57

84.57 74.27 87.38 84.18 81.26 73.43 80.93 73.83
78.08 66.35 80.17 82.78 73.75 67.73 73.74 68.13
12.29 10.86 12.55 6.41 15.62 14.21 14.83 14.31
4.30 10.72 2.86 5.35 4.94 9.55 5.00 8.83
2.64 4.72 2.26 6.17 4.23 5.0S 4.46 5.22
0.04 0.32 0.01 0.14 0.20 0.25 0.34 0.26
0.77 070 080 0.56 1.31 0.69 1.28 0.77
0.24 0.44 o.14 0.36 0.68 0.84 0.73 0.87
0.08 0.15 007 0.10 0.11 0.11 0.15 0.14
0.30 0.42 0.24 0.25 0.27 0.22 0.28 0.22
0.14 0.18 0.14 0-14 0.14 0.15 0.18 0.15
0.14 0.25 0.16 0.10 0.19 0.15 0.17 ai3
0.03 • 0.01 0.00 003 0.03
0.00 一 一 0.03 一 0.03

林也はがょ他と迎つて化的性買すなわち分の多グよ り も 现學的性質の適否に 支®!せられ 

る 場合が:多 い と ぜ られて居るが, 林木 とい えど も 楽分が: 多 い 程旺盛に 生長す るのは 勿論で あ 

り, 特に木地方の如く大山次地ﾡで土壌○取制的性Iの一般に良好な力所は, 土壊の肥沃度は 

:U楽分の多少に支叩せられることが少い。樹木は貴物よ り染分を清託ナるととが少いが, 

氣候條件の良好でない力所に植栽せられた場合には,土地の肥沃度が林木の生挺に便端に差異 

を生ぜ しめるし, また県ﾡ土樹団をﾡ載する場合でもそのﾡ林成ﾡは土地の肥度に影Tせら 

れること が頗る 多いことは, 政洲トッヒ の例で認め られる通りである。

な本弟子届業Kの如く,朴木の林期が他よ りいく 來る一因として,土地分○地少に 

よ るとの設があるが, これは同じ大山ﾡ地ﾡの苫小牧御料林に於ても認められる貼から, 今後 

一おを要するﾡである。

に木方は他の地方と県 り, 火山次降下ﾡ状ﾡの益県から行効態が酸»よ び独米にか 

ても谷m地に多く, 裾部に少ないことが明瞭に認められる。これによつても袱部平坦地に於て 

は,爼象條件と相俟って, 土地に釣する求度の少ないﾡﾡを延押すべさであろ。これはトド 

マッ ・ エソマツの過林放粒上 り制心ナるととが米る。

本地方の.上大山次はそのルt4代はﾡめてく, かつまたな退な氣候は風化作川の進行 

を山み, ﾡしきは火次とﾡとの合物の如き設を地かしめるものがある。

本地方の林地は,一般に未然なﾡ崎ﾡ質の地積厚く, かつ酸性術怖の合量の多い動が置め 

られるが,Kは物分の源泉としてﾡめて要なもので, これを充分に分解し,その所
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合林物栄分を放出せしめてこそ, ﾡめてﾡ物繁養分となり得るもので, その位に放置し, 分 

解作用を営ましめない時は, 如何に多にﾡﾡを合行して居つても, ﾡ物に興する少く, 

3ろﾡ性俗ﾡの如さは山接,開にイﾡとなる事が多いものである。故に何等かの方法で微生 

物の活力を旺盛ならしめ,ﾡMの正常なる分解を起さしめ, その所含する 価物榮歩分 を して 械 

物に利用せられそ 様取扱うべきである. .

次に大入地と通地地の土城の化み的性質に於て, 前記の如く 火入地に於て硝酸態空素 

合量は, 他の土壌より逃しく多いが:認められた。 :ﾡの町ﾡ館縫米合量の大せいは, 火入 

を行いたろ爲めにﾡ権および土壌物理性が改普せられ, 硝酸化成苗の活力が旺盛となつた事を 

物請つて居ろもので, 拡林地成ﾡ調布に於て示されるが如く, 統木の生炎は大入地は筋刈地 

または全刈地に比して,その生良好なるﾡが認められる。すなわち火入れの効果は革に土壊 

の理化學的性質の改善のみでな。が,少なくともﾡ術ﾡ質のﾡ失,地中の晴化作川促ﾡ, 清解 

性ﾡ物墜の増加"に よ る 土壌の羞分の改善 を 期待 し得る。Fowclls, Stephenson 附氏' の調 

によれば地中の町化作川は大災の納果挙ろ促地せらるるが如せ状ﾡと なり, これと共に神解 

性鎮物優も増し, とれらのtはﾡ物の菜推を助けることとなる。故に火災が唯だ一度,ﾡ 

しくは非常に稀に生じた場合, 必ナしも地力に性告を興えるものでないとﾡじている。 主た三 

浦伊八郎氏】。り は出地のI野を繰地して大入を行うととによる土地の題化は細はである と と 

を論じている。以上によ り平坦域では失火の危険さえなければ火入地孙は方 効な地妳法として 

利用出米間る。 ・

農業方面では地力増進の爲め境土法を行い,不可給態植物榮養分の可給態轉換を計る目的 

と, 現時下肥料不足に際しその級和のﾡにﾡﾡせられつつあるが, 火入の場令は勿論,ﾡ土と 

同様な効果が期行するととは関難であるが, その一部の目的を達することが出來,特に火入れ 

の時期, 方および力所の選坪をあやまらなければ良好な効果を望み得られる。しかし火災か 

屢々繰り返される時は, 地中には最早や腐植化すべキサ機物を段さぬ狀態となり,地力を式ﾡ 

して審易に回復し得ない状態になるととは認められて居る動で, 特に炉斜地に繰返して火入を 

行うときは,土壊养分を喪失流亡して,生產力を減退することが明である。 にMﾡを前提と 

して山火のF態を数起せない校ハ到な注意によ り これを施行すべさである。また野風駆 除 も 

火入 の同的とするならば, ある 私大mi Bic これを 施行 し な ければ そ の効県は み 得られない。

次に三宅雌女・I川町『以信り商i氏"®) ckれば, 土壌を極端に乾燥せしめる小によ りイ幼館 

総業・ﾡﾡ・加県ﾡの増加を米し, またてンモ=ア化ル作川とのﾡ化&イ作川 と は何れ も乾燥土. 

の方がその力強く,かっ速かで,微生物の活力旺盛なることセ示した。お業方面では肥料不足' 

の對策として獎働せられ居り,木道火山灰地希に於ては相當の効果を擧げて居るが,木地方の 

植栽に 際しても 植穴 を i4に深 く #収 り,土集 を 日 光に 釈 照せ し め てﾡ分総始ナ る を 伏つてM 

救すれば, 乾:によろﾡ物菜査分の増加と次白色大山次ぼの提の円者を同時に行い得ろ 

と共に, この方法を秋期に施行し,春季に価栽すれば植栽時•方力の分配等よりしても良好で 

あると認められる。しかし前記の如く,映ﾡ広ﾡによればM場と県なり前年秋にﾡく深く担取 

りたる力所はの種子のﾡ球味となり, 雜草を して優勢な生長をさせ,かえつて木を被ﾡ 

する危険が多い. このM向は特に不ﾡ地の土ﾡ合水量の多い力所に多い。故にこれを防止する 

Sには, ﾡ校後桜旅被置ナることによりﾡなの投生を抑例すると共に, 下刈撫育の完壁を期す 

べさである。

第三簡 位置的因子

位超的因 了•は氣候 との關係が深く,林木の生ﾡによナ必響は権して川接的であろが, 

高枠度地方では位置的茶県によ る環境の遊興が逃だ し く ・ cれに よ る 育林上の諸操作を異に し 

て施行しなければならない。

(1) 海 拔 為

木地方の施犯地隈およ び森林限界は第 165炎の如く 林常大 吉田秀ﾡ氏" が摘し 

た様に, 木地域は木道中央高地の大S山I鑑に比ナれ附ﾡ外共低下は主かれない。なお本道 

に於ける造林の歷史が新しく,尚寒地希の造林成績の視る 第 165 表

べさ ものが無く, 今後幾多研究を要する話が認められるが 

特に未立木地造林力所の上部地帯は.何れも風他地に相當 

し,ﾡ初から針戦樹の並成が田難であるとせられ, ハシノ 

キ・ ダケカンバ等の人工播棘を計則せられた力所である。 

造林の上部限界の決定および該地域の植裁または播種樹極

亭 ※
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の選揮に對しては,共に愼巾に實地生態を測査して決更すべきである。

5逃地ﾡのつ1t地M収例としてル3に戦Wﾡ却班 42にトドマッ・エゾマツ・ド洲トウヒ・ 
・

信州カラマツの造林成績を旗に示したが,その精果によると逃朴樹種としてﾡ局エジマツがﾡ 

もよい成績を示して居り,ここに植栽せられていないが, カェソマツたはグイマッがその 

天然分介布®) の状態から見て良好であ る と 認gめ られる。

(2) 方位および傾斜

傾斜の方位やその傾斜の向度によつて,気象および土壊の狀態が自から變化するため,ひ 

いては 紙 生に も 艇化を與え, 朴木の生に多大の形呼をおよぼすことは(往の研究によつて 

もりらかである。すなわち立花和ﾡ") の調にかて も また旭川地方ル" の造林木の市北兩 

斜面の ト ド・ エソM収木の生ﾡ別の納果によつても何れもH斜商iが北斜miよ り生域が良好 

なる結果を認めている。し示し幼時の生長は斯の如くであっても, 壯的血以上におよんでも同
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様な傾向が持績するか否かは疑げであり, たと父幼時の生長が分つても適な指育方法を設ら 

ねば,北面の針業樹造林は期神し得る。効子屈未立木地城内はﾡ斜が:一般に級で,なH斜の北 

面草生地が比校的少ないが,北寄り斜面は雀生地でも地ﾡに上 り草生地に峻化する 場合 が 多 

く, かか.る時は下刈を敵ﾡ期に施行する根に努しなければﾡ救水の生炎を 整しく 限をせら 

れるし主た多放のﾡ死木を生するに至る。すなわち北斜面は南斜面と異なり,除程の集約な搶 

育を植栽當初施行 しなければ,そのﾡ林に敗する危臨が:ある。

第四命 生物因子

森林ﾡ生の分布・ 形態・構量は動物 ・植物兩生物の社會的生活の影容を蒙ることが禅しい。 

すなわち植物と植物,植物と動物との扭雜な相互關係は,森林植生全脸に深刻な影客を與える 

ものである。攻る地林地が広林して立浜な材ﾡ生長が:行われるか否かは物理的(氣候 •土壊) 因 

子の外に生物因子が大な影響をお上す。生物因子•の中には直接造林木に対して加害して, 

その生長減選主 たは枯死せ•し めるものもあるし, ま たは間整的に 主 と して土壌因子に影郡を典 

父て#木の生長の良否に開係するものもある。或は植物相互間の競合狀態に関する ものがぁ り 

とれは主と して森林推育下刈 ・ 除伐 •明伐核打等に闕係 して くる. ここに於ては主と してu接

林木iにﾡして加する動ﾡ物被ﾡに就て論ナる こととし, 林木相正川の就走すなわちﾡ府作 

業ﾡに関係のあるP項は大節で根討するとととする。

Lﾡ衛 •

木地方に於て映書 として最も 問題に なるのは野現と 野嵐の被害である。

野愛 野兎駆除の方法と して係路による抑度法および峰忌ﾡ布法が主なる方法であるが: 

ﾡも効果があろと認められ, かっ毛皮•肉の利用を計り得る方法と して係路による方法が推獎 

出米門る. その他型際子加企解による顕除法が我炎されている力,木地方に於ては主として 

係路に よ る野兎駆除を施行する を要する。 .

野量 野量後衛の行無はﾡ林広ﾡを左行する災な囚子の一つであり,木地方は前の姉 

く,根鋼原野の一部に屬するいわゆる激愛形の被害地であって,被害發生期には一朝にして優 

良札地が不良地林地に髪することは,昭和18〜194の被ﾡで認められたﾡである。 特に従 

來の如くカラマツおよび歐洲トウヒのみでなく,郷土樹種であるトドマツに相當の被害が再め 

られる樣にな り,これが馴除広績如何はrちに林を般の広績を右するに至る。交に従米の 

駆除方法を規るに,林業的 ・ 物理的・ 生物的の四つの防除法に火｝川 し得る。

次に各防除法に就て板討すれば次の如くである。

ﾡ地方は加地跡会たは相は大商ﾡに沙る大入地挑地以外に於ては信州カ ラマッおょ びドイ 

ツ ト ッヒ等の耐取性明せ樹種のﾡ救が危良であ り ,上記の場合に於ても, 地林地の周圏には 

2人深さ 2の誘溝を掘り, この清の中に所々に野京揃ﾡ補を埋設して世くを交全とする。 

そのたﾡ米取られた町ﾡス ト ッ キニーネ或は 炭酸バリウム含入毒團子によ る 栄除法 も これらね 

取剤とﾡﾡ剤の入子が:山米るならばﾡ馴除の成ﾡの向上を計る努カナべまである。ただそ 

のW湖州布の時期および力所に討してはだ分注意! て, 効率の高い駆除 を實施すべ をである. 

ま た 化的防除法と 併行 して これ も 資材のナ叫 り ・ 焼司送や石油罐等に よ る役法 も 施行数 

したい。木地域はiの如く激ﾡ型の被術地であるから, 常に林内の野ﾡのﾡ心状沈を調し 

て大被ﾡをR知してこれに登する登策を樹立しておく必要が:ある。

IL. 当 密

本地方に於けるﾡ朴地の主なる当書と しては前述の如く 幼齡造林地に対してアブラ ムッ期 

である。 そしてﾡ米の被と して考え られるものはキ クヒム シ類およ びマッケム シに属する も 

のである。 .

アブラム シ期 プラ ム シ期の被の特微は地林樹団が迫地にﾡ救せられている場合にか 

ては,その被審も極微で, 生長都ﾡと共に多くはﾡ閉の広と共に大第に客生が滅少するに至 

るものである。 また反登に不地地にﾡせられた場合は, 第一次被害としてアブラムシ類の寄 

生を炭 り ・ 大でその剥が二大的の※街主たは各種の病ﾡの誘因となつて枯死に至 らしめるこ 

とが多い。故に造林適地の選定を誤らないことがこれらの被店 をまぬがれしめる第一歩である。 

次に ト ドノネオホワクムシに討してはト ドマッとヤチダモ・オダモ等の中川寄主となる樹木 

をﾡナる ことは, これら の被害 を増大せ しめ るW囚 となるから 兩樹種の混淆は 出來る限 り 避 

くべさである。 ト ドマツオホブラ ・エゾツオホブラ等の樹に寄生するブラムシ類に 

討しては山火跡未立木地にﾡ林せられた場合に被衛が多いが, これに對しては ト ドマッまたは 

エソマッ のみ を軍植せず,他樹種とt怖ナるか若く は他の樹種を以て一ﾡナ森朴を仕立て, 

その下木と して トドマツ ・ エゾマツ を植及する方法が望ましい。また藥剤駛除は その効果を外 

やナいため, 今後積極的に實施する必要があ る。エソマッカサブラの被害に討しても工yマ 

ッの』LM一資林の場合に被衛がネしいから, エ ゾマツの局所的に適地でない力所に討しては, 

政e樹のJをﾡ加せしめることが:ﾡめ必災な ﾡ俊と認め られる。

キク ヒム ン類の被害は幼齢地林木に討しては,特殊な*6W木のみ加府ナる ことがあるが, 

一般には伐朋近く の川的期以除に間題となる。木地力の犬然生針業樹の立林林払のu原口と 

しては, ェゾマツにﾡしてはヤッバキクヒ ・エゾキクヒ, ト ドマッに対してはト ドマッギクヒ 

の加害が有力な原国と して認められている。Lか! てこれ らの被害發生は一般に針葉樹の混淆 

歩合の高い程被書が大き く, また山何附の大きい和被ボが大さい傾向があるから逃朴常初か 

ら針葉山札地にﾡしては, ﾡ常のル業山をしめて,+クビムシのﾡ審に登ナる抗性 

強い林分 を 造成する様和恋する 必がある。
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ツガカ レハの彼害と して本道では樺太または千島に於ける様に火袋生が認められないが, 

今後人工造林地の城加と 共忙大發生の危險がある. これが:ため大面ﾡの針業樹の一資盤#を避 

けると共に D.D.T撤布の楽/原除, 或は 黄张病曲の粉衣用撤布によ る生物學的駆除法が私極 

的に取らるべきである. そのた今介後注なすべさﾡ当としてオホアカゾヒラタハバチがある。本 

世は 目下本道の後志地方の主と して徴道防雪林の ドイ ッ ト ッヒ林を加害ナるが, 元米エソマッ 

の省当であるからその弦生映況に注ﾡするﾡが:ある。

I. 病 害

病害 エ して造林木を侵し,大被害を生ぜ しめる ものは現在の所認められないが,天然生針 

葉樹類に寄生して,大きい被宙をなす木材腐朽菌類が造林木の壯齢期以後に被’客力:現われる c 

ともぢえられろ。故に像めﾡ育ﾡ作をiじてこれが:像防にﾡを期さねばならない。しかし現 

在の所とれら木材術朽ﾡ期似入の根情が:期らかなものはほとんど無くて,参考となる跡が少な 

い. これら木材術朽商による被は材の利川慣位を故ぜしめるのみでなく, 直接枯死の原因 と. 

ならなY主でも歯害木はﾡ倒を多く生ぜしめ, また他の各種の被害にかかりやす く,林内の許 

被吿我我生の温床となる傾向がある為,特に注意を要する。次に木材尚朽苗防除上,造林操作 

の注意を要する點を列學すれば, カイメ ンクケキたはッ ノネクチタケは樹棋部に受けた各種 

の傷口 および却l 根の枯死 した ものか ら侵入する もので, カイメ ンクケに釣しては野ﾡの喰を 

受けた傷口から侵入することも報ぜられ,野岸等を驅除して根部の損傷を強防する必要が認め 

られろ。マッ ノネクチタケに對しても,本菌の胞子の傳播が野限の毛に附新して行われるとの 

記載"もあり, 武密と根部腐朽菌の關係の宙接な點が認められているから,このfからも桜 

野原製除に努カナる必災がある。そのた人工植械に於ては瑞木の根部の損傷が多くて,これが: 

同様な腐朽菌侵入の機會をあたえる ものとせられているから,大を川いる時に特に注なを災 

する點である。マツノカクハダケ” り は枝の折口 または枯損枝よ り侵入するから,下桜は#に 

先立ちて切斷除去し, た枯死枝は樹ﾡに接して切断して樹に茂ﾡせしめない校にすること 

が豫防上効果があることが認められている。またトウヒカハラダケ”りは樹幹部に受けた傷より 

従入するか らエソマ ツ造林木の伐採に當っては,徒 う 限り 仙 をﾡ木に興え な い様ke 注な を

する。 、 、

Iv. 獲告

本地方の如き火山灰土城の力所は前述の如く,土壊保水力が高い爲めに,雜草の繁茂が底 

路で, ﾡ救木が準水加の核 を受け て材す る 場合が層 を 認められる。一般に 4生地の 刈 を 

績けるとが生地に化ナるのが#通であつて, 変性立木たとえばヒルガホ ・ アマチャズル • ッナ 

ギッカミﾡによる被害が:しく, 特に山t小が地"はその傾向が:場がに炎われるﾡ, 造林川1

・
の下刈には格役の注意をナる。これがﾡには権救時の炭休試優によつて生促進む計ると共 

に, ﾡ太木劇Miの維の繁茂をおさえる必交がある,

なおﾡﾡおよび憧期の開業時期および仲長時期を喚め熟知して, これに對處した下刈操 

作を取るべさである。

・ 第五施 綜合的考察

\
本近に於ては前述の氣候・土ﾡ ・ 位/•生物因子を粽合して: 林諾媒作を通して戯たる 

賞行上和意ナべせ訪を考楽することとする。

I. 樹団の選採および堪朴地の通定

人工造林失敗の原因として,樹団の遭定を設つたが第一にけられることが多い.。これ 

は人工艦朴はﾡ許済上も行利とおえられる樹種を一種だけ選び氣候 •土壊の適否を吟味せずに 

大面itにﾡすることが多いからであろ。常地方のﾡ朴樹種と して ト ドマッ ・ エゾマツ ・ カ 

エゾ・カラマッ ・チシマカラマツ ・ ドイツ トツヒ ・ イ チキ ・ ヤチダモ ・ オ=グル ミ ・ ミ ズナラ 

キハダ •カッラ ・ハ、リギリ ・ ドロ ノキ等が使川せられたが,植栽後の成績は取々であつて,チ 

シマカラッ以外の外米樹種は取にﾡり場く, カラマツは大面板境掷地指を行い, 朴地ル 

に誘綱溝をもうける"しなければ広朴は田ﾡであつて, たとえ以上の操作を行つてもﾡ救木 

數を密にし,ﾡ後可及的に処期川にをが:了ナる細意しなければなら. ドイッ トウヒ 

の本道に於ける造林成績は双書による不成績地を除いても土壊査料の多い肥沃地でなければ成 

朴も四ﾡなﾡ向が認められている公に, 題な大山次土ﾡの木地方に於ては,苫小牧地方と同 

様に値成當初の成績が良好でも, その後次第に悪化し ト數年後には至く の不良造林地に化する 

ことが多い。ト ドマツ は比校的技 花が客易なこと と,ﾡ士樹ﾡである公にMくﾡせられてい 

るが, 従米の広就を成れ山ﾡ不ﾡ部と施撃制叫地州附近のﾡ衛地域の広績が勝く, 山腹傾斜

地の成績が良好である。山麓平 HI 部の成統が不良なのは,前述の如く 土壌狀態が悪い上に輔; 害 

血・ 雑審が黙積けナるためであろ。湖高の商いへﾡ衛地の選い こ と は天然分布に於て も示す 

ﾡであつて, この如き地はェゾマツおよびカェゾと代わるべさであり, 更に強い衛地はM 

葉樹による他はない。納 ト ドマッはﾡ商の依り商高く ない南寄りの傾斜地でナラ ・カバMo 

保護樹の存在する 力所が好適地 と されろ。この適地以外に 植: 裁せられた場合は ト ドノネオホワ 

クムシ・トドッオホブラ"のブラムシ 類の被害に よ つて枯死すナ る も のが 多 い。こ れがた 

めにはヤチグモのMを行わないのは勿論, ヤチダモの天然分布の多い力所を避けて植はする 

必要がある。そのたトドマツはアプラムシ類の抵抗件がエゾマッより弱く,更正二次的にトド

マッ朋林病 を 誘酸 し て枯死す る。 トドマッ は近に於てはカラマッ・ドイットウヒと同に 野 

’嵐r對する被害が大きいから, これに登する防除法を請ナる必要がある。 ェソマッはト ドマッ
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にし条象上の抵抗大でト ドッの上部地ﾡに権救せられ代るが, 山加平坦部は トドマツ と同 

価にかかり場いﾡ向があるから注なを要ナる。 土壌の理ﾡ的性ﾡの不央なヵ所にﾡ収せら 

れた時は, エゾマッカサアブラの被许が大をく なる傾向が認められているから,このなヵ所 

の株救は避けなければならない。 カェソはト ドマッ ・エソマッに比して幾分幼時の生が:先 

るであろが, 両補性強く, 主た取害の悠ﾡ少なく, かつ土壊に封する要求の少ない樹地であ 

ろから, 山施不地地»よび海救高きエソマッの上部地ﾡにﾡﾡ山出楽る可能性が:認められる。 

加葉樹の造林としては,現在ヤチグモが分成功していろのみで, たは一應失敗に終って居る 

様であるが, 今後更に檢討せられなければならない. また爲寒風街地のダケカンバ•ヤマハン 

キ ・ カラマツ等の播脳林もその成績が概して良好でない結果を得たが,更にその實行方法, 

實行力 所に 對 し 吟味 し て研究せ られわばならない。

本地方の如く氣候的にも土壊的にも不利な環境下にある林地に対しては,最初から全面的 

に一齊造林地化せんとするは困難で,未立木地中極力造林の容易な立地條件のめぐ まれたヵ所 

からチして, 天然生収業樹を も機力格育してﾡ閉林に誘ﾡする様に留意せばならない。

次に種子の品樋力よび産地の選定を設らないiに注なすることが:必である。従來 ト ド. 

工品種に就てはその研究も少ないが,筆4"のの研究によれば, ト ドマッは一般に赤 ト ド系 

ﾡはト ド系統に比して耐寒性が強い班が認められているから,造林用秋子は同地方産の赤ト 

ド系統の樹上 り探集するを可と し,また羽帽固地および岩見澤 ・札幌以前のN樹は ト ドo 
分布多く, これらの地方に産した種子より生じた木は使刑しない方が安交全である。 エソマッ 

に就ては母樹の樹型により髙山型•山历型•水平枝型•斜上枝型と分類し,一般高寒地には尚 

山型・山岳型が多く低地には斜上枝および水平枝型が多いが,天然分布狀況から見ても當地方 

では高山型・ 山屈型の母樹よ り種子探するを安全とせられる。

IL. 地ﾡお上びﾡ救法
/ • ,

地締方法と して大入 ・ 全刈・ ーﾡ刈・ ニ株刈・ 坪刈等があるが,平坦地および緩斜地の地 

としてﾡﾡ木の生生の跡かられば, 大入地が反好であつて, また野原の被衛を都滅でt 
る。これは大入のﾡに土ﾡ中の可流性分が増加じた低と, 野反市冬季の棲息カ所を失った爲 

と見做し得るが,一面森林火災取締のために 天入地抑をﾡ選けてルつた。小商ﾡの1行には 

野岸防除の効果が少なく, また火入地推は草生地に化することが多いので予入不だ分の場合は 

筋刈地より, かえつて岐による被を楽りやすいから特前の注意を要する, それ故火入地妳 

の實行の季節お よ び方法には細心の注意 と 憤な態度で常ら なければな らない。高寒地の地妳 

は一般に変衛防止のなめに筋刈地拾によ らばな ら ない。この場合には多少木の被のが: 

あつてる傾斜に水不に刈挑う必要がある。 以上のﾡにﾡて和田常大郎氏' は遠州氣多村所在 

の初浮御料地のﾡ仰地に於て全刈ﾡ と ﾡ刈ビにちヒ ノキ をﾡﾡしたが, その生長は 條刈地に 

ﾡ段ので生良好であることをﾡじている。

二係筋刈は常地方の如く ミヤコザサ系統のが多くて, 雀大が低い場合にはそのな外がな 

く,一ﾡ筋刈でその日的を述し得る。坪刈は高寒風術地等で,一部施行の込があるが, 一般 

には第 2 W以降の予人が:四ﾡなるためと木の生が良好でな く ・ 手入期間が長く 要する故に 

あ士 り愛的が出來ない. たたとえ笹5内の木を保護H米ても笹よ りﾡ求木の頂部を出ナと 

共に変ﾡそのたの被ﾡにかかりやすいのでﾡ様なヵ所に討しては, 他の造林方法を取 ら る べ ぎ 

である。 地ﾡに常つては天然生葉樹をﾡ力世してこれを生せしめることが必要で, ロ- 

的な地折はﾡ力選けなければならない.

板付時期に就ては, 秋二期が行るが,ﾡ地方の未立木地に於ける秋ﾡは従米共その成ﾡ 

が悪く,4特にﾡ城時期がおくれた場合には, これを避けなければならない。その原因として, 

常地方は降雪迎く,喪氣出烈で凍土 •寒害等によ る枯損多なためと見做されている。改にﾡ務 

の剛係で秋ﾡを賞行する場合は高変地をなるべく避け, 9月中に1t行を総へ, 秋季中に 充分根 

が:流して多を迎える様にせねばならない。ﾡ救市木の大さにﾡては,ﾡ地方の如く, 笹刈ﾡ、 

後温地化して草生地となる傾向のある場合,またはﾡ力不足の場合は大諾を可とし, 小はﾡ 

草の少ない立地條件の良好な力所のみ選定植栽せらるべもである。大帝は根系の發達の不充分 

のものが:多いため, 新風に於て根切 •床料を的行して,器拠の多いT/Rの小さいﾡ木の飛成 

をはかろべきである。商時林地域に於ける大が小に止して成ﾡ良好なるﾡ果は, 効子畑 

I張所の) の調に ょつても 明 らかである。

ﾡ方法としてﾡ穴を前4たは秋に押り ﾡ内土城を逃氣にWﾡして, 土壇中の可 

溶件養分の増加を計る こ と も考え られたが, この班合附近の雑やの種子が落下 して植我後龍草 

害に つて成統不良の場合が多かつた。故にこの方法を賞施ナるには特に木のハﾡの桜係被 

投を履行して雅草の繁茂をおさえ,ﾡ穴内土ﾡの孤撃的性質の惑化を避けるべさである。山施 

不地ﾡ地の場合は墳炎ﾡにあるルル A ﾡの次白色大山次ルをﾡ色士ﾡと提ナ 

る意味に て特に 植穴 をく,深く 耕ﾡナ る 必要が あろ。これを 賞行 しなけれ ば 植栽苗木の根系 

は次白色大山次ﾡを破つて下ﾡに述する こ とが仲々困難で,一時非常に生長不振におちい り 各 

林の被害を受ける ことが多い。傾斜地では平川地の如く,灰白色火山灰屑が明らかでなく,天 

然に流亡そのたによつて捜り;せられているこ、とが多い。故に植栽地の土壊を試掘して,土塩の 

成層状態をみて,その植栽方法を決定せねばならない。

I. 下刈および交切

當地方は笹刈拂後前述の様に草生地に化する 力所が多 く,4特に下刈の時期回数に注意をﾡ 

わねばﾡ求の被』を受けてﾡ死または生不央になる傾向がある。最近勢力不足の帧向がある 

から, この動光分注恋して下刈賞行の順位を情に定することか肝ﾡである。特にビルガホ・
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デマチズルそのたの性木はその生が町促で, ﾡi救木を被山I て全くﾡ死せ! めること 

が多いから注意するをﾡする。 また所松なﾡ林地は他のﾡ書・ ﾡ ・ '由喜も 多いからイ; 良造林 

地化する傾向が強い。下刈に際しﾡ木を録にて設することがJﾡ外に多い故ﾡ務の熱継 

と監督のゆきとどせを必交とする。 な土地地のMMの沙道は定崎する必要が:あり, さもなけ 

れは周邊の造林地は下刈を實行せられなくて放置せられる危険がある。下刈實行の際も天然生 

M樹を機力ﾡしてﾡをな刈携 をせない様注意 しなけれならない。

IV 除伐および問

人工林の除伐および前伐は, 本道に於ては ト ド・ エゾの壯齢物以上の造林地がほとんど無 

い為に その方面の研究調査が少なく,指針となろべきものはﾡめて稀である。除伐に際しては

地の如く土壌茶料の少ない場合に於ては, ー♦紋に植栽本數力:多い時には根系の競合が激甚で 

そのﾡに共倒と なる傾向が多いから,む明定了後は不良木をﾡして生長促地を計る必要が:あ 

る。しかしこの場合もイ川政薬樹はﾡ九成イせしめて,一これを格育すろ様にすべせである。針t 

ﾡ樹ﾡ救木の間に於ては, 主として秋科または多ﾡに賞行して,川木は側皮するかまたは ・ 

4外に搬出するのでなければ* クヒム シ發生温味と な り ,意外の被術を菜る ことが考え られる。

またトド・ エソは木材朽山に伏されやナい樹和であるから間代に際しては, 附立木に簡衛 

を あたへない様極力注意すると 共に,常に心材ﾡ朽の行ﾡを調在してとれにﾡじて代期を決定 

せねばならない。またエゾマツはその枯枝よ りマッ ノカ タハ グケ等の心材腐朽苗が Q 入する か 

ら,枝の心材形成以前に芦打を行い,その佐入防止に努力しなければならない。

第四章 言 R

本報告に於ては,弟子屈並御料地の山火跡地未立木地の特異環境を探究し,あわぜて優往

造林地の成績利査を施行 して,静米この未立木地林賞行上の指針を興父んと したものである。 

しかして木地城域の林を成功せしめる所以のものは, 種々考染せられるが,常地方の天然係件 

を深く硏究して,これに根抵を後く造林方法を案出しなければならない。否人の知識•經験は 

日 々進沙して止むﾡを知らないものであるから, そのﾡ林法も勿論順大逃歩少してゆかばなら 

め。 逃林に関ナる調布研究の成果は短日月の川にこれを求むるのは困難なる場合が多いが, と

れが長期を災するﾡにチナる ことなく チを状いてルればいたナらに日時を耗ﾡするのみで, 

そこになんらﾡ沙を期神することが川米ない。造林技術の如き局所性の傾向強き ものに対して 

は各地各カ所に應じ,賞記的精神を以て賞t地に試験地を設定してとのﾡ否を決定してゆくべき 

で,机上のみの給事に終るのは當を得たことでない。これが:8「業賞行のな初は事業すなわち 

試驗であつて相關連 して將來の改善の為に處致すべ さである。また此往の造林成績を检討し

て, そのるの山來ナる原因を究め, 將來小業實行の指針を得なければならない。

本町%はこれで完了 I たものでなく, 土たﾡ1る不企なものであろが, その調研究に一 

線を剧する必要が留められたので,今介までの版ﾡをル緒めたものである。 大にその開研究の 

摘要を掲げて本稿を終る こ と とする。

摘 ・ ・

(1)木は斜R川上M効予畑村効予屈御御材地に所するI大跡地求立木地の環口子 

を問明ならしめ, これにﾡく朴法を採究し以て朴版ﾡの向上を計るを的として, 叫和13 

年當地方の臨時造林事業開始 と 共に羽春 を開始 し,その結果を 取補めた も のであ ろ。 ・

(2) 木地城の特県取境は大の岡子に山米ナるものである.

1. 本道の東偏に所在する地理的位設と これに進く氣候休

2. 円交 ・ 際ハ・ 跡佐登噴出にかかる 火山灰土域

3. G,700ha企に述するル次たる大木立木地

( 木地方の氣候画は北洲道地方十ﾡﾡ虫Wに戯し, 4小均無温7.9C 株生期川不均無温 

10.JC, 結F水1,14mm,4P不均川係退度755, 城深秋雪爲"4 cm, 無神期川128日, で 

n数80 ロである。

() 局所氣候調左の一•例と して弟子屈事業麻べケ レ市ﾡにかて,山位不血部と山取ﾡ岡地お 

よ び同ﾡ裏地の 3 ヵ所に於てW和 15 年 10月より 同17 年 10 月まで2 力年川役測した。 そのﾡ 

果各線測力所の無象上の特異性は次の如 く である。

1. A衛地 不均氣退が城 も 低く 特に冬季開の最低氣温が低く,寒風によ る無温低下が # 

しい。地溫に於て も 同頂で土壊の凍結が最 も殊しい。

また積野はAによつてほとんど吹き飛ばされ, これによる幼怖物の保護は期付米ない 

から,ﾡぬ木の殺衛にはだ分和意しなければならない。蒸發策が最大で,風は疾風以上の日 

が:4を皿じ935をめ, 他の力所よりその割合が神しく多く, これに反し軟以および静は 

日は17%に改裕する。

2. A裏地 不均氣過は風竹地より商く, 4に多午川は風衛地に止しざしい益県をイする。 

需杏発生期に於ける 5,10月の候の堪低無温は不地に比して高く, 駡害の危險が平坦地に 

比して少ない。積卜派は風術地よりまた攻る時は不地上 り多いが, 融ﾡ期は市科面のため 

不地よ りい。地温はも向いへ。蒸我ﾡおよびﾡに於ては不地とﾡ商地の中I的tEI 

を示し, ﾡ木の氣ﾡ環城と して最も よい條件に恵まれている。

3. 不地 不均氣ﾡは3動の内ﾡも高く, 特に最高5筑温が:れ5い。しかし最低氣温はﾡ交 

• 地に比して低く,特に引害危險期に低いことは印意するを要す。 は3動の内最も弱い。

(5) 前i述のベケレ市施で山施部に ミズナラ・シラカ ンバ林内孔, エンジュ生力所のI門部
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木立木地 ・ 山I腹部Iに あるﾡ災地 ・ ﾡ術地の 5 ケ所に 於て自8月9日 げ月 11 日6日llllのﾡ川 

取型を施行した。山/部 3 點の内, 木立木地はミズナラ・シラカンバ朴内孔に比枚して俊の 

条温の核益が大さく, 退度は低く, 風逃が大で, 法發居般も大を く,植物生活に 不利な話が多 

い。エ ンジュ双生政開部は木立木地ヵ所にい中間的性Itを示し,Ilのか・なﾡによつて 

も 気候の緩和作用が認められる。I腹ﾡ斜地は山N部が艇々ﾡﾡに但まれることがあつて, こ 

の際早期氣溫低下し,多無風の状ﾡにある他, 未立木地所とﾡ似する。風街地と風裏地の 

氣象上の差異は,この観測時に少ないが,風速は明らかに風樹独力,大きい.

(©) 効子畑事飛区阪対班 52および50 の校部 を は さんだﾡ炎地 と 風裏地の数ヵ所で風迷 を ﾡ 

ﾡしたﾡ果, 該部100に封し, 風岡ﾡ斜面には92.1, 68.0の位を示し, 風裏斜面では風部 

が形成せられ,その指数が:3.3(中庫 42.5(の中)を示した。鞍都に於ける地上商別の風速は 

地上4, 3, 2,1.5, 1m に巧し夫々 その比率が 22.6,15.4, 11.7, 2.8, 1.0であつて, 地上高を増 

すと共に殊しく風逃を加する。 ナなわち山ﾡ地形に於けろﾡ逃は, 地局の局所的變化により 

變化が殊しく,常に常風暴風の通路を知つて,各純の施業対策を樹立すべきである。

(7) 弟子畑事発ﾡベケレ市施の開ﾡ初期に於けるシラカンバ・ミズナラ朴内・朴内孔および 

林外未立木地の微細氣候的特性を 級訓した新果,不均条退は樹地mに ある林内孔,朴内がポ 

立木地上 り低いが, これは主と して夜間氣温が傾斜下方にある朴内 ・ 林內孔が低下する爲によ 

る. #内および朴内孔のﾡ間の奈磁ルは, 地上30cm以上のヵ所は未立木地のヵ所の70%内 

外に該當する。風速は林内外に よって 拝し く 異なり,朴外は朴内風ﾡの約3に改裕する。接 

地氣ﾡの各種ﾡ測航の亜山的分布は, 全刈地以外は低生地の特異性を示すものである。本ﾡ測 

の内I災なるず項は, 開術期に於ける夜川条温は#内外の開係」り 颇斜々面にある位敬的關係 

によ り傾斜上方はその下方よ り 卑し く氣温が高く,降新日には傾斜下方ではﾡ書の危度が大な 

い.

(8) 前記所に於て夏ﾡに於ける朴内外の微細氣候的特県性を権川しようと秋みたが, 条退 

は樹#小孔部は未立木地に止し間氣退が低く, 夜川は高く, 日校差が小さく,#内の氣温級 

和作川が認められた。退度は朴内の力がボ外より多であり, 風速 •蒸發室はいずれ も林內が 

林外に比して小さい値を示した。

(9) ベケレ 山取 ・ 風術地の微細氣候的特県性は風裏地に比し氣温低 く , 特に下府の接地気温 
・ﾡ

が風の爲破亂せ ら れて, 低混に なると 共に風速排發量 はいナれも 非常に大 となる 動が認め ら れ 

た。

(10) 弟子屈事業麻奥春別蘭畑に於て春季,模な架改地とﾡ天地と微細氣候映館を調権 した熱 

果 多温に於て架設地は20cm 無が高いのに拘わらナ, 5cm 氣温および表府地溫が露天地 

に比して低い傾向があり,寝架地はﾡ天地に比核して日核なが小さい。地温もﾡ天地はW架地 

に比l て低担でかつ日桜なが小さい。ﾡ災述はﾡﾡ下部のものは#I く, 露天地より小さく, 

二Rﾡのとさは端犬地に比し% に改然した。 すなわちﾡ賞架設は犬いに接地然候をゆる 

やかにする作川が設められる。 .

(11) ベケレIIにi消180〜660m の純Ilに5力所の略がWを設定して, これに同一土壊を使 

川して木と 1 ては トド・エソ・ ャハン ノキ, 拠作物と してはッバ ・ 犬豆 •玉御家 ・花心 

- ビンを指ﾡ州物と して播就して. その我生育を設楽調在したﾡ果, その我球は海抜商100m 

に城き1.0〜1.5日型延を米した。また生K•関係は林木の一,二年生の幼齢の期間は海拔高の龙 

による生映態の県が少なく, 氣衆体件に針する適路能力が際いことが認められれた。費 

作物に別しては高度による環境因子のﾡ化に討し明らかな遊県を示し,--般に消扱高を増ナと 

共に X: しく 生長減退が表われる が,その程度は農作物の林朝によ つて異なり,不均して大に 

於ては最低部が最高部の 25～50%,乾燥爪量に於て 1.8～42.85 に祓常した。

(12) 弟子屈地方に於ける地形服は屈斜跡火山地域に屬 し,届斜跡大山ﾡは一大外俗山と大孔 

Mにある十数の小Nよ りり, 大孔の東都に摩刷大山ﾡがある。外輪山は藻琴山を獣主 

と L た球技で主に溶岩流 ・ 凝灰岩 •角駅岩 ・ 集挑岩よ り 成る成層•火山であって,ベケレ・シケ 

レベ・ ビラ ウ山等の 多數の溶岩丘は竹寄生 火山 で,そのお質が外輪山と類似する。地形ﾡ分と 

してカルデラ内蝶・外俗I外部・中央大口丘・大口原および術生大山にW分せられるが, カル 

デク内蝶・中央大口丘・ﾡ生大Iは急斜, 外輪山外部は綏料,火口原は平坦状を呈する. 一般 

に各地城と も 火山幼年期の地形をなし,谷密度小さい。

(13) 本地方はﾡル・跡のおよび雌内獲大山ﾡに係る風硫火山次に上 り摩く被捜せられ, 

主と してこれらの風化成生物によ り土壊が形成せられる。効子州事業ﾡは一般に席間品および 

A円炎mのtHI物にて多くﾡわれ, 原周事業岡の北半部は跡佐登の噴出にかかる大粒の火山礫 

に蔽われる力所が多くて,特殊な群石地帯を形成するが,南半林は跡佐登火山砂課の厄序が酒 

くなり, ルmのWtのものの各4代のものをJえる。届斜路事業Kはi前記3大山の出物に 

ょつてﾡわれるが,い報石地ﾡはない。 火山次ﾡは不血地には先な肝序を示す場谷が多い 
・

が, 傾斜地に於ては土壊の流亡が甚しい刈｝合には異相土を生じたりまた爵位の境の判定しない 

場合が多い。木地方の山 火跡未立木地域には局所地形に よ りル川 A統大山ﾡが灰白色ル粉状 

でw映にM著に川現する場合と その上下ﾡが:it跡極的に川双一る場合とがおり;iは神部 

不地に於て現われ, 後者山腹傾地の場に型する。

(14) 本地方土域の理化學的性質に就て調査した處によ ると,主と して衣盾を形成する摩周 A 

林火山灰層は制汰分析の結果地壊土お よ びﾡ士であつて,心土は大山次の系統によつて砂士* 

よ びwとなるこ とがある。 *に その 化學分析の結果,表土 •心土共に地味が極めて疥薄であ 

つて, 特にﾡ酸の献乏が認められる。I施不部に炎われるルA統, 灰白色火山灰層は他の
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炎上に比教してイ効館物菜ﾡ分合堪が:だ少ない。遊歯酸我は水溶性破酸区の 小 住を 罰布 し 

たﾡ果磁ﾡﾡの合はﾡめて少であるが,山i小部は山ﾡﾡ斜地よ りその合堪が多い。こ 

れが:土壇区類の市亡博化を 誘役ナる口 をなすとだえられる.

(15) 効子屈事ﾡKベケレ山T部上 り山ﾡ部にかけ4力所の:城と大を被らない針外業樹朴下 

の土壌を供試材料と して, トド・エソ・ッバ・大びの太がﾡを施行した州果,供状土城の化 

ﾡ分析に上 りﾡ物英茶分合の』高と認められたI取土に於てはッバ ・大政の拠作物の生が:
• ・

良好であり,山頂 部土城の如く,商炎地にあろ土ﾡはな行によるﾡ物ﾡ益分の滋亡および何株 

分解不良のﾡに, その生が#しく 不良であつた。 トド・= ソの場合は没作物の如 く ・ ﾡ物 

榮養分に對 して敏感でないが,矢張り 山腹土に最良を示す ものが多い。I大を被らないエソマ 

ッ・ トドマッ林內土壊は,大幅に於て前記中m］の他を示し,特に良好な生長が認められないの 

は,変かな条候の下にあろ針葉樹下に多いﾡﾡ分解不良ﾡのボ ド メール化によ る ものと思 

われろ。

(10) 弟子屈地方の山 大跡地のﾡ生の分は交の如 く である。

I. 上ﾡ木成イ i ソウ シカンパ •シナノキ林,ii ソウシカンバ・ズキナシ, fi ミ 

ズナラ林。 -

II. 山I大1生/業樹さ明ルト i ケ ヤマハンノキ •マカ ンバ,ii シラカンバ・ ミズナラ札, 

iiiヤマナラシ林。

III. 山火跡廣葉樹疎開林 i ヤマナラシ •バッ コャナギ林,ii ミズナラ・グケカンバ, 

iii イヌェンジュ札,iv ミズナラ •シラカンパ林.

IV. 笹生地お上び作生地 i 高地笹生地,ii 高地生地, iii 低地笹生地,iv低地生地。 

山I大跡地のﾡ生移は立地の状態,山大の度数, 大勢の強引および被衛常時の朴相ならび 

に茂行木林型に右せられるが, 山火後普通の立地狀態に於て は 2, 34川の木木の伐入成立ル 

態により,その後の植生遷移の進行速度に大差を及ぼすものである。木地方の山火跡初期相の 

木本ﾡ物と してはバッ コ ヤナギ ・ ケヤマハ ンノキ・ マカ ンバ ・シラカ ンバ ・ ダケカ ンバ ・ ミ ズ 

ナラ ・ ヤマナラシ ・ キハダ ・ イ ヌ エンジュ ・ クラノキ・エゾニワ ト コ等が初成林を形成するが 

その內パッ コャナギ • ケヤマハンノキ ・クラノキ・エゾ=ワ トコ"は佐入初期に優勢を占める 

一時的の短命樹和で あり, これら の樹和 を主とし た開ル葉樹林はをへの還移が く, 反 

野に風術その他の原因で笹生地に代る場合 も ある。これに反して ミズナラ ・ ソッシカンバ・マ 

カンバ •ハリギリ ・ ホオノキ・ハル= レ等のが多い時には森林ﾡ生の復ゆが逃やかである。

(17) 風術生値の調の精果効子用地方には校部よ り少しく 下ったカ所に未立木地と なつてい 

るぬが多く, これらは暴風の通路に當り,多數の風倒•風折木を生じ,これによつて未立木地 

狀になつたもので,今後森林逃成上和意を要する所である。また常風のと してヤマナラシ • 

シラカンバ・グケカンパ・ハンノト"の樹葉 を 出商地 とﾡ地と に 生じたもの 比北桜す るとそ 

の葉商iHac於て, ヤマナ ラシ・シラカ ンバ共に山膜以衛地にあろものは山雄部の 50% に該常 

ナる。 ま た同一海拔為に ある ダケカンバでも ﾡ衛地に あるもの は風裏地に あるものの 70%% に 

ﾡし, その生 も ル命に思い。

(18) fル随お公札地地に討し, 造林地成級則査を 行った結果. 朴地広ﾡ良督な世団はﾡ 

シマカラッ ・ ェソッ ・ オ= グル ミ で, 不央な も のは, カラマッ・ ミズナラ・カッラ・カ 

ンバであつた。ト ドマツは山腹の風裏肥沃地に成績が良好であるが,そのたの力所では不良で 

ある。 央たエゾマッはﾡ初ト ドマッの生におろものが多い様であろが,"基年後はかえつ 

て ト ドマッょ り任り, 特に高寒地帯に於ては ト ドマッとエゾマツとでは格段の遊を生ナる。ア 

カ エゾの生長は トド・エ yに劣るが耐術性ﾡく, 特殊の境ﾡ件の不良の力所の朴樹種と し 

て最適である。ﾡ樹はヤチダモ・オ=グルミの一部を除く外は, 成績不良なものが多い. 

これは今後研究せらるべせである。人工下純の成績も不Aであるがこれも今後の課Hである.

(19) 弟子如小業府ベケ レ南匏に於て土壊性を異にする故カ所の造林地を調布した 岸ルA統 

磨粉狀灰白色火山灰厝の明瞭な:k壊形態をなす出旅部は,不明瞭な山腹陰斜部に比して,土壊 

中の植物榮養分自を: の決芝 と 相俟って, 朴木のﾡの仲をさない公にﾡ求後2, 3年でと 

んど生長を 停止 し て 山腹傾斜地 と 顯 ざな生育上の県 を生じている。また 大入地 と 筋刈地 と 

の造材木を比校したシケレベ調査地に於ては,兩カ所の土域形態はほとんど相異はないが,化 

學成分は 火入地に於ては硝酸態 R 素台状が 袴しく 多いことが認められ, 火入地のト ドッﾡ求 

木は筋刈地に比核すれば樹が生に於ては4〜5%% 侵っているが, 肥大生に於ては非常な途 

が:あり, 40～50%の開さがあつて, 火入地は苗木の直押太く,筋 刈地は細く 微弱な感がする。 

この際注意すべきは火入地は爻華期の旺盛な繁茂をみる ことで, これがため下刈の同数,時期 

に就いては充分印意すべきである。

(20) ﾡ子屈P岡ベケレ山施にかて地(大入 ・ 全刈 •一條 •二條 •坪刈別),ﾡ救(ﾡ・秋 

M・前4州越 ・前年キザ:・ 通林城別) 渋別に傾斜・ 不の 2 力所1ha 宛の試験地を設定し 

て調したﾡ果, 植残後枯損那の最も小さい ものは火入牆で,最大は刈Wであり, 被術木の 

もつと も多いのは刈Mで,メ少は全刈間である。不地の被害木ﾡ生は局所的微地形に支配 

される端害が多 く , そのた量ﾡ ・ 雑草書があ り ・ ー被害の多いカ所は他の被害も多い傾向があ 

る。植及木の生長は樹高生長 •地際押に於て も 火入町が大であ り, 大間にかて樹高生は征 

の消滅の売全なるものﾡその生域か良好となる傾向がある。植栽別は春植は秋植よ り その後の 

生：長が良好で•ある様に 認め られたが,ﾡ求前のﾡ起操作はその効果がりらかでな く ・ 特に前年 

:壌 を 堀起 した » 所は 1 4生変 "の繁がは なはだしく, 枝條被害の必要力': 認め られろ。

(21) 弟子川地方造林地の成績 を 左ナ る 生物被寄で 目下最 も注なをするもの t野原 どァブ
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フムンの被害である。昭和17〜104に互る野量の大生の被省は, 被衛mt219ha, 細 

53,229回にした。 アブラムン被衛に討して特に災なるものはト ドノネオオワクムッお上び 

ト ドマッオオブラであつて雨者が:共生するときは, ト ドマツﾡ求木のﾡ勢を非常に王明せし 

めてﾡ死せしみろ場合が展々あり, またﾡ死するに至らないまでも樹高生を非高に淡選せし 

める。またこれが寒書および ト ドマツ開怖が"の8因となるである。

(22) 以上の調布所究にﾡづき堪朴代行上和なナべさ領を条候岡子・土地因子・ 生物岡子 

に分けて記すれば大の如くであろ。

条候岡子

氣温 ・ ﾡ書 本地方は本道中でも イ由: の親善發生塊で,毎«期間が:125日内外に組ぜない。 

これが防除.じ制慮しなければならぬ點は ⑴耐局樹種の選探 2l地形的«i孔地の致 ⑶樹林 

によ る嵐物の軽減 (4地上ﾡ生による術害の材政等であるが, 實地造林に際しては強め置害危 

密区域を孫初列してこれらの地域に討して, 密冷気流の停滞せざる様林衣を除き,#門の混吸な 

空条 と 没合せ士 しめ ろ概朴内桜打お よ び下木の除去 をなし, かつ特に 害の危際性の大 はいヵ所 

に對しては耐露性強き樹棘を坪刈または筋刈を なして植栽し,ﾡ求が笹75に地並した時これを 

全刈する等の操作を取るべきであつて,前生樹で保護作川のあるものは, これを林の動と 

して願大量林ﾡ城をﾡ張ナべさである。 .

姿術 本地方の如 く 初冬の頃植雪 の 少くない力所に於ては, 統求木お よ びﾡの木に 交 

害が發生す る. と れが:G市畑ではM機求を な し,造林地に對 して風術地の如 ・ 力 所には 直接 

針計業樹類のﾡﾡを避け, 耐寒性のつよい廣葉樹を先！里樹種として人工播和•または植裁し,その 

保護の下に針業樹増ﾡを行 うべさである。

地型 本地方の如く 火山灰地帶に於ては,保水力が爲く,常に地表に近い部分は潮潤狀態 

にあり, その土ﾡ合水量が高いに地温の上はこれに件なはない傾向が認められているから 

土壌水分の調節と地混の上・ 下降に意を注くべきである。

空中温度 春季植栽時期の關係温度は苗木の活济に 朮大な影響をお よ ぼす も のであって, 

臨時造林地の成績も植栽當時の關係温度の多少に支配せられる玷が認められる。夏季に於ける 

霧の發生は林木に對しては,典作物の如く通地響をいたらさないが,サルオガゼのが生を多 

く して朴木の立ﾡ林の原因の一因となる。

南・ﾡ 本地方は攻彩水量が核的多く,かつ大山次土ﾡの州性として,保水力がﾡい 

恐, 乾燥によ る被害が少く,寧ろ伐採跡地が大型多潤性草本に 占められたり,渉科やや曲類 

が發生して苦【む様な場合が多い。ﾡ雪は幼樹の公不利をな氣候および土域の過のﾡ軸, 寒 

風による乾燥等を保護することがあっても降雪多過による被害の發生をみることは多雪地方の 

如くではない,

及 Aﾡ地に於ては夕手ﾡによつても卜が吹せ飛ばされ, 米を投生せしめたりするので 

寒風に巧して抵抗性の期い樹林を先が 樹秋とする必要がある,また城風に対してもその通許は 

大和にかて一定するであるから, 過に於て大被害を生じた力所は施飛lに記入して証いて 

染県ﾡ策をﾡめ樹立して証く必が:ある。

土城関 r

土:壌形館 木地方のﾡ形態がﾡ求木の生炎におよす影響の内Mなものは, 摩周 A 統 

にﾡする次白色木眞化大山次ﾡが締映にM神に山現する場合と, その上下ﾡと流跡転的に出 

現ナる場合が:あるが, ﾡ状にﾡ裕に山現する場合は, 許粉状次白色大山次ﾡを権収時に提清 

散を計る必要が留められる.

土壊の理學的性賞 木地方の炎は水量は比桜的大であるが, 排水がよいので降阳後停 

滞水の境はないが保水力が强いので,下盾の水分を地表に上弁せしめる爲表土は常に温潤で乾 

燥『ることなく,從って雜草の繁茂が充しい反面,如何に好天氣が績いても早害を蒙る帳がな 

いとせられている。旅にﾡ規に到しては, 特に注意して下刈を施行ナる必がある。

土ﾡの I化s的性I 本地方の平川地に分布する 摩周 A 低灰白色 火山 灰層は,特に 化學的性 

uが先選であるから, 植战時に上下盾の混耕が必要である。また一般に植物菜住分含策は少く 

畑地 と して利川されるものならばいナれも 施肥 を 要す る識な る 土域であ ると認められるから 

土域の品沃度を要する樹種の械械は失敗に終る ことが多い。 大入地は大入の時期・ 方法お上 

び所の選採をあやまらなければそのカ所の土壊の硝酸態家素含量力師加して植栽木に良好な整 
・

ﾡをﾡえ得る。故にﾡﾡを前提として山大等のH態を巡越させない様ル到な注意により, これ 

を施行すべさであつて,特に野原馴除の一方法と もおえられろ。

位置的因子

木地域は木遊央高地の大な山縦に桜すナれば, 施 異地限界 •衣林限界が共に低く,特に 

的御料地の上部地帯は高寒風樹地帝 を なすから ・ その並林に登 しては憤に試験をな しつっそ 

の朴方法を決定すべさであろ。 大に木地域は一般に傾斜が殺であるが, それでも南北斜面に 

よって造林成績が共る場合が多い。北斜面は南傾面と異な り ,株求益初係私集約なﾡ育を施行 

しなけれは, その造林に失敗する危險性がある。 ・

生物 f

R 野见に対 してはやと して係崎に よ り,"に到 しては 犬入地・ 誘烝清設置 ・ ﾡ岡 

子撒布に よ って効率の高 い照除法を 實施すべ さであ ろ。

曲 アプラムシ類の被害に對 しては,動朴代適地にはそのﾡが激となるﾡ向があろ 

から,地林地地のﾡ定をあやまらないととがとれらの被ﾡを避けしむる第一歩である。また ト 

ドノネオホワクムシの如くトドマッ ・ヤチグモをﾡ廻するものは附がのﾡを避くべさであろ。
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キクヒム シ類の被管に討じてはﾡび集樹のを計つて, 数にﾡい朴分を動成するかまたはﾡ 

來の伐採 H 城の周邊にあたる力所に對 い 版螂の赤狀林を もおけることが:必である。

■務 木材格朽商に 上 る被衛が林木のﾡ齢期以後に於て被術が:現はれる ことが:お2られ 

るから, 推め造林操作を通じて,これが喚防に定ﾡを期さねばならない。

雑書 木地方は土ﾡの保水力が:ﾡいから, ﾡの繁が:町なることが:認められている。 

下刈方法の改浜と枝條被般等によってこの被害が無くなる様に注期しなけれはならない.

終合的場業

樹種の選採および造林地の選定 従來本地方の造林樹純と して卜F・エ ソ等数種に及んだ 

がその内トドマツは山腹以下,エソマツは山腹,アカエゾは山麓平坦部および山頂部等それぞ 

れﾡ救適地が定まつているために, これに地合したﾡ林機部を選押しなければならない。また 

ト ドマツ・ェソマツ品種に注査L ト ドマツに対しては赤 ト ド系統,エゾマツに對しては爲山型 

お上び山ﾡ型品種をﾡ定するのが上 い様である。

地ﾡお上 びﾡ救法 地ﾡ法と してはﾡ々あるが山ﾡ不壇地に登しては大入地が:良好であ 

ろか, 山火の危險が伴ふから實行の手箇およ び方法には細心の注意を要する。また火入地指地 

または全刈地は草生地化して手入不充分の場介は筋刈地よ り雅草によ る被害を※りやすいB# 
別の注您を要する。ﾡ攻時期は作が:よい。秋ﾡにナるとすれ9月中に賞行を終る様にナべ 

きである。また植穴を前年春または秋に植栽して,ﾡべ内土ﾡを大氣に吸録して壌中の可洲 

性芸分の増加 を計ったが,と の場合附近の雑草の粒子が落下 して植及後難堪需:に よ って成績が 

左右される場合が多い。桃攻木の大さにめては,大を可とし, 小苗は雅草の少ない立地條 

作の良好 なカ所に のみ選定植栽せ らるべきである。

下刈・ 変切 木地方 は 笹刈拂 後草生地 とな る ヵ所が 多い ため,下刈の時朋 •阿數に は格役 

の注意を拂う必要がある。生た下刈賞行のWにも犬然生M樹を桜塩して, 無益な刈拂を 

しない樣注意せられなければならない。

除伐および間伐 本地方の如く,土域養料の少ない土城に於ては, 一般に植栽木数が多い 

場合には, その根系の競合が激甚で,その為に共倒となる傾向が多い為に,鬱阳完了後不良木 

を 海法 して,生長促進 を計る必要があ る,ま た川伐に際 しては附近立木に例害 を興えな い様ie 
注意すろと共に,常に心材術朽の行無を調布して, これに他;じた伐期を決定しなければなら な

•
(28) 以上弟子屈地方の造林を 成功せ L める所以の も の は部 々 お※ される が,當地方の天然條 

件を深く研究して,これに根抵を超く造林方法を案出すべきであって,常に賞行すなわち試驗 

の精神で現在の期理に最 も適合した方法で實行を行う と 共区, 灰往の成績を取調べ,その熱県 

を参と して新しい技術を生みだナ状労すナべなである。
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2) KM高M・対』汽の・光W: 1mi#内風に燃けるべ額領«叫和104止口木林4千演, 

W17.
20) rEi 消: 砂丘氣裒の-檄測• R求及び間失,1:他10誠,M13.
30)高a 謙一： i#nゆ丘に於ける攻期のは額(糸的状ﾡ. 植物及. び動物,s名80, M15.
J1)此イ・III: 娘用地方期照林坨に於ける微相氣象學的靓測の一例• Mi164k口本4合4子 

it,WI7.
32) 栄m ッ: 杉林地に於け る 不も地の研先 (第 3 山)ﾡ的遊に就いて. M和 13 年度日木林學會 

4作2it,MI4.
33) ル w: ﾡ林微ﾡ領象叙消のみ・H木林ﾡf神, 23248, M6.
34)hム仙・I: ﾡル小地及び仲状林内外に於ける貫ﾡの代i箱糸の秋樹ﾡ. 大阪轶林局幅 40,41 

誠, Mio.
35a)今田敬一: 地遣林と地求附迎の低然過 北方林業研究會,購訪侬第一m,・16.
35b)今用ﾡ一: 1催魚過の科簡ﾡ化と世木のW者・ﾡ川然像,142,3試, ・32
35o) 今u 敬一 : 林野•の最低無溫• 唯川氣龍,1公1戦,M 1.
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38) AM 利助: 土ﾡの水分☆量と増中波ル・ 八ﾡ及び山ﾡ,12他1誠, ・12.
37)和場 寛： 払物然鉄の主要因子としてのﾡ. 植れ及び動物,3絶1説, M10.
38) 松野路巳・ 信山伊佐サ • 高ﾡー・山田必 ・ 久世浮大町: ﾡ田に於けるﾡ部気統 農荣及び園 金, 

12210,11,12誠, m12.
39) 盗須 楽・名・風造独びにロ針量のn記記はの一W.科t,115説, m16.
40) 竹内 : 權物利用環対定法. ・11.

第二節

41) 四村 ﾡ表: 風向粉火山 扉の懈直. 地 學雜出 274315説, 大4.
42) 剛村 変減: 側舗路火山の祝. 地 學 程温 254303誠, 大3.
43) 山田_ハー:北内央段州力の増質及び増形拉びに花出の杉流林に就いて. ル水体休鳥, M16.
4 田 型: 火川性治士性び法に就い、て(第一報).H本土ﾡUﾡ行界領, 14211〜12映, ・15.
45) 山田 忍： 火I川灰土の長所と知所. 北,1名, 略o.
4) Konig,J-Und Hnasenbaumer,J. : Ermihelung des Dtngerbedarfs des Bodens. Tranait. II Commis 

In ternatl. Soci Soil Sci. Vol A,141〜146,1020.
47) 山田 忍： ﾡ岡の土税 北島, 826誠, M10.
48) 田町の(:日本の北純及び諦洲の北証増な士ﾡ糸に放いて. 北方展業研究,昭］8.

第三節
49) 帝室林野网旭川支局. ・和194ル7的子顧事兼阪第二次協訂路撃方針書.

50) 井上 町: 鋼路地方仁伏に於け る+マナク シニ次林 / 業の一考孫. 北出道林業會報,30 % 455 誠, 

昭 I6..
51) 中山I正卒・ウカ六町:北i述ぶで林山火M州に於ける林分の情状公故びにのゆに鉱い.て(術二i) 

演为林,1 賊,郡15.
59) K田 : エゾマッ寄生小3領の生密學研究. 北i通路, Ma.
53) ﾡ 一三:携大東大ﾡ可林の風書とル増の更新及び施撃に開ナるが※ 北方林業研究會諸流処 _ 

制・ 昭15. ・
D4) 懶風被害網在也 大政営林ル, an.
65) 飾木 ﾡニ: ﾡ的の生とん 岩波講座, 44; ・5. 、

第二 章 第一簡

50) 日密造林少楽忸告書 • 旭川地方帝室林好 句,・.

B7) 古田 孝柏： カエゾマツのiにはい.て. 北海道麻楽會犒 4508%,WI7.

第 =-節 •

08) 佐多 一玉:H』が:世ﾡの大。さ及び理ﾡ能に及ナ地響に就いて. 日木林學會雑編 18 能 10 減, 
昭10.

5) 販団 奉： 林學領坂にけるﾡ光間題. 帝室林圻対北海道林菜試験塢報告,］*, 昭 18.
9の) 倉田後二啷： コレカフノﾡﾡ政卜ﾡ士法・山I,715説, W17.
61)中W 正浄： 焼土と土博犧生物との删係. 日本肥料土塊學雜温 16卷 6 就,昭 17.
62)-三井道午・小y千三 ・ i川治 : 煙土の肥効に関す る研究.

三, 染求の可ﾡﾡ化にﾡい、て.H木肥料土み治,16公65説, W17.
/ 四, 求が戦t. 同上 ・

其五,加熱土壊を畑状密に保ちたる際の炭酸ガス發生.同上.

六, 陸積に對する三要ボ風場試験成績. 同上. ,

63) 中村賢大町: 造林4脳桃. 昭 17.

、 第四節
64) 井上 元則： 虾鼠被害防断の揭針. 北海道林業状瞼降帽,52あ, 昭18.

6の) ﾡ輩 一作: ﾡtn追方に於ける不成述林地に討けするーザ※。 北方林来,2設,昭1S.
06) 井上 元則: トド〜ッオ小アプみの欲響防除に叫すナる試略載t。北潯道林業試瞼お时報,63 W, MW.
67)刊f ﾡ述: トドッ・エゾマ頬の山に%生するブプグムレ類にﾡい、て.徹式林野鳥北海述林求が戦 

小* 根,・製, ・17.
08) isf 崎述: エゾマッ頬に符生するカサアブクムシに1い、て.徹林野鳥北海述林Xび歌場葉報,2当, 

・ 17.
6の) 松島 催 大： ﾡ路州方御料にﾡける情業樹立怖書及び施求登. 物料林, 152試, ・10.

第三な 第→・

70) はit人評:・遣林とﾡ林然乳. こだま, 57映, ・16.
71) Piが士: 林律について. 北海道*楽試験場 2 報,54映, M10.
7) 口部高士共: 北海道に於け る 晩誌 と切ぜに就いて. 北海道林楽,譲給当時根,64誠, M1o.
7:) 枚応マ 統十： 木避山itﾡにﾡける情情や節の研(木猛求)

74) Geiger, R: Hohenlage und Spatfrostgefahrdung Forstw. Centvr.1933, 1934.
7の) 脚一町: 生理M物号 • 6 版, 明14.
70) 嘉田 女: 無宿が地の水堆について. 流求然象が花Wか,10誠, ・17.
77) Geiger, R : Der Schutz der Kulturen durch cine Sehnedecke. Forstw. Centr. b2Jg Heft 4.1036.
78)古小、張所. 北ル述にﾡける並林追○祉書. ﾡ料, 68説, ・s.
7の) R 畑用 門治： 敵州トウヒの#大にポけるﾡ西故びにの法に載いて. ﾡ太中央改総場交 13説, 

m 10.
80) Neger,F.W. Die Krnnkheiten unserer Waldbaumeundwichtigsten Gartengeholze,2d,ce,192..
s1) 原回 泰： 森林と JRM因子. 植物及び動約,11宅3ﾡ, MIs.
sy) 北海道休楽試輪場. 木道に於ける枝菓被殖の効梨に就いて. 北海道林某状瞼战時報,17 改,・1は.

8)ハi 利助: 札北幌に於ける飛地及び成書下温.ロ本"水崎合い交1,1試, ・15.
84) 如 I勝治 •好原町太： Wi 木の乾惋が油茄我びに生長に及ばす 必習に世いて. ﾡ料, 131ぴ, 明14.
86) 古畑 iasotに及sナ数場. i木ﾡ神め, 17名11機, M10.
86) nef 北共: 北海道ハサルソ カゼに就いて. 内ド株, 116試, M1a.
87) 佐々木準 長： 4増ﾡ玲mに於ける上干、三のKにﾡいて. M和164ロ本林ﾡ不大 

會演演集,昭17•-
8S) 阿部/十夫： 林内外i書の1tと幼商に及すナ数響. 北湖道林求びﾡ場。35誠, M16.
8o) 林 常共:林木のﾡ析生公北他・大林象合, 5朝, M17.
90)同前士: 風に到するーサX 北方林求, 2説,W1s.
o1) 原図 : カフママ人工植収林の風例木と風例の一山に就いて. 北海道林業自報,437映,即1.
92) 山本 英: お前山I林版立について. M和164H木林4下大命3び, ・17.

節=簡

03) 佐々木ポ: 苫小牧御料林の成立 と 立地 との関係に就いて • 侖宠林野附札幌支騎, 遣株に関するW代 

研究, 姉21, M4.
0)Im : 仙分F火山I氏地力に於けるﾡ松・ 北ハ, 3%, M1.
95) itm ﾡﾡ: Juiの4%H!ににナ数な 北n, S他11N, W16.
9o) 宮崎 W: 四國緑林修生.と土.次形強との關係に就いて. 興合, wI7.
97) 北i海述県がが戦場. 分ゼiﾡ災. 第 2 利 iw叫,Wd.
98) 北海道林梨跋除氓• 植校木成長に及ぼす土塊性の賊舞に就いて 納三報 エソマッ. 北海道林業試験場時 

,45ﾡ,M18.
00) 北i述米改験場. 植妆木生.我 に及ぼす 上 壊性の扬響に就いて 第ー トギマッ. 北海道林業試瞼場時 

#,16誠,W1.
100) Foweljs, H.H. and Stephenson,RE: EITect of burning on forest soil. Soil Science 3S.175. 1034.
101) 三lOtハ: Mf火入れの及び土に及ナ出ぼに就いて. 林4合補, 14 従 b 狄 昭 7.
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102) 三宅東次•田町以信男： 乾燥土境の効果に就いて• 日本土ﾡ児門界裕,17%7誠, 昭1.
第三節

103) 林 常夫: 北i海述に於ける森林○番的段に関ナるーサM #母合箱, ・ュ

104)古田 秀整: 北i湖述にける森林限外独に施ﾡ増段外と海投高の開係に放いて. ・和154度日木小 

f子大命ぶび, 昭 16.
105)下 正夫: 夕mW側従面にポける通江的描物分布のサ※、昭和144ル日木界ポ大合請積ﾡ, 

・15.
100) 燃田 業: ﾡﾡの及ﾡ生Yと方位にﾡナる研究. ロ木#界ﾡ, 21 筱 9, 10, H 就,昭 13.
107) 立花 和学: トドマグの更新と方にﾡナるサ※く第一ﾡ 北方林栄,2M, ・1s.
108) 旭川方命野ル. 北向付面のに開ナる並礎的D報。(費). 、

締日簡

100) 逸見式曜 •赤井 城 恭： 木材席朽羅學. ・2.
110) 山F #: エゾマグ及びトドマン樹山の向統w朽の販因に就いて. 林界合社せ, 15後6誠, ・s.
111) 山F な様: エゾマッ生Yr映ﾡと歯書(ニゾマツ心材白i断ﾡ師)との関係及びﾡ防法. 學合維, 

14 能 12% ・7.

・ 第 五 儕.

113) 既田・柳地戦: 寒冊性樹Hの島H改M歌 ﾡ室林野局北i湖述林求改藤場械書,3映, 

113) 和田常次呼： ﾡと森の水投. ロ本林み合雑場,1021説, q12.

Resume

Study on the environment of the forest 
after the fires and its method of afforestation

by 「

Yutaka Harada and Toshio Yanagisawa

This treatise has been written the results that the environmental factors 
of blank area caused by the forest fires were investigated by writers since 
1938 and that the method of afforestation based on its survey was studied 
owing to the progress of afforestation in Teshikaga National Forest, Ku- 
shiro Province, Hokkaido.

The peculiar environment of this district originate from the following 
three factors. パ

i Geographical location which exists the eastern Hokkaido and the 
climatic condition resulted from the location as mentioned above.

ii Volcanic ash soils erupted Mt.Akan, Masyu and Atosanupuri.
iii Wide blank area amounted to 6.700 ha. ,

OWing to explain the above-mentioned environment, the writers investigated 
the following matters,

17

Climatic factor
i The peculiarity of gross climate in Teshikaga district.
ii Local climate specially windswept and windless spots in the side 

and foot of the mountain.
iii Micro-climate. Inside and outside of forest at the danger period by 

the spring frost and at the summer season.
iv Practice of the phytometer method. Investigation on the difference 

of climatical condition at the every altitude spots which cultivated the 
tree-seedlings and crops for the iadicator.

Edaphic factor
i ■ Outline of the configuration and geology*
ii Soil structure, mechanical and chmical analyses of the soil,
iii Cultivation test of the various forest trees and farm crops used the 

blank area und forest soils.
Investigation of vegetation

i General vegetation.
ii Structure of the original vegetation and secondary plant succession 

of the blank area.
iii Ecological study on the windswept spot.

Result inquiry on the planting areas.
i Results of afforestation in this district.

ii Relation to the growths of planting trees (Todo-Fir) and the proparties 
of soils at the side and foot of Mt. Pekere.

iii Comparative results of plantation in the places where the ground 
arrangements were performed by the burning of ground-cover and were 
cut down the weeds like a belt at Shikerebe.

iv Investigetion of the experimental spot tried the various methods of 
ground arrengements and plantings.

v Parasitic diseases, insects and beast injary which dominated the 
results of afforestation.

According to the above-mentioned investigation, we should be take 
notice of the practice of afforestation in this district the following points.

1)This district is one of the most frequent frost-damaged region in 
Hokkaido and nothing but about 125 days for the period of non-frost. In 
case of the planting, there by, we should be fore cast the forst danger 
zone and take a operation as follow :

i Remove off the shelter-belt that it may not stagnant the cold air cu- 
rrent in this zone.

ii Plant the frost-proof trees in the frost hole(For example Akaezo-spruce).
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iii Use the advance growths for the shelter woods and grawth promoteing 
trees.

2) In the snowless region in early winter such as this district, we 
should be practise the cultivation by fence in the nursery and , cut the 
weeds at right angle to a cold wind. In the wind swept spot, we must 
sow and plant the frost hardy broad-leaved trees for a pioneer and perform 
the planting of coniferous trres under the protection of above mentioned 
trees.

3) As the water-holding capacity of the soil in this district is high, 
the surface soils is alway wettish without a dryness. Consequently, the 
weeds of planting area grow thick, so we nnnd to pay attantion for the 
season and frequency of weeding.

4) As many storm damaged places were located the side of mountains 
from the end of small valley to the saddle, we should to make a records 
its places and plan the storm control.、

5) The grayish volcanic ash soil which belong t othe soil series Mashu 
A exist distinctly as a layer at the foot of mountain, while show mixing 
the upper and lower layer at the side.

This volcanic ash soil is dense and lacks the available nutrients, so that 
it is necessary to break and mix this layer in the planting-time.

6) As the soils of this district are the poor available nutrients there 
are many failure for the afforestation of the exacting species required the 
chemical nutrient.

7) The burned area soids become larger nitrati nitrogen than the 
unburned, so that the growths of planting trees are very good. Therefore 
we should be practise it by the careful preparation without accidental fire.

8) The principal damages by the plant and animal which are breaking 
out the planting area in this district are caused by the field-mice and 
various aphides.

9) According to the result of afforestation in this district, we should 
be plant Todo-firs in the low part of slope, Ezo-spruces in the upper part 
and Akaezo-spruces in the flat and high land.

10) For the method of ground arrangement, we should be practise the 
burning and all cutting of weeds in the flat and gentle slape of foot of 
mountain and perform the cutting such as a belt in the upper part of slop.

11) The spring planting is most successful than other season. In the 
autume planting, we should be finish it in September. Large planting stock 
is most suitable for the afforestation in this district owing to the vigour 
growth of weeds.

樹 種名 略 記 號 表

腎記防はﾡ名の頭を木とし, これに千名のJを附け, M担147』に決決定した 

F式によつた 木ﾡ脚販のﾡ記Uの下の・ビ立はi種(cm), iﾡは樹高(m)そ示ナ。 
(昭和:販, 日本林ﾡにポ城す)

m中 ﾡ記映 和 %
殯司 m記映

和 名 a字 ﾡ記読 和 ャ

A A. M あ とどまっ E t とまりみ Pr. ・ えざゃまざく ら
A. s あか とどまっ Fa. c ぶなのe Pr. C うわみづざくら

An. p りりのe F. m やち、だも Pr. K も しまざく ら
Ac. a からこぎかえで F. s おだも Pr. M 、やまざく ら
Ac. c みっでかえで H H. m やまあじさい Pr. P えざのうわうなずざく ら

Ac. o い、た やかえで H. oり らっざ Pr. S し ゥ-り

Ac. i にい、たや H. 8 ごとらづる Pt r さわ くるみ

Ac. j め い げつかえで I I. C い、 ぬ っ,げ Q Q.4 c み、*ら
Ac. M く るびいたや I. m あ*ャはだ Q. d ッ、しわ
Ac. p やもみぢ I. s あかみの い、ュつげ Q. s こ な ら

Ac. S *e がらな J J. s お にぐ・るみ R R- j ふ、しの・

Ae. t とものa K K. r はりざり R. 0 ったうるし

Al. n や*はんの・

や ま はん の a
L L. c もょ うせんからまつ R t やまゥるし

Al. g L. d しこたんまつ Ra. j く ろうめもどさ

Al.j えぞはんのa L. e 抬 5 しうからまつ Rh. A tらさっっじ

-Al.t けは りoa L. K か、らまっ Rh. F えだしゃく なげ

An. d sにらと e Le. G はなひりのさ Rh. R えぞt ら ささっっじ
An. 8 こ しあぶら Li. y みやま い、た S S a たもゃなざ
Ar. e た らのさ M. o IほIほのさ S B っとやなざ

At. c さ る な し M. p ・たとぶし S. h しろゃなざ

At. K みやまま たたび a い・やネん じゆ S. i い、めと リやなざ

At p *たたび Me. p こようらく つつ じ S. M えぞかわゃなぜ

B B. E だけ»、ん ば Mi. a あず ・な し S. r えぞ や な さ
B.1 し らかん ぱ Ml. b か、らふ とずみ S s からふとやなぎ

B. M う だいかん Mo. b やま ぐは 4 S. V ・»ゃな"

B. N えぞのだけかん 0 0. j おさだ Sa. K もし*ざs
C c. j カ、っら P P. c か、なだと うひ Sa. 1 もとせごさ

\ Ca. e さわしば P. e どいっと らひ Sa. S ね ま か、 り だ、け
Ca. 1 あか・しで P. G あがえぞまつ Sa. T えざみやまざさ
Ce. a つる うめもどさ P. h あみの あかえぞ Sa. U な が ば まかりだけ
Ci. B えぞえのe P. j く ろえぞ ま っ Se. c てうせんごみし
Cl. t く さ ・ Pi. t ふ、つ・そ ゥ Se. n ま ぶさ
Co. c み、づ ぎ Pc. に が さ Sh. h い わ か ら ヘ
Cp. d は い い *a が や Ph. s ひるはの・はだ Sk. j み、やま し・な
Cr. j す ・ Pi. d あか、*っ Sm. B えぞにわとこ
Cs. c く り Pi. i ッうしう あかまつ So. a ななかまど
Ct j えぞさんざし Pi. p ごよゥ*っ So. M たか、ねななかま ど

D D. h えざゅナリは Pi. 8 すとろ一ぶまつ So. s うらじろ ななかま ど

E E. a tらさ ・つりげな Pi. t くるまっ Sp. c さわふた e
E. M ひろはっ りばな Pi. u は い ま っ Sr. s ほざさななかまど

E. o っリな Pn. 1 ia がま つ か、 St b みつげうっざ \
E. r っるまささ Po. M は と、や な ・ St. j えぞの・

■

u!---
E. S *りみ Po. 8 やまならし St. 0 はく らんく
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M字 "記誠 2 ・e :

T
Sy. a
T. j
T. M 
Ta. C 
Th. d

はしとv 
しなのe 
ャ だいじ 
い ち い・ 
ひの・あナなろ

o

V

To. C
U. 1
U. j
V. f
V.p

とカ・もや*

ひ 上 ゥにれ 

はるにれ 

tしカ・り 

かんぽ く

V. w
Va- S
Va. S 
vi. a

みやまる・士ずみ 
e げばすのe

・ナのe 
や*ぶどう
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